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　　１．南ドイツ商人の登場

　15世紀から16世紀にかけてのヨーロ｡パは,歴史卜の一つの転換期であ｡｡た。

それまでの政治的・経済的体制が崩れ，新しい体制がヨーロッパを支配しはヒ

めたのが，この時期なのである。

　政治的にみると，最盛期には神聖ローマ帝国り;1帝さえをも破門し，たび重な

るﾄ字軍遠征を行ったローマ法王の力か衰退し，代って王権をいただく中央集

権|ﾎﾟ]家か生まれた。また経済の而では，南北双方で大きな変化があらわれた。

すなわち北方では，ハンザ同盟が中央集権を確立した諸国の特権的外来商人排

撃政策によ-jて衰退をはヒめ，南方では，東方貿易を支配してきた北イタリア

諸捌市とくにヴェニスに，スペイン，ポルトガルという競争相手があらわれた

ので･ある。

　このように∃-一一ロッパ社会が大きく変動しつつあった中で，政治的にみた場

介のドイツだけは，例外であった。依然として，中世以来の政治的分裂状態を

っづけていた。形式上は神聖ローマ帝国という体裁をとってはいたが，実情は

31〕0あまI〕の領邦国家の連合体にすぎず,宗教的にはローマ法王の下に置かれて

いたのである。このことは，中央集権化の進んだ地域で失った法王の収入源を，

ドイツが補堀しなければならないことを意味し，マルチン・ルターを登場させ

る素地となった。

　このような時期に,南ドイツ諸都市の商人か歴史の舞台に登場したのである。

　i匈ドイツ諸都市は，南からイタリア商人が北上し，北からはハンザ同盟諸都

Iljの商人か南下して取引する接点に位置した。その地の商人は，南北から訪れ

る外部の商人にまヒって，かれら171身も相互に競争しつつ，こしよう，絹，毛

織物，皮革:製品さらには美術工芸品の売買を行っていたのである。このように



―
乙

回よ商|巻|のII順にあって小規模な商取引を行Jってきた雨ドイツの商人が、　ヨー一

口……バ11'柵業の主役の一員として活躍することになる切掛は、かねらが銀と銅を

Ｆにしたことて･ヽあった。

　北イタリア諸都市の商人が東方から輸入するさいに支払ったのは、銀と銅で

あ､9た｡しかしそれらの銀と銅が、かれらの近くにあったわけではない、北イ

タリアの1119i入は、それらをヨーロッパの内陸から求めていた。その銀と銅を、

15世紀末から16世紀中葉にかけて支配したのが、南ドイツの商人であったわけ

である｡

　ただ南ドイツの商人も、はじめから銀と銅を手にしていたわけではない｡か

れらが銀と銅を手にすることができたのは、少しずつ蓄積Ｌてきた資本を、各

地の領土に貸付けるチャンスが巡ってきたからであった。

　南ドイツで鉱山熱が盛んにな-Jたのは、147〔〕年ごろといわれている。それは

まず、領主から採掘を認められた鉱夫たちか、ギルド的共同体を組織して、小

規模に経営を行うかたちではじめられた。そこへ、戦費および宮廷経費に困-1

だ領主に貸付を行い、見返へりとして鉱山特権(Bergregalj)を取得した南ドイツ

の商人が、参加していったのである。はじめ南ドイツの商人か進出したのは、

ザ･しツブルク地方とチロル地方の鉱11【であった。

　この時期に歴史的出来事が二つ生じた。一つは、ポルトガルによる喜望峰ま

わりの東洋航路|側発である。そのルートを通して、安いこしょうか多量に持ち

込まれることとなったわけであるか、そのこと自体は南ドイツ商人の地位に、

さはどの打撃は与えなかった。たとえポルトガルがこしょうを輸入するとして

も、支払いは銀で行われ、その銀は依然として南ドイツ商人が支配Ｌていたか

らでヽある｡南ドイツ商人に大きな打撃を与えたのは、それよりもむしろ、もっ

一つの歴史的出来事すなわちコロンブスによるアメり力大陸の発見であった｡

中南米の鉱山には、水銀アマルガム法という精練技術が導入されたが、その方

法によって精練された多量の安い銀の輸入がはヒまったのである。この多量の

安い銀の登場で、鉱脈が枯渇し湧水に悩まされていたヨーロッパの鉱山業は、

決定的な打撃を受けた。こうして重要な生産基盤を失った南ドイツの商人は、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l?:　｡･,･’:1

アントワープ市場での高利貸しと投機にその活路を求めていくしかなかｰった。

　このようなヨーロッパにおける政治的・経済的な大変革期に，南ドイツのア

ウグヌ,ブルクに本店を置き，ヨーロッパ全土に支店網を敷いて金融業と鉱山業

を営み，--時は歴史上稀れにみるほどのli万の富を蓄えながら，徐々に衰退の

途を辿った商家のｰつが，フッガー家であったのである。

　２．７･ソガー家

　フッガー家（die Fugger）の先祖は、アウグスブルクの南にあるレッヒフェル

トのグラーベンくGraben）村で織物業を営んでいたハンス･フッガー田ans FuR-

Rer）まで辿ることができる‘I’。ハンスはマリアと結婚したが、かれらの間には３

人の男了･が生まれた。そのうち長男ハンスと次男ウルリッヒは、早くから家業

を手伝った。この二人が家業を手伝いはヒめた当時は、丁度ドイツ産の亜麻と

外国産の木綿で織った綾織綿布の需要が増しつつあった時期であったが、織物

業を続けるにはアウグスプルクの織物工組合に加わることが必要であった。そ

こで長男ハンスが1367年に、つづいて緊年ウルリッヒもアウグスブルクヘ移住

したのである。これが、アウグスブルクでのフッガー家のはじまりである。移

住したハンスは､織物工組合の中心人物ヴィードルフの娘クララと結婚し､1370

年に市民権を得た。しかしクララは閲もなく死亡し、ハンスは1382年に、織物

工組合の有力者グフアッターマンの娘エリザベートと再婚した。ハンスは遡実

に財産をふやL、1408年に死亡したときは3､000グルデンの遺産を残したが、こ

の額は、未だ当時のアウグスブルクでは金持ちといえるほどのものではなかっ

だ21｡

　ハンスには６人の男子があったが、成人したのは三男アンドレアス（.A11dreas）

と六男ヤコブ（Jakob）の２人だけであった。かれらは父親の死後も母親を助け

て家業を営んだが、1454年になってアンドレアスが独立した。フッガー家が二

つに分かれたのである。その後アンドレアスの子孫は1462年から「鹿紋のフッ

ガ･一家」（dieFugger von Reh）を、ヤコブの子孫は1473年から［百合紋のフッガ

｀一家］（dieFugger von Lilie）を名乗っだ31.



　IIljj‘以のうちでまず栄えたのは，鹿紋のフッガー一家であった,ブー-||｡り,よオランダ，

デンマｰ-クとも取引を行うほどであったが，アンドレアスのj'-ルウカかLukasl･

が国王フイI卜｡ブに貸付けた10j】()()グルデンが149がFにII｡ll収不能に陥り，家運

が傾きはじめた回｡それでも1495年までは，鹿紋のフ･ｯｶﾞｰ‥家が百合紋のワッガ

ー一家を凌いでいたが，その後腹紋のフッガー家-一族は手什事につくか|'l'合紋の

ｰハ･か･ぐ:叙の使用人とな･って，歴史の表舞台からは姿を消Ｌていった｡

　ハン汲の六男ヤコブはバルバラ〔Barbara〕と結婚したか，彼なの父ベージンガ

ーの破産を眼の当りにみたこともあっで51.控え目で堅実に什事を行った。後に

は織物T潮合の代表として大参事会にかかおり，徴税吏，亜麻布検査貝，判=嘔

にも任命された。この問，財産も着実に蓄え，1461年にはアウグスプルクで12

番目の，そして６年後には７番目の金持ちにまでなった。ヤコブが商人組合に

加わったのは，1463年のことである吠

　ヤコブとバルバラとの間には，男子７人良子４人の子供が生まれた。そのう

ち四男と七男を除く男子は1f｣･くから家業を手伝ったが，次男と三男は，若くＬ

て修業中のヴェニスで死已した。1469年にヤコブが死んだとき，四9jはすでに

憎侶になっていたが，七男は幼くもあり働き手もﾄ分であったので，将来進む

べき道を未だきめていなかった。この七男は父親と同巳ヤコブと名付けられて

いたが，この人物こそ，われわれか取上げた簿記書の著者シュバルツかフッガ

ー家に雇われたときの４ｋであり，フッガー家を史上最大といわれるまでの商

家に築き上げた人物である｡父子二人のヤコブは，父親を老ヤコブ｀(Jacob der

λltere)，息f･を大ヤコブ･〔Jacob der Reiche〕と呼んで区別されている。

　老ヤコブの死後，大ヤコブは母たちのすすめで憎侶になることにな,1た。そ

してまずへ|｣－デンの神学校へ入った。しかしそこでの生活にヤコプは熱が入

らなか,ったようで,たえず家に帰っていたといわれている巴そんなかれに一大

決心をさせたのは1478年のことであった。

　それは，当時ローマ法王庁の請願局で書記をしていた４番目の兄マルクスの

死であった｡マルクスの遺産整理のためにヤコブがローマヘ赴いたのであるが，

その地で僧籍放棄の手続をとり，ヴェニスはリアルﾄ橋畔のドイツ商館(Fo11-

daco dei Tedcschi､現ヴェニス中火郵使咄へと向かったのである鸚このことは、

かれが禰人となる決心をしたことを意味している､よ当時のひとかどの商人の息

子は、ヴJ.ニスで修行するのがふつうであ､､たのである。

　疫病の発生から逃れるために予定を早め、ヤコブかアウグスブルクヘ帰へっ

たのは、1479年であｰった。その後のかれは、兄達を助けて家業に精を出したの

であったが、かれは沈肩かつ豪胆で断乎たる決断力をもち、使用人であっても

優秀な人材は優遇し、身内でも能力のないものは重くは用いなかった､かれは、

決して好んでは表面に出ず、商人としては愛想のよくない人物であったといわ

れている゛。

　３．ヤコブ・フッガー

　ヤコブか力||わったとき、家業に従事していたのは長兄のウルリ･ンヒと６番目

の兄ゲオルグの２人であった。1480年代に入ると、フッガー家も鉱山彙に進出

したが、最初に進出Ｌたのはザルツブルク地方の鉱山であった、

　それ以前のザルツブルクの鉱山は、ユーデンベルクの商人が支配していた。

そして産出した銀を、東方貿易の支払のためにヴェニスヘ、また銀貨鋳造のた

めにミラノヘ供給していた。フッガー家の兄弟がこの地に目を向けたのは、|司

地方の鉱山が小資本で営まれていたためであるが、かれらはユーデンベルク商

入よりも有利な条件を鉱夫に保証することで、またたく間に支配権を捉った。

この結果として、ユーテンベルク商人は銀をヴェニスヘ供給することができな

くなり、ヴェニスのドイツ商館で確保していた個室を開けわたすことになった。

その部屋を1484年以降は、フ･ンガー家が使用した田l。

　ザルツブルク地方への進出に成功したフヽｿか一家は、つぎにチロル地方にも

進出をはじめたが、それは1485年12月５日のことである。

　当時チロル地方を領有していたのはジイクムンjヽ大公（Erzherzog　Siegmllnd

derMijnzreich von Tjro）jであったが、かれは見境のない浪費家であった。その

ため金に困ることか多く、たびたびアウグスブルクの商人達から、鉱山を担保

に借金をしていた。この大公へ、鹿紋のフッガー家、アントン・フォン・ロー
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ス;Antolnoll Ro【3】，バウムガルトナー家(.die Baumgartllelぺにまヒ一Jて，f l'登校

のフ･･が一家が3,000グルデンを貸付けたのである。このとき見返へりとして，

丸公へ引渡すべき銀のうちの1,000マルクを，鉱夫クIトスチャン・テンツル

　(Christia11Tiinzl)から受取る契約をしたのであるが，その契約日が1485年12月

５日であったわけである(¨1.この契約書には，長兄ウル'卜,ヒが嘱･flしている

が/lj1時すでにフッガー家の圭導権は，ヤコプに帰していたといj･れている‘j2'。

　1487年には，白‘介校のフ･ｿｶﾞｰ一家が大公に封する最大の債権者とな,ったが，

フッガー家の支援にもかかわらず，1490年３月16日に大公は，チロル地方の領

有権を放棄せざるをえなくなった。このときヤコブは，領有権が後の神聖ロー

マ帝国皇帝マ｡クンミリアン(Maximilia・に渡たるべく工作しだ'馬このことに

よってヤコブは，マクシミリアンとの結びつきを強めたわけであるが，後にフ

ッガー家が大発展する切掛けとなった。

　このようにしてワッガー家は，ザルツブルク地方とチロル地方の鉱山を手中

に収めたわけであるが，そこからの銀と銅だけでは，未だヨーロッパを支配す

るには不十分であった。そこでヤコブが目を向けたのは，ハンガIトーであｰった。

たまたまマクンミリアンが東方に関心を向けたのを機に，ヤコブもハンガりー

へ進出Ｌたのである。ただ，その正確な時期はわかっていない。はヒめはブレ

スロウの商人キリアン・アウエル(Ki)ian Auer)を表面に立て，ヤコブの存在を

隠していたからであるo4'。

　当時ハンガり一での採掘権を国王コルブィヌスから認められていたのは，ク

ラカウの技術者ョハン・トルソー(Johann Thurzo)であった。かれはWasserkun-

stという技法によって採掘していたが，資金は不足がちで，負債さえ負ってい

た。そのトルソーに，アウエルの仲介によってヤコブが資本を投下したのであ

る .1495年５月24日にヤコブは、トルソーと契約を結んで「ワッガー・トルソ

会社」を設立したが、ハンガりーにヤコブか進出したことの知れたのは、こ

の時である。

　鉱山業に参入して大きく発展したフッガー家ではあったが，その後も常に順

調に発展しつづけたわけではない。最初の難関は，15【】9年のプリクセンの司教

ｊ‘
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メルヒオル・フォン・メッカウ(Melcl釦r､･on M｡c)｡�の死であ９た｡

　フ･ｿか一家の目ざましい発展は、他方で資金不足という|川題を生|ﾆさせた｡

むと1』とフ･ンガー家は、他人資本を受入れないことを表向きは方針としていた

が、1､佃8年より、資金が足を紬うために秘密裡に確定利r･付預金の受入れを行

･った。その預金老中で最大であっすこのがメッカウであったのであるが、かれが

15同年３月５日にローマで死んだのである･｡15'。

　この時のメッカウの預金額は、20T万グ･ルデンであｰ｡たといわれている｡この

泊金の存在を知った国王ユリウス、アニマ教団、プリクセンの後任･･｣教さらに

ザクセン公が、それぞれに返済を求めてきたのである｡この難事は、ヤコブの

巧妙で大胆な作戦によって同年８月までに解決できたが、さらにつづいて二つ

の歴史ｈの出来事にフッガー家は巻き込まれた｡

　一つは、1514年２月7 11に、ロー-マ支店の支配人ツイングが法干庁と免罪符

版貿の契約を結ぴ･、フッガー家がドイツでの販売業務を独占したことに端を発

するものである。このことを知った若きマルチン・ルター(Martin Luth�が抗

議し、いわゆる宗教改革かはヒまったのである｡他の一つは、老年に達した皇

帝マクシミリアンの後継者選びで、ハプスブルグ家とヴァロア家が争ったいわ

ゆる皇帝選挙である。マクシミリアンは孫でスペイン国王のカルルを立てたが、

７人の選帝候の過半数から賛成をうるには、莫大な資金が必要であった。この

ときヤコブはマクシミリアンを資金面で支え、その調達に奔走Ｌたのである｡

　シュバルツかフッガー家にiMわれたのは、これら二つの出来事が進行Ｌてい

た最中のことである｡

　剣　フッガー家の支店網

　15匪紀末から16肘に初頭にかけての時間に，フぃバゲー家がどの地に支店を置

いていたかは，ポェルニッツ（（訟z Freiherrvon P削ni副によって明らかにされ

ている･jかれはその著書Jakob Fugger,Quellen und Erljiulerungen（1951）の

巻末にNiederlassu叩en und llandelswege der Fugger in Zeitraunl von 1495

bis 1525 とタイトルを付した地図を掲げているが、それによるとこの時期のフ



ヽか-j=祉は、つぎの22の都市に.2ど店を置いていた．りスボン、セビリア、マド

リ……|･.'｀、アンIヽワ‥-ｸﾞ、ケルン、フランク'7几ト．ミラノ、口‥マ、ヴゴニス、

インﾀ､ブ･に･ク、ハル、シコ.ワルツ、二=乙－ノしンベルク、ザルツブ几ク、ガン

.･ダイン、!つしラッハ、ライプ千ッヒ、ウィーン、オワェン(JjUTのブタベス1べ、

ブレスロウ、ダンチ‥.ヒ、クラカウである､．これらのうちび)６支店、すなわち

アント'‾7－ブ．ロ‥マ、ｌｙＪニス、インスプル･、ク、ニュールンベルク、ブレ

スロりの各.1と店を、ポェ几.ニッツはとくに人支店C(;r､s Faklurei)と|呼び、他を

支店(ﾄﾞaktorei･)と呼んでい＆、これら以外にポJ.ルニッツは、代理商または連

絡□･h務所の所在地5clあまりと、鉱山５ケ所、製錬所５ケ所、領地５ケ所をも

小Ｌているo“l．

　ポこル一二･バソの示L､た地図は、かれが永年にわた､って研究した成果をもとに

作成L.たものであるから、信頼すべきものであろう｡Ｌかしここで'見落とすこ

との出家ない資料が、他にｰ一つある．ヤコブが1526年1 Jj3011にこの匪を去っ

たあと、甥アントンによｰって作成された1527年12Jj31日付の'フッガー家の会計

服告μがそれである‘17'．この会計報告書は、会社財産を把握し、1511年以降の

各社□の取分の変化を明らかにする目的で作成されたものであったから、そこ

にはすべての店の財詞までが記載されているはずである．しかし、そこには18

の地名､しか記載されていない．ハル、ンュワルツ、フッゲラウ、ウィーン、ラ

イブjチッヒ、ホッホキルヘ、ブレスロウ、オフェン、ノイソール．ニコー-ルン

ベルク、ケルン、アントワーブ、ヴェrニス、ローマ．スペイン、ボッツェン、

Tノランクワルト、りオンがそれである．

　1527年の会計報告書に記載されている地名は、ほとんどがボＪルニッツの肖

う火支店または支店の所在地である.そうでないとしても、かれが領地・製錬

!Ji等として小している地名の中に含まれている。会

社･祓されている金額は，ボェルニッツが示したマド

|･報告書に.スペインとして副
　
リ

ド リスボン、セビり

ア･ぺ店の総額なｸ)であろ孔，このように考えると，会計報告･書に示されている

地名すべてを，ボＪルニッツもまた大支店または支店等の所在地として示して

いることにな＆，しかＬ，ボJ-ルニッツが大支店または支店等の所在地として

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　lf･　　.I､j.'SI

示したのが約90の都rljであるのに対して、会計報告書に示されているのは、わ

ずか18都心でしかない。この違いは、何を意味するのであろうｶり、

　おそらくそれは、ワッか一家が全体の会計報告書を作成するのに川いた、手

jljiljによるのであろ乳ワッガー家では、大支店または支店等の所在地を18の地

域に区分L.｡それぞれの地｣逼のある店がその地域の外店の計算書を‥応集計し、

それを本店に送っていたのではなかろうか。会計報告書に地名があるのは、各

地域で集計を行った店の所在地と考えるのである｡もちろん店によっては、11

店だけの計算書を本店に送、たところもあるであろ乳　ヴJニス支店は、白店

だけの計算書を本店へ送っていたと考えられる‘18'。

　なおついでまでにilえば､ワ･･･ガー家は年ごとに決算を行-ってはいない｡1527

年以前に会計報;り書を作成したのは、1511年１回だけである。それは。ゲオル

グついでウルリッヒが死亡し、51!弟三人の会社契約が事実ll意味を持たなくな

-jたのを機に、ヤコブが作成Ｌたものである。1527年以降ではヒめて会計報告

占を作成したのは、1533年であっだ19)。

　ンュバルツか簿記書で記帳圭体としたヴェニス支店は、ポェルニ･ｿ･ｿのytう

人支店である｡ただ開設年次は不明である｡ドイツ商館に、それまでの相部屋

から一帛｡を確保Ｌたのが1484年であるから、それ以前にか在していたといいう

るにすぎない｡

　シュバルツが簿記書を書いた当時は、ヴェニス支店はすでにこし､1う取引は

行､っていなかｰった。1516年のヴェニス支店の取引総額は。約931.000ドゥカテン

であったが、そのうち７割強は余銭貸借または振替業務の金額である。残り３

割弱が商ルぷ貿の加であるが。取扱われた商品は銀･銅一糸li布が中心である‘2°'｡

ウ･ェニスという土地柄のためか、ダイヤ、IR珠の購入と本店への発送も幾度か

行おれているが、こしょうは取扱1jLてはいない。

５

ンュノ｀りレツ 簿記書執筆前

　マトホイス・シュバルツは、1497年２月20目に、l!1時ニュールンベルクと･lfj.

ぶ南ドイツの商藻都市であったアウグスブルク(Augsbu哨□こ生まれだ21'｡かれ
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にはﾘ316Å,と反14入の兄弟姉妹があｰ･たが，マトホイ疋は1(1ﾘ3である｡この｡よ

引二心泊姉妹が多いのは，父親が３回結婚したためであるが，かれは父親が２

度目に結婚した妻との間に生まれ｡た』゛供である12馬

　シュバルツ家は，ヨーロッパ全土にf,の知れていたフ‥ノガヽ一一j家にlと･‘こヽ'にtない

にし｡ても，アウグスブルクでは名の通った商家であった，マトホイスの矧_父ウ

ルリッヒは三度もアウグスブルクの11f長に選ばれた入物で，父親はワイン商で

　仙郷寺代のマトホイ又は，まずンュIソテラー田riCh SChUttere)という人物に

読み;!1:きをりりひ，その後ウルムの北にあるハイデンハイムでも勉強した。しか

しその地で学んだ期間は短く，アウグスブルクヘ帰って，今度はラテン諸学校

へ通った。かれが家業を‾1｀伝いはヒめたのは，】3才のときである。そして17才

のとき，イタリアヘ遊学しだ2‘'。

　当時ドイツ商人のﾜj子の遊学先はヴＪニスがふつうであったが，マトホイス

が,l力れたのはミラノであった，ミラノではその地の有名な商人宅に身を寄せ，

まずイタリア詰を学んだのであるが，かれが簿記というものの存在を知ったの

は，この地においてであった。その時の様子をかれは，簿記書の申でつぎのよ

うに述べている‘25'。｢人々が簿記について話していたが，自分にはそれが何のこ

とか理解できなかった。ただそれが，商人にとｰって役立つものであることはわ

かｰった,｣!.Wanll mall voll buchhalten sagct, so w1】stich nit wauon man redet. Alsich

aber mercket, d;ls es den kaufleutten ein nutzlich ding war.】

　そこでかれは，その地で簿記を学ぽうとしたのであるが，結局は断念せざる

今えなかった。その辺の事情についてかれは川Ｌかし，人々は正しい助言を与

えてくれず，不誠実であった。わたしはミラノの町をあちこちまわｰダてみたが，

満足できる教師を見出すことができなか-jた｡｣41aber ich fand die wclt vntrew, da

man mir schkhtc anweisung thet. Wie ich aber mcin llachfrag in der stat Mailalld hctte，

da kundt ich kain maister finden. der sufficient warj と述べている‘26'。ミラノの商

人達は，余所者に簿記を教えることを好まなかったのであろう。

　そのためマトホイスは，教師を求めて各地を訪れることになったが，その最

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　|?:　Cj　11

りJの､㈲n｣地はシ・ノウ‘アであった。ジェノヴァは13世紀以降通商のｰ･大拠点と

して栄えた都市であるか、そこでも目的を達することはできなかった。そして

結Jjは、当時アドリア海の反王といわれていたヴ･ェニスヘ行ったのである。1516

メ
ー

6J｣91｣のことである‘27J。

ブエニスでのマトホイスの宿は、当然ドイツ商館であったはずである。当時

のヴェニスは，近東へ輸出する産物をヨーロッパ各地から集める陸ｈ貿易と，

ヨーロッバ各地に売りさばく商品を近東から輸入する海上貿易の二つを行って

いたが，利益は海十｡貿易のほうがはるかに多かった。そこでヴェニスの商人だ

けが海上貿易を独l liし，他国の商人には陸卜貿易だけを認めた。その一環とし

てヴェニス市当局は，ドイツ商人がドイツ商館以外に住むことを禁じていたの

である‘2sl。

　かれがついた教師は，その地では高名なアントニオ・マリアフィオール

　1AntolljoMariafior)という人物であった129)。そして師マリアフィオールから，

　|‾最後には，かれがあまり勉強していないと感ヒた｣(Doch h auakeren befan(|

ich,(laser auch seichtgelertwas川まどまで簿記を学んだのである‘3°1.ヴェニスで

の学習をおえてマトホイスがアウグスブルクヘ帰へったのは，1516年９月であ

った{3j}。

　帰ljlして問もない1[ﾘ]Hjに，マトホイスはフッガー家に簿記係として雇わ

れだ回。フッガー家に雇われたのが，一時的な修業のつもりであったのか，は

ヒめから一生を託すつもりであ,ったのかは明らかではない。しかしフッガー家

に雇われて当主ヤコフ'と出会,ったことが，マトホイスの一生を決定づける結果

とな,った。ヤコブは，優秀な人材が去ることを思いとどまらせ，それだけ優遇

したといわれているか,ヤコブはマトホイスの能力を高く評価したのであろう。

　はヒめの３ヶ月あまりは，見習いとしてであった。マトホイスが正式に雇わ

れたのは，1517年IJj5日のことである‘33)。ヤコブはそのとき，57才であ,った。

それから1560年に隠退するまでの44年間,かれは｢黄金の帳場｣(go)denen Sch�♭･

stubeJといわれたフ･yガー家の本店で,ヤコブおよびアントンの２代につかえた

のである。かれの仕事は，各支店から送られてくる計算書をみて，当主に助,=1･
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J･える二,とであ

;A111｡11 Mallg,)lt

た そしてj,t後には，法律家であり義父でもあるマンゴル

と拾ぶ地位にまでひりつめた

　６．シュバルッー簿記書執筆後

　-iリヽホ仁ｽは、自削家で自己顕示欲の強い入物であったといわれている４‘･｡

そんなかれがJII]マIJアワィオールがあまり勉強Ｌていないと感にるほど､まで、

･ヴェニスで簿記を学んできたのであるから、フヽヽ、がー家に㈲jっれた時点でのマ

トホイスは、自分が簿記だけは誰にも負けないほど理解していると確信してい

たに違いない。しかし、フッガー家で最初に思しヽ知らされたのは、自分か簿記

をﾄ分には理解していないということであった｡この時の落胆をかれは、つぎ

のように占いている(鴨｜だれもが，わたしのことを尊敬するに値する人物だと

思一Jてくれた｡しかし試験を受けてみて。自分がわずかしかまたは奈くといっ

てよいほど，簿記を知らないと感ヒた｡私はいやになり，自分を恥ヒし,l(Da

vernlailletjederman ich were das magnificat. Da es aber zu der prl)bkamvndin{}asthon.

da empfalld ich. das ich ein wenig mer kundt, uleder gar nichtS. Das verdr(la nlich im

hellzen vllnd sch3mbt nlich vor mir se]bstj

　才能に自信をもつマトホイスにとって，自分の学んだ簿記がフッガー家で役

立だないと気レったときのショックは，非常に大きかったであろう。ただマトホ

イスがに‾わずかしかまたは全くとい,ってよいほど，簿記を知らないと感じた｣

と表現した意味は，いろいろに解釈することができる。

　　一つは，文字通りに受け取って，かれの勉強が不十分であったとか，勉強し

たとしてもフッガー家の簿記のレベルにはほど遣いものでしかなか一｡,た，と解

釈することである。しかしこの解釈は，ヴェニスが文化の中心地であり，それ

に対してアウグスブルクが遠く離れた都市であることを考えると，不自然な感

じも残配，マリアフィオールは，当時ヴェニスではｇの知れた教師であったと

いわれている｡だとすればかれが教えた簿記は，決して低いレベルのものでは

なかｰったのではなかろうか。またマトホイスは，そのような師を批判するほど

まで簿記を学んだのであるから，習得したレベルも一応のものであったと考え
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られる｡そのようなマトホイスが，たとえ||の出の勢であ･ったフッガー家の簿

記であったにしても，それがわずかしかまたは全く理解できなかったと考える

のは，無｣聚があるように思われる｡

　つぎほ，マﾄボイスがヴJ.ニスで学んだ簿記が，ワッガー一家のそれとは異質

のものであ,ったと考えるものである。当時は，パチオりの例外はあ,ったものの，

教科書は無いに等しか-9た。各商家がそれぞれ独自の簿記を用い，それを秘伝

として伝えていたのである(36≒したかって種々の簿記が存在したわけで，マト

ホイスが学んだのは，そのような簿記の一つまたはいくつかであったのであろ

肌，そしてそれは，支店を有しない商家での簿記であったと考えるのである。

そのため，多くの支店を有するフッガー家の簿記を見て戸惑いを感じ，それを

前述のように少し大袈裟に表現したと解釈するのである，この解釈が，より適

切であるように思う。

　フ･ソガー家で白分の簿記知識が役立たないことを知ったマトホイスは，仕事

の傍ら改めて簿記の勉強をはヒめた。フッガー家の簿記を理解することか目的

であったため，教材としては，各地の支店から送られてきた計算書および帳簿

を用いた。この時，ヴェニス支店の支配人スペングラーから送られてきた1516

年度の同支店の計算書を延たことが，後に簿記書の記帳例示にそれを利用した

ことと結びついたのであろう。

　２年･にわたる再度の勉強をおえ，マトホイスが簿記書の執筆を思い立-jたの

は，1518年のことである。執筆の動機についてかれは，つぎのように述べてい

る(371｡｢この本をわたくしは，自分がどのような人間であったかを，年老いた時

に思い出すために，青春時代の記念として書いた。ICvnd djses buch hab ich mir

ailain zu ainer gedechtnus mchler jugelldt gemacht, im a】terzusehen. was ich ftjrei11

gaugg]er sey gewesenj ただこの本は，Ｆ書き本で，内容は支店簿記である。

　マトホイスは，その後1550年にも，一冊の簿記書をｆ書きしている。それは

マイル(Collratt Mairl という商人の依頼によったものであるか，依頼はアウグ

スブルクに本店を置きシュラッケンバルテ･ンに支店を;萱いて混取引を行う商家

での簿記　というものであｰった凹。したがってこの時害いた本の内容は，普通



】｜

の簿,にすなわち本店中心の簿記である｡

　最初の簿記書を執筆した1518年が，グー-テンベルク(釦h;II111,ヽs(;ut�IH一応の活

版11)引見明から65年近くも経過した|時点であ･･たにもかかわらず，T.',|::きのま

まであった最大の月｡由は，それがかれ個人の記念としてであ｡:,たためと考えら

れる，1550年の簿記書は，仙人の依頼によるものであるから，印刷されなか｡，

たとL.て当然であろう｡

　ただﾊｰﾘヽソウくMildred L. Hartsou只h目ま，1518甲執筆部分が印刷されなか一，

たことに-j)いて，つぎのような二つの解釈を小している(39'。

　一つは，グラマチウス(Henrjcus Grammateus)の簿記書Ein new kUTlstkh

behend vnd gewi』3 Rechenbtichlin vff alle Kauffmanschfft か，1518年にニュ

ールンベルクで出版されたことと関係づけるものである“゜l。ﾉゝ-一一　トソウは，グ

ラマチウスの簿記書がアラビア数字を用いて計算板で計算する方法で例示し

た，複式簿記の簡潔な手引澱であったのに対し，シュバルツの本が簿記を一応

勉強したレベルで書かれていることを強調する。この点に関するハートソウの

説明はこれだけであるが，この解釈によると，たとえシュバルツの本を印刷・

市販Ｌても，グラマチウスの本ほどには売れなかったであろうということにな

る｡

　他の一つは，自]刷して市販することを，ヤコブが反対したのであろうという

ものである｡すなわち｡1518年執筆部分は記帳例示か中心で，それはヴェニス

支店の実際の帳簿記録をもとにしたものである。したがｰ,てもし印刷して占販

すると。ワッガー家の内情の一部が外部に漏れることになる。このことをヤコ

ブが，懸念したのであろうというのである‘41'。

　これら　lつの解釈は，ともに的を射てはいないように思肌年老いたときに

過去を振返えるために書いたものに，これほどまでの解釈を与えることが，適

当であろうか。ただもしハートソウの解釈が成り立つものとすると，そのさい

は、 ２番目の解釈がより現実味をもち。説得力もあるように思う｡記帳例示に

用いられている取引は、15拓年のヴェニス支店の取引はぼそのままであるり2)。

したがって印刷して市販すると、フヴガー家の内情の一部が漏れることになる。

ｌ
ｒ

そのような事態を，ルターの批難にさらされている時，ヤコプが詐したであろ

うか。

　マトホイスか結婚Ｌたのは41才のときで,正確には1538年FJ]njであ･9た｡

相ﾐFは。同じくフッガー一家に雇われていた法律削II]家アントン・マンゴルﾄの

娘バヽ-バラであったが，彼女は30才であった｡そして翌年に長男ウルり･ソヒが，

1541年には次男コンラッド，そして1543年には長女スグネスが生まれた｡9yf･

二人はjl,=くしてイタリアヘ遊学Ｌ．帰国後はともにフッガー家の使月｣人になっ

だ31｡

　アムベルガーが描いた肖像画をみると，中年のマトホイスは可成りの肥満体

である‘4o。そのことが原因であ,ったのか，1547年12月19日の朝５時ごろ，かれ

は脳溢1111で倒れた。このことで左手が不自由になったが，バー－デン・バーデン

まで出掛けて治療した甲斐あって，1549年には什事に復帰することができ

だ“I。

　1560年に当ギアントンがこの殿を去,jたのを機に，マトホイスはフッガー家

を退いた。かれ63才のときである｡かれはその後も長生きL，1574年に77才で

アウグスブルクで死亡した。ただその正確な月日は，狛]られていない‘46j。

　７．原本・写本・翻刻版

　ンュバルツ簿記書の原本それ自体の問題については，われわれは答えること

かできない。原本を見たことがないためであるか，それはすでに失われたもの

と考え,り1ている。シュバルツ簿記書に最初に注目したペンドルフも，原本は

見てはいないのであろう。かれが1912年にダンチ･yヒ(現=グダェスク)市'如ﾇI肯館

(StadtbjbliothekDarlzig)に写本一冊が存在することを紹介したときも，原本に

はいっさいふれていないからである‘47'。その後シュバルツ簿記書を取Ｌげた一

人に，経済史の立場からのヴァイトナーがいるが，かれも｢多くの研究者によ

る調査にもかかわらず，これまでに原本は発見されてはいない。おそらく，失

われたのであろう,ﾊﾟと述べている‘48j。

　^゛ンドルフは｡1913年までに，さらにエルビング市立図書館(Stadtbibliothek
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Elbil旋･とウイー-ン‘心括図;jは|･い.Hofl仙lif･hヽkWiell）にもそれぞれ　-lm･ずつの写

本が存在すること今確認したo91｡このうｰ!’､ウイーペ･:園）|占館の写本は、192（11

弟にオー-ストI）ア国｡能I.ZI書館（Osterrek･hkhc Bil仏心ek川こ移管されたが、同写

奉とグダニスクIいyl一昨潟館の写本は、1982年の時､･j.でも存在していた。それ｡は

旧吐妬Iぶ教授の各|ﾇ|書館への|川介せによ｡って明らかとなったものであるか、同

=教授への返信によれば、当時のオ‥ストリア国立図書館の整理番り･はCod !l］｡

鼎6、グダニフ､ク市ﾉヽy図書館のそれはMS.2297である（町､これらこ冊の写本は、

現在もそれぞれにおいて所蔵されているものと考えられる。しかしエルビング

I釘立図書館からは、それが存在しない旨の連絡があったという。同写本は、す

でに｡火われてしまったのかもしれない。

　ただわれわれの研究は、これらの写本をもとにしたものでもない。われわれ

が用いたのは、皮肉にも、すでに失われたと考えられるエルビング写本を専ら

用いて作成された翻刻版である。翻刻版が作成された経緯は、つぎのとおりで

ある。

　前世紀末あたりから、ドイツでは経済史の立場からのフッガー家研究が盛ん

にな･1だ、このとき活躍した一人に、当時ミュンヘン大学の経済史教授であっ

た枢密顧問官シュトリー-ダーりakob Strieder）博士があったが、かれは1907年か

､｀っ、「フ･ソガー家史の研究」（Studien zu Fugger Geschichte）と題した‥連の叢=宍

の監修をはヒめた。この叢書は、1913年までに九巻出版されたが、第比鹿の著

者がヴァイトナーで、書名は「マトホイス・シュバルツの簿記教科書にもとず

くフヽyガー家ヴェニス支店の商業活動」（venezianischer Halldel der Fugger Nach

dcr Mslerbuchhaltung des Malthlus Schwa�である。ヴァイトナーは、出版当時

シュトり一ダー一教授のもとで研究していた入物のようであるが、かれが行-1た

のは、16世紀はじめのヴ=r.ニスを中心とした各地の貨幣単位、数量単位、重量

甲｡位およびそれら相互の換算率の研究である。この研究の資料として、かれは、

ンュバルツの書いた簿記書の主として1518年執筆部分を用いたのである。その

ため自分がまとめた研究の根拠を示さんとして、著書の後半にシュバルツ簿記

書の翻刻版を付したのである。ヴァイトナーの著書は、本文が165頁、つづく166
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aから173山こかけての8 rUこ基本資料〔Anlaほ〕が示されてぃるか、その後の

1174頁から306頁までがﾝ≒･-バルツ簿記出=の翻刻版になっている。

　ヴァイトナーが研究に用ぃたのは、はじニめはダンチッヒ写本だけであった、

後には他の二附の:ぴ本も見てぃるが(祀翻刻版はエルピング写本をもとに作成

されている。エルビング写本が、他の二河に比べて優れていたためである‘52)。

ぢ本絹力:には、スペル、金額および記述Jj!rjにぃくつかの違いがあるか、エルビ

ング写本と他の二冊とで異なる場合は、翻刻版に注記がなされている｡ただヴ

ァイトナーが作成したのは、エルビング写本の完全な翻刻版ではない。かれは

出版にあた-Jて、フッガー家の子孫カール・エルンスト・フッガーICCarl Ernsl

FuMgerl:侯爵からの資金援助を受けてぃるが‘53j、それでも|一分ではなかｰったので

あろう。翻刻は、経済史の立場での研究を裏付けるのに十分と考えられる範囲

にかぎられている。

　ぢ本の内容は、大きく説明部分と記帳例示の部分に分かれている。そのうち

S18年執筆部分の記帳例示はさらに二つに分かれているか、その最初の記帳例

jJiの債:務帳および･第エの記帳例示の主要簿のそれぞれ一部を、ヴァイトナーは

翻刻していない。債務帳とは現在でぃう総勘定瓦帳であるが、第一例示の場合

は、そこに示されているはずの20の勘定【】座のうち14を、かれは翻刻していな

ぃ｡また第三の例示の圭要簿には24の勘定ロ座が設けられていたはずであるが、

そのうちの15も翻刻されてはぃない'54)。

　しかし、それら翻刻されていない部分より以前に記帳すべき部分(仕訳帳)は、

幸いにもすべて翻刻されている。したがって、翻刻されてぃない勘定口座の内

容を、われわれは知ることができる。このため、写本の一一部が翻刻されてぃな

“こと自体は、われわれの研究に重大な支障を与えるものではない。

　８．エルピング写本と翻刻版の違い

　エルビング写本と翻刻版の間には，前述した一部が翻刻されていないことの

外にも，つぎの二点で違いがある。

　一つは，記載順である。ンュバルツ簿記書の中心は，仕訳帳,債務帳,Capus，
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計りT書、ﾄ｡要簿等を川いた記帳例小である｡これl｀､の帳簿のうち仕訳帳は取引

発生||laの記録で、写本と同じ|ljですべてが翻匈｣されている｡それに対L.て債務

帳、Capusおよび主要簿の勘定(|座と計算書では貸借が|)く:り|｣されているが、こ

のll惜をエルビング写本では、姥I剔きの左右の頁に対照表ぶしている。j京本が

そうなｰ-jていたのであろ似　このln借部分を翻刻版では、帳浩ごとにまず借方

を小し、ついでその貸方をポすかたちで印刷している。したが･:Jて翻刻版では、

貸借が同一見開きの左右の真に示されてはいない。借方であ一っても見開きの右

佃1ぽ{に、貸方であっても腿開きの左側頁に示されていることかある。しかもと

きには、写本で同一頁に書かれている事柄か、翻刻版では２真にわたっている

こともある。

　他の一つは、頁割りである。翻刻版の大きさはＢ５版で、一真に８級の活字

で37行が組込まれている。それに対して写本では、一一良にそれはどの字数は書

かれていない。このことは、エルビング写本が現代風に数えて197rtであるのに

対して、翻刻版が132貞であることから。確かである。

　このようなエルビング写本と翻刻版との違いから生ずる混乱を避けるため

に、ヴァイトナ･一は、いくつかの追記を行っている。翻刻版で釣カッコの付さ

れている部分が、それである。

　鉛力･ソコを付した追記は、三つの場合に行われている。

　まず第一一は、写本での記載位置を明らかにするものである。エルビング写本

ｌ
ｙ は頁数が付されていない。そのため少ない真数の紙面に翻刻すると，写本で

の記載個所がjっからないことになる。そこで翻刻版では，写本の各紙面上部の

左よりの位置に，Blatt，数字，ａまたはｂをカッコ害きして，それを示してい

る｡

　ここでのBlattは，写本のはヒめから数えて伺枚目であるかを示すときの，

　｢紋｜にあたるものである。つぎの数字が，何枚目であるかを示す。そしてａ

または♭は，紙の表裏いずれであるかを示す。ａか表頁，♭が裏ａである。し

たカりてBlatt 3b と書かれておれば，それより以ドの郎分か写本の３枚目の裏

頁に書かれている部分であることを示す。なお，ついでまでに言えば，シュバ
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ルツ簿記i!::はドイツ諸で書かれているため左|俐きであるから、ａはほ|則きのｲ1’

||訂｛、ｂは昆開きの左側||頁である。

　つぎに、鈎力･フコを付した追記は、i杞述内容のjlll解を助けるためにも行われ

ている、たとえば、第一の記帳例示の仕訳帳のはヒめに書かれているJ･）urna】

des EI-sten Buchhaltens （第一の簿記削十､M帳）、および債務帳と計算河の貸借そ

れぞれの冒頭に書かれているAktiva（惜ぶ、Passiva（n方･jがその例である。

ただこの種の追記は、数が少ない。

　鈎カッコによる追記の三つ目は、債務帳､Capus、計算書および主要簿の中途

でなされている。i狗述のとおり、翻刻版では債務帳、Capus、計算書およびTjE要

簿が諮めて印刷されており。写本で同真に記載されているものが、翻刻版では

二頁にわたっていることがある。このような場合に翻刻版では、ある頁に記載

された部分の記入合計額をその頁の最下に絢カッコを付して書き、次の頁の最

ﾄ｡部にもそれと同額を餉カッコを付して害いている。たとえばエルビング写本

28枚目裏頁に書かれている第一の記帳例示の現金勘定借方は､翻刻版では207頁

と208真の二真にわたって示されている。そのうち207頁に澄かれている記入部

の合計はduc.3224.18､9であるが､それを同真の最下と208真の最上部に､Uber-

trag duc. 3224.18.9（繰越duc.3224.18.9）と餉カッコを付して示している。

　９．エルビング写本の構成

　ンュバルツ簿記書の内容は、書かれた年によって大きく二つに分けることか

できる。一つは1518年執筆部分で、他の一つは1550年の執筆部分である。その

うち1518年執筆部分は､さらに説明部分と記帳例示部分に分けることができる。

説明の多くは、記帳例示より前で行われているが、中途で行われていることも

ある。1518年執筆部分の記帳例示は三つからなっているが、われわれはそれら

を、はヒめから第一例示、第二例示、第三例示と呼ぶことにする。

　いまエルビング写本の構成を、写本での位置とヴァイトナーの著書での頁数

をもって示すと、（第１釦のとおりである。なおヴァイトナーの追記にしたがっ

ていえば、13aから47aまでが第一例示、そのあと62aまでが第二例示、さらに
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鉛|げ球･り力･｡｡･コ内は，そこにi'1:かれているえ,にごある,ﾊﾞI
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　10.過去におけるシュバルツ簿記書の研究

　シご､｡バルツが簿記洲このはヒめの部分を害いた1518年｡は、パチオリのスンマが

11､版されて24年を経た時である。しかもこの時期は、未だ簿記河が出版される

ことは少なか､った。ドイツにかぎってみると、シＪバルツが簿記書を書いた時

には出版された簿記波は存在しなかった。現時点では、ンュバルツ簿記書がド

イツ最占の簿記霞なのである。

　このように簿記=両がほとんど存在しなかった時期のものであるから、ﾝ･ュバ

几ツ簿記洲:は、会計史llの一一つの重要な資料であることに川]違いはない。しか

しこれまて･'は、シュバルツ簿記書はそれか持つ歴史上での眼要さほどには、注

目されてこなか-Jた。スンマが、19世紀末から今日までに多くの研究者によっ

て取上げられ、ほぽ完全といえるほどに解明されているのに比べて、この点は

大きな違いである。ニの両者の取llげられ方の違いは、スンマが広く読まれる

ことを目的とした印刷本であ。たのに対し、シュバルツ簿記書が自分の記念と

するために害かれ、しかも手書きのままであったことに起因しているのであろ
ゝ
つ

シ.-･バルツ簿.記書が、フッガー家の事情によって、外部の人にほられるこ

とを意識して避けたとも考えられることが､その差をさらに大きくしたものと

思われる、

　交献llンュバルツの名を見出しうるのは、今世紀初頭あたりからである。前



出

ｊ
一
り
｛

争

紀末｡ごろからはじまったドイツの経済史家に,よるフ･，がｰ一家の研究の中に

世紀はヒめごろからシュバルツの111をほ出Ｌうるのである｡しかＬ，その段

階では，簿記にまでふれているものは見当たらない。

　その吃この経済史家達の研究に触発されたのであろう，会計史家としてン

ュバルツを取トげるものがあらわれた。ペンドルフ{Haldllin}jenn(lorflがそれ

である。ペンドルフかンュバルツに関する最初の論文Matthius Schwarz, dcl-

,.Ftirlleme‘｀,Ilauptbuchhaltcr der Fugger をZeitschrift f[irHalldclswissens-

chaft und Handelspraxis誌の付録Der Kaufmann und Das Leben に発表し

たのは，1912年11J｣であった。ただこの論文は，シュバルツの人物紹介が中心

で，簿記河に関する説I剽は若千しかなされていない。ペンドルフがシュバルツ

簿記河を本格的に取十｡げたのは，1913年に出版された著書　Geschichte　der

Buchhaltung iTI Deutschland のB 11においてである｡

　ペンドルフによる紹介にもかかわらず，その以後しばらくの間は，シュバル

ツが会計史家によｰって取上げられることはなかった。戦前の欧米についてみる

と，つぎにシJ.バルツを本格的に取上げたのは，ハートソー(M,L.Hartsoughl)

であった。かj･LはJourna]of Economic and l3usiness History誌1932年４月

号に，論文A New Treatise on Bookkeeping under the Fuggers を発表して

いる。

　戦前において確かに，リトルトンCA.C.Littleton)もその著μAccounting

Evolution to 1900 (19剔でシュバルツを取上げてはいる156)。しかしそれは，

尼帳記入の進化過程とは異なり，仕訳帳がはヒめから　一定の形式をも-Jて記入

されていたことをぷすー･例としてで，本格的に収ﾄ｡げたものとはいいえない｡

かれが取上げたのは，シュバルツ簿記書の第一一例示に]｡516年9J｣30日付でなさ

れている仕訳の一つで，しかもその書き出しの前半だけである‘571.リトルトン

は，索引にシュバルツの私を掲げてはいない。

　戦前出版された会計史の文献としてはブラウン(Richard Brown)のA History

of Accountillg and Accountants (1905jとウルフ(ΛΓthur wo�nのA Short

History of Accountants and Accountancy c】912)を見落とすことができない

’
ら
ｊ

Ｆ Ｌ
い
リ 罰

が、それらて･はン=｡バルッの名さえ見ることができない｡

　戦前のわが国で､会計史家としてシュバルッを取上げた方が､一人おられる｡

田中藤-一郎教授がそれである｡教授は昭和15年4J｣に、経営学論集第14輯に倫

交｢マテウス・ンＪワルツの吟味｣を発表されが5g'。しかしそれは７頁ほどの

もので、本格的にシュバル･ｿを論じたものとはいえない｡

　戦後になっても、欧米では、会計史の立場からシュバルッを取上げたものは

少ない。ヤーメイ〔Basi1 Yamey〕かJournal of Accounting Research誌1967

年４月号に発表した論文Fifteenth and Sixteenth Century Manus・-ipts on

the Art of Bookkeeping とハーヴエ〔ten Have〕の名で]974年に出版されたDe

Geschiedenis van het bockhoudern ぐらいである。

　それに対して戦後は、わが国においてシュバルッは注｢1された。まず茂木虎

雄教授がその著書｢近代会計成､Jy:史論｣(I聊[]鉢年lで、ペンドルフの著書を紹介

されるさいに、マタイス・シュバルツという名を示しておられる‘s9)。ついで昭

和49年ごろからは、白井佐敏教授、井上清教授、片岡泰彦教授の御三方に筆者

を加えた四人が、シュバルツ簿記書に関する数多くの論文を発表しだ湊。それ

らによってシュバルツ簿記書が完全に解明されたとは思えないが､現在御JI方

は他へ関心をむけられている。今日もなお、依然としてシュバルッにこだわ､J

ているのは、筆者ただ一入のようである。

（ｎ　最も権威あるフッガｰ一家の家系図は.Herrnann　Kellenbenzか監銘L.だStudien 2ur F11g-

　　gergeschichteのBand26として公刊されているGerhart Nebinger とAlbrccht Rieber の共

　　箸Gellealogie des Haus。Fugger von der LilieSlammtafeln （1978,J.C.B.Mohs）であ

　　るか。それにもHans Fu只ger in Graben 以前は,Jaり1ていない。

（2）Gatz Freiherr vnnPa】nitz.Jak（･）hFugger. Kaisel-.Kirche und Kapital in der oherdeuts･

　　chen Rcnaissance（以卜･ではPalllilz lと呼ぶ），S.8.（2jtz Freiherr von P6）nitz，Jakoh

　　F11gger，Quel】enund Er］iuterul現en（以ドではP6lnitz IIと呼ぶ）.S.2.

（E　li合紋を名乗ることが認められたのは，１173年61）9 11である＿!;1.帝ワ1」－ドリッヒｍの息

　　予マクンジJアンとプルク’ントのカール大公の娘マリアの婚約か成立Ｌたとき。財政に;I‘,ILむ

　　I;1帝に，ヤーjブの艮ｌウルI」ッヒが高級布地と絹織物を槌供したためである。このとき9.帝か

　　I≒「無償で11r,;された1（frcig・chenkl und vel･ehrtl，（Pa111itzl ，S.14）

｛C　Palnit2 11，S.70 ･-71.



□

()

８

り

]11

1ﾘ

目

１

幻

1 ･1↓1;|-

，:りIわ

Ｉ
」
６
Ｓ

･ｹｰ!,Uj･ll,･･i;した，．ニぴけきヤ』ブが保,i･|･

レjl ljjl………‘こJ､-、た　IRichar(H{hT-cn1}t･Γμ.1hls ZI･

ml〔ICrdih･a-k,･hr im 16 hlhrhlllldl･rl.I，S.S7

　lll‥II11iり1.S.IClund】S.にで.　Pii]nitz l.S.II--12

愉

i'liiillil7 1 . S.jl

Ｅ

ｌ
ｆ

ｊ

一
１ｎ

－・
ｊ
リー

P,･5

11,'i

-'｜

1111

111i

か．だ

利
口“
　
Ｉ

i.JI】

MI.

｀,j’－.j‾ﾉ･．’ノ‥力.･

tZ I.S,lg!卜ぷj.ll11

lj

ljii11111z l . S.ぶ|

tz【　S.:111.1,1:l･　P,･ilnilz l . S.3!|

tz ll.S.･2】.

１ へ

Ｉ
Ｉ

一入,とな，てtlld?1おI≒りj,,池が成ヽy

la]tl｣1･dcl'h嗚な'1'.Qヽ|(1㎞llil;ﾖ1

･.'ぽ;j塙リII･7　:I･･む9Jhjljl究．
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　　1=|町されたい
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　　M;11tM11s Schヽヽ･al-z.S.j=111.以ドにおいては，|･･|書のl･1詮を，Ａ．Ｗ。Ｓ．ｘとＬて示す.)

19j　'j' ･,jｶ.･-一一'iだliそれ以徒.1539犀，1546年，1563年.1577年.1579年に会,H･報告il4:を作|瓦Ｌた，

　　11仙lduin Pe1111cl,.,rf.Geschichte der Buchhaltung i11 Deutschlalld， S.46.〕
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t M;1ri;I Fi,jr と，そ1.でオガ･‥･しは AI11on函Mariasi｡rと，I::いていろ。･Ａ．Ｗ。Ｓ．６ ｕ１１ｒｌ

８３．８．Ｐｃ１１１１（ｌｎｒｆ．ａ．;１．０．．Ｓ．Ｈ．（;。（）郷ぼr.il，;1.（！.S.211S.:

I,ll:　Λ.W｡S.]S3.･:111　R.11e1111(ｮ･･ｒｆ．ａ．ａ．０．，Ｓバ18.

･:徊1　ヤコ･ﾌﾞIは現在'rいう入社｡jC験今1……y･¢･7r･･jj ZI力･=･，乙の時集･l ．たII,ji一一nlllでIは，ンご1.バル

　　リカ･Jlllらit】忖的て一一，風ｉもよく，活発て･あ.一,た.･!G.()μMI･r.a.a.(').S.21111Sj

･331　A.W｡S，6.

･34･　かお.は派ｐ才,いり人物'ご．ｔェJ1一一乙Ｊツは｜ヤコヅ.-.,(･がー夕日III,IJIな帳簿係でア･ｙｸ･ 7.'ﾌﾞ･

　　ルク入の＆公道楽片71-ホイ疋・ンjj.パルヅノ｜と表現している．．このことは，かj l.2!月･当|ljl=ｸﾞj

　　lIH象I111からも-jかかｊる　1‘(;6tz Freihel･I･，･,m)･lii111it2.A11tnn F1lggel-.S.15M，A.Fillk.a,a.

　　0.S，13.j

l351　A.W｡S.IM.

!･361　15111jl!のこ．－-ルンベルクの場合で･あるが．各|翔＆が独|'lの記|限法を用い，かつ秘伝とＬて

　　いたので･，｀ji時グ･記帳法5')発一過程今跡付けゐのは困難である,b.ヽう.バHel･man11K。11rnhellz.

　　I･回･SI.a,ld der Buchhall.ung in ober【lcL11schland zur Zeit d,･!1･FIlgRer und Welser， Die

　　Wil-lschaftsprufung，Hcf122，S，623.)

□7s　A.W｡S.IM.このt章をハー1･ソーは，lj1分の得た新Ｌい地位.と自分の技術を,iなるために忠一

　　いたもの，と受取･-:jている｡jMi】dred L. Hartso1唄h.ANe,A･ Treatise nn Rnrlkkeeping und｡1･

　　the F11ggers.Jnl,rual of Economic alld Business History』932.p.5j3.

as'･A.W｡S，272.Anm.219.1391　M.Harls,luRh.，lp.cit..p，543.

C劇】i　グラマチウスが数学海を書き．その111で簿;ll!にふれたのほ151S年で･あ･,たか．それがITI]刷ji

　　れたのは】521年で．こ.-,.一一ルンベルクにおいてであった。Ｌたが･jてハー|-ヽﾉりの鮒.沢は．は

　　じ.めから成立Ｌないものである。

C一山　ポJJしこ.バソの･,a腿は襄.なる.かれは．フッカ･･一家には倆'－秘密を守るという考'えほ少なか

　　-jたと考える.その根拠と1.て.……-j.411iijの古い帳簿をフ･.ガー家では新Ｌい板柳の表紙に

　　jl｣いていた今実をあけIる。Ｌたかｰってン_．バルツ簿記害が出jiされなか.．だのは．ヤコブの廿

　　いではなく．あく,までもシュバルツIII身の考えであ，たというのである,バPil】nit2 11.S.:158.1

14211　記帳例示は.1516年IJ□|口こヴエ.=l又如I11が|俐,没されたところからはじまっている.1484

　　年以降．フ･!jか･一家がヴ1.ニスのドイ･ｿ商船に独･‘/:Lた部Ｍを持っていたのはlりjらかであるか

(･13

り5｝

目印

･’,，この点は．シュバル･ｿがｆをJjllえたこ月.:なる.

　A.Fillk.;l.a.0..S，］7.C･ljn　このIllljは，５オのときのむのである｡iA,Fink，a.a.0..S.

14.1

　A.Fink.a.a.0.，S.172～174.

　1574年711711からlii］年12月S ILまでの．いつかであ一一,たといj･1れている．｛Ａ．Ｆｉｎｋ．，１．ａ．

０．．Ｓ．１６．Ａｌｍｌ．２２ｊ

:471　かれは．その発ほが偶然であっ£･とＬで．その番り･をStadtbjb】i(,thekDanz1. Mal，2297

　　　とだけ,)娃.ている，(B.Penndorf，Matthjus Schwarz. der ，.Furneme'･.11allplbuchh;I111ヽ｢

　　　derF,唄ger.Der Kaufman｣l und Das LPhen. Beih]all zul･ZeitschriFIRir llandelswissells.

　　　(?haftund Handelspraxis，)912.Nox･..S.115.1

‘i481　A.訊ｙ．．Ｖ｡ｒｗｍ･ｔＶ．
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B.Pclmdorf,〔;cscllichle der Hurhh;111ung ild〕t･utsdlland，S.48.Anm.l.

1｣1･|肖釦刹i，現存した１シ..，ウ'-がし･1月毎･記ijl:の'jj･‥乍｜(会,il'.哨1:!1脂第２り-11卵ill

ll5‘211　Λ.W｡Vnrw,〕1-t V. 旧:111　A.W｡Vorwol･い||。

　八.W.S.2117～215.255 11nd M6:1～26･1.

　写奉では，この部分に借Jj'の記載か･なさji.ていることもあゐ。それ｡｀,借力'部分は，翻禽|｣版-ごｰ

ほ，MIll l でに？鈴ている。

　p，109.

　9 j130日付のこの什,ijUま，翻SII版では４行にわ£･-ってiilかれている｡かれは，i=ね｀lj=の･'1きIの

部分を省略1｡でいる｡lauldes只esellellbuech】ins sidel- prim,) Zenllcr，ist l。ull m｡11athlng

Sgjl】nlan im zuschreibell vnnd 111itim vel･reChnen, halten iT11 hie kain CI】nto,duC.＆｡こ力

仕,λが，ンj，バJしツの仕訳の?1:きJjで特にllJ4:つものとは思えない｡したがｰって。，この仕,沢を

敢えて取ﾄ｡げた理由は，ぞ明である(A.W｡S.204.)

　ll本経営学会編，139～145陀，【59】未来朴，34CC

　各教授が発表された論文の一部を示すと，次のとおりである。

　白拝佐辿教授

　C-7･yがI一家の簿記技術について(経済学雑誌，第77巻，笛４・５１りｰ･1

:yげ･イツ会計史 161UI!における複式簿記の展開･‥-一一（小島り凶｛火et任編ｌ、必､汁吏j;よ

第１章　説明文

　１．説明文の構成

　翻銅版によると、エルビング写本の１枚目と２枚日は、表裏とも白紙(leer:

である。３紋目の表頁には幾何学模様が河かれ、その模様の内側に155〔〕という

数字か、また模様の左下にM.S.と害かれている田。1550は、シュバルツが簿

記ilrの後半部分を害いた年度であり、M.S.は著書がマトホイス・シュバルツ

であることを示すものと考えられ｡る。

　３紋日の裏頁と４紋ljの表裏は、ともに白紙である｡

　５紋日の表頁には、この写本がどのような書物の写本であるかが、写本作成

者の手によって、つぎのように書かれている‘21.

　簿記,とは伺カ(および･-j･1の簿I記に-jいて(WaS daS bUChhalte11 Sey :aUCh V[ln dreier，

1avbuchha]ten)と釦Ｌたマﾄホイフ,・ン.1バルツがFi11:きL.た一一lll]･の4J〕写本で．かれ

かII,:か-jだ1516年と1518年にI'|分で=ijl=いた.そしてその後155【|年にも．．別の体系ﾀ】きｊ,め

て筒･潔な･|附の簿記書をijlいた，かj l が あ列.:つ勺CII,1者を愛U.，|'|分が身につけた知識

を分ちり,えんとU.たためで，その,二とについては，，誰一人とＬて疑うものはいない.

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　】551年　柿にのみ栄.たあれ

　この末尾の年数から、エルビング写本が1551年に作成されたものであること

がわかる｡

　５紋日の良頁は白紙である。

　このあと６枚||の表貞から12枚11の裏頁までは、説明文である。その内容は

八つに分かれているか、それらの見出しおよびおおよその記述量は、つぎのと

おりである｡

｜簿記とは何か」　〔was das buchhaltensey〕（6枚目表頁土～７枚日表真土２／３）

｜仕,沢帳についての若F･の説明」（K）aine alltzaigvon Zoma］）（7枚日表頁‾ﾄﾞ１／３

　ぴ会計学史（体系近代会計学VI口

昨日.‘i教授

ＣｙュヴァJしツの簿記法（会計．第109巻，第６号，第110巻，第いj-;

（‾躇≒イツ簿記小史（社会科学論ｔ第29号j

Cン.jヴー,･Jし･ｿの二雁簿記（産業経到!.，V01.38,N0.10）

Cﾝ．.ウ７ルツの１３種の簿記」（１），（２）（社会科学論集，第42号，143号）

JIII凋泰彦教授

Ｃン.いｿ･ァルツの損益計算法C産業経理，Vo1.39.No.劇

Ｃ’フッガー家の決算諸友概観｛大月短大論集，笛８号3

（.T）-7･りカ･一家の会計諸表（-ｊ，ド.31.会計，第115巻，第３号，ｉ６１り･）

　こj’ぱ,は加筆修正されて，【ドイツ拷配史論JC1994年，森山i制lii】に収められている，
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眼とは何かいW;ls Schuldl〕ucl回(ヅレ91=ぃ｜ﾘぃ'ロベド

と1.t何かレWs(lic Cassa istTい旧剔りμtド１入ぃ･lo咬'1りμＯ

　(ＡＩ恥･1仙Ｘぃ)叫IIUり□０'レ２ｊ

|｣‘民マトホイフ，・ン.，.バルヽｿ｜，lch Malhells Scllwal･tz bul一応･1･II｣1咬1りdlt

111=兌目λΓ白くLI

U､1'i･ きnNot 枚｜□Ｊ目ヽ･2………:4

　ｌｊ･沁)陥idについての覚え書ORegistcr uber dr心rlay buchhalt�レ｡出川畑C

　ただし、これらハ項目のすべてが、この順でいずれの写本にも書かれていた

というわけではないようである。そのことは、ヴァイﾄナーが翻刻限に付した

脚注から明らかである｡原本から写本を作成するさいに、この説明文部分の記

浹については、それぞれに写本作成者の乍|｣断が加わっているようである｡ある

写奏には､IFかれていても、他の写本には書かれていない部分さえあり、たとえ

書かれていてもその位置が違うこともある｡

　たとえば、翻刻版で12校日表頁中途からとL.て沢かれているＩ注意河き目､t、

タン千ッヒ写本にのみfj:在し、エルビング写本およびウ･イーン写本には存在し

ない｡エ几ビング写本とウィー－ン写本では、その位置に、３枚日表頁に書かれ

ているのと同様な幾ｲ可学模様が占かれており、その内側には1518と書いて、そ

れ｡か中心にし､てll力'左の位置にはOmne　quare、トノJ･右の位l?ltにはS11um

quia＆c.、そＬで数字の下にはMatheus Schwarcz. A.V.と書かれていると

いや3'ウ.y－ン写本では、このあとすぐ第一例示の仕､沢帳部分になｰ-』ている。

それに対してエルビング写本では、幾何学膜様の下に、つぎのような短い注釈

が、写本作成者とは違う人のでFによって書かれている回。

　　哨酢1.jJrU.払出|リニｰっいてs､111ヽ-ns.･2八れにｰっいてs､-､11ヽヽ･irとい･5友垣をJllいる、し

　　か|.alpus 'ごは逆に。。‘ｉ入れ4･sl､11v71s.払出しをsoll wir とい･ﾄ。

　またエルビング写本では12紋日の裏頁に書かれている｜三種の簿記について

グ)覚え溥｣は、三つの写本のすべてに書かれてはいるが、ウイ‥ン写本の場合

は１吸口の裏良または５紋目の裏真の最上部から書かれていたようである(5'。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　吊目i　，ふ!llJほづ29

　,j,|り｣如.t，当然16匪紀のドイツ語で書かれている｡当時は，未だ甲,悟のスペ

ルが定まｰっておらず，したがって同ヒ申一語でも幾通りものスペルで;liかれてい

る｡たとえy,詞であ一.jでも，大文字ではヒめているとはか,ぎらない。また，現

がは用いふれ｡ていない申｡,唐が，多くみられる｡しかも翻刻版でハつの見出しに

分けて71:かれている説明は，決Ｌて要領よくまとめられているとはいえない。

八つ1

.ヽろ：

多い。

万
一
　
も

分けられた各洛分では，それぞれ見出しか郊す内容について再かれては

のの，関連することが他の部分にも書かれており，重複していることも

まシー，バルツの記述を尊11Lつつ概要を紹介すると，以下のとj団である。

　２．説明文の内容

　｢簿記とは何か｣

　簿｡､11いDasbuchhalten)は貯金絆i Csparhafen)のようなもので、イタリアで考え

出された商人のための独創的で(｡･ercklich)、形式化された(al-tlich)、しっかりと

Ｌた(nl-dallich)、正確な(richti､汽興味のもてる(kllrtzweili只)、美しくかつ要領

よく(sch･ill vlldkurtz erdichl･)構成された技法である。このような簿記を、これ

までのドイツ人はあま'はIIらなかった。計算係(recllcnmaister)たちの間ではわ

ずかに用いられていたようではあるが、かれらとてあまり重要視していたとは

思えない｡商人でさえ、Son nlir とかSon ich という言=葉‘6)が何を意味するの

かについて議論することかなく、白分かどれだけ儲けたのか抽をしたのかを正

しく計算すろことに、あまり関心を持たなかった｡諸国の商人を相手に商品売

買を行い、その過程｡で現余の授受、債権または債務の発生・決済を行うものに

とｰってほ、簿記は大いに役立つものである。簿記を用いると、｢鏡で自分自身を

みるように｜(als wann er sich selbslin ainem spiege)bsehe)、いつでも取引の結果

を曳||ることができ、正しい決定を行うことができる。

　ただ簿記は。わずかな学習や骨折りでは到底身につくものではなく、簿記を

役､?:てようとするものは、それなりの努力をする必要がある。い、たん身につ

けると簿記は十分に役立ち、ほけを知ろうとするときに大いに役立つ。Ｌかし



侑

商人達は簿記を身につけるための努力をしようとはせず，専ら記憶にたよるこ

とが多く，乖,Iふ引,t誤りをj;かすことが多か･9だ，商人は紙片(zah弔やり9 ll

　(Khjhns an die wjin山 または窓板(fellstel-pre1目こ潟きとめる程度のことしかせ

ず，そのため結局は自分の行｡Jた取引がわからなくなって，最後には夜逃け･Ｌ

なくてはならなくな,ったものも可成･JいたＪ拓人がぷL.く記録する術かil】らず，

完全な記録を行わないまま死んでL.まうと，あとに残-った人々には，その商人

がどのような取引を行っていたのかかわからなくなってＬまう。

　簿記はもともと，古代ローマ時代にすでに用いられていたもので，キリスト

が生まれる可成り以前に教養のある。ダヤ人によって考えられ，商人のmjで伝

戈られてきたものである｡そして商人の関係した裁判においては，かれらのつ

けた簿記の記録をもとに判決が卜‘され，そのことか国王の制定する法律にも定

められていた。16世紀の現在においては，ローマ国王の支配する地辿ばかりで

なく，多くの国々において，簿記記録が必要に応じて裁判で取りllげられてい

る｡

　簿記は。一冊の帳簿だけを用いるのではない。仕,沢帳，債務帳，Capus,現金

出納島いCassa)，計算書，備忘録(Rec｡rda111zen)，費用帳(vnkostbuechlin)，当座

付込帳cStrazobuechli11Jといった諸々の帳簿を用いる‘71.これらのうち仕訳帳

　ツ･lmal目ま，－-人の抑｡ヽl'l者によ･って記入される。その人を帳簿係(buchhalter)

といい，かれはll｣敏であることが必要である｡帳簿係がＨ々の取引を什,沢帳に

記入するさいに聞違いをおかしても，仕訳帳からｲ責務帳またはCapusに転記す

る転記係(mutierer)がしっかりしているかぎりは発見できるが，さもないと結

丿園田違った,ままで11{しい計算ができなくなる。現金出納帳の処理にも一人の担

当折があたる。現金出納帳に記入された事柄は仕訳帳にも記入され，さらに債

務帳またはCapusに転記される。このように仕,沢帳への記入は帳簿係によっ

て，債務帳またはCapusへの転記は転記係によって，現金出納帳への記入はさ

らに別の人によってそれぞれ分担されるので，これらの三人が共謀でもＬない

かぎりは不jl{の行われることはなしりこれらの三人がともに悪人であっても，

比湿して悪｡‘1なを慟くことは稀れであろうから，ふつうは三人にそれぞれの仕今

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　哨目;?　，刑]え　31

をまかせておけばよいであろう。それらの人々が職務を十分に果たさないとき

は，人々の笑いものになるであろう｡

　これまでは一応の規模以上の商人を前提とＬたが，規模の小さい商人の場合

はどうであろうか。規模の小さい商人は，自分の行･った取引を自分1'1身で仕訳

帳，債務帳等の帳簿に記入するであろう。そのような場合は，自分で盗むこと

はないはずであるから，簿記は正しく記録されることとなろ乳

　　「仕訳帳についての若干の説明」

　仕訳帳（zornal）という言葉はイタリア語【welsch wortl】であって、日々記入す

る帳簿（1収lich buch）という意味である。そこには受入れ（einllemenlと払出し

（at､Sgebe11）、受取り（empfahen）と発送（wegksellden）、商品の購入（kauffen）と

その売却（verkauffen）、手形の受取り（wechBlen）と手形の振出し（verwechBle�、

交換（tauschen）とその他の記入（mer四ken）、現金の出入れ（aus､･nd illdie cassa）

といった日々の取引を、すべて記入する。そのEjの取引は、その日のうちに記

録する。すなわち仕訳帳には、どのように、いつ、何を、なぜ（wie､wann､was

vnd warumb）行ったかを、正しい判断のもとに記録するのである。

　仕訳帳に記入されたポ柄は、すでに述べた転記係によって、債務帳または

CapUSに勘定科目をもとに（auf seillenllamen）転記される。仕訳帳に金額を記

入するさいは、二つの短いi‥i葉を用いねばならない｡すなわち一つはSoll vns

で、借方（Dehit�を意味する。他の･･つはSollen wirで。貸方（Creditor）の

ことである。そして各取引を仕訳帳に記入するつど、債務帳またはCapusに転

記するのであるが‘s’、そのさいは仕訳帳の余白に（ad marRincm）その転記先を示

す。すなわち短い一本の棒線（zwerckstrichle�を引き。その上部に仕訳のSo11

vnsか転記された債務帳の丁数（die ziffer（lesSchuldb1､chs das sollvns）を、その

ﾄﾞ部に仕訳のSollen wirが転記された債務帳の丁数を書く。ac.14とac.40に

示すとおりである‘91.Capusに転記する事柄も仕訳帳に記入することになるが、

その処理にはll違のｲ責務帳に転記する事柄の場合とは違う短いｄ菓を用いる。

たとえば､四週間後にアウグスブルクで支払わねばならない2､000f1.をニュール



l･･ベルクで受取ると，その時点では仕訳帳には記入しないは･nhll(･hhl�1-isch:ﾚ｡,一二

J,･一一Jし･:･べ･Iし･クでの受取り･jヽilmemC11べとアウグスブルクヘの支払いはISμIX･nj

を，liilll,yにまず備忘録または収り||IJ(scal-tecぶに記入すろ｡これを，二ュー－ル

こ｡べ几クが2ど払い，われ｡われが1妬周間以内に某に2,0圓fl.を支払わねばならなく

なろと，二１‾一･レンベルクが本日支払いを行い，われわれは将来それを支払肌

と表現する｡そしてその後に仕,沢帳にニごールンベルクの払出L.とアウグスブ

･レクの･12リ,れ，すなわちニュールンベルクに封する自己の債務の減少または債

権の発生と，Ｔウグスブルクに貪ヽ｣する|'|已の債権の減少または債務の発生を記

入,するが，そのさいは棒線の上部にＫと書いてCapusの丁数を示Ｌ，棒線のド

部にＳと河いて債務帳のj'数を示ずl‘jj。もしわれわれがニュールンベルクに2，

n{珀fl.を｡£払い,詐かがそれをわれわれにアウグスブルクで匹|週川丿以内に支払う

というときは，上述とは逆の表示を行う。仕訳帳ではvns soll をニ・－ルンベ

ルクとＬてそこでの受入れを示し，他方をアウグスブルクとする。ニュールン

ベルク自身は同じときにかれの受入れを河いて，わたしに対して支払わねばな

らない債務者となる。かれがわたしに支払っても，それはCapusに関係ない｡

ニュールンベルクはすでに相殺されているからである。この場合は棒線のﾄﾞ部

にＫと書いてCapusの丁数を，棒線のト部にＳと書いて債務帳の丁数を記入す

る，この点に|周することの多くはac.36に,]iしている111j。ただそれらは，簿記

にたずさわる人であれば，当然知･っていることであろう。

　　「債務帳とは何か」

　債務帳;Schuldhuch）はイタリア語でBilanzaといわれ、天秤（wag）にたとえ

られな　この帳簿にはｲ責権者と債務者のすべての勘定日冷かきまれる。その様

式はac.28からac.45に示すとおりであるが、勘定日座はすべてが二つの側に

分けられている。そのうち帳簿を開いたときの見る人の心臓の側が左、すなわ

ち借方｛S､1｝］mirlで、もう一つの側すなわち右側か貸方（Sollic11）である。天秤

はﾉl（右双万に1レ､schalen･）があり、それぞれの皿には１本ずつの脚（KI〔､ben〕が

-Jいている｡そのような天秤の一方の皿に分銅を、他方の皿に物をのせたとし
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て、大汗の正面からみて心臓の匍｣の逆、すなわち物をのせたflll』が軽かったとL｡

よシ、そのときはMir so]|に残高があることを意味する｡そこで右IHljすなわち

So】lichに、大和が水平になるまで重さを加えると左右同じ重さになるが、この

場合の石槨』にのせた承:さが残高･sol()()1を示す。たとえば100f]｡だけ、向って右

側が軽いとL.よう。わたしの心臓の側が、それだけ重いのである。この時は、

わたしからみて債務者である人の勘定II座の心臓の側に残高がある。その後か

れがわたしに80f1.を支払-jと、わたしは1()Of1.のうちそれだけを回収Ｌたこと

になる。そのときは、わたしは債務者の勘定ll座の右側に記入する。その結果、

重さは依然とＬて債務者がわたしに対して20fl.だけ少ない。すなわち勘定|｣座

のvnssol】が未だ重い。この後かれがわたしにさらに20fl.を支払うと、それだ

けわたしは回収し、その勘定口座には残高がなくなる｡貸借とも、100f1.になる

のである｡

　｢金庫とは何か｣

　Cassaもまたイタリア読であｰって，金庫(trllhe削のことである。金庫内の現

金については，特別な現金出納帳(CassabucUと名付けられた帳簿をつける。

貴方は現金出納帳を閣いて，金庫内の現金を見る。金庫内の現金が貴T方を昆る

おけではない。この帳簿もまた二つの側に分けられている。現金出納帳には，

現金(bal-gelt)が何であるかを書くのではなく，そこにはいろいろな支払いや受

人ね｡を，毎lj行うつど記入するのである。受入れはSol】vnsすなわち左側に，

支払いはSollen wirすなわち右側に潟く。わたしが100fl.を人に貸付けた場合

を考えよう。そのさいは前に述べた現金出納帳に支払を記入する。すなわち，

た)たしか現金に対して債務を負うのである。債務帳では，このことを貸方に記

入する。おたしか80fl.と20fl.を受人れると，わたＬはそれを金庫すなわちcassa

におさめる。すると金庫がわたしにそれだけ債務を負うことになり，債務振で

は債務者の勘定目屎の貸方に記入する。するとｲ責務帳のその債務者の勘定口座

の残高はなくなる。しかし現金は，そのことによって増力[]する1)けではない。

んたしがそこから現金を取出し，再びそこへもどしただけだからである。この
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公庫内の現金の取扱いは特定の人にまかされる。帳簿係が現金出納帳に記入す

ろニとが、できないわけではない。しかしそのような記入の仕方は適当ではな

い(argkwr･nischjl.帳簿係は、かれが望むところのことを記入しようと思えばで

きるからである。この現金出納帳に記入する人を、われわれは出納係{cassirerj

という、この出納係が、毎|'Hfわれる支払いと受入れを体系的に現金出納帳の

こつの側に記入する。帳簿係は出納係から現金出納帳を預り、それに従ってす

べてを仕訳帳に種々の勘定科目をもって記入する。そのさいSollvnsとSo11en

wirとい肌ニつのａ葉を用いる。もＬ帳簿係が現金出納帳の記載内容を十分に

理解できないときは、出納係に質問すればよい。帳簿係が現金出納帳をみつつ

仕訳帳に記入を行うさいに、現金出納帳の余11]に、仕訳帳のどこに記入したの

かを丁数をもって記入する‘12j。その後、帳簿係とは別の人によって仕訳帳の記

載内容が債務帳とCapusに転記される。そのさいは、現金出納帳に記入された

事柄以外の諸事項をも仕訳帳から債務帳またはCapusに転記し、借方と貸方に

すべて同額ずつ複式に(･zwifach)記入する。このことのために、債務帳には現金

勘定|]座を設けねばならないことになる。この点については、ac.18とac.27を

参照されたい‘゜。ｲ責務帳に設けられた現金勘定｢｣座には、その貸借に記入する

ことになる。したがって現金出納帳は債務帳に対する相対勘定(ejn scolltr(jMegell

Schuldbuch)ということになる田j。現金出納帳に仕訳帳の丁数を記入すると|司時

に、債務帳に設けられた現金勘定口座の貸借同ヒ側に記人し、現金勘定[]座に

記入したのと貸借逆の側の記入を、債務帳またはCapusの他の勘定口座にも行

っ､-。

　イタリア入のいう格吋に、つぎのようなものがある。受入れたら必ず記入せ

よ。まず現金を払出すべきではなく、その前に必ず記入しなければならない。

このようにすると、記入漏れは生じない。現金の受入れの場介は、まず受入れ

て、つぎに記入することになる。ただ記入することを忘れても、現金か金庫内

に存在することにはかわりない｡出納係が現金出納帳の貸惜に記入するときは、

む俳|に若干のスペースを残Ｌておかねばならない｡金庫内に残-Jている金額を、

次のスペースに繰越すためである。金庫内に残っている現金を次期へ繰越すた
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めの記入を右側に行うと,現金出納帳における1刳昔の記入額は相互に一致する。

これより前に，ｲ責務帳の現金勘定口座にも記入されて，その貸借が平均してい

る｡　現金出納帳の記入に関しては，つぎのことを注意すべきである。もＬ現

金の受入れとしてvns sollに記入すべき100fl.を，誤って現金の支払いとＬて

SOI]ellwirに記入すると，200fT.だけS｡】】en wirが多くなり，jFLい姿を示さ

ない。もし現金の支払いとしてSollen wir に記入すべき100fl.を，誤って現金の

受入れとしてvns sol】に記入すると，200fl.だけ違ってくる。このことを注意し

なければならない。

　　｢付　録｣

　conto de tempo ：借用証茜または手形と引換えにわたしが貸付けた場合，ま

たその債権を決済ロに受取ったときに記入するのがcollto de tempoである。

すなわち，conto der Zeit である。

　conto de corrento : t収lich conto のことである。他人と目々取引を行い，

そのつど相互に支払いをすますとき，すなわち支払いに関して猶予期間が全く

認められていないときに記入する。いつでも必要とするときに記入する勘定

　(lauffendtconto)，すなわち顛末記入帳(die rechensdaft)である。

　conto aparte : 誤った処理を行うと，正しく訂正するか現金の支払いまたは

受入れを行うことになる。ただそれだけでは本来の支払人または受取人が誰れ

であるかがわからない。そこで，それらのことをMathes conto(15)に記入しなけ

ればならない。そのためconto de corrento またはconto de tempoにおいて

どのような調整を行ったかを，この勘定に記入する。そのためこの勘定は，訂

正のおわったことについて記入する顛末記入帳である。

　Gesel】enbuch : この帳簿は，現金出納帳と並んで，２日ないし３目の期限で

貸付けたとき，および口々の費用について記入するものである。その時々にお

いて計算しなければならない。

｢私，市民マトホイス・シュバルツ｣
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最初はミうノヘ行-ってある商人の‘刄に寄宿Ｌだ｡

万を学び簿記を知｡ぺ はヒめは簿iMについて人々か話

ｊ)たしは人々の話している二とが理解できなかっ九

I二が商人にと。て有川なものであることがわか,ったので，学んでみよ

た し力 ｲj省な助'i･陪り･えてくれる人がいなかったので、
ｙ
心
ｔ

しかし澗

うと考え

ラノでは簿記が

どのようなものであるかを十分には理解することができなかった。わたしはl･|

分匹疑問をミラノで解決しようとしたが、良い教師をみつけることができなか

ｰ.Jだ｡人々はわたしに、ジェノヴァに良い教師がいることを教えてくれど、そ

のためわたＬは同地へ良い教師を求めて行ったが、結果はおもわしいものでは

なか､､た。そこでわたしは、さらにヴェニスヘ行った。そして高名なアントニ

ウス・マリア｀フイオール（Anth･）nhjs Mariafior.）という名の教師を見出すことか

できた｡けれどもおたしは、かれが表面的な勉強しかＬていないことを感巳た

ので、かれのもとを去った。わたしは17L分か簿記を十分に理解したと思ったの

で、1516年９月にヴェニスからアウグスブルクヘ帰へり、フッガー氏のもとを

訪れた。そのさいわたしは、誰れよりも簿記を理解していると信じていた｡し

かし試験（prob）を受けてみて、自分があまり理解していないか全くわかってい

ないのだということを悟った。不愉快になり、自分白身を恥じた。わたＬは簿

記をさらに学ぶこととし、アウグスブルクで沢II」のことを勉強した。簿記の方

法と特性を我武者羅に学んで、簿記の楽しさを句いた。その後わたしは、1518

年に苦難をのりこえ、結果としては満足のゆく三通りの莫大ではあるが基本的

な簿記書をまとめた。それ全休は、文章で書いた計算である｡その作業には年

11の誰れからも劾i=1を得なかった。わたしは、立派な経験をもつ誰れにも質問

Ｌなか-9たのである。三通りの簿記は、このような苦難の結果まとめられたも

のであり。その全体は後に示すとおりである。その中で用いているのは、現有

する人々の名|狗で､それらの人々とはイタリアに滞在していたときに知IL合い、

交際もした。また数量、重量、交換率と金銭の評価額も、イタリアで用いられ

ているものである。

両１ Q.明大

　最初のac.1からac.14 ､までにぷすのは、仕訳帳である｡仕訳帳では、余白に

ｰ･本線を引き、その上下にＳを記入する。そのうち上のＳは、債務帳の左側す

なわち惜万(dareJを、ﾄﾞのＳは債務帳の右側、すなわち貸方(habere)を意味す

る｡この仕訳帳からは債務帳へ転記されるのであるが、債務帳はac』8からac.

28に7｣･すとおりである。債務帳では、イタリアの若干の場所で行jJれているよ

うに商品の受入れを借方に示すが、そこでいつどれだけ儲けたか損をしたかが

わかる。一般の商品ばかりで･なく鉱石、宝石、銅および銀または香料を購入し

たときも、借方に記入する。わたしはこの本を書くにあたって、商品の売買に

ついてばかりでなく、もっと多くの事柄を含めた。この簿記書は、これまでに

簿記の勉強を全く行ったことのない人を対象として書いたのではない。商売を

行い自分で帳簿をつけている商人は、この簿記書または記帳例示から多くを学

ぶことができ、その結果としてそれぞれの人々は役立つ多くのことを身につけ

るであろう。

　わたしがこの本を書いたのは、自分が年老いたときに、若いときにどのよう

な会､汁担当者(gauggler)であったかを知る目安にするためである。そのような

理由のため、若さのせいだとわたしを非難する人がいるかもしれない。神よ、

わかしはさらにもｰっと多くのことを学ぼうと思う。アー-メン。

　わたしはヤコブ・フッガー氏を自分の主人にきめた。かれはわたしを、かれ

の代りとしてヴェニスに行かせて留まらせ、そこで経理の仕事を行わせた。そ

のためヤコブ・フッガ‥氏という名前が帳簿の中にでてくるか、それはアウグ

スブルクの本店を指している。ローマ、アントワープ、リオンといった各地の

支店は、別々の勘定で示している。最初の簿記では、締切るにあたって、まず

債務帳(ledgcr)の各支店勘定の借方および貸方の残高について仕訳を行う。そ

の後に借方と貸方に書かれている第三者に封する債権と債務および現金につい

ての処理を行う。この一つ一つについて行う計算は、ac.30からac.35に示すと

おりである。その結果として、各勘定【I座の借方と貸方の金額か一致すること

になる｡締切り前に各勘定|】座にある残高は、ヤコブ・フッガー氏勘定へ振替

える。するとその勘定【1座は、すべての債権と債務を相殺したあとの残高を示
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-Jことになる。acj7に、9.ｹlj分について行-ったものを小す｡

　以上の記帳例示につづけて、仕訳帳、債務帳、Capusを川い、期間を３ケJ」

とする別の記帳例示を示す。その記帳例示に関して注意すべき事項を、ac.29と

ac.35に小才、

　そのあとに主要簿1.Haubtbuch）をポすか、それについての計算はアウグスブ

ルクの主要簿において行うべきものである。そこでさらに全体計算ぶeneral rech･

mlng）を行うのであるが、一番最後の部分ac.60の注意書きに示すとおりであ

る。これをもって、この本についてのここでの記述はすべておわることにする。

　（そして最後に年J1日がご1518年12Jj31日）と書かれている｡）

　　「注意書き」

　　Fﾐな帳簿として，仕訳帳と債務帳の２冊しか川いていない二とがある。その

上うな陽介は，もしKapusがあるときはその中に記入する事柄すなわち為替ま

たは商品も，債務帳に記入して計算書に記載する。これらのことについて仕訳

帳に記入するときは，債務帳への転記に関して繰りｶヽえし述べた上うに，余白

に棒線を引いてＳを書く。 vns so11等を示すＳを棒線のﾄ｡下に書くことについ

て例を小すと，S vns/S wirのとおりである。

　債務帳に転記すべきものは，必ず債務帳に転記しなければならない。転記し

ないのは，もってのほかである。債務帳に転記するときは，その真の丁数すな

わち負数をＳの横に書く。そのさい，Ｓをつけないこともある。すなわち記入

しないか，記入することを省略するのである。　ときには，一つの仕訳から債務

帳の瓦ケ所に転記するよっなことがある。Ｓを書くときは，どちらのＳがvns

so11をどちらのＳがWir sollen を示すかを，棒線をもって区別すべきことに注

意しなければならない。このことによって，どの取引を記入するのに行われた

ものであるかを，一層はっきりさせることができる。

｢三種の簿記についての覚え書｣

まず仕訳帳をac.1からac.14に、つづいて債務帳をac.17からac.29にポす

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第]･;?，斟□ご19

債務帳につづいて作成すべき計算河はac.30からac.35に示す｡これらの仕,沢

帳，債務帳および計算書は，イタリアで行われている方法に従-.jて示した｡商

晶は債務者ごとに記入する。その点に関するac.29の注意書きを参照のこど薦

C即u引こ記入する事柄の仕訳帳の記入については，さらにac.36からac.4{}ま

でを参照のこと。

　さらにつづいてac.41からae.45に債務帳を，ac.46からac.5(1にわたって

Capusを示す田j。このような仕訳帳，ｲ責務帳およびCapusを用いる方法は，

ドイツにおいて広く行われている。この場合でも，債務者ごとに商品を記入す

る｡Capusは前述のac.29に示す注意書きのとおり，受入れと払出しに属する

ものだけを記録する帳簿である｡ac.51からac.60にわたｰって，主要簿を示す。

その申には，ac.60の注意書きとは異なり，すでに述べた二つの計算書と全取引

が含まれている。主要簿はac.51からac.60にわたｰって示す。ac.1からac.60ま

でにぶしたすべてを，わたしマトホイス・シュバルツrl身が書き，多くの個所

に1516年と書いているにもかかわらず，それらは1518年12月に書いたものであ

る｡わたくしは1516年にヴェニスに滞在し，わたしI'1身が商売を行うつど，帳

簿にそのような記入を行っていた。

　３．説明文のまとめ

　シュバルツは、ぼ11のような説ll｣を行ってぃるのであるが、まとめるとつぎ

のようになるであろう。

　①　簿記は商人にとって有効なものであるから使用すべきであるが、ドイツ

　　ではあまり用いられていない。

　②　簿記は占代ローマの時代かりljぃられてきたもので、現在では裁判にお

　　いても採用されている。

　③　簿記では仕訳帳、債務帳、Capusのほか、種々の帳簿や=勘定が用ぃられ、

　　それらへの記入は分担される｡

　④　仕訳帳に行-Jだ記入は、債務帳またはCapUSに必ず転記しなければなら

　　ない。
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　⑤　仕､沢帳の記入はvns so11 とSollen wir というよ妬を付して行い、余白に

　　その転記先の丁数を分数形式で示す。

　⑥　債務帳とCapusに設けられる各勘定口座は、借方と貸方の二つの|則に区

　　分されてい＆、

　⑦　現金の増減はまず現金出納帳に書くが、この帳簿も二つの側に分けられ

　　てお‘】、現余の増加はvns soll に。その減少はSollcn wirに記入する｡

　⑧　現金出納帳に記入した11ぱ{は、仕､沢帳に記入したうえで債務帳または

　　Capusに転記するが、仕､訳帳に記入するさいは、現金出納帳に仕訳帳の丁

　　数を書く。

　⑨　シュバル･ｿがどこで簿記を学び、どのよっな理由で晦記書を書いたか。

　⑩　76紋日の裏以までは1518年12J｣に書かれたが、その内容は、イタりア

　　　=､welschlan(k｀)で行われている仕訳帳と伯務帳を中心とするもの、ドイツ

　　　･:tcLltsc111alldell･】で行jjれている仕訳帳、債務帳およびCapUSを中心とす

　　るもの、圭要簿での計算の三つの部分に分けられ｡る。

　ただ説明文だけでは、ﾝ･ュバルツ簿記のt=し休的な記帳方法をはっきりとは把

捉できない、より腿体的な点については、あとにつづく記帳例示を詳細に検討

しつつ|り｣らかにしてゆくしかないわけである。
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　ェの部分が=り･ド･-・およぴ･ダ'ンチ･パニの各写泰て･y'の.tうに,IM･れているかは,jIII祠･釦･i仙，

目l凶Ｌた「ン｣げハ･･レツ既已り「｣'jj･冰jl弓t計，第IM】巻，il21りｰ，15(1叱参匯.

　.ﾆこで･1516年に,1 1:いたという部分は.‘jj:本作|友者の誤解であろう｡

　II,涸教授引Ji16年,と1518りｰ:ijいヽたと述べられているｶ･．ン.1バル･パ|身かIIﾘj，に.ているこ

Ｓ
ｒ
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計る X.XXこ.S，nl tjlld187. jj,測泰JI Z，|･･いｿ簿,泌史,ii.59m

4'ろと.iii=.,改心き．の部分!.t.ヴ７イ|･孝一がﾀ'ン子･gヒ写本を'jj7 L.たことになろ‘J

U乙，S，185.Anm.51.s(jll wil･はおかL.い.

,-イト子‥ぴ淳)1.りAIlm.3ではBhltt 5b と.あるが，Anm.53て1,t Blatt lb とある，

　t,くジ)-14ftにンー･-.･りし･ｿC.t，Soll mil･ に代えてSOllvllsを．ＳｏｌＨｃｈに代えてSollell wil･ を･

|ｌｈｌていゐ

　Ｃ即USはKapUSと.I ::かれ･ていることもあり，1 11り,II帳または商IIIljl記入帳と訳されている|,ljl

坪114誦ZI.!MJUみ,11!の史的考察，59a，μ,岡義雄，片lil彪Jli,此りル'ﾉ会計史，1311t】.L.か

!..ン，パ≒･1.11/び･場合，それ･･バり,μ,詣丿適'‘jlではない｡jlli,‘IIII一定ばかりでなく'ﾉ･，ガー一家他jll池

ド

ｑ

１１
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勘定目I車も含,U1ているからである　われわj lは以｢ぺこ」｣いて，Ｃ叩usｸｄま川いる

　f.一一｣肺|已IM･｣原|!I』で･jt,jにても，簿,IIリ::の戟^剃：あた一，ては，一定｣む｣|聯哨Ｕび･まj:めて転記

｜

j

j ｡

:11’

I:ぞ'え,｀,れるljl祗liかあろ　同心j:=□2･ヽ125a参照Ｉ

はa Caria 日数!．の|IS　】5]μlj執筆部分で:,1.この種y1分数形｣り・ｔる｣‘咎＆丿扁ｔな咆

・ない　lyll陽一執筆部゛jﾐN'おいてのみ．なされている，

I K;j】･1ls･Capusll の，ＳはSchuldbuchの一之字であるが，この柿の｣'数表示も.151S

l'ｸﾞT･執i'al;分ではなさtlていない

　E.36は第.･.例小の仕,沢帳のはﾋ,めｸ瑶|;分であるが．この柿のＴ=数＆,｣･ほなされていない

　翻&iJj･g.ぷこほ，現価I｣μ|哺汐)阿丿仙,1なゆ，したか･7jてそこで廿｣'少どのように表示しているか

ぶillる.ﾆ,とほてきな

れる

原.似こＪ,一一,．‘ｒさｊ．現剥11納|眼I‘劃朝雨句･.ていなか･jたむのと考え･｀，

13　k･.1則.1債務|喩のjtUJJで現金とヤコブ．'ﾉ･，がI－txブl各勘定日座か，aC.27は債務帳のjllilか

　　,………Jlj･1.'〕tllll･･1きで.1りII111,'折,没I_.た現ｔとヤコブ・ワ･･，がｰ一氏の各勘定口吻が,ａけ,･JIてい

　　ろ，

01　現公出納ll一一･仕,沢帳一刻fl務帳の1』Jnに記人するため，現金出納帳は仕訳帳を中心に債務帳とｷ11

　　吋ｊる.ことになる，相吋勘定とは．この.ことを指すｸﾞ)であろう.
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　この趾j,ijかいかなZ,ものであるかは．知る,ｙとが･で乃ない.

　ac.29には，計算弐:か債務帳かハ作成されるもので･あること．そこに,Iま]516年lj]I ljから同
.jFg Jj3!】1『までの，すべての受ハ釦と払出釦が示されることか淘かれているにすぎない.{本一

目9べ5旧‘!製|!叱

　これらよりJii}'のac.36か,｀ulc.jla.tでには．第T.例示の仕訳帳が示jりiでいる，
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第２章　第一例示の什訳帳

第一例示の帳簿組織．

帽

　シ=｡バルツかイタリア式（wekhe11）と|呼ぷ第-例示は，ワッガー家のヴェニ

ス如11汐）･,I/l場で記帳されている。第　一例示は，支店簿記すなjっち代理人簿記な

のである。

　そ二での取引は，1516年IJj1日の同支店開設からはヒまっている｡前述の

－･･

- とく，第一一例示の取引としては1516年にヴェニス支店で実際に行われた取引

が用いられているとはいえ、この点はシュバルツによ一って手が加えられている

ことになる。すでに述べたごとく、ヴェニス支店は1484年にすでに存在してい

た県第一-例示は同年9J｣301jに締切られているが､その間行われた期中取引数

は、107である｡

　これらの取引を･記帳するために、第一-例小では。仕訳帳【Zoma】)と債務帳

　(Sc)luldhuch)を主要簿として用いている。仕訳帳は、現在と同じく、取引を発

生順に記録する帳簿である。債務帳は現在でいう総勘定見帳で、そこには仕訳

で用いられた勘定科目すべての勘定ロ座が設けられており、ｲ|:沢帳から転記さ

れる｡これらの主要簿のほか、前述した説明文の｜簿記とは何か｣から明らか

なように、現金出納帳(cassa)、備忘帳、費用帳、s=哨抒t込帳が用いられている。

これらを補助簿として用いているわけである。ただ補助簿は、これだけという

わけではない。説明文の｢ｲ寸録｣(Appelldix)においてはGesellenbuchなる帳簿

が掲げられており、また３月30日および６月２日の仕訳の小書き中にKupffer･

buech】in、4Jj5日の仕訳の小書き中にはSilberbuechlinなる帳簿を見出すこ

とができる。しかし残念なことに、現金出納帳およびGesellenbuchを除いて

は、いっさい説明がなされていない‘2)。わずかにKupfferbuechlin　およびSil｡

herbucchlinについてだけは、小=跨きから若干その記帳形式、記帳目的、記帳内



容をうかがぐﾆとができるものの凧　その他の帳簿に勺いては全くその記帳形

式、記｣脹目的。ill､帳内容を知ることはできない。備忘録、費JI｣帳、｀1消仔｣'込帳

は、前述の個所ａ{削参吼･にその名前が小されているだけであｰ、て、他の個所

ではそれらのお称さj.1J出すことが出来ないのである。

　これらiE要簿および咄助簿のほかに、説明文の｜付録|に、勘定心11t･j｀と4･;

引勺いたﾌyJのものかj]･され、短い説明が行われている｡conto　de　lempo、

conto de corrento. conto aparte である九ただこれらの勘定についても、記

述はそれだけで、記帳例示では名前さえ腿出すことかできない。

　し｡たがって第一一一fjlU5｣1で掲げられている帳簿のうち、その記帳形式、記帳目的、

記帳内容までを完全に明らかにしうるのは、具体的に例示されている仕訳帳、

債務帳および計算書だけということになる。不完全ながら概要を把握すること

がでヽきるものといえば、現金出納帳、Gesellenbuch、Kupfferbuechlinそれと

Si】berbuechlinだけである巴

　２．記帳順と取引内容

　第一例示では，取引をまず仕訳帳に仕訳Ｌ，ついで債務帳に設けた各勘定口

座に転記している。仕訳は，vns solい借割とSollen wir ･,貸方)に分かれ，複

式に同額ずつ記入されている。そのさい期中取引に関する仕i沢では，貸借の勘

定科目が常に一つずつとなっている｡

　仕訳帳になされた仕訳を債務帳の各勘定日凍に転記する方法は，現在われわ

れが行っているそれと同ヒである。すなわち借方と貸方に分けて複式に行われ

た仕:訳の借方金額は，その借方勘定科目と同じ勘定科目が付されている勘定口

座の借方に，仕訳の貸方金額はその貸方勘定科目と同じ勘定科目が付されてい

る勘定L｣座の貸方に，それぞれ転記するのである。この段階の問題としては，

ンュバルツがこの簿記書を書くときも，本当に勘定ロ座への転記を仕訳のつど

11阿-lxこか潟かも検討しなければならないであろう。しかしそれは一応おくとし

て，ここではまずどのような事柄を取引として処理し，それをどのような仕訳

原|!|』で複式に仕訳しているかを検討することにする。
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　第一一例示の場合、取引として取llげられている事象か･どのようなものである

かは、借務帳に設けられている勘定口座をみることで、一一応は明らかになる｡

　債務帳の最初に掲げられている勘定科目　一覧表〔Alphabl〕には、つぎの2()の

勘定科目が示されている｡

　JIμΓicass,EI.ヤコフ･･ ｌ ･･力‥ﾊﾟﾚHerr Jacoh F11只gt,l-:，'フうンコ・チウエ千氏l･Misel-

FI･allc,-IChlenal， ロ‥マljR,lmil，'7うンコ・フェルヽｿj-.りン氏ICMiser Fr･ancn VerzeHn･;･，

lii布ISeiden gヽヽ･andj ， ミうノIMailand]，力べ口銀行旧allch,JI Capell(ふビーｆ二銀

i))Hallch･I Hisallij. アンド７　ソ11Λnlt,lrff;･.SI･目Sch,,alzcr garktlpffel-J， ボ･バソェ

ンペBotze�.オフ・ンぽ)fe・･，ダごｰ.tル･デ.'/ウ仁，チョ氏(Miser Daniel de Snuich,:111，

りオン(Ｌｉｎｎ)．銀;Si】h｡rs,1111，ハJし(Ｈａｍ．ジモン・デ･ハガチーニ氏IMiser Sjnlon

面P;lgilthil･li71，ニ.･_-ルンベル.ｸぶurl･lbergl.ツロイり銀行(.Rallcho Prcu11FI,，

　これもの諸勘定科｢1のうち、地名は、その地に設けられているフッガー家の

支店を意味する。したが‘″jlて以下では、たとえばローマをローマ支店と示すこ

とにする。第一一例示の記帳主体がヴェニス支店であることから、それらはフッ

ガー家の他支店と総称することができるであろう。ヤコブ・フッガー氏は、ア

ウグスブルクにあるフ･フガー家の本店を意味する。絹布、銅、銀は、一括して

商IWIといいうるであろう。また個人名および銀行名は、第三者の勘定である、

したがｰ､て士｡記20の勘定科目は、現金勘定、商品勘定、第三者勘定、本店勘定、

フ･ソガー家他支店勘定の五つにまとめることができる。

　債務帳にこのような勘定科目の勘定【】座だけが設けられていることから、第

一･例示では、これらの勘定科目の増減に関する事象だけが取引として処理され

ていることになる。シュバルツは、固定資産の増減を取引として処理しておら

ず、資本勘定、収益勘定、費用勘定も用いてはいないのである‘6)。

　では上記の諸勘定科目に関係する増減を取引として取卜｡げるとして、それは

具体的にどのようなものであろうか。この点を明らかにするには、幸いにして

仕訳に可成り詳細な小書きが付されているため、それらを一一つ一つ吟味すれば

よいことになる。このことはまた、第一例示の仕訳原則を明らかにすることに

もなる。以下においては、上記の五｡つにまとめた勘定科目群を借方と貸方に分

けた25の場合について、一つ一つ検討することとする‘7'。
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　　３．什訳原HI｣

　(T)第･例示では，仕i沢の貸借の勘定科目がともに現金とな馴|:,沢は行われて

いない｡第一一一･91りJiの取引には，甲｡位を異にする各地の貨幣甲ぷでによるものがき

まれている｡しかしそれらはすべて，ヴェニスの貨幣ドゥカテン(1)ucaten,略し

てdtlcjに換算して処理されている。

　②借方の勘定科目が現金で，貸方の勘定科目かヤコブ・フ，ガー氏となる仕

,沢は，五つある｡リ｣11｣の最初，４月151=Iの最初と３番目，７月28日および

９月2(出の２番目の各什訳がそれである(“'。

　い□IIの最初の什訳は支店開設に関するものであるが,｜それだけをわれわ

れに，アウグスブルクからインスブルック経由で運搬人ハンス・ネゲリンが迷

んできた。三つの袋に分かれており，それぞれにduc.1000ずつ入,っている。そ

jlをも一一Jて営業をはヒめる‘9']という小書きが付されている｡4j｣15 11の最初の

仕,沢の小71yきは口IU也で。りオナルド・ン=･ルツァー氏がわれわれに支払った。

その額をアウグ又ブルク勘定に貸記する‘1‘1'｣といっものである。同｢｣３番目の

什訳のそれは，|‾われわれは，運搬人ハンス･ネゲリンとツェルバーの予をへて

六つの袋を受取った。それぞれの袋にdUC.1000ずつ入っている“I'｣というもの

である｡７月28日の什,沢の小河きは川７月l ll以降われわれは，12回に分けて

ハンガり一貨幣80000グルデンをアウグスブルクから受取一jた｡われわれはさら

にロー-マヘixらねばならない。すなわち老フェルパー-から4000グルデン，息子

フェルバーから40圓グルデン，ヘッケルから4000グルデン，ネゲリンから80闇

グルデン，２頭の馬に栢んできたホヒステターから15000グルデン‘12'｣というも

のである｡9J｣201｣の２番目の什訳の小害きは。｜われわれは，ョハン･モダ氏

からウルリヽヽ･ヒ・レーリンガーに支払うものとして受け取っだ13'｣というもの

である｡

　これらのうち4J｣15 11の最初と9J』20目の２番11の仕,沢を除く三つの仕訳

は，ともにヤコプ・フッガー氏からヴェニス支店が送金を受けた場合である。

4 jH5llの３番llの場合も，運搬人がたびたびアウグスブルクから現金を迷ん
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でくるネゲリン達である､ことから、アウグスブルクからの送金と考えるので･あ

る｡したが-Jてこれらの場合は、ヴェニス支店に現金が増加するとともに、ヤ

コブ・フッガー一氏すなわち本店に対して債務が生ヒていることになる。４月15

｢1の最初の仕､沢は、りオナルド・シュルツァーが本末はヤコブ・フッガー氏に

直接支払うべき現金を、ヴェニス支店を通して支払うこととして当支店に支払

った場合と考えられる｡9j120ロの２番目の場合は、モダ氏がアウグスブルク

の本店でレーリンガーに支払うこととなっている現金を、フッガｰ一家としてま

ずヴェニス支店が受取った場合と考えられる。このように考えると、これら二

つの場合もヴェニス支店に現金が増加するとともに、ヤコブ・フッガー氏に対

して債務が生ヒていることになる。

　だとすると、第一例示では、現金が増加した場合はそれを仕訳の借方に記入

Ｌ、ヤコブ・フッガｰ一氏に対してｲ責務か･生じたときにはそれを仕訳の貸方に記

入していることになる。このことからは、仕訳原則全体が整合性をもっている

かぎりは、現金が減少すると貸方に、ヴェニス支店で現金と|司ビ財貨である商

晶が増加したときはそれを仕訳の借方に示し、佳支店および第三者に対して債

務が'|モヒたときはそれらを貸方に記入するであろうことが予測できる｡

　③以上のことを念頭におきつつ、つぎに惜方勘定科目が現金で。貸方勘定科

目かフッガー家の他支店となる仕訳をみることにする。そのような仕訳は、４

月９ロの５番[]、４月15[1の８番目。５月10日の最初、７月24日の各仕訳とし

て行おれている｡

　これらの取引が、現金の増加Ｌている場合であることは、すでに明らかであ

ろう。そこで貸T方に注目すると、４月９日の５番目の什訳の貸方勘定科目は、

ローマ支店である。そして小書きには、｢ローマ支店の３月29日付の手紙にした

がって、グリマルデ･4－氏がローマ支店に支払うべき現金を、アンドリア・グ

リット氏から当支店か受け取っだ14'｣と記されている。４月15Hの８番口の仕

訳の貸方勘定科i]はリオン支店で、小書きには｢ズワン・アントェオ氏からリ

オン支店か受取るべき現金を、同氏から｀I'I支店が受取った(|剔と書かれている。

5 J:j10日の最初の仕訳の貸方勘定科目はボッツェン支店であるが、その小書き
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には１４出切目付のボッツｔン支店からのＦ紙に､よる指示にＬたか≒一jで、当瓦

広がボッIソェン支店ﾀ)受取釦をピエロ・コン｡タリン氏から受収、たly｣と記さ

れている、7J]24目の仕訳のａ方勘定科目はアントリーブ如､りで、小書きには

　16 J]3印1付のアンﾄワーブ支店からの手紙にしたがって、同封されていた借

川証書すなわちラインハルト・ワレッンュゴアルテ'ィ氏がアントワーブで現金

を受]にったときに游いた借用証書の金額を受取｡』だ171]と河かれている、

　見J､LIJLIつの場合は、ともにヴェニス支店が他支店に代って現金を受取一Jた場

合であることは明らかである。したがってヴ=r.ニス支店では、一方で現金が増

加するとともに、他方で各支店に対して債務が生ヒている。そしてこれらの場

合に、債務の生じた相手方支店名を仕訳の貸方勘定科目としていることから、

他支店に対して債務が生じたときもそれらを貸方の勘定科目として記入してい

ることが確定できる。

　④借方の勘定科目が現金で、貸方勘定科目が第三者となる仕訳は、５月20日

の５番目として一つだけ行われている｡ここでの貸方勘定科目は。フランコ・

ワ｡ェルツェリン氏である。小書きによるとそれは、｢フランコ・フェルツェリン

氏がわれわれにかれの債務を現金をもｰって支お､っだI“j｣ことについての記入

である｡ヴェニス支店が、フェルツェリン氏に対する債杖を現金で回収したわ

けである。したがった第三者に対する債杖が減少したときは、貸方をlji該第三

者勘定とＬて仕訳することがわかる｡と同時にヤコブ・フッガー氏または他支

店に対する債枚の減少も、同様に処理するのであろうことが予測できる。

　⑤借方勘定科目が現金で、貸方勘定科目が商品となっている仕訳は、９月１

【】に一一一つだけ行われている。その貸方勘定科目は銅である。それは、｢われわれ

は８月１日以降、合計で1662ツェントナー1(n･1ポンドの銅を、１マイラー当た

りduc.42で売却した(19')ことについての、一括記入である。このことから、銅

　UI6111を現金販売した場合は、現金の増加を借方に記入するとともに、商品の

減少は貸方に記入することがわかる。

　⑥借方勘定科目がヤコブ･フッガー氏で、貸方勘定科目が現金となる仕訳は、

全部で15回行われている。１月25日の最初、3 J128Hの最初、４月15日の２番

ぞに ijl･餉,示の仕訳帳･仙

目・４番目・７番目、５月](田の３番目、６月８目の２番目、６月12日、6 JI

23目、７Ｊ□６日の最初と２番目、７月20日、9J｣2]L』、9 J]301｣の最初と２盾

目の外仕訳がそれである｡

　IJ]2511の最初の仕訳には、つぎの小書きが付されている、すなわち、｢今1｢

劉｣付のヤコブ・フッガー氏からの手紙にしたが≒て、エンドリス・ｸﾞランダ

ー一杜に刈士て現金を支む､っだ2‘ll l。3 Jlj2811の址初の仕訳には、|'おれわれがか

れに代･-』て支出Ｌ、宿泊代(zenmg2を支払う｡ウイルヘルム公爵はわれわれに

返済Ｌなければならない。われわれはハンス・バンブスト氏に与えだ2円とい

や｣ヽ書きが付されている。ここで、｢かれに代-｡､て｣の｢かれ｣がヤコブ･フ･ソ

ガー氏であることは、仕訳の勘定科目から明らかである。｢われわれ｣がヴェニ

ス支店であることはいうまでもない。ウイルヘルム公爵がヤコブ・フッガー氏

に対してハンス・バンブスト氏への支払いを依頼し、ヤコブ・フッガー氏から

の指心にしたが､ってヴェニス支店が現金を支払ったわけである。４月15日の２

番目の仕訳の小書きは、｢今」｣ 3 日付に手紙による指示にしたかｰってズワン･ア

ングロ氏に支払っだ22'｣というものである。これも、仕訳の勘定科目かヤコブ･

フソガｰ一氏であることから、同氏の指示によって、ヴェニス支店が現金を立替

払いした場合であることは明らかである。

　４刈15ロの４番目の仕､沢には川われわれか前記二人の運搬入に支払っが"1｣

と小書きされている。ここで｢前記二人の運搬人｣とは、直前の什訳の小書き

―
Ｉ

書かれている、本店から同日現金を運んできた運搬人ハンス・ネゲリンとフ

エルバーの二人を指す。このことから，運賃等現在でいう費用の支払いはヤコ

フ｀フッガー氏に対する債杖の増加（または債務の減少）として処理していること

かわかる。4 Jn5日の７番目の仕訳には，「われわれが，ローマ教皇陛下の手紙

を携えてウィーンからローマヘ行く郵便配達人に現金を支払い，アウグスブル

クの同陛下の勘定につけかえだ24’」という小書きが付されている。支払った現

金の回収を，本店に依頼したか，本店の指示によって支拡った場合である。５

月10日の３番目の仕訳には，「4 」128日付のヤコブ･フッガー氏からの手紙にし

たかって，ペトロ・アマデオ氏に現金を支払っだ25）」という小書きが付されて



いる､い泰店の指不による立替払いである｡６月8 11の２酢目の什訳の小爵きは、

　｜われわれは、ljl少〕ダイヤモンドに関するF数料として、ピエロ・デ・ビマ

ン千ョ氏とｽﾞ｀ワン・テ･･マ1レバソ氏に現金を支払っだ26’」というものである。

ニこで「ll記のダイヤモンド」とは、6Jj811にビザニ銀行から購入し、直ち

に本店に発送したダイヤモンドを指す。これまた現代風にいえば、費用の現金

による支払いである。

　６月12日の仕訳は､｜りスボンの出納係が１月3Hjに害いた手紙をもとに3 JI

29LIにヤコブ・フッガ‥氏が書いた手紙にＬたがって、グレシアから来たマテ

ｊエ・フォルト、マルコ・ワｉルトという修道士兄弟に、われわれが現金を支

払っだ27）］ことの記入である。　これも本店の指示による立替払いである。6J」

23ロの仕訳には、「おれわれが痢l地で現金を支払い、アウグスブルクヘ送っ

たI゛」という小書きが付されている。したがって本店への送金である。７月16

目の最初の仕訳にはい銀と釧を絹布と交換して手数料を支払い、絹布は手もと

に引取ったが、手数料は本店の負担とＬが29）」といっ小書きが付されている。

仕訳は支払った費用に関するものであるが、本店に封する債枝の増加【または債

務湖峻少】として処理したのである｡つづく７月16日の２番目の仕訳の小書きに

は｡7ヤコブ・フッガー氏の６月２目付の手紙にしたがって、ジョアンニ・ボッ

ヒス氏に現金を支払っだ3°）」と書かれている。本店の指示による立替払いであ

ることは明らかである。

　７月2（1日の仕訳の小害きは、「当地でヤコブ・フッガー氏夫人のためにduc.

130.9.21とduc.245･ g.21の二つの真珠を現金で購入し、運搬入ハンス・フェ

ルバーに持たせて直ちにアウグスブルクヘ発送しだ31）」と書かれている。ここ

での真珠の購入を本店からの指示によるものと考えると、ヤコブ・フッガー一氏

に対する債権の増加はたは債務の減少）、現金の減少となる。9 Jj2HIの仕訳は。

　「９月２日付のヤコブ・フッガー氏からの手紙にしたがｰって、ヴェニスIliに現

金を支払い、若’F名の捕虜を解放しだs2j」ことの記入である。いわば、本店の

指示による現金の立衿払いである。９月30日の最初の仕訳は、｜マトホイス･シ

」バルツが当地ヴェニスにおいて１月１日以降の９ヶ月間に使用L、geselle11-

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　71 2り'･第一秒|｣､｣･の仕､沢帳51

buechlinに記入していたこ｣ことについての記入であり、つづく２番目の仕訳

は、｜当地で家計のために使用し、gesellenbuechlinに記入していだ)|ことに

ついての記入である｡これらは、支払いのつど現金出納帳とgese】lenbuechlin

に記入しておいたものを、帳簿締切りにあたって、それぞれをまとめて仕訳帳

に記入したものと考えられる。現在であれば費用勘定をもって処理するところ

を、ヤコブ･ワッガー氏に対する債権の増加ほたは債務の減少)として処理した

のである。

　以上の各仕訳の小河きをみることにより、借方勘定科目をヤコブ・フッガー

氏レ貸方勘定科目を現金とする仕訳は、ニつの場合に行われていることがわか

る。

　一つは、ヤコブ・フッガー一氏からの指示またはその了解のもとに、ヴェニス

支店が現金を支払った場合である。１月25日の最初、4月15口の２番目、５月10

日の３番目、６月120、7月16日の２番目および９月21日の六仕訳がそれであ

ることは明らかである。３月28日の最初の仕訳の小跨きにある[かれ]かヤコ

ブ・ツッガー-一氏で、４月15日の７番目の取引もヤコブ・フッガー氏の了解のも

とに行われたのであるから、これらの場合も、上記六つの場合と同様に考えぶっ

れる。7 J120日の真珠購入も、本店の指示によるものと考えられ、同様である。

これらのことから、ヤコブ・フッガー一氏の指示またほ了解のもとに現金を支払

った場合は、そのことから生ずる同氏に対する債権の増加ほたほ債務を減少)は

同氏勘定の借方に記入することかわかる。だとすると、６月23日に現金をヤコ

ブ・フ･ソガー氏に送金した場合も、借方をヤコブ・フッガー氏勘定をもって仕

訳することは当然といわねばならない。

　借方勘定科目をヤコブ・フッガー氏とし、貸方勘定科口を現金として仕訳す

るもっ一つの場合は、現在であれば借方勘定科目を費用として処理する場合で

ある。４月15日の４番目、６月８日の２番目、7 Jj16 日の最初、９月3旧1の最

初と２番目の各仕訳がそれである。現在であれば借方勘定科目を、４月15日の

４番目の場合は運賃とし、６月８日の２番目と７月16日の最初の場合はともに

支払手数料、9Jごj3()日の最初と２番目の場合はともに支店経費とでもするとこ



ァドごブノ． このように現在であれば･費用勘定をもって処理するところを，々

コブ・フ‥,がｰ一氏すなj･.け,本店勘定をもって処理しているのは．ンュバ.ル'ｿが

費用貼定を令く川いていないためである．第一一例示では損益の計算は意図され

てお乙ず，収益助定と費用勘定は川いられていない.だとすると費Jljの発生は，

本店に封する債惰の堵加ほたは債務の減少で･として処理することとなるわけであ

る．

　⑦什,沢でlyM=の勘定科目がとljにヤコブ．一八･ガー氏となる場合は，期中取

引に関するかぎりは存在しないいブエニス支店の立場からみて,-一方でヤ=Jブ･

ワヴガー沃:に対して債権が生じ【またほ債務が減少し】､他方で|司氏に対する債務か

発生しているﾚまたは債権が減少してぃる】場介は、期中取引としては、もともと考

えられないのである。

　⑧借か勘定科目かヤコブ'・フッか一氏で、貸方勘定科ljがフッガｰ一家他支店

となる仕訳も、行われていない｡ただこれは、そのような貸借の要素に分解で

きる取引が、もともと存在しえないためではなく。たまたま行われなかったに

すぎないと考えねばならない。たとえばもし、他支店に対する債権を本店に対

する債務と相殺するために、ヴェニス支店が為替Ｆ形を振出すか、ウ'ェニス支

店に債務のある支店か、ヴェニス支店受取りヤコブ・フッガー一氏支払いの為替

于･形を振出したとすると、借方をヤコブ・フッガー氏勘定、貸方を当該他支店

貼定とする仕訳を行うこととなるであろう｡支店相互|ll]の債権・ｲ責務を決算時

に唇店で清算している所からみるど35j、日頃は本店と支店が当事者となる為替

　フッガー家の場合振出されていなかったようである。

ゐ'勘定科目かヤコブ・フッガー氏で，貸方勘定科目か第三者である仕訳

邪で４回行われている。４月９日の最初と２番目，６Ｊ｣８日の最初，８

月15日の２番目の各仕･訳がそれである。

　4 J1 9 11の最初の仕訳の小書きは，｜ダイヤモンドの肖'飾り一つをジモン・

デ･バが手‥ニ氏からヤコブ･フッガー氏のために掛で購入し，|rl:ちにハンス･

｀フェルバーに持たせてアウグスブルクヘ発送した(36'|と書かれている。この仕

沢の貸方勘定科|‾1は。ジモン・デ・パガチーニ氏である。つづく同日２番目の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t･に･I;?　第一例示7｣什｡|!帳　5:1

仕訳で'は、小海きとして１５羽の｣駒鳥を１羽duc.412で、ヤコブ・フ･、が･　氏

のためにジモン・デ'・パガチー一一ニ氏から掛で購入Ｌ、ハンス・ワェルバーに持

たせてアウグスブルクヘ発送した乙･:と害かれている。いうまでもなく、この

仕訳の貸方勘定科目もジモン・ﾃ≒パガチーニ氏である｡ハンス・ワェルバー

にダイヤモンドと駒鳥を持たせて送ったことを、ﾌﾞ'こ'Jｸ)ｲIJ､j{をもって別々に処

JIHL ているのである。６月８日の最初の仕訳には、小書きがっぎのように河か

れている｣アルケイヨのソルダンＥが所有L.ていたＭオンスのダイヤモンドの

首飾りを、ヤコプ･･フッガー一氏のために購入し、直ちにアウグ･スブルクヘ送っ

た。その代金duc.29800のうちduc.25978りは銀3247マルク５ロットで、duc.

3821％は銅909ツェントナー86％ポンドで、後日アリクソ・ビザェ氏に支払

や燃､｣この仕訳の貸方勘定科目は、ビザニ銀行である。８月1511の２番目の仕

訳には、Ｉ同銀行が、われわれのために立替払した'3"j｣という小書きが付されて

いる。ここで同銀行とは、仕訳の貸方勘定科目からビザュ銀行であることがわ

かる。同日、ヴェニス支店は絹布をヤコブ・フッガー氏の命によりアウグスブ

ルクヘ発送したが、そのさいヴェニスで支払うべき絹布の代金の２％にあたる

税金と運搬入の宿治代等を、ピザュ銀行が立替えたのである。

　以1j几|つの仕訳のはヒめの三つの場合は、掛で購入したものをヤコブ・フッ

カー氏に送､Jたのであるから、同氏に対する債権が生じほたはfrほが減少□、将

来支払わねばならない第二者に対する債務が生じている｡これらの場合に、借

方をヤコブ・フッガー一氏、貸方を町政第三者として処理していることから、ヤ

コブ･フ･ソガー氏に対する債権の発生(または債務の減少1を借方とすることが再

確認でき、第｡ユ者に対する債務の発生を貸方に示すことがわかる。８月151｣の

２番目の場合は、現在でいう未払費用についての処理である｡この場介に借万

をヤコブ・フッガー氏勘定とするのは、費川勘定を用いていないためであるこ

とはすでに述べた。

　⑩借方勘定科目かヤコブ･フッカヽ一氏で。貸方勘定科目か商品となる仕訳は、

81｣15日の最初と9J｣18日の殼初にみられる｡それらの仕訳の貸方勘定科l lは、

ともに絹布である。



１

８川15目の最初の仕,沢では，小書きに｜われわれはヤ｀Jブ・ワッガー一氏の心

より，アウグスブルクヘ送った。すなわち褐色の紋織物１個，長さ61％エレ

，１エレン当たりduc.2ﾚ1，したが･ってduc.153.9.1S.p.一一。赤い紋織物一一

個，61匯エレン，１エレン当たりduc.2k1，したが･ってduc.153.9.18.p.－

黒いビロード１個，70Ｍエレン，１エレン゛I 'Iたりduc.3，したが,-』てduc.2]

80個の黒いビロード，うち40個は各60エレン，2(嘔|は各47エレン，20個は各40

エレン，したが･って全部で414(lエレンでｌエレンあたりduc.1妬，L.たがって

duc.7245.われわれは以前に，それら80個のビロードを1.725ツェントナーの銅

と1〔〕･ソヱントナーをduc.42と計算Ｌて交換した。さらに424個の長いschamlot

を送った，１個当たりduc.19，Lたがってduc.8056.それらを購入したとき

に，われわれは銀で支払った。さらに440個の短い多色のschamlot，1個当たり

duc.4Mと計算して銅で支払った。したがってduc.1980.合計額は上記のとお

りであ｡ったか，クリストフ・エルツィンガーに依頼してアウグスブルクヘ送っ

た。それらの商II｡1,は，われわれが取得したときの価格で,削iしが4°'｣と茜かれ

ている｡9 JH8Ljの最初の仕訳の小書きは，つぎのとおりである。｢われわれが

ビロードと絞織物を購入した２月４日に支払った金額のうち，それだけの金額

が絹布勘定の借方に残っていた。その勘定残高を，わたくしは絹布勘定の貸方

に記入Ｌ，ヤコブ・ワッガー氏勘定に併記する(41'。｜

　8月15 11の最初の仕訳は，翁1布をアウグスブルクヘ送ったのであるから，絹

布が減少するとともにヤコブ･フッガー一氏に対して債権が生じ(債務が減少し)た

ことになる。絹布呟く考えてi捕品)が減少したときは，貸方に記入することは，

すでにみたとおりである。９Ｊｎ８Ｈの最初の仕訳は，絹布が存在しないにもか

かわらず残っている絹布勘定の残高(借方duc.1･g.1.1j.12.)を，清算したもので

ある。絹布勘定の残高をヤコブ・フッガー氏勘定残高と相殺したのである。こ

ｸﾞ)ことから，ヤコブ・フッか一氏に対する債務の減少は，I司氏に対する債権の

発生と『1jj様に，借方に記入することがわかる。そしてさらに，他支店および第

三者に対する債務の減少も，借方に記入するであろうことが推測できる。

　⑩借方勘定科目がフッガー家の他支店で,貸方勘定科目が現金となる仕訳は，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i Dly　弟111示のｲ|:,川暇　55

全部で9 1111行われてい＆，１月25ロの２番目，４月15日の５番目と６番11，6

月４日の２番目，7 J130日の最初と２番I｣，8月３日の２番目，８月20｢jの２

番|も　9JnoDの各仕訳である。

　口｣25日の２番目の仕訳には，つ,ぎの小害きか付されている。すなわち，[わ

れわれはIJ]15 L｣付のローマ支店の手紙にしたがってジュアン・デ・ソウイ･ン

チョ・ビセンティオ氏に封する支払いとして，ヤコブ・コルン氏に現金を支払

っが‘‘2'｡｣現金を立替払いしたわけで，仕訳の借方勘定科目はローマ支店であ

る。４月15日の５番目の仕訳には，｢われわれはハンガリー貨幣で2000を，ベト

ロ・アマテ･オに依頼してローマ支店へ発送しだ41']という小書きか付されてい

る。什訳の借方勘定科目はローマ支店である。つづく４月15日の６番目の仕訳

には，｢われわれは，４月llj付のニュールンベルク支店の手紙にしたかｰって，

ブルリッヒ・フィンツング氏に支払った(“l)という小書きが付されている｡こ

れも立排払いで，仕訳の借方勘定科目はニュールンベルク支店である。６月４

ロの２番目の仕訳には，｜われわれは，ローマヘ送った25個の銀の運賃として，

現金を支払っだsl｣という小書きが付されている。仕訳の借方勘定科目は，ロ

ーマ支店である。ヴェニス支店が，ローマ支店の負担とすべき運賃を立替えた

のである｡７月30日の最初の仕,沢の小書きは，｢マリエット氏に依頼して，ロー

マ支店に現金を送った(46)｣と書かれている。いうまでもなく，借方勘定科目は

ローマ支店である。

　７月30日の２番口の仕訳には，｢わtLわれは本日，ズワン・アンドレ・デ・ア

ンゼロ氏に依頼して，25ツェントナーの銀とともに，ミラノ支店へ現金を送っ

だ47']という小書きが付されている。ミラノ支店への送金で，仕訳の借方勘定

科目は町然ミラノ支店である。８月３日の２番目の仕訳には，｢11記の絹布に関

して，われわれは支払っだ4sllと小海きが付されている。仕訳の借方勘定科目

は，オフェン支店である。ここで｢上記の絹布｣とは。同日最初の仕訳に画:か

れている絹布を指すのであるが，この日に同支店宛に絹布を送っている。この

絹布の発送に関して，オフェン支店か負担すべき費用を立碁えたのである。８

月20[]の２番目の仕訳の小書きは，｢それだけの金額をわれわれは，ズワン･ア



ンlヽニオ・デ・ベルザコ氏に持たせてロー-マ虻JIりILIてに卜､ilt24個の銀を送った

ときに、運a'として支払-Jだ49'｣と占かれている｡仕訳の借万勘定科目は、口

－マjどJ､いご･･ある。24個の銀をローマ支店に発送したことについては、同日最初

の仕､沢として記録ざれている｡ローマ支店が負担する発送費用を、ヴ'ェニヌ､支

店が立替えたのである｡９ｊＨ{川の仕訳にはム8 Jj25日付のロー-マ支店の手紙

にしたがって、現金を支払っが51'j｣という小書きが付されている。、y替払いで、

摺涛勘定科山之口一一マ支店である｡

　これらの仕､沢で現金が支払われた理由は。三つに分けることができる。－･つ

は、'ﾌ･=･か一家の他支店からのr一紙にしたがって、指定された第三者またはそ

の代理人に現金を支払､-Jた場合である｡１月25日の２番目、４}Ｈ５日の６番目、

9 JH011の各仕訳がそれである。二つ[|は、他支店に対して現金を送金した場

合である。ｎJＩＭ]の５番目、７月3(川の最初と２番目の各仕訳がそれである｡

-ﾓつ目は、他支店へ商品を発送したさいの当該他支店の負択となる費用をヴェ

ーニス支店が支払った場合である｡６月4
11の２番目、8Jj3日の２番|､-|、8 Jj

2削lの２番目の各仕訳がそれである。支払った費用を他支店の負担とすべく処

理するさいに当該他支店に対する債権の増加として処理することは、ヤコブ･

｀ﾌ･･･が一氏に対する場合と同様の理由からであろう。

　⑩借方勘定科目が他支店で、貸方勘定科|ﾚ!がヤコブ・フッか一氏となる仕訳

は、8Jに□lの３番目の仕訳として一一つだけ存在する。それにはつぎの小河き

が付されている。すなわち、｢われわれは7 jj16日に、剥i布に関するｆ数料を

duc.80だけ現金で支払-った｡前記のとおりである。その半分は、アンブロッン・

ザルコン氏がアントワープでわれわれに支払わねばなぶ､ない。絹布の半分をか

れに送ったからである‘51'｡｣ただこの取引については、若|゛の説明が必要であろ

七　まず７Ｊ]８Ｈに、ヴェニス支店が所有Ｌでいた銅と銀を、アレクソ・デ・

ネルり氏の所有する絹布と交換したが、そのさいの手数料duc.80は、7 Jj1611

に現金で支払､7jた。小書き中の｢前記のとおり｣とは。このことを指す。この

ときは、借方をヤコブ・フ･ソガー氏勘定、貸方を現金勘定と仕訳したのは、前

述のとおりである‘52'。ついで、７月８日に入手したこれら射i布の半分を、7 Jj
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1趾ﾄ付のヤコブ・フヽソガー氏からの手紙にしたが≒て，8Jj31｣にアンブロッ

ン一一ザルコン氏宛にアントワープ支店に向けて発送したのであな　そこでヴェ

ニス支店としては，７月161]にヤコブ･フ･ソガー氏に対してdue.80の債権か生

ﾋ｡たほたは債務の減少)として処理したうちの半分due.40を，オフェン支店に対

する債権の発生｡としてつけ替えたのである。この仕訳の借方勘定科目はオフェ

ン支店である‘53)。⑧で述べたごとく，支店間の債権と債務は決算時に本店で清

算するのが常で･あるため，この仕訳は必ずしも必要ではなかったと思われる｡

　⑩借方勘定科目が他支店で，貸方勘定科I一日丿他支店である仕訳は，６月18[]

に一つだけ行われている｡その小書きは,つぎのとおりである。｢ローマ支店は，

５ＥＭロ付の1｣れわれの依頼にしたがって，枢機卿シルイオ・デ・マルトネ様

に支払｡た。支払われたのはduc.16218 de camcra である。それらの貨幣の

回収はビザュ銀行に依頼Ｌたが，同銀行はそのIIII収をアントワープ支店に依頼

しだ5‘いこの取引は，枢機卿がヴェニス支店に申し出た借金について，ヴェニ

ス支店かローマ支店に貸出しを依頼し，その回収をはヒめビザュ銀行に依頼し

たか，同銀行がさらにアントワープ支店が受取るべく取り計ったものである。

この仕訳の借方勘定科目はアントワープ支店で，貸方勘定科目はローマ支店で

ある。このことから。他支店に封する債権の発生は当該他支店勘定をもって借

方に，他支店に対する債務の発生はII'I該他支店勘定を持って貸方に示すことが

確認できる。

　⑩借方勘定科目がフッガー家性支店で√貸方勘定科【|が第三者となる仕訳は，

全部で18回行われている。】月１日の３番目，２月４ロの２番目，３Ｊｎ日，

3 Jj30日の最初，４月９ロの４番目，４月15日の９番目，４月25ロ，4J｣27日

の最初と２番目，５月４日の最初，５月８ロの２番目，５月10日の２番口，５

列15日の最初と３番目，5J]20LIの６番口と７番目，９月19日および９月20日

の最初の各仕訳が，それである｡

　１月１日の３番目の仕訳には汀ローマ支店かわれわれの指示にしたがって処

理した。同地でセパスチャン氏からdUC.74 de Camera を受取-Jた凹｣という

小害きか付されている｡仕訳の借方勘定科目はローマ支店で，貸方勘定科目は



Ｓ

ノフ Ｊ フュ｡ル･ソエI」ン氏である｡このことからこの取引は，フ.tルツエり

ン氏からヴェニス支店が受取るべき金額を，フェルツエ1」ン氏の代理人である

セバスチャン氏からローマ支店が受取り，その旨連絡を受けた場合であること

がわかる｡2JH11の２番目の仕,沢の小滞きは川われわれに，ミラノ支店が１

祇を書いた。われj-jれは，ペトロ・モルス氏の代理であるズワン・デリノウイ

･ソチョ氏に支払1っねばならない。モルス氏はIJ」27日にミラノで払込みを行っ

が¨･ﾘと付されている。この仕訳の貸方勘定科目は力ぺ口銀行である，借方勘

宏科目がミラノ支店であることはいうまでもないであろう。ミラノ支店にモル

ス氏が払込んだ現金を，|司支店の指示でヴェニス支店がカペロ銀行を通してソ

ウイッチョ氏に支払うことになったときの仕訳である。３月１日の仕訳には，

　「ビザェ銀行が，アントワープ支店振出しヴェニス支店受取りの手形代金を決

済するにあたって，ロー-マ支店受取りグ11マルディ氏支払いの手形を振出し

が57’」という小書きが付されている。２月９日にアントワー-ブ支店が，ヴェニ

ス支店受取りビザュ銀行支払いの手形を振出していたが，ビザェ銀行がローマ

支店受取りグリマルテj氏支払いの為替手形を振出し，そのことについての連

絡をヴェニス支店が人手したのである。仕訳の借方勘定科目はローマ支店，貸

方勘定科目はビザニ銀行である。

　３月30日の最初の仕訳の小書きは，「ビザニ銀行が，アンブ｀ロッン･ザルコン

氏支払い（オフェン支店受取り……筆剔の手形を振出しだ58’）というものである。

仕訳の借方勘定科目はオフェン支店。貸方勘定科目はビザニ銀行である。した

がって，本来ヴェニス支店がビザニ銀行から直接受取るべき金額を，ビザニ銀

行の指示によってザルコン氏がオフェン支店に支払うこととなlj ，その連絡を

ヴェニス支店が人手Ｌたのである。４月９日の４番目の仕訳には，「ローマのフ

ランコ氏が，ミラノ支店受取り，支払期限14日以内の手形を振出しだ」とい

う小書きが付されている。借方勘定科目はミラノ支店，貸方勘定科目はビザニ

銀行である。この直前の時点で。ヴェニス支店の同銀行に対するｨ責権はdue

590.9.8であったが，そのうちの一部（duc.200）をビザュ銀行の代理であるフ

ランコ氏がミラノ支店を通して支払うこととなった場合である。
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　4月15日の９番目の仕訳には、｢プロイり銀行はボロー一二ヤで、３月30日付の

ニュールンベルク支店の手紙にしたがって、われわれのために食事代等を立梼

えた。ニュールンベルク支店はすでに受取っている‘6ol｣という小書きが付され

ている。この什訳の借方勘定科目はニュールンベルク支店、貸方勘定科目はプ

ロイリ銀行である。ニュー-ルンベルク支店が預り、それをボローニヤで自ら支

払うべきものを、同支店がプロイリ銀行に支払いを依頼し、その支払の請求を

同銀行がヴェニス支店に封Ｌて行ったのである。4 1j25日の仕訳には、Fフラン

コ・チウエナ氏がカスパル・ダダ氏を通してミラノ支店に支払っだ6lj｣と小書

きされている。チウエナ氏が、ヴェニス支店に支払うべき余韻をミラノ支店に

支払ったのである。仕訳の借方勘定科目はミラノ支店、貸方勘定科目はフラン

コ・チウエナ氏である。４月27日の最初の仕訳には、つぎの小書きが付されて

いる。｢ローマ支店はフランコ・マルテり一氏がフランコ・チウエナ氏に支払う

べき金額を受取っているが、同支店からの本月９ロ付の手紙により、チウエナ

氏への支払いを依頼されだ62)｡_仕訳の借方勘定科目はローマ支店、貸方勘定科

目はフランコ・チウエナ氏である。立怜払いの引受けである。４月27(1の２番

目の仕訳には、｜グアルデラティ氏がトマソ･グァダノ氏に支払う‘63)｣とだけ小

書きされている。借方勘定科目はりオン支店、貸方勘定科目はフランコ・チウ

エナ氏である。したがってグアルデラティ氏がグァダノ氏への支払いを、リオ

ン支店に依頼したが、それを同支店からヴェニス支店がさらに依頼された場合

と考えられる。グアルデラティ氏はりオン支店に、グァダノ氏はチウエナ氏の

もとに|｣座を持っているのであろう。肩口 llの最初の仕訳には、｢オフェン支

店はアンブロッシ・ザルコン氏から受取っていたが、それをダニエル・テ･･ソ

ウイッチョ氏に支払うために、ヴェニス支店支払いの手形を４月18日に振出し

だ6‘j｣と小書きされている。借方勘定科目はオフェン支店、貸方勘定科目はダ

ュエル・デ・ソウイ･ソチョ氏である。オフェン支店からソウイッチョ氏に支払

うべく振出された為替手形を引受けたのである。5 J1 8 日の２番目の仕訳には、

　｢ビザニ銀行が14日以内に、当方の受取額をローマ支店に支払うls51｣と小書き

されている。借方勘定科目はローマ支店、貸方勘定科目はビザニ銀行である｡



口

　５ＪＨ(田の２番目ｸ矧:訳には，｜ミラノのバルタザール・デ･ブラセり氏から

ボ･･バ?ﾉ｡!-ン如111が受取｡Jた166j.｡という小書きが付されてい＆，仕,沢の借方勘定

科目はホ≒･.Jヽｿllン:IJ111.貸方勘定科目はビザニ銀行である。このことから，ヴ

Ｊご一久支店が直接ビザュ銀行から受取るべき金額を，ビザニ銀行がプラセり氏

を介L.てボッツェン支JIliに支払い，その連絡をヴェニス支店が人r･した場合と

考えられる｡5.J11511の最初の仕,沢の小政きは，つ,ぎのとおりである｡｜アント

ワープ支店はフレシュゴウアルデｨ氏から同地で現金を受取った｡われわれは

カペロ銀行勘定に貸記する。われわれは２ヶ月以内に同銀行に支払わねばなら

ない゛･｡フレンュゴウアルディ氏がカペロ銀行に支払うべき現金をまずアン

ﾄワーブ支店が受取り，その支払を同支店からヴェニス支店か依頼されたので

ある。借方勘定科|]はアントワーブ支店，貸方勘定科目はカペロ銀行である。

5J｣1511の３番目の仕訳には，１５Ｊ１５日のミラノ支店からの手紙のとおり，同

支店がローマのフランコ氏から同地で受取った(6“')と小書きされている｡借方

勘定科目はミラノ支店，貸方勘定科目はカペロ銀行である。カペロ銀行からヴ

Ｊニス支店が受取るべき金額を，ミラノ支店が同銀行の代理人ツランコ氏から

受取,jたのである。5 Jj2()l]の６番目の仕訳には川手形が示すとお'J，ガテ･ィ

ー　銀打を通してフランコ。'フェルツェリン氏はローマ支店に支払わねばならな

い‘¨'｣という小=河きが付されている。･ｙェニス支店が受取るべき金額について，

フェルツェリン氏がガディー銀行支払いローマ支店受取りの手形を振出し，そ

のことについての連絡をヴェニス支店が人手したのである｡借方勘定科目はロ

ｰ-マ如111，貸方勘定科目はフランコ・ワＪルツェリン氏である｡

　５月2㈲｣の７番目の仕,沢の借か勘定科目はアントワープ£店，貸方勘定科目

はフランコ･フェルツェリン氏であるが，｜フレシュゴウアルテ≒ｨ氏は支払わね

ばならない‘7°･I｣と小書きされている｡フランコ・フェルツェリン氏がヴェニス

支店に支払うにあたり，アンﾄワーブ支店受取りフレシュゴウアルディ氏支払

いの為替T･形を振出し，その連絡をヴェニス支店が入手したのであろう。９月

HH]の仕,沢には，i'ビザニ銀行はダミアノ・パルミ氏およびトマソ･グァダノ氏

を通して，リオン支店に支払うという手形を振出しだ71)｣という小書きが付さ
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れている.ビザェ銀行かヴェニス支店に支払っべき金額について、バIルミ氏お

よびグァダノ氏が支払人でりオン支店受取りの２枚の為替升形を振出L.、その

連絡をヴェニス支店が人ｆしたのである。借方勘定科目はりオン支店、貸方勘

定科目はビザュ銀行である｡９月2肘|の最初の仕訳には、つぎの小書きが付さ

れている｡｢われわれほ，ダこ」-｡ル･テ･･ソウイッチョ氏挺定に貸記する。りオ

ン支店はヴェニス支店向けにグアルデロッティ氏に依頼Ｌて送っが72いヴ=r

ニス支店に支払うべき金額をソウイッチョ氏がリオン支店に支払い，リオン支

店がそれをヴェニス支店に送･ったとの連絡を受けたのである。借方勘定科目は

リオン支店，貸方勘定科目はダニエル・デ・ソウイッチョ氏である。

　以ﾄ18の仕訳の取引内容は，大きく三つに分けることかできる。一つは，本

来はヴェニス支店が第三者から直接受取るべき現金を他支店が受取った場介

で，受取ったｉ該他支店に対して債権が生じ，支払･った第三者に対する債権が

減少するか債務が発生した場合である。1JJll｣の３番目と9J｣20日の最初の

fl:訳の場合が，これにあたる｡二つ目は。他支店よりヴェニス支店が立替払い

を依頼され，それを引受けた場合で，依頼した他支店に対して債権が生ずるか

債務が減少し，支払うべき第三衿に対して債務が生ヒた場合である。４月15目

の９番目および5J141｣の最初の仕,沢が，それである。三つ目は，本来は第三

者が直接ヴェニス支店に支払うべき金額について，当該第｡ご者が他支店を受取

人とする手形を振出し，そのことについての連絡をヴェニス支店が受取一った場

合で，ヽ11該龍支店に対して債権が生に，当該第三者に対する債柿が減少するか

債務が発生した場合である。１月１[]の３番目，９月2011の最初，4J｣15[lの

９番||および５Ｊ]４日の酸初の各仕,沢を除く14の什訳の場合が，これである｡

したが･って，第三者に対する債権が減少するか債務が発生したときは，貸方に

示すことかおかる。

　⑩借方勘定科目が他支店で，貸方勘定科目が商品となる仕訳は，5 11｣】行われ

ている｡６Ｊ｣４日，7 JH511.7月30日の３番|]，８月３日の最初および8 jj

2(旧の最初の各仕･沢かそれである。

　61j411の仕,沢には,つぎのような小書きが付されている｡｢われわれは本||，
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ロｰ-マ支店に対してN0.1からN0.25までの鮑25個を送-った。すべて重｡114:は99

マjしク11ロッ】ヽで、合計2492マルク３口･･トである｡わたくしはそれらを自分

が取?!ILたときと同様に、１マルク当たりduc.7％で評価する‘7馬にれが銀の

ローマ支店に対する発送であることは明らかで。ローマ支店に対して債権が生

じ、銀が減少している｡借方勘定科目はローマ支店、貸方勘定科目は銀である。

口JI5目の什訳には、つぎの小､琴きが付されている詞７月Ｉ[|付のローマ支店

の'F紙にしたがって、ベルンハルト・ビニ氏宛に、アンコー-ナに向けてN0.67

からN0.76までヽの銀10個を送った。すべて重量は18【】マルク３ロット３屈クイ

ントI｣ンで、合計1802マルク６ロットである。１マルク当りduc.8とする。ロ

ｰ一一マ教!3は、われわれに対する支払いをローマ支店に６ヶ月以内に行わねばな

５
ｊ
ｒ

J

I

っない肌」ロ‥マ教皇の使用人であるピニ氏に銀を送り、その決済をローマ支

lj-「､ヽ1ニふｰ-しt.｜φ、.7･､･ヂ.・ッ　ａをlhttp://www.ごllllJ.、－､-i.l-t　ft4-1tl､j」.9.･|ロ|.L遠目fで行･う・ととしたのである。借方勘定科目はローマ支店，貸方勘定科目は銀

である｡

　７月30目の３番目の仕訳の小書きは、つぎのとおりである］25ツェントナー

の銅が入っている壷一つを、上記の現金3000ハンガりー・グルデンとともに。

ミラノ支店に送った。]ツェントナーを自分が取得したときと同じく514ライ

ン・ゴールドグルデンで評価したため合計1311･1ライン・ゴールドグルデンであ

るが。ドゥカテンとの換算率がduc.×1.45＝ライン・ゴー－ルドグルデンであるた

め、duc.9()｡9.12 p. 13である。費用の支払いはない四。｜ここで|上記の現金｣

とは、ぴIT前の７月30日の２番目の什訳に示されている、ミラノ支店への送金を

示ず76'。この取引が、ミラノ支店への銅の発送であることはいうまでもなく、

ミラノ支店に対して債権が生ヒ。銅が減少している。借方勘定科目はミラノ支

店、貸ﾉj勘定科目は釧である。８Ｊ]３口の最初の仕､沢には、つぎの小書きが付

されている｡F'j)れわれは、スlヽウルバイセンブルクのゼッケル･ヨルグ氏に依

頼して、黒色の紋織物１個、長さ60エレン、１エレン当たりduc.1M呻略)合

計でduc.10756を送った。われわれはそれらをわれわれが受取った時の価格で

計算する。われわれは、それらを購入L、7J]12日付のヤコブ・フッガー氏の

r･紙にしたがって、オフェン支店に送った'77い　オフェン支店への絹布の発送
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でヽ，同支店に対して債権が生ヒ，絹布か減少している｡借方勘定科目はオフＪ

ン支店，Ｒ方勘定科目は絹布である。

　8J｣2(旧の最初の什訳には，つぎの小書きが付されている。｢われ｣っれはベル

ザゴのズワン氏に依頼して，ローマ支店へ銀を送った｡すなわち個数24個，唄

M:2033沁マルクで，うち４個はN0.77からN0.8(l,各98Mマルク，計394マル

ク。10個はN0.81からN0.90，各80マルク，計800マルク｡５個はN0.91,92，

93.94,95,で各70マルク，計35nマルク。５個はN0.96,97,98,99,100で各98マ

ルク，計490マルクである‘馬,｣ローマ支店に対する銀の発送であり，同支店に

対して債権が生じ，銀が減少してい配借方勘定科目はローマ支店，貸方勘定

科目は銀である。

　これら石つの取引は，すべて商品の他支店への発送であり，すでに明らかと

なっている事柄，すなわち送り先の支店に対する債権の発生は借方に示し，商

IWIの減少は貸方に記入することか再確認できる。

　⑩借方勘定科目が第三者で，貸方勘定科目が現金となる仕訳は，二つ行われ

ている。８月28日および９月２日の各仕訳が，それである。

　８月28日の什訳には，つぎの小書きが付されている｡｢カペロ銀行勘定に示す

とおり，同銀行に対してはミラノ支店およびアントワープ支店が振出した２枚

の手形の債務が残っている｡われわれは本日現金をもってそれらを支払い，同

銀行との取引を清算しが791.｣すなわちこの取引は，債務の現金による支払いで

ある。借方勘定科目は力ぺ口銀行である。９月２ロの仕訳の小書きは，(われわ

れは，ジモン・パガチーニ氏勘定の残高を現金をもって清算しだ8°)|というも

のである。この取引も債務の支払いである。借方勘定科目は，ジモン・パガチ

ーニ氏である。これら二つの取引の仕訳から，債務の減少は借方に記入するこ

とが再確認できる。

　勃借方勘定科目か第三者で，貸方勘定科目がヤコブ・フッガー氏となる仕訳

は，５月１日と８月18[]に一つずつ行われている。

　５月ＩＨの仕訳には，つぎの小書きが付されている。｢アウグスプルクの本店

か支払わねばならない。すなわちハンス・マンリッヒ氏にduc.2000,ホヒステ
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……ﾃ,JL｡ﾝ･13Uﾆd回｡2圓(),ヴェルゼルン氏にduc.140�y,｣この什訳の借ﾉJ‘貼定

日目はフーランコ・チウエナ氏である｡この収引･II‘･ﾝlj;｣の段階で，ヴｔニス支JI11に

はチカエ十氏にduc.5479.9.12の債務が存在した。このうちのdllc.540{}に'j

いて，チウエナ氏がアウグスブルク本店支払い，ﾄ｡記三人が受取りの為替‾r一形

を振出し，本日その連絡を受けたのであろう｡チウエナ氏に封する債務は減少

し　本店に封する債務が生ﾋ｡たのである｡チウエナ氏が，アウグスブルクで|乙

記三人にそれぞれ支払わんとしているのである，8,JJI811の仕,沢にはムわれわ

れは本日現在，フランコ・フェルツェI｣ン氏に封Ｌてかれの勘定残高だけの債

務があｰっだ，かれは，われわれがかれのために手形支払等で貢献したことを理

由に，それを免除した。わたくしはヤコブ・フッガー氏勘定に貸記し，フェノし

ツェリン氏勘定にはその勘定残高だけ併記すが“2' | という小書きが付されてい

る｡この仕訳の借方勘定科目はフランコ・フェルツェリン氏で，金額はduc,2.

9.12である。現在であれば，この金額は債務免除益として処理するところであ

る｡しかし収益勘定を用いずしかも支店の立場であるため，ヤコブ・ワッガー

氏に対する債務の増加として処理したのである。これら二つの仕,沢から，第ﾍﾓ

片に対する債務の減少を借方に記入することが再知認できる。

　⑩借方勘定科目が第三者で，貸方勘定科目が他支店となる仕訳はに全部で14

1111行われている｡１月I Ljの２番||，２ｊ]９Ｌ｣，３月3肘|の３番目，4 1j 9 11

の３番目と６番｢1，4」｣20日の２番目・３番目・４番目，５１口口|の２番ＩＤ

３番目・４番目，5Jn5日の２番目，5 Jj2011の最初と２番目の各什訳である。

　１月】llの２番目の仕訳の小書きは，｢知人チウエナ氏の依頼により，支払人

をローマ支店,受取人をかれの知人グリマルディ銀行とする金額duc.520.9.12

の手形を振出した(s3J)と河かれている。借方勘定科11はフランコ･チウエナ氏，

貸方勘定科目はロｰ-マ支店である｡２Ｊ｣９日の什訳には，｢アントワープ支店が

コルネリウス・ンャッツ氏に8(lフレミッンュを支払う。それらをビザニ銀行を

通してわれわれにドゥカテンで支払わねばならない‘“4'｣といっ小書きが付され

ている　当「｣の時点では，ヴェニス支店とアントワーブ支店の田｣には債権も債

務も存在しないことから，アントワープ支店がシャ･ソツ氏に貸付けた現金の回

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第バ?第jll小の什､;j池65

収を、ヴェーニス支店が依頼された場合と考えられる｡借方勘定科目はビザュ銀

行、貸方勘定科目はアントワ‥ブ支店である｡l! !】収をビザュ銀行を通して行う

こととなっているのである。３月30目の３番目の什､沢には、「トマソーグバンタ･

ノ氏がアレックス・ベルテり氏に支払う゛J」と小;琴きが付されている。借方勘

定科目はダニエル・ﾃﾞ･ソウイッチョ氏、貸方勘定科目はリオン支店である｡

これは ノウイッチョ氏と取引のあるグバンダノ氏の依頼によって、ヴェニス

支店かりオン支店を支払人としベルテり氏を受取人とする為替手形を振出した

場合であろう。　グバンダノ氏からはソウイッチョ氏を通して返却を受けること

となっているものと考えられる。

　4J｣9 11の３番目の什訳の小書きには，｢ミラノ支店がズワン･アマデオ氏に

支払一戸6'｣とだけ書かれている。借方勘定科目はカペロ銀行，貸方勘定科目は

ミラノ支店である，ミラノ支店がアマデオ氏に貸付け，その回収をカペロ銀行

を通して行うこととなった場合と考えられる。４Ｊ｣９日の６番目の仕,沢の小書

きは，｢アントワー-プ支店は，われわれの指示に従-ってレオナルド･フレシュゴ

ウア几ティ氏に支払ったが，われわれはその金額をヴェニスの領･iFから受取る

ことにな,-jている。そのことに関してビザュ銀行はわれわれが受取人であるＦ

形を振出しがs7)｣と書かれている。ビザェ銀行から受取ることになったが，そ

れをアントワープ支店に支払わねばならないのである。借方勘定科目はビザュ

銀行，貸方勘定科llはアントワープ支店である。４月20[]の２番目の仕訳には，

　｜われわれはローマ支店宛にジモン・デ・バガチーニ氏受取りの為替手形を振

出Ｌた･uj｣という小河きが付されている。借方勘定科目はジモン・デ･パガチ

ーニ氏，貸方勘定科目はロー-マ支店である。この直前の時点で，ヴェニス支店

はローマ支店にduc.3573.9.18の債権が，パガチー一二氏に対してはduc.2460

の債務かあった。これらのうちduc.2000を為替手形を振出して相殺したのであ

る。

　4 Jj201｣の３番目の仕訳には,｜ニュールンベルク支店が受取るべきウルリッ

ヒ・ヒュター一氏かふのduc.2000とラインハルト・ヒルシュオーゲル氏からの

duc.2()00を，プロイり銀行を通してヴェニス支店が回収することになっだs9'｣
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と小書きされている｡借ﾉj勘定科目はプロイり銀行、貸方勘定科目はニュール

ンベ･レク支店である｡4J]2()目の４番|]の什､沢は言ニュールンベルク如､14がラ

インハルト・ヒルシュオーゲル氏に£払ったか、それをテロ・デイン|･氏がビ

ザニ銀行を通して当地でわれわれに支払う‘9ol｣と小書きされている｡借方勘定

F日｣はビザニ銀行、貸方勘定科目はニュールンベルク支店である｡これら二つ

の取引は、ともに他支店の回収分を代-9て受取ることとなった場合である。５

Ｊ]４目の２番目の仕訳の小害きには、｜それをアンブロ･ッシ・スピノッチ氏が２

ヶ月以内に支払う‘゛｣とだけ書かれている。借方勘定科目はダュエル・テ・ソ

ウイッチョ氏、貸方勘定科目はローマ支店である。これら仕訳の勘定科ljから、

ローマ支店がスピノッチ氏から受取る金額について、スピノッ千氏がダニエ

ル・デ・ソウイッチョ氏支払いヴェニス支店受取りの為替手形を振出し、その

手･形をヴェニス支店か入手した場合と考えられる。

　５Ｊ｣４日の３番目の仕訳には、｢りオン支店がクリスト･ペンサェ氏およびフ

ランコ・ペンサニ氏に支払う‘ｓ｣という小書きが付されている。借方勘定科目

はダェエル・デ・ソウイッチョ氏、貸方勘定科目はりオン支店である。ヴェニ

ス支店に申込まれた両ペンサニ氏に対する貸付けを、ヴェニス支店の依頼によ

ってりオン支店か行い。そのlul収をダニエル・デ・ソウイッチョ氏を通して行

うこととなった場合。または両氏に対するりオン支店の貸付けについて、ヴェ

ニス支店がその回収を依頼された場合で、その回収はダェエル・デ・ソウイッ

チョ氏を通して行うこととなっている場合が考えられる｡５月４日の４番目の

仕､沢には、｜ミラノ支店は、ダェエル・デ･ソウイッチョ氏の兄弟ズワン氏に支

払う‘93'｣と小房きされている。借方勘定科目はダェエル･デ･ソウイッチョ氏、

貸方勘定科目はミラノ支店である。これもヴェニス支店が行うべき貸付をミラ

ノ支店に依頼し、回収はダュエル・テ・ソウイッチョ氏を通して行う場合と。

ミラノ支店の行、た貸付金の回収をダュエル・デ・ソウイッチョ氏を通しで行

うべくヴェニス支店が依頼された場合が考えられる。5 J]15日の２番目の仕訳

には、｢りオン支店が、ダミアノ･パラミ氏とペンサェ氏に支払う‘94'｣という小

書きが付されている。借方勘定科目はカペロ銀行、貸方勘定科目はりオン支店
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である。これについても、ヴェニス支店の指示にしたがってりオン支店が両名

に貸付け、その回収はカペロ銀行を通して行うこととなった場合と、りオン支

店の行った貸付けについて、その|ﾛ|収をヴェニス支店か依頼された場合が考え

られる｡

　５月20日の最初の仕訳の小喬きは、｜ロー-マ支店がズワン・ズッピ氏に支払っ

が95'｣というものである。借方勘定科目は力ぺ口銀行、貸方勘定科目はローマ

支店である。ロー-マ支店がズワン・ズッビ氏に貸付けた金額の回収をヴェニス

支店がカペロ銀行を通して行う場合と、ヴェニス支店の依頼によってローマ支

店が支払９た金額を、力ぺ口銀行を通Ｌて回収せんとしている場合が考えられ

る。５月20日の２番目の仕訳には、｢ローマ支店がベルナルド･ピニ氏に支払･っ

たt96'｣という小書きが付されている。借方勘定科目はフランコ・フェルツェリ

ン氏、貸方勘定科目はローマ支店である。これについも、上記の各仕訳と同様

に、二つの解釈ができる。

　以ﾄ｡のことから、第三者に対して債権が生ずるか債務が減少すると借方に書

き、他支店に対する債務が発生するか債権が減少したときは貸方に記入するこ

とが、改めて確認できる。

　⑩仕訳で貸借の勘定科目がともに第三者である取引は、全部で七つ行われて

いる。５月８日の最初、５月2[]日の３番目と４番[]、６月280、8月１日、８

月９日および９月18日の２番E]の各仕訳がそれである。

　５月８日の最初の仕訳には、｢ダニエル・デ･ソウイッチョ氏が、われわれに

対してビザュ銀行で支払う旨の為替手形を振出しだg7'｣と小書きされている。

借方勘定科目はビザェ銀行、貸方勘定科目はダュエル・デ・ソウイッチョ氏で

ある。この直前には、ヴェニス支店にダェエル・デ・ソウイッチョ氏に対する

duc.450〔〕の債権かあった。そのうちの一部を1司氏がビザュ銀行支払いの為替手

形をもって支払。たのである。したがってビザェ銀行に対して債権が生じ、ダ

ニエル・デ・ソウイッチョ氏に対する債権は減少している。５月20日の３番目

の仕訳の小書きは、｢われわれはプロイり銀行支払い、フランコ･フェルツェリ

シ氏受取りの為替ｆ形を振出しだ98)｣というものである。この時点でヴェニス
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支店は，プロイり銀行に対してduc.37()0の債権を有L.ていた。このうちのｰ一郎

をフェル'ソェ I.Jン氏に支払うべく指小したのである。借｡ゐ･勘定科目はフラン

コ・ワ1ュルツェリン氏.IUj勘定科目はプロイり銀行であ＆，5 J120目の４番

目の仕,沢には，｢ビザニ銀行はフランコ・フェルツェリン氏に刻土て，われわれ

Ｊ

支払うべく指示Ｌだ99'|という小書きか付されている｡借方勘定科目はフラ

コ・フェルヽソェリン氏。貸方勘定科目はビザニ銀行である。この時点で、ヴ

ニス1ど店は、ビザニ銀行に対してduc.2190.9.8の債権を有していた。その

うちの一部をビザニ銀行が、フェルツェリン氏支払いの為替手形を搬出してわ

れわれに支払､ったわけである。

　6J｣28E]の仕訳には、｢ダェエル・テ'・ソウイッチｊ氏は、フランコ・チウエ

ナ氏がわれわれに支払う為の為替ｆ形を振出したuaol｣という小書きか付されて

いる。借方勘定科目はフランコーチウエナ氏、貸方勘定科目はダュエル・デ・

ソウイッチョ氏である。このときヴェニス支店は、ダュエル・デ・ソウイッチ

ョ氏に対してduc.500の債権を有Ｌていた、その全額を為替や形をもって同氏

が支払うこととＬたのである｡８月１日の仕訳の小書きは、｢フランコ･チウエ

十氏は、かれの勘定残高が示すだけの債務をわれわれに負っていた。かれはわ

れわれに対して、ビザェ銀行から受取るべく為替手形を振出した(lo1'|というも

のである。借方勘定科目はビザュ銀行、貸方勘定科目はフランコ・チウエナ氏

である。この時点でフランコ・チウエナ氏は、ヴェニス支店に対してduc.420.

9.12の債務があった｡その全額を為替手形を振出して支払ったわけである。８

ｊ]９ロの仕､沢の小書きは、｢プロイり銀行は、カペロ銀行支払いの手形を搬出し

た｡これは、かつてニュールンベルク支店が振出したプロイり銀行支払いの手

形代金の残りである。カペロ銀行は４週間以内に支払う約束である‘1°2'|という

ものであるバ昔方勘定科目はカペロ銀行、貸方勘定科目はプロイり銀行である。

この時点でブロイり銀行に対してduc.3599.9.18の債権が残っていた。この支

払いを受けたわけである。

　9j｣18EIの２番[lの仕訳には、｢カペロ銀行は8」｣26田こ、ビザュ銀行でわれ

われに支払う旨の為替手形を振出しだ1°3'｣と小書きされている。借方勘定科目
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はビザニ銀行，貸方勘定科目は力ぺ口銀行である。この時点で存yEしたカペロ

銀行のヴェニス支店に対する債務全額について，同銀行か為替手形を振出し，

そのr･形を本llヴェニス支店が入r･Lたのである。

　いずれの場合も，すでに確認したとおり，ヴェニス支店に債柚か生ずるか債

務が減少Ｌたときは，その相Ｆ方の勘定科目をもって借方に記入し，ヴェニス

支店に債務が生ずるか債権が減少したときは，その相手方の勘定科目をもって

Ｒ方に記入Ｌているわけである｡

　励借方勘定科目か第三者で，貸方勘定科目が商品となる仕訳は，７月１日と

７Ｊ｣４｢｣に一一つずつ行われている。

　7Jj1日の仕訳には，つぎの小書きが付されている川われわれはduc.29800

の大きなダイヤモンド一つを取得し，銀と銅をも･って支払うことを約束した。

われわれはN0.26からN0.46までの21個の銀を与える。うち12個はすべて同服

斌で各130マルク２ロッﾄ，９個は各187マルク５ロット，したがって総重量32z17

マルク５ロットで，１マルク当たりduc.8で計算する。われわれはほかに銅を

り･えるが，ここではまず銀についてのみ記入する。そのダイヤモンドは６月8

ljにアウク･スブルクヘ発送した(lo‘)｡｣借方勘定科目はビザニ銀行,貸方勘定科目

は銀である｡小書き中でいう｢ダイヤモンドを取得し｣たのは６月81｣で，購

入先はピザニ銀行であｰった。６月８日に取得して，直ちにアウグスブルクヘ発

送したのであるか，そのさいは借方勘定科目をヤコブ・フッガー氏，貸方勘定

科目をビザェ銀行とする仕訳を行-った｡このビザュ銀行に対する債務の一部を，

□｣１日に銀で支払ったのである。したがってこの仕訳は，第三者に対する債

務の減少と商jW,の減少を記録したものである。

　７Ｊ｣４日の仕訳には，ｊすなわち，われわれはduc.29800の大きなダイヤモ

ンドに関して，つぎに示すだけの銅をビザニ銀行に渡した。jっれわれが渡した

のは909ツェントナー86{Mポンドで。１マイラー当りduc.42で計算する。われ

われは上記ダイヤモンドの代金を銀と銅をもって支払った｡われわれはそのダ

イヤモンドを，６}ｊ８日にアウグスブルクヘ送っだlo5j｣という小書きか付され

ている。この仕訳は，７月１日の仕訳で示されている｢ほかに銅を与える｣こ
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とに関する記入である。この仕i沢の借ゐ'勘定科||はビザニ銀行で，貸方勘定科

目は銅である，この場合も，第三者に封する債務の減少と商IW,の減少であるこ

,とはいうまで'もない。

　したが｡1てこれら二つの仕訳から，第三者に封する債務の減少を借方に，1物

品の減少を貸方に記入することが再確認できる。

　８借方勘定科目が商品で，貸方勘定科目か現金となる什訳は，全部で５回行

われている。２列4L｣の最初，3 1130日の２番[]，４月５日の２番目，5J｣28

目の２番目，それと６月２日の２番目の各仕訳がそれである。

　２月4L｣の最初の仕訳の小書きは，つぎのとおりである｡｢四つの紋織物，う

ち一つは6〔〕エレンで黒色，１エレン??iたりduc.IM。一つは黄色で62エレン，

１エレン当りduc.2.二つは赤とブラウンで，二つの長さは全部で123エレン，

１エレン当りduc.2!/1.したがってduc.521M。さらに三つのビロード，全部

の長さは211エレン，１エレン当たりduc.3.したがってduc.633を購入した。

そのための費用として人夫の飲み代等duc.1.9.1.p.12を支払-っがjo61.｣絹布

を購入し，その代金と付随費用を現金で支払ったのである｡借方勘定科目は絹

布である。３月30[]の２番目の仕訳の小書きは，つぎのとおりである。目l記の，

１樽に25ツェントナーずつ入っている140樽の銅を取得したことに関して,ボッ

ツェンからの途中で要した関税および報酬を支払った。何回にも分けて支払っ

たが，詳細は銅記入帳のac.35に示すとおりである。またさらにヴェニスに到

礦したあと役所にも支払っだlo7j｡｣銅を購入したさいの付随費用を,現金で支払

ったのである。借方勘定科目は銅である。

　４月５日の２番目の仕訳には,｢上記80個の銀をハルからヴェニスに運ぷにあ

たり，関税および当地の役所に支払った(l°s')という小書きが付されている。ハ

几支店から46使に分けて80個の銀を受取ったのであるが，そのさいに要した付

随費用を現金で支払っだのである。借方勘定科目は銀である。５月28日の２番

目の仕訳には，｢わたくしは，マテイス･ストール氏に上記の銀に関してduc.15

の運賃を支払った。さらに当地ヴェニスで，銀の代金duc.11890につきduc.

1000当りduc.20,すなわちduc.237.只｡18.p.23を役所に支払った。さらにスlヽ
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‥ル氏に対して死んだ２凶の馬の代金として各duc.2〔|ずつ支払った。そのほか

に諸費Jljとしてduc.3.9.－p.2田9j-という小沢=きが付されている。銀の取得

に要した付随費用の支払いで，借方勘定科目は銀である。

　6J』2 11の２番目の仕,沢の小書きは，つぎのとおりである。け４Ｕっれは銅記

入帳に示すとおり，関税等をduc.205M支払い，さらにヴJ_ニスにおいて運搬

夫に運搬費を合計duc.25支払い，銅代金duc.8369の1，5パーセントすなわち

duc.125Ｍを役所に支払った/¨‘jl｡｣借方勘定科目は銅である｡銅の取得に要し

た付随費用の処理であることはいうまでもない。

　2J=14[|の場合は絹布の代金をも現金で支払,7一ているが，そのほかはすべて

付随費用だけの処理である。銅と銀は掛けによって購入したのである。費用勘

定を用いない場介の処理としては，付随費用の支払いを，ヤコブ・フッガー氏

に封する債権の発生または債務の減少として同氏の勘定に併記することもでき

る。事実そのように処理している場合もある田1'。しかし取得した商ISII,の勘定に

含めるニとも考えられる。ここでは後者の方法で処理しているのである。

　＠借方勘定科目が商品で，貸方勘定科目がヤコブ･フッか一一氏となる仕訳は，

9J』271]に一つだけ行われてい＆，その仕訳には，つぎの小書きが付されてい

る岨銀からそれだけのものが得られた。われわれはハル支店から銀を入″Fした

が，その評価額は銭勘定にポすとおりである。われわれはヤコブ・フッガー氏

勘定の貸方と，銀勘定の借方にll記の勘定残高を記入する田2j｡｣小書きに示さ

れているとおり，この仕訳の借方勘定科目は銀である｡銀勘定の処理を現在で

いう総記法で行-)た結果として求められた勘定残高，すなj･)ち現在でいう銀の

販売益を，ヤコブ・フ･ソガー氏勘定に振替えたのである｡利益勘定を用いない

場合の支店の処理としては，販売益を本店に対する債務の増力||として処理する

しかないのである。

　⑩借方勘定科目が商ISII,で，貸方勘定科目が他支店となる仕訳は，５回行われ

ている。３月28ロの２番目，4 J1 5 []の最初，4J｣2{川の最初，5}j28L]の最

初および６月２日の最初の各仕訳がそれである。

　3 J128日の２番目の仕訳には，｢われわれは13使に分けて。ボッツェンの収量



で13511(1ツ ェントナーの銅をボッツェンj£店から受ll�った……わたくしは１ツ.･ン

|･十--｀"Iり５Ｍライン・ゴー-ルドグルデ･ンで評価する、したが｡Jて18375ライ

シ・ゴー-ルドグルデンである、記入帳に小すとおり、140柳を受取-バリ11刎とい

う小書きが付されている｡ボヽｿ･ソェン支店からの掛による銅の受入れで、｀I'l然

銅が増加し、同支店に対して債務が生にている｡借方勘定科目は銅、貸方勘定

科目はボッツ.nン:£店である｡４１｣５日の最刈の什､沢の小i!}きほ、つぎのとお

りであろづN0.1からN0.811までの闘個の銀、ウィーンの乖量で9892マルク２

ロ一円ヽ転われわれは46使に分けて受取-った。それぞれの重量は、銀記入帳ac.

佃に小すとおりである／すなわち25個は各99マルク11ロッ|･、12個は各130マル

ク２□･･ノト、４個は各9制/1マルク、20個は各97マルク13ロッﾄ、９個は各187マ

ルク５ロバヽで、さらに!0個は各18nマルク３ロッ|･3jベクイントリンである。

L.たがづて総乖.htは十｡記のとおりであるが、わたくしは１マルク当りduc.7矧

と評価した｡これらの銀を、3Jj4Lj以降に受取っだ114j｡｣借方勘定科目は銀、

貸方勘定科目はハル支店である。このことから、この仕訳の取引は。ハル支jlli

からの掛による銀の受入れで、それによって銀が増加し、ｨ責務が同支店に対し

て生じ｡たことがわかる。

　４Ｊ｣１出の最初の仕訳の小;竹きは、つぎのとおりである。｜われわれはハル支

店から、ウィーン重1､tで25ツェントナーずつ入った32樽の測と、20ツェントナ

ー一人った１紺の銅を受取った。N0.81からN0.113である。ボッツェンの重量

に換算すると、12バーセント増の918ツェントナー-4()ﾎﾟ｣ンドで、金額は4821沁ラ

イン・ゴールドグルデン、ヴェニス貨幣でdtlc.3325.9.6.p.12て噛る田然､｣

借方勘定科目は銅、貸方勘定科目はハル支店である。銅をハル支店から掛で受

取り、銅が増加するとともに同支店に対Ｌで債務が生じたのである。５月28日

の最初の什､沢には、つぎの小書きが付されている。ＩＮ０．１からN0.10{はでの

2{}個の銀、ウィー-ンのIR :l;Tで!640マルクを、マテイス・ストール氏の手をへで

ハルむ111から受取-･た｡うち10個は各80マルクで計800マルク。５個は灸70マル

クで計35{lマルｙ　５個は外98マルクで計490マルクである。合計はll記のとお

‘にわたくしは１マルク当りduc.7Mで計算する‘I｣6'｡｣借方勘定科|]は銀、貸
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方勘定科目はハル如11にご･ある｡これも，銀の受人れと，ハル支店に対する債務

の発生である｡6j1211の最初の仕,沢には，つぎの小rlFきか付されているフ'ボ

ッツェンの1FUi1で1200ツェンﾄナーの銅を，フ･･,がｰ一家の家紋のついたＮ０．１

からN0.4Sの佃樽で，12仙に分けてボッツ_1_ン支店から受取った｡わたくＬは

１ツＪントナー一一当り５Ｍ　ライン・ｺ'－ルドグルデンで評価する｡したが･って

73圓ライン・ゴ‥ルドグルテ･ンで，ヴェニス貨幣でduc.5034.9.11.p.7であ

る(117j,帽借方勘定科目は銅,貸方勘定科目はボッツェン支店である｡銅が増加Ｌ，

ボ･バソェン支店に対して債務が生ヒていることはいうまでもない。

石.つの場合は，ともに他支店から商1111,を掛で取得Ｌた場合で，商品の

方に,記入することが確認できる　また他支店に対する債務の発生を貸

方に記入することも再確認しうる｡

　磐借方勘定科目が商,W,でヽ，Ｒ方勘定科目が第ご名･となる什,沢は行われていな

い。すなわち商IW,か増加Ｌ，他方で第三者に対して債務が生ずるか債権が減少

する取引，ぃわば第ご=折から商品を掛で購入する取引は行われていないのであ

る‘11'),，もＬ第三者から掛で商IWIを購入すると，ll方勘定科目が当該ｉ三ぶｰとな

る仕訳を行ったであろ配

　昌借方勘定科目および貸方勘定科目の双方がともに商.l,｡11である仕訳は，７月

８日に三つ行われている。これら三つの仕訳の借方勘定科目は，ともに絹布で

あるよ最初の什,沢には，つぎの小書きが書かれている｡｢われわれはアレクソ・

ﾃ'・ネルり氏との交換によ･って，80個の黒い紋織物を取得し｡た｡すなわち40個

は長さがそれぞれ6(1エレン，20個は各47エレン，20個は各40エレンで，計4140

エレンである｡１エレン当りduc.1貼とする｡したがって11記の金額になる｡

それに対してわれわれは，アレクソ・デ｀･ネルり氏にそtlぞれに25ツェントナ

ー-ずつ入った銅69樽。した力りて1725ツェントナーのSI･i]をり･えた｡銅を１マイ

ラー'lいJ duc.42と計算するため，介計duc.7245である｡わたくしは銀につぃ

てもその勘定の貸方に記入する。紋織物には。銅の金額夕･記入する田9j,,|仕訳の

貸方勘定科目は銅である，２番目の仕訳は，１番目の仕訳の小'游き中で(銀に

て)ぃてもその勘定の貸方に記入する]と示したことの記入であるが，その小書



きは，つぎのとおりである。｜われわれは，アレクソ・デ･ネルり氏にN0.47か

らNn.66までの20個の銀をり･えた。その合計重1,Uﾆt，オースト’』ア単位で1957

マルクで。１マルク当りdtlc.8で計算する｡したが･って11記のとおりである。

それに対L.てかれは，われわれに１個がduc.19である長い多彩のビロード824

個を与えたに1い什訳の貸方勘定科目は銀である。３番目の仕,沢の小書きは，つ

ぎのよう1こ書かれている。「われわれは，アレクソ・デーネルり氏と取引を行-･

か｡かれに1071ツ｡エン1ヽナ・り3ボンドの銅を，１マイラー当りduc.42の計算で

り,えた｡それに対して1000個の多彩な短いビロードを受取I），1個をduc.4M

とした｡したがってduc.45闇である。わたくしは銅勘定に貸記し，絹布勘定に

併記する（121い）貸方勘定科目は銅である。

　これらの仕訳は，すべて交換により絹布を取得した取引の記帳である。絹布

が増加Ｌ，交換のために提供した銅または銀が減少している。したがって仕i沢

の貸借の勘定科目から，増加した商品は借方に，減少した商品は貸方に記入す

ることが再確認できる。

　４．取引10要素の結合関係

　以ﾄで･。ンュバルツが第一一例示で処理しているのがどのような取引で、それ

をどのように貸借に分けて仕訳しているかが明らかになった。かれの仕､沢原!!|」

を、これまでの検討で用いた五つの項目の増減をもって示すと、【ｉ２ぷ】のよう

になるであろう。

　ニの仕訳原!!I」は、もっと簡単に示すことができる。ヤコブ・フッガー氏、他

支店および第三者に封する債権の増加は、ともにヴェニス支店の外部に刻する

債楠の増加であるから、まとめてI‾債権の増加」とあらわすことができる。同

様に考えて、ヤコブ･フ･ノガー氏、他支店および第三者に対するｲ責権の減少は、

まとめて「債祐の減少」と、それら三者に封する債務の増加は「債務の増加」、

そしてそれら三名･に封する債務の減少は「ｲ責務の減少」とまとめることができ

る。したがって（第２釦は、まず順３釦のように書き改めることが可能であ

る

　　　　　　　(借方要素)

　　　　現　金　の　増　加

ヤコブ・フッガー氏に対する債権の増加

　　{または同氏に対する債務の減少}

　　　仙支店に対する債権の増加

　(または他支店に対する債務の減少)

　　　第Ξ者に対する債権の増加

　(または第三者に対する債務の減少)

　　　　商　品　の　増　加

　(借方要素)

現金の増加

債権の増加

債務の減少

商品の増加

(第２表)

(第３表)
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　　　　　　　(貸方要素)

　　　　現　金　の　減　少

ヤコブ・フッガー氏に対する債務の増加

　　(または同氏に対する債権の減少)

　　　他支店に対する債務の増加

　(または他支店に対する債権の減少)

　　　第三者に対する債務の増加

　(または第三者に対する債権の減少)

　　　　商　品　の　減　少

　(貸方要素)

現金の減少

債権の減少

債務の増加

商品の減少

　この濁３=釦を，さらに簡単にすることはできないであろうか。シュバルツ

の場合は，それが可能である。かれは，現金が増力||したときになぜ借方に書き，

現金か減少Ｌたときになぜ貸方に書くかについて，つぎのように述べているか

らである･122･。「受入れはSollvnsすなわち左側に，支払いはSollell wir すなわ

ち右側に書く。わたしが100ライン・ゴールドグルデンを人に貸付けた場合を考

えみよう。そのさいは前に述べた現金出納帳に支払いを記入する。すなわち，

わたしが現金に対Ｌて債務を負うのである。債務帳ではこのことを，貸方に記

入する。わたしか8〔〕ライン・ゴールドグルデンと20ライン・ゴールドグルデン

を受入れると，わたしはそれを金庫すなわちcassaにおさめる。すると金庫か

わたしにそれだけ債務を負うことになり，債務帳では勘定日座の借方に記入す

る｡」

　これは金庫に人格を与え，現金の支払いすなわち金庫からの取出しを，金庫

に討する債務の発生と，現金の受入れすなわち金庫に収めることを，金庫に対



ｂ

する債情の発生と考えるものである。状況によ･ぅては，現金の金庫からの取出

しは剥･IりＪす4-る債柚の減少と，現金を金庫に収めることは金浦に封する債務

の減少｡となるであろう。ンュバルツ1’l身は仝くふれてはいないが，これと同じ

ろｰえ方は商IWjの場合にも行うことができるはずである｡商品の受入れすなわち

倉庫に商品を納めることは，倉庫に討する債楕の増力11はたほ債務の減訓と，ま

た商II･111の売却すなわち倉庫から商I仙を取出すことは，倉庫に対する債務の増力|］

・ｔかは自知）減少けなるのである。このように現金勘定および商allj勘定の場合

も，金庫または倉庫に対する債権の増加（または債務の減少）を左側すなわち借方

～
―

それらに対する債務の増加はたは債権の減少)を右側すなわち貸方に記人生

るとすれば、ぶ3＆IIは、つぎのように書き改めることができることになる。

　　　　　　　　　　　　　　　　(第４表)

(借方要素)

債権の増加言言ﾚ＞く

　(貸方要素)

債権の減少

債務の増加

　シュバルツか第一一例示で用いている仕訳原則は、このようなものなのである。

Ｌたか､って第一例示は、ｲ責権と債務の増減を記録しているものといいうるであ

ろう｡

い

lyII

）
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入ｉゐ帳簿のようて･ある，Ｌたか-jで，従業日経｡費記入|眼と訳すことができるであろっ｡

　Kupfferlluechli11は銅記入帳と訳しっるであろう，そこには，銅の増減についてl l付，樽数。

屯:II.，‘p.位･R.lllctr.l,Zentnerの略図いJの価格,付随費用が記人されたようである｡Silberbuech，

linは銀泥入帳と訳Ｌうるで･あろ恥そこには,銅記入帳と同様の内容か記入されたほずである。

｡これらの肋｡こ紺布記入帳【Seidill gwand bllechl池】も用いていたはずであるが，その名称さ

え見出す二｡とができない｡

　泰;1｝35頁参照。

　現金出納帳およびGesellenbuchの概要については，拙稿|シ_1バルツ簿記における補助博一

　現金出納帳を中心とＬて　　（会計，第138巻　第１号　15-･28頁卜参照。

　p,ISに良I哨取引か存在Ｌないのは，’ハ･ガー一家では不動産を所ｲl’1る相続団体と，その団体か

７

８

ドjl

引９１

Ｃ

（

1ぶ

1印

L印

弟わり　第jl』ぶの什｡j･一一11111｡2　77

らか託されて営業や行-り□|団体とをﾚ（MII L ていたためであろｰ’1パ,;剔|ｮ実衿，’八jカ･‘恥り逗

ｆ

引1･|い，り べ之
１

杜.日｣･｣|休の‥陥である、資本勘定がないｸiは、ウここ.汲釦Iり･夕･記

帳i万体とするためてあるが、”jlll､μjリバy-一家で1､1、本店にjiいてむ資本勘定をJllいていな

･.拙礼ンーj_バJし･/簿,l函1 ::の研究･ ドイツ必,汁史･‥‥･273～27,1rC参｣剛]。収益｡お.tび･ajlj勘定

がｲj一在こ.ないのは．収益およぴ費川という概念:さあ．た1Jのの，末た損益計詐を行･･jていない

ためてIあ＆

　什,沢原.111hj，勘定|IIや湖,i,j入をμるだけて一一一･1,1;1ま1[･ﾆUI'.Lうゐ.しかしその,tうな力までの検

討は，IF:統なものとは思えない.令く|‘1紙の状態で臨む場合は，仕訳をト分に検,f･n..そこか

j',仕,趾11;･C!!ljを4111出L.なければならないであろ１,．

　そy)ijのn:,:11が･．･･だ･けの場合は．何番□かを示さない，以下同に．なおduc.｜＝2JGr｡s，

che11(略L.でg.;j，lgヅ==32 Pizz,11い1略してp.)，

　A.w｡s.ls7.1.1m　A.w｡s.19n.:ID　A.w..s.190.

　り･-,･ ･イトナ‥も指摘しかとjj l】.ここには誤記と欠落かある.ウィーンおよびダこ･チ･フヒの

Ｉ

ぶ本によろと．ホヒステターが運んできたのは20000ｸﾞルテ'ンで．さらにエンドリス・ｸ･ラ，ダ

ーか25{}0{げ･Jレテン，それともう‥度ホヒステターか15000グルデン運んできている,JA.W.,S.

99.A11m.1rl:3･】

A，W｡S.2（14.（141　A.W｡S.190.（153　A.W..S.191.

A.W｡S.192.（17）A.W｡S.198.（183　A.W｡S.193.

A.W｡S.202－203.1ツェントナ‥（Zenlnel-，略してctl-｡）はI閣ポンド（Pfund）

ドは32ロｊ

グ埓紅11べ

（Ｌ�），１ロ･71･の㈲よ１クイントリン（Qui1111ein,略Ｌてqzj lクり

こ･ソヒU）fellniRhまた101ソェン】･ナーを１マイラー（Meiler）という

I､2Clj　A.W｡S.184.;21）A.W.､S.188.（221　A.W｡S.189.

lyLII　A.W｡S.19n.（2･n　A.W｡S.191.（251

11‘26j　A.W｡S.195.（271　A.W｡S.195.（28）

I129）A.W｡S.197.交換は，7,118出こ行-,た。

(引

♂
ｌ
ｌ

１

4お

仙j

3印

池）

42）

43）

4お

4句

5印

5冽

A,w｡S.198.く323　A.W｡S.204.（331

A.W｡S,204--205.

Λ.W｡S.】93.

A.W｡S.195－196.

　（30j　A.W｡S.197－198.

A.W｡S.204.

１ホIン

トI」ン

　第一例示から第二例示へ移行する過程で、他支店に対する債権と債務は、すべて相殺されて

いる。決詐､l‘･とに、本店の帳簿上で洛支店1111の債権と債務は相殺されているのである｡9本吟173

貞ね照)

Λ.W｡S』89.

A.W｡S.201.

A.W｡S.188.

9 0
旧

Ｉ
リ
乙

潟
ゐ

Ｗ
Ｗ

Ａ
Ａ

５
ｊ
3 7

4 0

４
ｙ

４
ｙ

□8）

u1）

β
満
Ｗ
Ｗ
Ａ
Ａ

194～195、

Z旧、

　A.W｡S.190.このfi:訳金額は，ハンガIト一貨幣とド･りカｆンの換lc串が前者が後朽の1.01

Jtrあることからduc.2020のはずで･あるか，duc.2㈲（|と誤記されている｡

　A.W｡S.191.（j15J　A.W｡S.194.（折j　A.W｡S.194.

　A.W｡S.199.（481　A.w｡S.199.（493　A.W.,S.202，

　A.W｡S.2U3.（513　A.W｡S.200.（52）A.W｡S.197.〔本肖:5C哨参照〕

　8J」3 11の小i倦き中にある「アントワー-プでわILわれに支払わねばならない」かIELいもの



８

４

|･:11

･ilil!

li‘1

レ
ー
１
目
’
‘
・

　
　
１
　
一

し
Ｊ

る
ｉ
１
７

－
―
ヤ
爪
．

八
八
八
八

八
八

Ｉ
　
Ｉ

卵
6
9

・72j

！751

；7SII

I791

1S2S

IrS51

.1,SSI

Λ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

八

八

Ａ
Ａ

Ｉ
ｊ
Ｉ
ｊ

則
引

凶7:

1 1n旧

l】||お

11111

1111!|:

111?:

l】151 :

1111il

/
‾
X

Ｉ
‐
――

―

11匯

出9

１
１

）

４

Ａ

Λ

Ｉ
Ｊ

し

い

J「

７
１
７
．
、
メ

Ｖ
Ｖ
Ｖ

ｙ
～
ｙ

Ｍ
訊

Ｗ

Ｗ

Ｗ

UIIりJ湛ln.回4目がｵｰﾉ｡,｡ン支JII;であることは,il‘1りとい-ｈｙＭこなる，アントIﾘ‥'ﾉｌ

はすｰごある｡小,11き｡01□｣'勘定科11がともにlﾄﾞＬいとすると，'j≒|･リー-/に|｡'1｣け

の１払いをｌずオ‘ﾉ｡，ン支店か行‥て，それそ･｡･j･ 1,ご｡Ｖむ|,|;か受取ることになる，

195.1.551S　Λ.W｡S.1S7，〔561　A.W｡S.18S.

IS8.11581　A.W｡S.1S9.1'59〕A.W.,S.19CI.

191.11 6 1j　Λ.W.,S.191.･!6211　A.W｡S.192.

S.192.

S.193.

S.1り3、

S、2㈲、

S 199

W｡S.2旧-

W.S.21)2.

W｡S.201.

W.S.189.

W.S.191.

W.S.192.

W.,S.193.

W.S.192.

W｡S.196.

A.W.S.203

A.W｡S.188

A.W｡S.19jl

A.W.S.2{}14

A.W.,S.191

(64)

Ｉ
Ｉ
　
Ｉ

A.W｡S.192.165j　A.W｡S.192

67:　A,W｡S.193.168〕

71E･　A，W｡S.193.（71j

g7:1】A.W｡S.194.〔74〕

A.W｡S.193，

A.W｡S.2113，

A.W｡S.197，

（76）A，W｡S.lq9.1771　A.W｡S.200.

加2.･IUI!の203:!Mマ几クは，20:14マルクの誤り

（811:･　A.w｡s.2n3.1,81）A.w｡s.192.

であらう

（831A，W｡S.187.（S判　A.W｡S.）S8.

186）A.W.S.190.（871　A.W｡S,19（l.

189）A.W｡S.19】｡【911】A.W｡S.191.

（92）A.W｡S.192.（93）A.W｡S.192.

凶5〕A.W｡S.193.【96】A.W｡S.193.

198〕A.W｡S.192，（99）A.W｡S.192.

｛11113　A.W｡S.199－2rl（）｡･（ll12）A.W.,S.2圓｡

｛I釦　A.W..S.196.11S｝A.W｡S.196.

（1117）A，W｡S.189.（108）A.W｡S.189.

田i　A.W｡S.194.（IIlj　本肖51頁参照｡

（113）A.IV.,S.188－189.1.11劇　A.W｡S.】H9，

A.W｡S.193--】!14.1N,1.1【】0まで|は，FN,1.2〔〕までりの,91りであろ-J,.

A.W｡S.194.73()CIは6300の,ぎりJであろう｡

笛･例示で･は，銅はボッツｊン支店とハ･し支店から，銀はハ几支店だけから受入jlでいろ

A.W｡S.196－197，U20】･　A.W｡S.197.(121)A.W｡S.197｡

泰,jl=33頁参照。

第３章　ｲ士訳の書き方

趾）

　１．什訳の問題点

　第一一例示においては，.j要簿として，什,沢帳(zorna)〕と債務帳(Schuldbuch,現

=作の総勘定,L帳･lのこ冊が用いられている。そのうち,最初に記入される仕,沢帳に，

どのような取引をどのような仕訳原UI｣に従-って複式に什訳するかについては，

前章でIu｣らかにした。

　では，取引を複式に什訳するとして，どのような事項を，どのような順に，

どのような形式で記載するのであろうか。また仕,沢の発展過程において，第一

例示での仕訳の仕方は，どの段階のものとして考えるべきであろうか。

　２．什訳の記載事項

　まず第一例示の仕訳として最も典4り的で簡潔な、五つの仕訳を示す｡ことにす

る。これらは、５月20[H･]'で行われている七つの仕訳の､はヒめの五つである‘1'。

(､沢文中カッコ内は、筆九以下同じｊ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Λdi 20. Ma2o.

　Vns soll bancho Cape】hl dtlc. 29{}n.I)ie snl】cllwir Roma. Haben die vllsern dase]bst

7alt a ni pel-ccnto a Zuan Zupi. duc.2900.

　Vnss【】】】Frallcl verze】jn duc. 999.g』2.p.13.Die so7]en wir l仙m.Haben die vnserll

rl;iselbst zalt Bernal-do Rilli l!4 percento.duc.999.12』3.

　vl,s sc11]Frallc･･ Verze]in duc. 】OnM.Die so]]en wir a】hanchn Prcl,11i. Haben wirin

gel･11elten bancho lassen schreihe11. d11c.100.6.

　V11s sc･111Francllj Vcrzelill duc. 1M“.Die snllell wir al banchn Bisani. 1･lal uns

gemelter hancho bり･ disem Franc° verschaft. dur.H100.

　V11s s【】】】cassaduc. 569.1)ie sollen wir Franc° Verzc】ill.Zalt er vns bar an seiner

schuld，duc.569｡

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5 1j21111

　　かベロ銀行は，jっれj)れにduc.2900を(与j l jjばならない｡それをj･,れたj1はロー-マ
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ljン|･としてベル子にド・ヒこ一氏1こU1……j y.j，（hlt･.999.M.12.p，

･Lクソ………I,I.，1UI.tj･･･j･ijlj11こdUC，1ぽlhをli lj･ご1ねぱな･｀，ない　・

2:,nnおはツロシ」銀i

,11かせた.（h･.ln0.6.

少

れ少

j,jitな･･,心いｰわjUIれは，L,1【I.銀行におい‘.:F紙を

-7 -5 乙．．１．-り..･……/.-I,･こ氏はrdlおれにdUC.11狛CIをりj･えjねばなj」ない．それをｊ

jlj，れ,11ヒーｆご銀ｉ Jり11ねばならない。11記銀行はわれｊ⊃れに封L,てこのノフン’」

に1,1L.だ，duc.m10.

現剥１われ1,れにdUC.569を（与え）ねぼならない。それをわれわれは.Iノラ

・ JL.･ｿ.-!りン氏に

１払う.duc.569，

ノ

j･えj11』ぱ･ならなけ、かれはわれわれに、現金をも.･.･てかれの債務を

　これらを見ることから明らかなごとく、仕訳の前半は不完全な文章(動.j･i)を省

ill吐たt章ドr書かれておlj、一つの仕訳は　一つのパラク･ラワに納められている｡

-一一仕混一-パラグラフに封する例外は､期中取引の仕訳107と期末取引の仕訳13の

合計120のうち、一つだけで･ある。４月５日の最初の仕訳かそれである。その仕

訳だけは／｣ヽ書きの後半で改行され、二つのパラグラフに分かれている(2'。また

多くの仕訳の書き出しは、前掲の各仕訳のごとく、若干右からはヒめられてい

る。例外といえば、４月15[]の４番目の什訳だけで、そこで･は二行目と同じ位

置から書きはヒめられている‘3)。

　一一･つの仕訳中に書かれている事項は、大きく托つに分けることができる。は

ヒめからいえば、目付)、借方勘定科目を示す部分、貸方勘定科目を示す部分、

小書き、金額である“'。

　前掲の五つの仕訳では、｢5 J｣20日｣が当然日付である。そしてvns soll で

はヒまりducバDukatenの略、ヴェニスの貨幣単位)をもｰ)て金額を示すまでが、

惜方勘定科目をぷす部分である。つづくDieではヒまる文章が、貸方勘定科目

を示す部分である。前掲の五つの仕訳の場合は、この部分には金額の記入がな

いが、そのように金額をぷさないのか最も　一般的な河き方である。借方勘定科

目を示す部分では、vns sollのつぎに書かれている名詞、貸方勘定科[jを示す

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｔげ心即､I::リJsl

配分では、Die so】lenwir のつぎに書かれている名詞が、それぞれのflllUの勘定

FI･目である｡ｉ･司列示は、すべての仕訳において貸借の勘定科目とも常に一つ

ずつであるが、このことのために、貸方勘定科目をぶす部分に金額を書かなか

ったとしても、とくに混乱は生じていない｡

　1リ』'勘定科目を示す部分に続いて書かれている文章は、小書きである。それ

が、|自T前に貸借の勘定科目と金額を示L.た取引の簡単な説明であることは、　ぃ

ヤまでもない｡前掲の＆仕訳においては、小書きが比較的短か目であるが、と

きにはそれらの20倍以】lのこともあるぺ金額は､小書きにっづけて再度必ず害

かれてぃるか、金額欄は独立Ｌてぃなぃ。したがって、各仕訳の金額を合計す

ることは不可能ではなぃにしても、容易ではないかたちになっている。このた

めであろう、９月30日の帳簿締切りにあたって行われている検算においては。

期中仕訳の合計額は、その仕組みに組込まれていない‘6'。

　このように、ほとんどの仕訳は、口|付)、借方勘定科目を示す部分、貸方勘定

科目を示す部分､小書き、金額の順に一つのパラグラフをもって書かれており、

しかもエルビング写本では一つの仕訳は同一頁におさめられていることが多

ぃ。同写本で一つの仕訳が同一頁に納められてぃなぃのは、８月３日の最初、

8J=j20日の最初それに９月30日の５番目の各仕訳だけである‘71.ただしこのこ

とは、とくに問題とすることはなぃであろう。もともと仕訳の金額を合計する

こと自体行っていないことからして、仕訳帳には取引が貸借に分けて記入され

ており、その金額と簡単な説明がなされておれば十分と考えてぃたのであろう。

　ただし、すべての仕訳に旧付)、借方勘定科目を示す部分、貸方勘定科目を示

す部分、小書き。金額が害かれてぃるとはぃえ。常にこれらの事項が、この順

に記入されているわけではない。例外がある。つぎに、各事項の記入について、

より具体的にみることとする。

３．日付のつけ方

日付のつけ方は，什訳帳の最初の頁とそれ以降の頁とで違っている｡

まず仕訳帳の２頁以降の場合からみると，そこでは前掲の５月20日のように，
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1｣が改まるごとに中央部分に独立したかたちで月日だけが書かれている｡しか

も同l]最初の仕,沢が仕訳帳の最卜部から書かれるときは，.J｣llばかりで考く

　｢1516｣と年数をも付すのがふつうである。たとえば仕,沢帳の2 Ctの最E1部に

は２ＪＨ□|付の仕,沢が記入され｡ているがにの11朗|:訳はこれ･-･-〕である71 ， そこに

は｢Adi 9. Febrer 1516｣(1516年リj9旧　と書かれている･゛)。

　同じ目に二つ以上の仕訳かなされ，しかもそれらの仕訳すべてが同ヒ呉に記

入されている場合は，２番目の仕訳からはll付を付L.ていない。直前の什訳に

つづけて改行して書かれているだけである。同じ日の２番目以降の化訳が，貞

をあらためて次頁の最上部から書かれている場合の日付のつけ方には，一二つが

ある。--一つはL]付を全く付さないもので,他の一つは年月11を書くものである。

同ヒロの２番目以降の仕訳が次頁最上部から書かれているのは二個所だけであ

るか，仕訳帳ac.5(17枚目表帽の最上部から書かれている61j4[･]の２番目の

仕訳の場合は，ロ付が書かれていない‘9)。したがって仕訳帳のその頁には，どこ

にも1516という年数が書かれていないのである。それに対して仕訳帳ac.12(2･1

枚目裏配の最上部から書かれている９月30日の２番目の仕訳では，その上の中

央部に｢Adi ultimo Setten!brio 1516｣(1516年９月3o出と書かれている‘loj。

　これに対して仕訳帳の最初の頁の場合は，若干異なっている。最上部の中央

には，｢Jhesus Maria. 1516‘lj'｣と書かれている。仕訳帳への記入をはヒめるに

あたっての，祈りの言葉と年数が書かれているのである。この頁には，１月１

｢抒｣'の仕訳已つ，1 1j25日付の仕訳一つ，2Jj4L]付の仕訳二つの六仕訳が書

かれているが，月日は各日の最初の仕訳の書き出し，すなわちvns so11 の前に

だけ書かれている(121.2番目の仕訳から月日を付さない点は，他の頁の場合と

同【こである。もし１頁も２頁以降と同様のロ付のつけ方をしたとすると，蔽Ｌ

部の中火にまず｢Jhesus Maria｣とだけ書き，改行してその下に｢Adi pril回

Jellner 1516｣『1516年11』1 1H と書いて，１月１ロの最初の仕訳は，vns so11か

ら書いたであろう。そして１月25日と２月４日の場合は，それぞれの最初の仕

,沢の士｡中央部にIAdi 25 Jenner｣，｢Adi 4 Febrer｣と書いて，仕訳はvns soll

から書いたであろう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　政坤い|:,;い,い力･ M3

　このように，最初の頁だけ年jJI]のつけ方が違っているのは，この頁の最上

部に祈りの,ﾄﾞ曼を書いているためと思われる。しかし，たとえ祈りのil菓を最

士｡部に書くとしても，前述のように，他の頁と同様に年月l]を書くことはでき

たはずである。このことから，年･月[1のつけ方は，はじめからきまっていたの

で･はないとrlうべきであろっ。２頁以降の仕訳でも，文剪=にJ]日を書くことは

ありえたわけである，

　４．惜方勘定科目を示す部分

　勘定科目は，借方勘定科目と貸方勘定科目を別々の文章をもｰって示すのがふ

つうであるが，そのさいは借方勘定科目を示す文章から書かれているのが一般

的である。このことから，第一例示の仕訳の書き方には，ほぽ定まった　･つの

パターンがあるといえる。ただ借方勘定科目を示す文章から書くことについて

は，例外がこっある。その一つは，9}j30日に勘定口座を締切るためになされ

ている什訳の４番目の場合である。その仕訳では，貸方勘定科目を示す部分か

ら洲=かれている‘13'。他の一つは５月20ロの６番目の仕訳で，その仕訳では借方

と貸方の勘定科目を別々の文章をもって示すことをせず，一つの文章中に双方

の勘定科目を含めている(1‘'。

　借方勘定科目を示すえ章から書く場合は，その文頭は必ずvnsso)】(jりLわれ

にヽ一Ｌなければならなぃ)となっている。この点に関しては例外はない。それにつ

勺けて，多くは勘定科目と金額が書かれている。これら以外の語は書かれてい

ないのがふつうである。勘定科11である名詞が，主語として書かれているので

ある。したがって借方勘定科目を示す文章は川(主語)がわれわれに〔金額〕を～し

なければならない｣という構文にな,っている。動詞geben(与える)が省略され

ているのである。ただしつづく金額の記入の仕方には，数少ないとはいえ，こ

つの例外がある。一つは，金額をこの位置には書かず，あとにつづく貸方勘定

科目をぶす文章の末尾に書く場合である。他の一つは，そこにも書かず，小書

きのあとだけに書く場合である。後者の場合は，借方の勘定科目を示す文章の

末尾に，金額ではなく商品の重量，個数の書かれていることがある。



　SI

　借ﾉj勘定科目を小才文ひの末丿白二公額を､Jiさず、liﾉj勘定科目を示すえ･;?の

末尾にそれを示しているのは、2Jj4【|の最蝋　7j】8 11の２番目、８月3 11

の３盾目、９月1削|の屍蝋　９月2(田の最初の各仕､沢においてである‘15'｡小ilF

きのあとだけに金額を示しているのは、3J]28ﾓlの２番目、５月25目の２=番目、

６月２日の２番目、７月28日の最初、7 Jj3011の３番｢l、S､J｣3 EIの殼初の各

仕訳においてであるo‘y、そして借方勘定科目を示す部分の末尾に、金額ではな

く重:､Fと個数を河いて、小書きのあとだけに金額を書いているのは、4 j1 5 11、

4J｣2011、5月28[l、6Jj2llのそれぞれ最初の仕訳においてである(17'。これ

ら四つの仕､沢の取引は、銀、銅または絹布(まとめて商IWI)を取得または売力い他

以'1への発送をきび･Ｌたものである。例として４月５日の最初の仕訳の借方部分

を｡示すと、つぎのとおりである“81、

　Vns s,111 das silbel- nlark gS92 h）1 2 wienisch gschmcidig, sltick 80 mit N‘I】hls 80.

　111はわれわれに，ウ４－ンの･RM:で98!12マルク２ロyl･，Nfj.IかI｀3 N,l.80の811個を。（･り

jﾂﾞj.jぱならない｡

　借方勘定科目を示す文章のおわりは、多くの場合ブンクﾄ(｡目こなってい＆

そこで文章がおわｰっているのである。しかしコンマロまたはセミコロン｢い

のこともある。２月４Ｈの最初、３月2811の２番目、3J｣30ロの３番l‾|、7J｣

8E｣の２番目の各仕､沢の場合はコンマで‘19)、4J]4日の２番目の仕訳の場合は

セミコロンになっている‘2％

　５．貸方勘定科目を示す部分

　ａぢ勘定科目をぶす部分はDieではヒまり、さらにsollen wir とっづいてい

るのがふつうである｡大文字ではヒまっているのは、借方勘定科目を示す丈章

が多くはプンクトでおわっており、新しい文章として書かれているためであろ

飢，L.かしときとして，Dicの代｡りにdie,dasまたはDasと書かれていること

もあり，さらにそれらさえ河かれていないことがある。幻Ｄｏｊの２番目と３

川28目の２番目の各仕訳ではdie(≒　また２Ｊ)４目の最初と７Ｊ｣８[]の２番目

の片仕訳ではdasと喬かれている(22)。5月28目の２番目の場介はに文頭がDas

ぃ
り

仕,1jyj,j:SjJS:

になっておi評31，6月２目の２番目の場合は，Die.Das,die,dasのいずれも害

かれていない‘24'。

　貸万勘定科目を,｣心す之章のもliが小文:字になっている場合は，前の摺=方勘定

科目を小す文章の末尾か･コンマまたはセミコロンでおわっていることが注目さ

れる｡ただし3 Jj30目の３番目の場合は，借方勘定科目を示す文章かコンマで

終わｰっているにもかかわらず，なぜかDieになっている‘25j。

　では，借方勘定科目を示す文疹がコンマまたはセミコロンでおわっていると

きに，なぜすべてをdicまたはdasのいずれかに続一一しないのであろうか,２月

４日の最初と７月8 11の２番目の場合に，文頭がdasになっているのは，それ

らの場合の借方勘定科11を示す文章中にともに金額か河かれていないことが関

係Ｌているように思う。これら二つの什訳の借方勘定科目をぷす文章は，とも

にvns so】】das seiden gwalldバ組布ほわれわれに～Ｌなければならなぃj　とだけ書

かれており，金額の表示がない'『，したがってここでの　dasは，das　seiden

gwandを指ぷしていることになる。このように文法をふまえて滞いたとする

と，3 J12811の２番目の場合の，貸方勘定科｢｣を示す文章の文頭はdasとすべ

きであったであろう。なぜなら借方勘定科目を示す文章中には金額が書かれて

おらずコンマでおわっており，勘定科目かdas garkupffer(銅)だからである‘27'，

しかしなぜか，前述のとおりdieではじまっている。

　5 Jj2811の２番目の仕訳の借方勘定科目を示す交章は，vns soll das snber.

　－ほわれわれに･ヽ一せねばならなぃ,jと書かれている‘28J｡末尾はプンクトでおわって

いる｡ここでは借方勘定科||をポす文章中のdas silber を指ぷするものとして，

貸万勘定科目を示す文嘔の文頭をDasとしたのであろ肌ここでも，文法をふ

まえた爵き方のなされていることがうかがえる。

　6J｣2 ljの２番目のｲl:訳では，貸方勘定科目を示す文章か，Sol]ell wir では

ヒめられていが29'。この場合も，借方勘定科目を示す文章の末尾に金額が書か

れておらず，勘定科目がdas kupffer (銅)で'あることから，Die sollen wir と

Ｌなかｰ,たことはうなずけるか，なぜDass(,1)en wir と河かなかったかについ

てほ疑問か残る。２月４｢|の２番目の仕訳では，借方勘定科目を示す文章中に
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金額が記入されており、セミコロンでおわ９てい＆、したが､一Jて貸｡万勘定科目

今示すわ｀yをdieではじめているのは。惜JJ･勘定科目を示す文章中の金額を指

示するためと･ぢ'えられる。

　これまでのところからIJJ｣らかなように、貸方勘定科目を小す文章の文頭の

Die､Das.die.dasは、それ以前に河かれている借方勘定科目を示す文章中の諸

を指示するものとして川いられているようである。すなわちそれらは、指小代

お｡詞なのである｡貸方勘定科目を示す完章すなわち｢われわれかそれを～せね

ばならない|という文章中の、[それを]にあたる目的語として用いられている。

したがって借方勘定科目を小す文章中の末尾に金額か書かれており、ブIンクト

でおわっている最も一一般的な場合は、その金額〔iM数〕を指ぷし、文頭であるた

めDieとしたのであろう。

　Die等につづいてはsoHen wirと害かれ、さらに続けて貸方の勘定科目とな

る人名、銀行名、地が､または商品名が害かれている｡ニの後に金額の河かれて

いる場介もあるが、それが例外であることは、すでに述べたとおりである。

　ただ貸方勘定科目を示す文章は、上述のようにほぽ一定の語順、すなわち多

くの場合にDie sol】en wir十勘定科目という順に書かれているとはいえ、すべ

てにおいてそのような書き方がされているというわけではない。別の西き方が

されている場合もある。それは二つの場合で、５月101｣の３番目と9J｣271jの

最初の場合がそれである。5J]10日の３番目の場合は、貸方勘定科目を示す文

啄が、つぎのように書かれている'3°I。

　　　Zalt wir bar auf schrcihen herr Jacob Fuggers de adj 28. April per cassa ;

　　　わ11 J)j!｡は、4 J12811付のヤコブ･フり力･･一氏からのF紙に従-ヅこ。現金を支払う：

　ここでの勘定科目はper cassa (現制である。Zalt wir 、現在であればzahle11

w削となｰっているのは、強調のための倒置であろう。この文章を一般的な書き

方で示すと、Die sol】en wir cassa となるであろう。このように書いた場合は、

実際に貸方勘定科目を示す文章中に書かれているほとんどのものが、小書きに

含まれることになるであろう。

　9 fj27ロの仕訳の貸方勘定科目を示す文章は、つき･のとおりである(3ll。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第3 ･:?　仕,沢のllFき力･　87

　　　vrllb smJilistnler atlsden sjlbernworden, s(Jwir vlj11Hall empfa叩erln haben, d;lnn

　　wir die an只esrh]agen hahen iaul desselbigellcomo. Machen wlr dellauallzn herl･n

　　j ;j{･IlhFI}MMI.,rRllt.

　　　それだけが。銀から=噂られた｡1･れわれはハル如1りから取得Ｌ．われわれほそれらを|一一]

　　勘定に示すとおj】に,削llLた｡j,れわれは，それをヤ゛コブ・フｙガー氏勘定に貸記する。

　ここでは，末尾近くのヤコブ・フッガー一氏が，貸方の勘定科目である。これ

らを　一般的な書き方で示すと，Die sollen wir Jacob Fugger となるであろっ。

このように書いた場合も，実際に書かれている貸方部分の中味の多くは，小書

きとして書かれることになる。このことから，これら二つの場合は，借方勘定

科目と貸方勘定科目を示す文章は区分されているが，貸方勘定科目を示す文章

と小斉きとは，未だ区別されていないことになる。

　以11のように，借方勘定科目と貸方勘定科目を示す文章は，それぞれ区別さ

れ，独立しているのがふつうである。ただ例外もある。それは一つだけである

が，５月20ロの６番目の仕訳かそれである。そこでは，一つの文章の中に借方

と貸方の各勘定科[]双方が，ともに含まれている。つぎのとおりである‘32)。

　　　vns sn11Rom duc. 560.g,12.p.13.per Fral�verzelin.

　　　ローマ支店ほわれわれに，フランコ・フェルッェリン氏のためにduc,56U.9.12.p.13

　　を〔り･,え〕なければならない。

　ここでは，フェルツェリン氏にｲいJてローマ支店がわれわれにしなけれぱな

らないのであるから，われわれのフェルツェリン氏に対する債権が減少し(また

ほ債務か増加し)，ローマ支店に対して同額の債権が生ヒていることになる。すな

わち借方勘定科目はローマ支店で，貸方勘定科目はフェルツェリン氏である。

この什訳を，他の多くの仕訳と同様な害き方で示すと，つぎのようになるであ

ろう。

　　　vns soH Rom duc､560.9.12､p､13.Dicsollenwir Francoverze】in.

　この仕訳には、短いながらも小書きがついている。したがってこの仕訳では、

借方勘定科目と資力勘定科目を示す文章は区分されていないものの、それらと

小者きとは区分されているのである。

　５月10日の３番目、９月27日の最初それに５月20目の６番目の場合だけ、な
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ぜ特殊な､!ﾄﾞき方をしているかはわからない｡ただ少なくと口上､沢の書き方が、

ほば定形化Ｌているものの、最終的には未だ固定していなかったことは、断、

できるであろう。そしてさらにこれらユつの仕訳をみるとき、最初期の仕､沢1

ｒ
ｊ
ｌ

おいてはに借方勘定科目を小す文章レ貸方勘定科目を示す交章および小出:きの

　ﾓつを意識的には区分廿ず、ともかく収引の内容を正しく示すことだけを意図

した書き方がなされていたであろうことが推測できる。

　６．小書き(Ｄ

　貸力'勘定科目をぷす文章の後に書かれている小書きは、それが取引について

の簡甲｡な説明であることから、当然どのような取引であるかによって、記載内

容は違-っている。とはいえ、小書きも文章をもって禍=かれてはいる。したが-J

て文法を踏まえてはいるものの、12【】の仕訳全体を通してみたとき、勘定科目を

示す文章のように､ほぽきまった語JII貞での書き方がなされているとはいえない。

兇なる記載内容を、すべて一つのJIﾘにはまｰった書き方で表現することは、不u』‘

能だからであろう。しかし類似する取引の小書きでは、同種取引すべてについ

てとはいえないものの、記載内容にはつぎのような一定の共通点もみられる。

　まず、当方が現金を受取った場合は、借方勘定科目として現金、貸方勘定科

目として実質的支払人を示Ｌ、また･!･l方が現金を支払った場合は、惜方勘定科

目として当方からの実質的受取人、貸方勘定科目として現金を示し、小河き中

に、さらに当方に実際に現金を支払った人物または当方が実際に現金を支払っ

た人物の名前を記Ｌている‘33'。この点は現金の授受を他人から依頼された場合

も同巳である。

　１形を人手または引受けた場合も、勘定科目とＬて実質的な振出人、支払人

または受収入を示し、当方が実際に支払うべき人物および当方に実際に支払う

べき人物の名前が小書き中に書かれている。現金または掛けによる商品の受入

れまたは発送の場合は、勘定科目として現金または債権者名および商､11111名を示

し、さらに小河き中に、その商品の重量、個数、甲一価を示している‘“j。現在で

あれば個々の費用勘定をもって処理するであろう場合は、その主な内､沢が小海

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　笛:りﾀ　什,;,I汐j,1::yJj　8!l

き中にi'}かれている｡さらに授々される貨幣がヴェニスの貨幣げなゎちド･･,カデ

ン)以外である場合は，その貨幣とドゥカテンとの換算率がパ　セントで小;11=き

中に小されている｡もちろんこれらの事柄のいくつかが，一一つの小書き中に具

に肖かれていることもある｡つぎに　そのいくつかの例をみることにする。

　まず当方が，人を介Ｌてドゥカテン以外の貨幣で現金を受取-Jだ場合の例と

Ｌて｡7J｣28日の最初の仕訳の小書きをみよう｡この仕訳の借方勘定科目は当

然現金で，貸方勘定科目はヤコブ・フッガー氏である。すなわち取引は，ヤコ

ブ・フッガー氏からヴェニス支店か現金を受取ったというものである。小書き

は，つぎのとおりである‘35'。

　　　lst vmh snuilhabl･n wirvnnAL】ppurg her empfallgen sin,jprinlo Luirlhl zwelf nlal

　　80M≒mgar.gu]din,die weiter auff R11m zu scbicken. Nemlich enlljfaTlgenmit alt

　　Ferber 4 M°,milj山lg Fcrber 4M". mjt Hecke14M°,mi↑Ncgelin 8 MI. mit zway rossen

　　vnd【ILIrch die llijchstettern15000. allesin ire Rieltcreingesch】agn RPwest;die thund

　　duC.CI.a tlnopercento illS1】mm2ldUC. 8(18nr)，

　　　われわれは，７月１日以降に12便に分けて，80〔〕00ハンガり一一グルデンをアウグスブJし

　　　クか･lj受取｡,た｡そtμ,はさ,･,に，ロ‥マにjxらねばならない｡すなjlち老フェルバーか

　　　ら4ほ10，7.1jしバ‥の息r･かjN(10[]，へ･,ケJしから4000，ネゲI』ンから8nnn.2j雨の馬に

　　　M･λできたホヒステソターから15000，すべて格子｢l(袋□こ納められており：)ドゥカテ

　　　いよ１バーセこ･】･｣裂で，合計でduc.80800｡

　実質的な支払人はヤコブ・フッガー氏であるか，ここに示されている老フｔ

ルバー一以ﾄ'の人物か，アウグスブルクから現金を運び，ヴェニス支店に渡した

のである。また｢１パーセント増｣が換算率で，ハンガリー・グルデンｘｌ．０１＝

ドゥカテンであることを示す｡

　つぎに，他者の依頼によって現金を支払った場合の例として，９月10ロの場

合をみよう。この仕訳の借方勘定科目はローマ支店，貸方勘定科目は現金で，

当方がローマ支店の依頼によって現金を支払った場合である(36'。小書きは，つ

ぎのとおりて･｀ある。

　　　Die habell wir bar hetza)t auf schreiben del'vnsern von Rom de adj 25. August{J.

　　Nemlich Zuan Amado duc. 40[]von wegen Bernardu Bini,duc.100 a Franc°Geruiza

　　v･)nwegen detto Bjni,duc.劇10 Petro de(;rofloettori.duc,200 von wegen Calixto de

　　verb(｡dtlc,200 Reffabemi Amado instan2ia Jorio de vbertis. duc.2【】OBalthassa dr
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Praz,･11i.dllc.IM1I FI-allclJdeRmllon，Fhabl wjn reddi dc Alnbrclsio Spillochi.hl

　　sulmna. als vm-. habell dic vllscrneinM,･n｢,nlellzu 2!1 11clTt･ntl｣,thutduc. 25聞.

　　　jり[j,れは，81にli日ヽ]'のロー一71｣;11からび】F紙に1.たが,｡,て，現金を支払｡-jた，すな

　　　j吋1，へ几ナjL ﾄ'・ピニ氏からび)分とし｡てズリン・フマド氏にduc.4(10.同ヒビ,乙氏かj･，

　　　の分lrL.でノランコ・ｹ･ルイザ氏にduc.1圓，ベトロ・テ・ｸ'ロ'ソロェトリ氏にduc.411(j，

　　　力りクト・デーベ･I'｡ホ氏の分,とE.てdUC.2(賎べ'ノアベニ・アマト･氏にduC.2011，パjしタ

　　　せ・デ'・ﾌ･･ﾗ4゛IJIU.:duc.200.-jうンコ・テ･･ロモン氏にduc.ln00｡これらはっ'･ムブ

　　　ロｊンオ･スヒノ･･手氏か･｀,受取･,たものである。合計はh記のとおり，ローマ｡如泊む｡ド

　　　リカテ:･で,汁算した額｡リ川２!石パーセント多い豺|を受取った｡duc.2500｡

　この取引の前段階としては，スピノッチ氏が，小潜き中の各人物に白分か返

済するかまたは他人から依頼されて返済するために。その実行をローマ支店に

依頼し，ｆめ現金を同支店に渡したという事実があったと考えられる。そして

ここでの取引は，返済を依頼されたローマ支店が，その支払いをさらにヴェニ

又支店に=f紙で依頼し，ヴェニス支店か実際に支払った時のものである。した

がJって，スピノ･ソチ氏白身が自己の債務を返済するために，仕訳金額を支払う

というのではない｡たとえば｢ベルナルドービニ氏からの分からとしてズワン・

アマド氏に……｣とは，ビニ氏がアマド氏に行うべき支払いをまずスピノ･ソチ

氏に依頼し，それをスピノッチ氏がさらにローマ支店に依頼し，結局実際には

ヴェニス支店がアマド氏に支払ったのである。２Ｍパーセントがローマ支店が

受取･った貨幣とドゥカテンとの換算率であることは，いうまでもない。

　手形を受け入れた取引で，小書き中に実質的な債務者と当方への支払人が記

入されている例としては，4 J｣20rlの４番目の仕訳をあげることができる。こ

の仕訳の借方勘定科目はビザニ銀行で，貸方勘定科目はニュールンベルク支店

である。このことは，|司手形の振出人がニュールンベルク支店，支払人がビザ

ーニ銀行，受取人がヴェニス支店であることを意味する。小書きは，つぎのとお

りである‘37j。

　　　Vmb soujl haben die vnsern daselbst bezalt LI HirBuoMel ; solt vns hie zalt haben

　　jhero.Dinto 2u 45 percellto,duc.UjO()｡

　　　それだけをわれj･,れの同地の支店が1リしy=1オーゲル氏に支払･･た。１地でイェロ・デ･

　　　イント氏が45パーセント増で支払わねばならない，duc.1000｡

　この取引の本来的な債務者は，ニュールンベルグ支店から支払いを受けたヒ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第以7 fl:､沢が:=き万91

ルシュオーゲル氏である。かれはビザュ銀行に口座を有しているのであろう。

そ､ﾆでﾆｺ｡－ルンベルグ支店が債権を回収するにあたって、ビザニ銀行を支払

人とする為替手形を振出し、同手形をヴェニス支店が入手Ｌたのである。ただ

実際の支払いは、ビザニ銀行またはヒルシュオー-ゲル氏の指示によって、ディ

ント氏が･ヴェニス支店に対して行うこととなっているのである。ヴェニス支店

は、その受取った金額をニュールンベルグ支店へ送金せねばならない。これら

のことからいえることは、ヴェニス支店が取引を行っていたのは、限られた相

手だけであ､ったであろうということである。ピザニ銀行等、勘定科目が仕訳帳

lmでみられる相手とだけ、ヴェニス支店は取引を行ったのであろう。その他の

ものは。ヴェニス支店が取引を行っているそれら限られた数の相手を通しての

み、関係をもったと考えられる。

　　７．小書き(II)

　商品を取得した場合で、その重既個数、単価を示している例としては。４

Ｊ□日の最初の仕訳をあげることができる。この仕訳の惜方勘定科口は銀、貸

方勘定科目はハル支店で、ハル支店からヴェニス支店が銀を掛けで人手した取

引である。小害きは、つぎのとおりである‘3sl。

　　　　vmb s｡uilhaben wir in 46 poslen Pmpfangen vnd was ein jegk】ichsttlckwigt､ filldt

　　　man im sjlberbuechlinac.40.Nelnlich haben gewegen 25 stuck alleglejch 2u 99 mark

　　　]1lot､、･nd12 stuck zu mark 130 1o12､、･ndsluck 4 zu gsM mark､stuck･2(l zu mark 97

　　　1｡113､stuck g zu mark 187 1ol 5 e stuck 10 zu mark 180 1ot 3 qz. 3､!｡･1.

　　　　1nsumma als vor.schlag ich alldieヽ､･iellischrauch mark per 7M duc. Haben srjllich

　　　w､ empfangen sider 4. Martzo.thut duc. 71727.21､24.

　　　　j)れわれは、46紬に分けて受取一一Jだ。各4Uitは、銀泥入帳のｊ数40に､ﾄﾞすとおりである。

　　　すなわち25個はすべて同ヒ●｡量で･それぞれ99マ几ク】】ロット、12個はそれぞれ130マルク2

　　　1J･ｿ |･、そして４個はそれぞれ98!1マルク、211個はそれぞれ97マルク13ロ･ント、９個はそ

　　　れぞIれ187マルク５ロット、ln個はそれぞjl]80マルク３ロ･yト３Ｍクイン|･リンである。

　　　　合計でﾄ｡配のとおりであるが、私は粗銀１ウぐーン・マルクをduc.7Mで評価した。そ

　　　れI｀､の銀を3Jj411以降に受取｡jた。duc.71727､21.24.

　12卵)仕訳中にただ一つだけ、小書きが中途で改行されているもののあること

はすでに述べた。この仕訳がそれである。ここでは、全部で80個の荷物を受取
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jでいるが，そのすべてを一度に受取ったのではなく，46佃に分けて受jlか,て

いる．そＬてこの仕訳は，すべての荷物が11Jj昆.たあとに，まとめてi｣≒たも

のである･ｙ，現在であれば，到�したときに，そのつど記帳するであろ乳こ

の場合は，46匍にも分かれているｸﾞ)であるから，ヴェニス如11 1に銀を引き渡し

た運搬入はそれぞれ違っていたと考えられる．しかしそれらの氏名は示されて

いない，同様にハル支店から銀を受取-った場合の記入として，5J｣281｣の最初

の什,沢があるが，その場合は服肱個数，甲.価とともに，逐搬入がマテイス・

ストりしであることを小している(4o≒

　測1111,を発送した場合の例としては，６Ｊ)４日に銀をローマ支店宛に送ったと

きの仕,沢をあげることができる．当然，この仕訳の借方勘定科目はローマ支店

－〃

ｋｌ
　　貸方勘定科目は銀である。小書きは，つぎのように書かれている‘4jl。

　　　H;lhell wir auf datum Ren R,｡3111Resanl sll.|rk25 N‘jl bjs‘25.Die habell alle M】cich

　　限･wcgellzu !19 mark]1 1ot. thut nlark 24照hlt 3.Die sch]agichan7u7ｼa duc..wieich

　　shリ111Mt!sdl]agellhab im cl111jfahen: was sie dalln nler daraus 】ijsell，solle【lsic(Jcm

　　h1･r-1･c･rlverrechnell，dllc.1S068.H.20.

　　　わＺＬｊ･)れは水||．ｕ‥マ支jl'iにＮ０．１からN0.25,までク)25個を発｡;XLた。それらはすべ

　　て|･,に･n.l,;外99-ﾌ几ク目口･川･で｡2492マJし夕３ロ･jトである｡私はそれをｌマ几夕｀Iい，

　　･ｌ収・，たときと同様に，duc.7妬で･,削iljl.た｡そID｀,かその額,tり高く売却されたときは，

　　それらをi ･｡人の勘定に,辿八ＬなけILばならない｡duc.18()68.8.20.

費川の内訳を示している例としては，６月２日の２番目の仕･訳をあげること

ができる.この仕訳の借方勘定科目は銅，貸方勘定科目は現金である.小害き

には，つぎのように害かれている‘42)。

　　　Haljen wir merlay maut. znl]vnd anders aui汝eben laul des kllpfferbuechlinsill

　　summa 205.h duc.Zoc,jon dem hie haben 1201]clr.vnd ac. 3 ctr.!,ilS,.｣･.･F,:ゝ･11dsonsl zu

　　VCIletia d1･nVackinen tragerl｡n.wegerlon elc.illsumma 25 duc. vnd per stima im

　　officiヽ･ollduc. S369 a l!,lpercenlo thut duc. 】25!4；thul allesi,lsumma duc. 355.1S.

　　　jjlり-j1は11･ia,ll!A帳に示すとおり．種.々の関税．通行税お.上びその他を合計でdUC.2(15

　　1jレＵごげ')，その結果として現在12()0ッ.iン1･ナー-と91SXッ乙ン|･ナ‥-(の銅Sを所

　　ｲj･ L ていろ　さ.･にウエご.ﾌ,で･荷物運搬入に運11と計llHI等を合計でdtlc.25,･役所に評価】

　　･紅Jduc.8:lli9のにｙヽ一セン|･としてduc，125M.Lたがｰって総計duc.355.1s.

　小河き中にある1200ツェントナーは，６月2 11にボッツェン支店から取得し

たものであり，918Xツェントナーは4 Jj20｢lにハル支店から取得したもので
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あが43し　したがって二|!1］の銅取得に要した費用について、6J］2 11にまとめて

処罰1したのである｡なお６Ｊ」２［|に仕､沢した銅の価額はdllc.5034.11.7で、4

jj2n日に仕訳したそれはduc.3325.6.12である。Ｌたかって役所での､汁価額が

duc.8:369とあるのは、大ざっぱに計算したものとしても、計算違いのように思

似正しくはduc.8359とすべきであろう。なお費用の支払い額を銅勘定に併記

することは、表面的には、現在一一般に行われている付随費用の処理方法と同ヒ

である｡Ｌかしここでの処理の基本にある考え方は違っている。第一例示では

費用勘定をいｰっさい用いていない。用いているのは現金、商品および人名勘定

だけであど、しかもここでの記帳主体は、フッガー家の一支店であるヴェニス

支店である。支店の立場で現金、商品、人名勘定だけをもって費用の支払いを

処理Ｌようとすると、本店勘定の借方に記入して、本店に封するｲ責権の増加ま

たは債務の減少として処理することと、取得した商品の舶に加えて間接的に本

店に討する債柚の増力||または債務の減少として処理することが考えられる｡こ

こでは、後者の処理を行っているのである。

　８．第一例示における仕訳の発展段階

　以ﾄ｡から明らかなように、第一例示での仕訳の主要部分(貸借の各勘定科目を小

才部分)は、一つの定まった書き方によってなされているとはいえない。とはい

え、助動､伺so】lenの位置および活用形からみて。文法をふまえて芦かれている

ことは確かである｡ではこのような仕訳の書き方は、その発展段|聘において、

どの段階のものとして位置づけうるであろうか。

　仕訳形式の発展過程について論ヒたもののｰ一人として、かのリトルlヽン(A.C.

Littlctoll)をあけ･ることができる。かれは、つぎのように述べている‘“1.

　まず、｢什訳は複式勘定記入が完成した後に簿記の構造に什加されたもの｣で

あることを強調する。すなわち仕訳は、元帳に｢取引の一部始終が仝部にわた

って二度記人され|るという記入方法が確立Ｌたあとに、登場したものという

のである｡このことは、もはや学会の常識であって、現在､誰一人として反論す

るものはないであろう。そしてかれはさらに、借方をPer、貸方をΛで･はヒめ



　91

る15世紀･16111:紀のテクニカルな形式の仕訳六つをぷして，仕i沢ははヒめから，

ま･ったく専門的な形式・用語をもｰｺて現れたと述べる｡

　しかしいったんはこのように主張するものの，りトルトンは，仕訳がはヒめ

から専｡門的な形式と用語をもって現れたとすることに疑問をもっている｡仕,沢

は，PerおよびＡといったテクニカルな意味をもつ用語を用い，しかもテクニ

カルな形式をもって，突然現われたのではないと考えるのである。この点がこ

れまで|一分に解明されなかったのは，単に，テクニカルな用語および･形式が，

　「どのようにして発生したかを明らかにＬた権威者のいない」ためであって，

テクニカルな用語も形式も用いない仕訳の時期がその前にあったのではないか

というのである。そして，テクニカルな用語と形式をもつ仕訳以前の様子を明

らかにする「研究の手がかりは，初期のドイツの仕訳に現れた辞句に見出され

る」として，一つの仕訳を引用している。彼はその仕訳について，｛有名なドイ

ツ商人Fugger家の簿記長Matthlius Schwarz の行った記入例で，1516年の11

付」て’あるとのみ述べているが，それは，われわれがここで取上げているシコ。

バルツ簿記書貧S一例示中の，９月30日の最初の仕訳である。それはつぎのとお

りである‘45）。

　　　V11s　sol】herrJacob Fugger duc. 85 CI. Die srlllenヽ A･ira cassa. vmh souil hat

　　Matha.ls Schwartz hie zu Venelia rur sich gebraucht laut des gese］lenbuechlinssider

　　prima Zellner.isいlcun monathlng. S（）11】nanim zuschreiben vnnd mit im verrechllen，

　　hallen im hie kain cont〔1,d11c.M5.

　　　われわれにヤコブ。｀ﾌ･7力･－氏は85ドリカテンをいJ,え〕ねばならない。その金額をわ

　　1（j）れは。現金にしり･え）jjばならない｡。それだけの金額をマテウス・シュバJレツが:;!’I地

　　･71･｡一乙Ｘで|’|身のために使川ＬたかI.口口il以降の９カjl間にgeSefllenbUeCh】inに示す

　　とj;りてある。現忿の貸哨こ記入Ｌ，フーンガー氏の勘定に記入-lる。ここにはン=｡バ几･ｿ

　　が使JIJLた公知を記入する励定かないからである｡duc.85.

　りトルトンは，この仕訳中のvns so11 およびsollen wir は「テクニカルな

意義をもつ」ものであるが。形式の面ではテクニカルな形態には達していない

という。そして動i詞give（ドイヽｿ語て･はgeben）が省略されていることを指摘Ｌ，

それを補充すると|‾什訳は，まｰったく簿記的技法を失-jた　一つの単純な文章形

態」となることから，テクニカルな用語および形式をもって仕訳する以前に，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第Ｍ円|!,ij㈲1=M 95

文章をも｡Jで仕,沢した段階があったであろうと考えるのである｡

　これまでシュバルツ簿記書を検討してきたわれわれも，かれと同様に，ｲ士,沢

ははじめからテクニカルな形式で害かれたのでほなく，それ以前に文章もって

書かれた段階かあったと考える。しかし第一例ぷのほとんどの仕訳で政かれて

いるとはいえ，そこでのvns sol］およびsollen wir について，かれかテクニ

カルな意義をもっものと考える点には，直ちには賛成できない。

　借方勘定科目と貸方勘定科目をぷす文章は区分するのがふつうで，そのさい

は借方勘定科目を示す文章から書くのが一般的であること。借方勘定科目を示

す文章の文頭はVns so11となっていること。これらはすでに述べたとおりであ

る。しかし貸方勘定科目をj】iす文章の文頭は指示代名詞Die　とし，つづけて

so11en wir の順に書かれていることが多いとはいえ，Dicの代りにDas,dieま

たはdasとなっていることもあり，それらがなく直接Wirsonenと壽かれてい

ることもある。また貸方勘定科目を示す文章を借方勘定科目をぷす文章より前

に書いていることも，例外とはいえ存在する（“j。これからすると，第一例示の

仕訳は，形式はもちろん用語の点でも，未だテクニカルなレベルにまで達して

いないといっべきであろう。

　９．仕訳形式化の過程

　シュバルツが第一例不で行っている仕訳は、文法に従って潜かれた文章の段

階のものなのである。vns so】|のsoHおよびDie soHen wirのsonenの位置

は、まさに文法によって定められている定位置である。vnsおよびDjeを文頭

におくのは、強調のためである。したがって多くの場合にvns sol]およびsol-

lellwir の語順で書かれているとはいえ、vns so11を｢借方｣、sonen wjr をｉ貸

方｣ということは、便宜的な表現としては間違えとはいえないものの、厳密に

は正しい言い方とはいえない。第一例示では、テクニカルな用語が、未だ確立

Ｌていないのである。では、第一例示での仕訳には、テクニカルな方向に進む

なんらの兆候もみられないのであろうか。

　われわれは、最初期の仕訳は惜方勘定科目、貸方勘定科目、小書きおよび金
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額をすべて･忿むｰ･つまたほ複数の完全な文章で書かれていたと考えるjL･訳が、

この､ように完登な一一つまたは複数の貞二章でμかれていたとすると、それがテク

ニカルな用語およびJIﾓj式をも-jた書き方へ発展するまでには、連続するいくつ

かの段階が存在Ｌたであろう。われわれはその大筋の過程を、つぎのように考

える｡まずは借方勘定科目、貸方勘定科目、小書きの各文章が、それぞれ仙ぐ･:

することである｡テクニカルな用語および形式へ進む第一-段階がこれである｡

ただそれら三つの文章が独立しても、ドイツ語の場合は定形正置ばかIJでなく

定形倒置もあるため、各文章の語順は比較的弾力的である。したが-Jてテクニ

カルな書き方へと進むには、つぎに三つの文章の順序と各文章中の語順が固定

されねばならない。

　三つの文章をそれぞれ分けて書くとなると。仕訳では貸借の勘定科目を明ら

かにすることが最重要事項であることから、小書きより前にそれらの文章を書

くことになるであろう｡では借方勘定科目を示す文章と貸方勘定科||を示す貞:

章は、どちらを先に害くことになるであろうか。ドイツ語が左から右に書かれ

ろことからすると、借方勘定科目を示す文章を前に潟こくのが自然である。では

惜方勘定科目を示す文章の語順はどのように決まるであろうか。

　Jacob Fugger sol】vns duc. 10 geben (ヤコプ・フ･ﾉｶﾞｰ一氏はわれわれにduc.loを

り･えねばならなぃ･という文章は、Duc.10 son Jacob Fuggcr vns geben または

vns so11 Jacob Fugger duc. 10 gebcn とも書くことができる。したが-jて定形

化にはこれらＦ通りの書き方のうちの一つに語順を固定することが必要である

が、自L!の状態を強調するとすれば、最後の書き方をとることになるであろ肌

テクニカル化への第二段階かこれである。ついで。自己と相ｆ方との関係を示

すうえで無くとも意味がわかる語、すなわち動詞gebenを省略する。これが第

ﾌﾞｰ{↓;2li皆である。語順の固定とその語の省略とでは、前者が先であ-1たであろう｡

そしてそのような書き方が定着したあとに、文法から脱してテクニカルな用語

を用いた簡潔な書き方が登場し、それと同時にその書き方を定形化してテクニ

カルな仕訳の形式が確立されたのであろう。

　この様な発展段階を経て什訳がテクニカルな方向に向かったとすれば、第一一
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例示での仕,沢は，第三段階のものであｰったことになろう。貸方勘定科目を示す

む;?では，文:法的にはDasとすべきところをDieとしていることもあることか

ら，この段階よりもさらに名汀一進歩していたということも可能であるかもしれ

ない，

卜 へ

乍

W｡S.193.

,1:引ﾋ't参照｡なぜ∵･-･j67).Jヽ･7ﾗｸﾞﾗｰﾉ:二分けたかは駒明である，yJのバ｣ﾗｸﾞｰﾗｰﾉに分4μ

　　とこごむ，そﾀに.とに特覧a:味があ･バリ:は思えない.

･|.:い　A.W.，S.1911，.ｲ11'よせて,1}かなか９た理由は不明である

I･.4J　Ilf･｣'にカ･，コをつほたのは，･,り=かj･1ていないことかあるからてjある.(次笛参照j

・,5で･1911,)･･;.yこj,'jrjl‘|:,ijllj.釧I]j!.li-ご:お・tjlも勘lj手'1llを泗lても11j，･|ヽ,!:;きyjltご1よ一一il

　　で･,17かれている.それにljIL.てS j12nllの最初の仕訳は，小jiきだけで23行になづている．

Ｈｉ】

･．Ｓ：

本溥168一一171】頁参照｡

Ａ．訊'｡、S.]!8.Adi－am

ｒ
～

7）A.W｡S.200､2n2 1md 205.

TaMe　･ト||にy.

・Ｅ　Ａ．ｗ。ｓ．１９４．()田　A.w｡s.2n2.1111　A.w｡s.187.

‘!1211　たとえばい11 11の最り]の仕,沢では，Adj pl･imo Jennel･ と,IM･fl.ている

(131　A.W｡S.2(j5.(l･1)Λ.W｡S.lg3.〔本書87頁参照〕

‘1ぷ　A.W｡S.18S.197,2{原2113 ulld 204.

出il　A.W｡S.ISS－189，194，198～199 und i10.

1,】7j　A.W｡S.]S9，1!n，193～194 und 194.

ll･SI　A.W｡S.189.119でＩ　Ａ．Ｗ S.1S8，1Sg und 197

･「2n　A.M7..S、ls8.（2211　A.W゛.、S.ls8 und 197

:FI　A.W｡S.194.〔2劇　A.W｡S.194.425〕A.W｡S.189，

A.W｡S.18S un（1197.ただし7J1811の場合は、sei＆nて一一はなく・idinとな､jている

A.W｡S.188.【28】A.W..S」93.129）A.W｡S.194.

即11　A，W｡S.193.〔311　A.W｡S.204.

1,32〕A.W｡S.193｡この時j,での｀フエ几ツ.f川ン氏に対する債権は，duc.1,158.6.13であ･，た｡

はI:II　こ,ﾆで実｣町的とは.Tﾉ･パウ‘一家と取引関係のある商人を指す｡

511　4III布の場合1,:は，色および1をさを示す，

C弧)Ａ．Ｗ。Ｓ．】９９．ここでは･行ほど欠落Ｌている。り１－ンおよぴ･ダンチッヒのjj｣:水では｡－l

　　,y力よ･一二,11:かれているという。…mit zway rossel111　vnlld dul･ch die Hachstlija･]･20M‘j，

　　rl11rch Enlldl-is(;ranlldcl- 25 M° vnnd durch die l{achstljtel･nlll50110，a}】es jnn il･e gielcr

　　einRiisch】agnn gewijst…CA.W｡S.199，Anm.](1:13･

(:i6j　A.W.，S.21)3.(:17!　A.W｡S.191.(381　Λ.W｡S.189.

‘391　弟一例小で･は，取引のつどfl:沢してない場介がある｡･遠の取引終了i!にまとめて仕,沢して

　　いる川ｔである｡･:水害ln5－lllSIlf剔削

‘,40j　A.W｡S.193～191.C41〕A.W｡S.194.(42j　A.W｡S.19jl.
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に□

(羽

　A.W｡S，191.

　A.C.【jnletu11..へccounlillg Evuluti(,11 t,1 1900， p.H17-ヽ一11{円j II野一郎,託りト･しIヽ

発評･}!.166～17□げ．

勁計

･1ぢI　A.W｡S.204.りトル1･・は.11借ｸﾞ】勘定Hllを小才部分を笑諸にi沢才さいに．動詞只ivcげI

　　イツ,冶だとRebenll今補い，カ一一,コを付L.ている，かれは1飢lt以ﾄ･を小Ｌていない1A，C.

　　lj111et(m.叩.cit,,p.109;.

41　9j131田付６番ljの{|:沢(A.W。S.205!I.

第４章　第一例示の仕訳の特徴

㈲

　１．商品取引の処理

　銅勘定、銀勘定、絹布勘定といった商品勘定には、それら財貨の増加か借方

に、減少が貸方に記入されている。４月20日の最初の仕･訳をみると、その借方

勘定科目は銅で、貸方勘定科目はハル支店である。そして小書きには、つぎの

よ引こ記入され｡ている巴

　　H;lben wir vnn dannen empfangen zoe 32 fass zu 25 ctr.e］faB zu 20 ctr.Seind mit

　　Nrり1 bis H3； thund a 12 percelltoctr.9】8pfund 40 Rotzner gwicht : thut fl.4821M；

　　vlld 2u 45 percento duc，3325.6.12.

　　　　j･･jljlれほ，それら｛の釧｝を受取った。すなわち25･ソェン1･ナーずつ入-jた32樽と20

　　ツェントナー入一-,た１柳である。それらにはNo.slからNo.n3の番り’かついている；（ウ

　　イ‥ンぷ’･;IQホｙ･ソェン･l.Mの換旅中は）12パーセントであるから，ボッツllンの重li1で

　　ほ918ツ_tノトチーj10ポノ|ぺすなわち482114ラインーグルデン：したがって（貨幣の換算

　　4jUln45パーセントであるからdUC.3325.6.12.

　この取引は，ハル支店から銅を掛で購入した場合で，銅が増加していること

はいうまでもない。

　7 Jj3〔〕ロの３番目の仕訳をみると，その借方勘定科目はミラノ支店で，貸方

勘定科目は銅である。そして小害きは，つぎのように書かれている‘21.

　　　　Ainfaa,darin 25 ctr.Botzner gewichl, haben wir gen Mailand gesant mjt 30 M° vllg.

　　guld【?n,als enthalb sleeu schlag ich den ctr.an zu5Mfl.rh.,wie ich in im empfahen

　　･IIlgeschlagen hab, thut f】｡131.4rh.vnd zu 45 percento thuttduc. 90.9.12.p.13.Haben

　　l】ichtvnl（oStausgehen, duC.90.12.13.

　　　　なかにボフツェンの重Ｍで25ツェントナー入った１樽を，われわれは直前（の仕沢）に

　　示l.たnn闇ハンガりー･グルデンの現金とともにΞラノ支店へ送った；わたくＬはＩツェ

　　こべ･ナ・･jい八jlたくL.がそれを取得Ｌたときに一価Ｌたのと同ヒく，恥4ライン・ダルデ

　　ン･とする｡L,たか,って131.Mライン・グルデン。そＬて（換算率はラインーグルデンがduc.

　　の･J 45パーセント増であるためduc.90.9.12.p.13.費用の支払いはない。duc.90.12」3.

　これは，銅を掛でミラノ支店へ送ったときの仕訳である。取得時に銅勘定の
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借万に記入するのであるから、売却・発送時に貸方に記入するのは'l'I然であ7:

　二のよ引二商IW,を取得したときはその取得佃]勧をも｡･,て商品勘定の借力'に，

売却したときはその売価をもｰ一･て商IWI勘定の貸方に記入Ｌでいる吸，したがｰ乙，

て，ｉ一例示では，現在でいう総記法と表l荊的には同じ記帳方法を川いている

わけであ恥，L.かし商品勘定に記入するのは，これ｡ら取得または売却について

だけではない｡商品勘定の借方には他に二つの場合が，貸方には佳にｰ-‥-つの場

合が記入されている。それらのうちまず借方に記入されている場合からみるこ

とにする｡

　そのような場合の一つの例を，すでに示した6Jj2日の２番目の仕訳にみる

ことができる曹その仕訳の借方勘定科目は銅，貸方勘定科目は現金である。

　それが，現在でいう付随費用についての記入であることは，いうまでもない。

４月20Hに銅を取得したときの付随費用を，まとめて記入しているのである。

　商品勘定の借方に取得価額以外を記入するもう‥つの場合は，9J｣27日の仕

,沢にみることができる。その仕訳の借方勘定科目は銀で，貸方勘定科目はヤコ

ブ・フッガー氏である。この仕訳の貸方勘定科目の示めＬ方が例外的で，小舎

きとの区別が明確でないことはすでに明らかにしたとおりであるが回，いま先

に小した小河きの一部を再度示すと，つぎのとおりである‘6'。

　　vnnd dem silber zu als obsteel per saldo desse]bigellcontos. Dann auff dat(.lkain

　　silbcr mer verhanden ist.11abellauch ein copi des si】berc,jnluvon wurl zu wnrt, wie

　　die im Zm･nal steend auf Augspurg gesant,duc,3897.】7.19.

　　　そＬて，銀勘定にその勘定の残高だけ，ﾄま｣,のように記入する｡本Ｈ現在，銀は存在し

　　ない　仕訳帳に示1ように詳細に書いた銀勘定の記録を，アウグスブルクヘ送った｡duc.

　　3897.17.】9.

　この小書きの内容を理解するには，9 11271'lまでに行われた銀勘定への記入

をみておくことが必要である。銀はそのロまでに，４月５日と5 Jj28日の２回，

ともにハル支店から取得している。それらの取得価額と付随費用の合計duc.

84966.4.17が，借方に記入されている。他方９月27日までの間に，取得した銀

のすべてを６Ｊ!４日，７月ＩＥ]，７月８日，７月15日そして８月20L｣の5 141に
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わたり、掛で販売するかまたほ絹布と交換Ｌた。それらの場合には、販売また

ほ交換の一一Jどその売価を貸方に記入しているが、その介計釦はduc.88863､22.

4である。このような諸記入の結果として、銀は存在Ｌないにもかかわらず、9

Jj271｣には銀勘定の貸方にduc.3897.17.19の残高が残っていたのである。取

得にJ要した金額より販売または交換によ一ってえた金額が多かったわけであるか

ら、現在の考えからすると、この残高は銀の販売益といっことになる。この現

在でいう銀の販売益を本店勘定に振替えたのか、9 Jj27日の仕訳なのである。

この結果、銀勘定の記入船は貸借一致する。

　商品勘定の貸方に、その売価以外を記入している例を、9 1H8[]の最初の仕

訳にみることができる。その仕訳の借方勘定科目はヤコブ・フッガー氏で、貸

方勘定科目は絹布である。その小害きには、つぎのような記入がなされてい

る‘7'。

　Vmb souilistdns seidin gwalld nnch fLjrdehitor gestandcn vnk(lsl,sowir auSgeben

hbell adi -j.Fcbrcr,als wir samat, damast kaufften.Die schrtlibich dem seidillgwand

wider gut vlldden hel-rnzu per sa]do desselbigen conh〕，duc.1｣｡12.

　それだけの費用が絹布勘定の11t方に残｡Jている。それは，われわれが2 11H FIにビロー-

ドと紋織物を□い入れたときに支払･｣だものである。わたくしはそれを絹布勘定に貸記し。

そＬてi=人勘定に｡組布勘定の残高とＬて信一する。duc.1.1.12.

　絹布は、２月４日に現金で購入し、また７月８日に銅と銀との交換によって

取得した｡それらの取得価額は介計でdu(こ｡28555.12であったが、２川４日の収

得にはduc.1.1.12の付随費用を要した。したがって９月18日の時点で、絹布

勘定の借方にはそれらの合計duc.28556.13.12の記入がなされていた。他方取

得した絹布のすべてを、取得したときと同じ賢酒をもって、８月３日にオフェ

ン支店にそして８月15目にはヤコブ｀･フッガー氏に、ともに掛で版売した。　し

たがって絹布勘定の貸方には、9Jn8目までに介計でduc.28555.12が記入され

仁この結果として、絹布は存在しないにちかかわらず、その時点で借方に２

月４目に支払った付随費用の額duc.1.1.12だけの残高が生ずることになった

のである。したがってこの残高は、現在でいえば絹布の販売損なのである｡こ

のdu(;｡1.1.12をヤコフ｀･フッガー氏勘定に振悸えるために行ったのが、この
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9月18目の仕訳なのである。

ご芦､、

２．商品勘定の役割

これまでのところから明らかなように，商11111勘定の借方には取得価額と現ylE

いう付随費用および商品販売益を，その貸方には売価と現在でいう商品販売

損を記入している。したが､って表面的にみると、付随費用を取得価額に含める

かたちで、現在でいう総記法の処理を行っていることになる。では、現在と同

じ意味で付随費用を含める総記法を用いているのであろうか。

　答えは、当然ノーである。なぜなら、もともとここでは、損益の計算は意図

されていない｡そのような場合に、商品販売損益の計算を目的とする総記法を

用いて、何の意味があるであろうか。ここで表面上｡現在の総記法と同じ記入が

なされているのは、つぎのような理由からなのである。

　債権とｲ責務のみを記録する支店の立場からすると、すべての債権および債務

は、最終的には本店に対する債権および債務と考えねばならない｡そのような

場合は、債権の総額と債務の総額がｰ一致すること、すなわち最終的な本店に対

する債権と債務がｰ一致することを示すことにより、会計責任は全うしうること

になる。第一例示では、現金または商品といった現在では債権と区別されるも

のまでが、本店に対する債権と考えられている‘“l。

　このような考え方によれば、商品の取得は、それだけ本店に対する債権が塙

－力

卜または債務が減少）したことになる。したがって支店の立場での処理方法の一

つとしては、商品を取得した場合に、その額だけ本店に封する債権が増加した

か債務が減少したとして、本店勘定に直接記入にこではヤコブ･フッガー氏勘定の

借方に記入)することが考えられる。しかしもう一つの処理方法も考えられる。

すなわち取得した商品の額を、別の勘定の借方に示すのである｡そのさいは、

商品の取得によるものであるから、その勘定科目を商品〔またはより具体的な品名〕

勘定とすることになろう。これは、直接本店に対する債権を増加させるか債務

を減少させる代りに、間接的に債権を増加させるか債務を減少させる処理方法

である。
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　これら二つの処理力･法のいずれを用いても、佳jjで別の債務が生ずるか債権

が減少し日11･購入の場合･J、現余･現公購入の｣£例または商IWI(･交換の場配が減少す

るため、令体とレごの債権と債務のバランスには変わりがない。両者の違いは、

ヤコブ・フ･･､ガー氏勘定の借方に直接記入すると、最終的には本店に封する債

権となる商Illl11の取得を、帳簿上で明らかにＬえないのに対し、商品勘定の借方

に記入すると、そのことが明らかになるという点だけである。

　第一例小では、これら二つの処理法のうちの後者を採って、その取得価額を

商品勘定の借方に記入Ｌているのである。したがって第一例示では、甲｡に全体

として債持と債務が最終的に　一致することだけを明らかにせんとしているので

はなく、それらの内訳をも若干は明らかにせんとしていることになる。

　このように、商品を取得したときにそれだけ本店に対する債権か増加(または

債務が減少)したことをぶすねらいをもって、商品勘定の借方に記入するとすれ

ば、付随費用を商品勘定の借方に記入することも、一つの処理方法とＬて認め

られることになろう。支店が営業活動上必要であった費用を現金で支払うと、

それだけ債権としての現金か減少し、他方で本店に対する債権が増加するか債

務か減少することになる。Ｌたかってこの場合に、直接本店に対する債権の増

力』|または債務の減少として処理するとすれば、ヤコブ・フッガー氏勘定の借方

に記入することになる‘9j。これに対して田｣接的にそのことを処理せんとすると、

ヤコブ・フッガー一氏勘定以外の勘定の借方に記入することが考えられる。後者

の場合に、付随費用の支出によって生じた債権だけを、一つの独立した勘定を

もって処理することも当然可能である。しかし同様な意味をもった勘定として

商品勘定が存在するときは、そこに含めることもできるのである。

　第一月列示においては、このような考え方のもとに。付随費用を商品勘定の借

方に記入しているのである。したがって表面上はともかくも、基本的な考えゐ｀

は、付随費用を取得価額に加算することとした場合の現在の総記法とは、全く

異なるものなのである｡ここでは、現在のような付随費用を取得価額に加え、

費用と収益の対応を容易にかつ間違いなく行わんとする考え方は、微塵も存在

Ｌない。



　]旧

　‥方商品を販売すると，そのことによって入T几た現金(現刎町,Iび璃hy)，債

梼吋｡回心jlび偏在)または別の商IWI汝換の壕ｙび)いずれかが増加すると同時に，

他方で本店に･封するｲri権が減少するか債務が生ずることになる。この場合も，

本店に討する債権の減少もＬくは債務の発生を，直接ヤコブ。｀フッガー氏勘定

に貨記することができる。しかし別の処理方法とＬて，商IWIの売却によｰって生

じた本店に封する債権の減少または債務の発生を，別の勘定の貸方に,記入する

ニとも考えられる｡これら二つの処理方法のいずれを用いても，令体としての

債権と債務のバランスには変わりはない。売却によってえられた現金，債楕ま

たは他の商II,j,が，それぞれの勘定の借方に記入されるからである。

　商品の売却によｰって生じた本店に封する債権の減少または債務の発生を独,j,S

Lた勘定科目をもｰって示すと，そのよっな債桔または債務の増減の状況を知る

ﾄ｡で都合はよい。しかし，債権または債務の大まかな内訳を示し，結果として

債権総額と偵務総額の一致を得んとする場合は，同種の他の債権または債務と

ともにｰ一つの勘定科目をもってまとめてぷすことも考えられる｡第一･例ぷでは，

取得時に個々の商ISIlj勘定の借方に記入するため，売却によって生じた本店に対

する債権の減少または債務の発生を，その貸方に記入しているのである｡

　したがって，取得した商品をすべて売却したあとに生ずる商品勘定の借方残

高は，売買の結果残９た本店に封する債楠超過額を示すことになる。|狛IIIII,販売

損とは考ええない。同様に，すべての商品を売却しつくしたあとに生ずる商1111，

勘定の貸方残高は，売買の結果残った本店に封する債務超過額となる。商品販

売益ではない。このことは，商品が未だ売れ残っている状態での勘定残高につ

いても同ヒであ＆，借方残高(1Uj'残｡咄は，その時点での債柚残粗目債務残額)

を小すのである｡したがって商IWIを売りつくしたか否かにかかわらず商品勘定

に生ヒだ残高は。それが借方残高であれ貸方残高であれ，結局は本店勘定と相

殺されることになる｡

　第一･例小では，取引中に固定資産の増減に関するものはない。しかし仮りに

固定資産に関する取引が行われたとすると，その場合は，商IIIIII売□の場介と同

哩の処理を行ったであろう｡

靖,□;'.'第　91』示の什,;｣1の特徴　ほJ

　３．什訳のタイミング

　現在は，取引が生ずると，すなわち資産，負債，資本，収益，費用のいずれ

かに増減変化が生ずると，そのつど仕訳を行うのが原|!I』である｡そのさい，借

力'および貸方の各勘定科日数がそれぞれいくつになるかは，特には意識されな

い。･取引の仕訳であるかぎり，貸借の各勘定科目数がそれぞれいくつになろ

うと，･貸借の各合,汁額が相互に一一致Ｌ，取引の内容を適確にあらわすことだけ

か意識される。このような堤在の仕訳の仕方と比べると，第一例示の仕訳帳に

おいては，二つの点が注｢1される｡一つは取引か生ヒても，そのつど仕訳帳に

什訳するとはかぎらないこと，他の一つは，什訳のさいに，常に貸借の勘定科

目がともに一つずつになるように意識的に処理されていることである。

　取引が生ヒてもそのつど仕訳帳に仕訳しないのは，記帳の経済性を意識した

ためと考えられる。そのような処理が行われている場合は，内容的に二つに分

けられる｡･つは，財貨を購入して他へ発送した場合である。その例を４月９

日の最初の仕訳にみることができる｡その仕訳の借方勘定科目はヤコブ・フ･･

が一氏で，貸方勘定科｢1はジモン・デ･パガチーニ氏である。その小書きには，

つぎのように河かれている'lo'｡

　lsl、･nlh ai11 dirlmmthllnd. imt･ ;lbkauffl 、･jldallf clatl】mmil H;jns Ferher ge11

Au郷purgβanl.duc.100.

　それだけの(舶の)･ダイヤモンド･・バンド･､、それを購入t.、木llハンス・ツ.tルバ‥に

持たせて、アウク･･スゾIハ。クヘjx-jた　dUC.釦{}。

　この取引が、ダイヤモンド・バンドを購入し、そのままの価額で本店に送-1

たものであることは、いうまでもない、夕゛イヤモンド・バンドの購入とその発

送(販売)という一連の取引の結果だけを、一括して仕訳しているのである｡こ

こで発送したのが本Ejであることは|り｣記されているが、購入Ｌたのが本|｡|であ

ったかは不明である｡ただ現在であれば、たとえ購入と発送が同ヒljに行われ

たとしても、それぞれについて仕訳を行うであろう｡ここで行われている｡よう

に、現在であれば別々に行うであろうニつの仕訳をまとめて行ったとしても、
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｀1‘I然第一･例示が目的とＬていろ資格と債務の記録および結果としての令休のバ

ランスには，なんの影響もない。この睡の処理は，4J｣9 11の２番目および'６

月８日の最初の仕訳でも行われている。財貨の購人とその発送を，別々に什,沢

している場今はない。

　取引が生じてもそのつど仕,沢帳には仕訳しないもうー･つの場合を，現金授受

および商III11売買の処理にみることができる。例とＬて，9jJlllの{|:訳をみよ

乳二の仕訳の借方勘定科｢|は現金で，貸方勘定科目は銅である。取引は，銅

を現金で売却したというものである。小書きには，つぎのように記入されてい

る‘111.

　lst.vmbs(nJil haben wir kupffer verkaulllt Sidt-,rprim,j Λ1.1gusto，i11Slm-11111actr. 16612

pfund l!|!l vlld dell mcilel- per duc. jlかthllt als v,1rsteet. Vnnd habellll sol】idlkupffer

v･'rkaufft.nemlich: a la SiMn｡|-ia de Vene山j ctr. IUulj,a Zuan Anto Mor de Fiol･e ctr.

1slln.11et】'oAmade･.･ctr.11】0.AhJixo Luchasini ctl-. 5{l，Pelro de lluffonil‘eni cl･r.
s0，

01sparo(le R｡malln dr. 132 pfund 11独i，ZLjan　jacoh di )a Burzl， v,ldo ctl'. 2[KI.ln

summa ctr. 1662 11fulld 10％i11 63 fassen a]s，･,1rstel； thut an Melt duc， 6980.‘2lj.30.

　それたけ･.の額カSIOを.j･り１われは8j□||以降に販売した.，合計で1662･ソエントナ

‥1{lhポンドで，マイラー-IIljりduc.42；したが一一Jて｢･金額はj.L記のとおIれ，それ1･｣の細

々･ILb‘JL.た.すなわt,ウ･ェこスのングノリア氏に|{10tlツｊントナー-，フィレンツ_,..のズリ

こ・アン1･・モ？氏に1圓･ｿ_fントートｰ．ぺ可口・アフデオ氏に】(11jツェン|-り･--，ア,･しイ

クリ・几カン‾‾ニ氏に50ツj.ントナー，フ'ﾉｉ一しこのヘトロLUこ80ヽｿｔンﾄナー-，　ｕ-一

一こ･5りカフ,ハう氏に132･ｿJJ】･ナー-11】14ポ･ン|･，ブルソ・ボi･のX‘17ン・ヤコヅ氏にS]0･ｿ

!うづｰナー　仝部てリ剔j.は1　11記のとおり1662･ｿｊントナー一1ljMポンドで63樽：Ｌたか

一一，て金額!.こしてduc.698n.2(1.31.1.

　この小書きをみるかぎり、販売した相予は一人ではないが、その各相手とそ

れぞれへの販売重量は明らかである。しかしそれぞれへ販売した|｣は、8Jj1

日から仕訳119月1 11までのいつかであるにしても、具体的にはわからない｡

ともかく、一ケ川lljに行った販売先および販売日を異にする銅の販売全部につ

いて、まとめて仕訳したのがこれである｡

　このように、同種の取引についてまとめて仕訳している場合は、他にもみる

ことができる｡４月５目付で行われている、ハル支店から３月４Ｈ以降に掛で

取得した銀についての記入、６月23ロ付でなされている、4Ej以降に購入した

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l,い･y　第　例示の仕訳の特徴　]1｣7

ぶどう酒(malvasier)をアウグスブルクヘ発送したことについての記入，7J｣28

日付でなされている，7 JH II以降にアウグスブルクから受取った現金につい

ての記入，および･9J｣301｣付でなされている，IJ]1 11以降のシュバルツ自身

の生活費とヴ･ェニス支店の経費についての記入がそうである‘12'。

　そのほか，同じ売手のもとから複数の運搬入によｰって運ばれてきた商函ljの受

取りについての記入，たとえば６月２日付でなされているボ･バソェン支店から

の銅の取得についての記入，および自L!受取りの手形代金を複数の相手から受

取ったことについての記入，たとえば7 J124日付でなされているアントワープ

支店振出し，ラインハルト・フレッシュゴウアルディ氏支払い，ヴェニス支店

受取IJの為替手形代金を，アレクソ・デーネルリ氏以下計５入の人物から受取

ったことについての記入，これらもおそらく，全部の銅または手形代金すべて

を一度に受取-Jたのではなく，何回かに分けて行われた一一一連の受取りが完了し

たときに，結果だけは正しく示すものとしてまとめて記入したものであろ

う‘13j。

　では，一連の取引が完了すると，その時点で必ずそのことについて仕訳をし

たのであろうか。そうとは限らないことは，すでに示した６月２日の２番目の

仕訳から明らかである。それは銅の取得に要した付随費用の記入であるが，銅

は4J｣2[H]にハル支店から，６月２[]にボッツェン支店から取得した。したが

って4}j20Ejまでに，ハル支店からの銅の取得はおわ･っており，その銅につい

ては４月20日に什訳を行っている。　しかしそのさい要した付随費用についての

記入は，６Ｊ]２日の銅の取得に要した付随費用とともに，後になってまとめて

行われている‘14'。

　では記帳の経済性を意識したとしても，なぜ什訳帳に間違いなく正しい合計

額をもって記入することか可能なのであろうか。それぞれの取引金額は，合計

額をもって仕訳されるまで，どのように処理されていたのであろうか。結論を

いえば，第一例示においては各種の補助簿が用いられているため，このような

合計額による仕訳が可能なのである。現金を受取るか支払うとそのつど現金出

納帳(cassabuech)i11)に，商品を受取るか販売すると銅記入帳(kupfferbuechlin)
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記入していたのである。哺助簿を用いるまでに、すでに帳簿組織が整備さ

いたのである｡

　４．仕訳の勘定科目数

　仕訳における勘定科IT数をみてみよう。もともと･lj1時の経済社会自体が未熟

であ､ったため、取引も複雑なものは少ない。現金の授受、商品の現金または掛

による売買、ｆ形の振出・引受一代舎la]収が、そのほとんどである。したがっ

てそのまま仕訳してもCたとえ現:?I:のわれ川Lか仕沢しても)、貸借双方の勘定科目数

は、常に一つずつになることが多い。しかしときには、そのまま仕訳すると貸

借の一方の勘定科目数が複数になる場合がある｡そのさいは意識的に、貸借の

勘定科目数がともに一つずつになるように処理されている。その例をわれわれ

は、７月８ロの銅と銀をもって絹布と交換したさいの仕沢にみることができる。

　その取引は、アレクソ・デ・ネルリ氏の所有する絹布duc.27401と、自己の

所有するduc.11745の銅およびduc.15656の銀を交換したというものである。

現在であれば、この取引は借方勘定科目を絹布、･貸方勘定科目を訓および銀と

して、一つの仕訳で処理するであろ乱それを第一一例示では、なぜか三つの仕

訳に分けて処理しているのである。

　それら三つの仕訳の借方勘定科目かともに絹布(seidirl gwal仙であることは、

いうまでもない。それに対して貸方勘定科目は、１番目の仕訳では銅、２番目

の什訳では銀、３番目の什訳では銅になっている。それらの仕訳の小書きを順

番に示すと、それぞれつぎのとおりである(ls'。

　Nemlich haben wir只etauschい･nd empfangen von Altfxl de Nerli SO stuck schwartz

samat；haltennemlich411stuckzu60elenvnd20st1】ckzu47e】ell vnnd 20 stllck zu 仙

elen.Sumnla thut 4140 elen vnd die elen 只enomeTlper】M duc.;thut als vor. So haben

wir gemcllem Alex‘jde Nerli geben zoe 69 faa kupffer zu 25 ctr｡thulctr.1725 Botzner

只ewicht ；vnd den M°ilon Reben per 42 duc.，that d1Jc 7245. Schreih ich also das silber

denl contn gLJt,zoe das kupffer, vnd schreih das gelt an kupffcr slal dem seidin gwand

zu.duc.7245。

　すなわち，われわね｡は交換し，アレクソ・デ・ネルり氏から811個の思いビロード地を受

取｡Ｊ･レすなわち，40個は｛長さ｝60エレン，20個は【長刎4?エレンそＬて21】個はほを

到40J.しX，L.たか･

'･rlぶぷ'けおり　そｊ

ぷ）

一
　
！

ｉ

哨いI:'1‘j　第一l邨JJjｲ|:,ij汐‘J特箔　ll19

ソ1･ンl･ナ‥ト.j人．た69樽のil･j.Lたｶ=,-.,て,卜.j･ｿ1_●･の･p,1,:.で1725ツ，.ンl･ナー-を

丿こ そレr-フィう I'1'Jduc.42と,1 1-算１る｡E.たが,:jてduc.72j5.j･1たくＬはその

銀に｡･ついて，その勘定才なわら銅勘定に貸,IE!する｡絹布の代りにり･えた銅ｸﾞl代金を惜記す

る.dllc.7245.

　k.，jmhr]as，,･h- gemeltem Alex゛l de Nerli geben hahel1 2n stuck silbel- nlit Nj' 47 bis

66.Habell in summa gewegell nlark 1957 wienisch rauch gcwicht vnd die mark per s

duc｡lhut als (lhsteet.Daran hat er vns wider gebe11 824 stuck la]lg zamalol zu 19 duc.

v(111 allerlav farhe11， 1hllt dtlc，15656.

　われわれが，ﾄ｡記アレクソ・テ'・?,ルj｣氏にj}j.たのはN0.47からN0.66までの銀20個

'ごIある｡合計でウ｡ドーｙのi6tで1957マルクで。マルク当りdUC.8である，かれはわれわ

れに引ltduc.19の82411.11のｋぃ多色のビロードをり・えた。duc.】5656.

　HRhell wil･ gestochen mit A】ex°lde Ner]i，lm gebenn ctr. 107]pfund 43 Botzner

gewicht，den Meiler per 42 duc.,thut als vor. Da又egen empfangen l000 stuck kurtzen

zamalot aller】ay farben vnd das stuck z11 4M duc..thun duc. j150(l.Schreib ich alsn

dem kupffer只ul vnd dem seidjn gwand zu， duc，4500，

　わIU-lれは。アレクソ・テ･・ネルり氏と取引を行った。かれにボッツェンの重量で1071

ツェンj･ナー43ポンドを，ﾄ,記び〕とおりマイラーｉりduc.42の計算で渡した。それに対し

て1・]o個の短い多色のビロードを受取,った。１個duc.4Mで･，Ｌたがｰ]てduc.4500である。

わたくＬは銅勘宙に貸記Ｌ．絹布勘定に借記する，duc.4500.

　これらの小書きをみることにより，この日に取得した絹布か黒いビロード，

長い多色のビロードおよび短い多色のビロードの三種類で，交換条件はそれぞ

れの種類ごとにきめられていることがわかる。では，このような現在であれば

ー‘つの仕訳をもって処理するであろう事柄を，なぜＲつの仕訳に分けて処理す

るのであろうか。また，仕訳で借方勘定科目が絹布で貸方勘定科目が銅となる

１番目の仕訳と３番目の仕訳を，なぜ分けて行うのであろうか。結論をいえば，

交換の条件が種類ごとにきめられていたためであろう。では，なぜ交換条件を

別々にきめねぱならないのであろうか。

　第一一例示の仕訳の書き方では，借方の勘定科目と貸方の勘定科目を示す文章

はそれぞれ独立しており，借方の勘定科目を示す文章から書かれているのがふ

つうである。そのさい多くの場合は,借方勘定科目を示す文章は文頭をvnsson

ではヒめて勘定科目が主語になっており，貸方勘定科目を示す文章は文頭が



　1狂I

Dic sllen wirで勘定科目は目的語にな｡Jている｡貸借の勘定科||をポす各え

俯ごともにｰ‥･-'Jで，ただ動詞gebe11だけが省略されている'16'｡このようなほぽ

定まった一一つの形で仕,沢するとすればに勘定科目は複数であるよりも　一つのほ

ｰうが混乱が少なく，転記も正しく行うことができたであろう。このような理由

から

も， 貸

意識して貸借の勘定科目をそれぞれ　ｰつずつにするとすれば，取引価釦

借の勘定科目が一つずつになる範囲ごとに決定されねばならないであろ

　いま他人の所有するduc.3のＡおよびduc.7のＢを、自己の所有するduc.4

のＣおよびduc.6のＤと交換したとする。この取引を一一･つの仕訳でぷすとすれ

ば、゛l然自己の行う仕訳では、借方がA duc. 3とB duc. 7となり、貸方はC duc.

4とD duc. 6になる。ところでこの取引を、第一‥一一例示での丙き方に真似て仕訳す

ると、どのようになるであろうか。借方部分はvns so］】A duc. 3（只cben）und

vns soll B duc.7〔geben･〕となるであろう。しかしこれでは明らかに二つの文章

で、第一例示ではそのような書き方はなされていない。ではこの借方部分を第

　･例示の河き方にしたがってーつの文章をもって書くとすれば、どのようにな

るであろうか。－一つとしては①vns sol】A duc. 3 und B.duc.7（geben）と書く

ことかでき、また②vns soll A und B duc. 3 und duc. 7（geben）とも再きう

るかもしれない。これらが一つの文章であることは明らかであるが、転記に支

障はないであろうか｡転記時になんらかの転記済みの印（現7､EでぃうJ11 1‘）を付す

とすれば、これで‘も支障はなかったかもしれない。しかＬ第一例ぷでは、瓦丁

に相当するなんらの記入も行-jてはいない“7’。文章中より勘定科目を選び出

し、その金額をも確定して転記するとすれば、勘定科目がｰ･つで金額も一つし

か茜かれていないほうが、間違いは少なかったであろう。ただ借方偏の場合は、

勘定科目がたとえT二つ以目こなったとしても、必ず支障が生ずるというわけで

はない。①の場合がそうである。勘定科目を一つにすることの必要性は、貸方

側においてより切実である。

　貸方勘定科目を示す文章を、必ずDie sollen wir をもって書きはじめるもの

とすると、そのさいは、勘定科目が一つであることが、どうしても必要になる。
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総額duc.1()の借方を，Dieで指示する場合，貸方の勘定がｰ一つであればとくに

問題はない。しかしli方の勘定科目が二つ以llであると，貸方勘定科目を示す

部分に金額を!=t体的に示さないかぎりは，それぞれの勘定科目ごとの金額をき

めることが･不可能である。この意味で，Die sollen wir という形にこだわる限

りは，貸方の勘定科目を一つにすることが，絶対に必要なのである。この形に

こだおる限り貸方の勘定科目を一一･つにせざるをえないことが，仕訳の定形化・

均衡化の面から，借方の勘定科目も一一つにすることに彭習したとさえいいうる

かもＬれない。

　このように，仕訳の澄き方をできるだけ固定化せんとする意識が先行し，そ

のことからくる制約によって，貸借の各勘定科目を一つずつにせざるをえなか

ったとすると，交換条件も貸借の勘定科目が一つずつになる区分ごとにきめる

必要かあ,ったであろ似この意味で，前掲の７月８日の２番目の什訳は，必ず

独立して行jっれたものと考えられる。て･ヽは借方勘定科目が絹布で貸方勘定科目

か銅と同ヒになる１番目と３番目の仕訳を，なぜ分けて行っているのであろう

か。

　黒いビロー-ドおよび短い多色のビロードを銅と交換する場合，その交換条件

をまとめて一括決定することもできる。そのさいは，一つの什訳で処理Ｌたで

あろう。しかし勘定科目としては絹布をもって処理することになっても，黒い

ビロードと短い多色のビロー-ドを分けて交換条件をきめることもありえよう。

たとえ分けて別々に交換条件をきめた場合でも，依然として，一つの仕訳とし

て合計額で処理することは当然可能である。しかし種類ごとにきめられた価額

をもって，そのまま二つの仕訳として処理することも，もちろんありうる。結

果には違いないからである。１番目と３番目の仕訳を分けて行っているのは，

黒いビ。－ドと短い多色のピロｰ一一　ドとを分けて交換条件をそれぞれきめ，その

まま分けて仕訳したのではあるまいか。

（い

回）

A.W｡S.191.12）A.W｡S.199.

7･ソガー家他店に対する売却はすべて掛で行い，他IIliへは取得価額ｸ1ままで送-っている
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第５章　債務帳の形式と転記

]１

　１．資料上の制約

　シー･バルツ簿記書の第‥例示では、ホ要簿として仕訳帳CZorna】1と債務帳

　ぶch111dbtlc印が用いられている｡まず帳簿係a〕uchha】ter口こよって取引が仕訳

||帽こ記入され、ついで転記係tmuliererlによって、そこから債務帳の各勘定1']

座に転記されるのである。このような体系と記帳順で記入する簿記全体を解明

する作業のうち、これまでに、どのような事象を取引として取トげ、それをど

のような仕訳原則に従って、どのような形式で、いつ記入するかについての検

討をおわった｡それらによって、仕訳帳に関する諸問題については、－一応の検

討を行いえたと考えている。そこでつぎは、仕訳帳から転記する債務帳に関す

る諸間題に目を向けることになる。

　ただこれから行わんとする債務帳の検討には、仕訳帳の場合に比して、資料

の面で可成りの湘|約のあることを予め覚悟せねばならない｡われわれの研究は、

ヴァイトナーが作成した翻刻版に依存している。その翻刻版では、仕訳帳部分

はすべて示されているものの、債務帳の一部は省略されているのである。ヴァ

イトナーはエルビング写本を中心に翻刻したのであるが、同写本では、24頁に

わたって20の勘定口座が設けられている。しかし翻刻版では、そのうちの六つ、

すなわち現金、ヤコブ・フッガー氏、フランコ・チウエナ氏、アントワープ支

店、銀、プロイり銀行の各勘定口座しか示されていない。ただ幸いなことに、

示されている六つの勘定[]座は、第一例示で用いられている勘定口座を大きく

現金、商品、ヤコブ・フ･ンガー氏、フッガー家の他支店、第Ｆ者の五種類に分

けたときの、すべてにわたっている。したがってわれわれの検討にとっては、

完奈ではないにしても、|一分な資料ではある。

　債務帳は、現在でいうところの総勘定元帳である。したがってそこには、各
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勘定科目ごとの集計場所すなわち外勘定口座が設けられており，仕訳帳から転

記される，そのさい，仕,沢の借方金額はその勘定科目と同じ勘定科目の勘定口

座の惰ﾘJ‘に，仕訳の貸方金額はその勘定科目と同ヒ勘定科目の勘定口座の匯力'

に。転記する。すなわち，この点に関するかぎりは，現在と同じである。では

第一-一例示では，各勘定口座がどのような形式をもｰってどのような順に設けられ

ており。そこにはどのような事項がいつ記入され，締切りはどのようにしてい

つ行われているのであろうか。

　　２．勘定口座の開設順

　仕,沢帳は，26紋日の表貞ぱ数14)すなわち見聞きの右側頁でおわっている。

したがってっづく26枚目の裏ａ口'数1511から，債務帳の主要部分(･すなわち勘定

Ｉ叫を汲けた場剛を示すことがﾛ1能であったはずである。しかしその見開きに

は，左側頁に丁数15，右側頁に丁数16と奔かれているだけである。いわば白紙

である｡これは，原本もしくは写本の段階で，仕訳帳と債務帳をはっきりと区

別する目的で，意識的になされていたことなのかもしれない。つぎの見聞きも，

未だ債務帳の至要部分とはなっていない。その左傾||頁すなわち27枚目の裏釦｣

数㈲には，つぎのような記入だけかなされている‘1'。

　　　　　　　　　　　　　　　　　Das Alphabet.

　　　Cassa ac. 18,27,28.Herr Jac【】bFugger ac. 18,27,2H.-Miser Franc¨Ciuclla ac, 】9.

　　　-一一R(,maac. 19.Miser FI･anc‘3verzelin ac. 20.Seidill gwand ac.20.Mailandac.21.

　　　Ballcho C即ellu ac. 21.－Ba】lcho Bisalli ac.22.一一･Anltorffac. 22.Schwatzer

　　garkupner ac. 23.－BUtzen ac. 23.-Ofen ac. 24.-Miser Daniel de Suuichoac.　24.

　　1.ion ac. 25.一一Si】hersoll ac. 25.－Ha]l ac. S.ごMiser Simon de Pagat]liniac.26，

　　Nほmbt･rg ac. 26.－Bancho Preu]liac. 26.－

　これは。主要部分と見くらべることによって，債務帳ではどの勘定11座がと

こに設けられているかを，丁数をもって示したものであることがわかる。現代

風にいえば，勘定科目一覧表とでもいうべきものである。

　同じ見聞きの右側頁すなわち28枚日の表頁のＦ数は17であるが，そこには

Das Schuldbuchとだけ書いて，そのドにヴァイトナによってカッコを付しで
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Λklivaとi!1こかれているａ。債務帳のi=｡要部分が示されているのは，つぎの28紋

目の裏頁□数ぽからで･ある。

　28紋日の衷頁からはヒまる債務帳の圭要部分では，各勘定口座が同　-見開き

の左右1頁を使って設けられている。すなわち見間きの左佃|』頁に勘定口吻の借

方(Akti,･a)部分を,没け，右匍』頁のそれに見合う位i詮に同じ勘定口座の貸方

　汪･assiva)部分を設けているのである13)。そのさい，貸借を区分する縦線は引か

れてぃない。同一一勘定口座の貸借には，同じ丁数が付されている‘41.ただ各見開

きに，勘定【】座が一つずつ設けられているというわけではない。前掲の勘定科

目一覧瓦から明らかなごとく，一つの見開きには，二つもしくは三つの勘定ロ

座が設けられているのがふつうである。

　勘定口座は，つぎのようにして設けられたものと考えられる。まず，ある見

開きに勘定ロ座を設けるときは，１然その上部から設ける。そしてつぎの勘定

|｣座を設けるときは，すでに設けられているﾄ部の勘定ロ座への将来の記入ほ

を予測し，それに必要ど考えられるスペースを確保したうえで開設する。した

がって残りのスペースが，すでに設けられている上部の勘定ロ座の記入だけで

ぃｰバilいになると考えらILる場合は，当然つぎの見開きの上部に，新しい勘定

口座を設けることになる。

　勘定口座は，仕訳ではじめてその勘定科[]が用いられたときに設けられる。

必要になると考えられる勘定L]座を，最初の段階で，予めまとめて開設してい

るのではない。このことは，仕訳帳においてある勘定科|‾1がはじめて用いられ

た順と，勘定【1座の開設順を比べることにより明らかである。たとえば仕訳帳

の最初になされている１月１日付の仕i沢は，借方勘定科目が現金で，貸方勘定

科目はヤコブ・フッガー氏である。このように現金とヤコブ・フッガー一氏の二

つの勘定科目がまず仕訳で用いられたため，それを転記する必要から，それら

の勘定[]座が設けられたのである。ここで現金とヤコブ・フッガー氏の二つの

勘定口座だけが|司じ見開きに設けられているのは，その時点で，それぞれの勘

定ロ座の将来の記入量に半頁ずつを要すると予測したためであろう。３番目と

４番目の勘定[]座としてフランコ・チウエナ氏とローマ支店のそれが開設され



ているのは，1.J｣1日付の二番目の仕訳で借方勘定科目がワランコ・チウエナ

氏，貸方勘定科目がローマ支店であ,ったためである。IJJI I!付の３番目の仕

,沢は，借ﾉｺﾞ勘定科I]がロー‥マ支丿乱　貸方勘定科目が｀フランコ・フエルツエI｣ン

氏であるが，この時点ですでにローマ支店勘定1']座は設けられているため，フ

ランコ・フ.Jレツエリン氏勘定口座だけを，新L.い見開きの上部に設けたわけ

である｡

　Ｈ｣１DＮ'の最初と２番目の仕訳に従-って新しく勘定口座を|剔設したときに

みられるよ引=，仕訳がなされ，それに伴って新しく開設L.なければならない

勘定口座が‾こつの場合は，仕,沢の借方賢の勘定科目の勘定|]座から設けられて

いる｡２月４ロの２番目，2J｣9 1.1の最初，3 J!28[]の２番目，3J]3[IE]の３

番目およびｎ｣５ Ｅ]の最初の各仕訳の場合も，それぞれの仕訳時点で貸借の勘

定科目ともはじめて用いられている(5)｡それらの各場合も，勘定口座は借方IHI』か

ら設けられている。

　このようにして各勘定口座が開設されたとすると，27枚目の裏fiからはじま

る借務帳の部分は，はヒめ27紋日の裏真の上部にj'数およびIDas Alphabet｣

が，そして28枚目の表頁には丁数および【Das Schu】dbuch｣だけか害かれてい

たことになる。そＬて新しい勘定口座を設けるつど，開設した個所の｣数と勘

定科目をDas Alphabetにjll自次記入していったことになる。

　勘定|】座の開設にあた-1ては，同一見|梱きの左右の頁のそれぞれ中央部分に

勘定科目を書く。そのさい，それが借方側であれば勘定科目につづけてsoll vns

と，また貸方側の場合は勘定科｢｣につづけてso11en wir と荊=くのがふつうであ

る‘6)｡たとえば現金勘定の場合は，借ゐ'をCassa soll vlls,貸方をCassa sollen

wirとするのである。ただし，勘定口座を設けることが必変にな･ったとしても，

その時点で必要なのは，勘定Lj座の貸借のうちのいずれか一方だけのはずであ

る｡同一勘定口座の貸借双方に|司時に記入するような取引，すなわち貸借双方

の勘定科11が同じである仕訳は，期中取引には存在しない。もし借方に転記す

ることが必要になると，当然勘定口座の借方は開設したであろう。しかし，そ

の時点で反対側にこでは貸珀をも開設したのか，それともその時点では反対側
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に余白だけを確保しておき、そこに転記することとなったときに開設したのか、

この点は明らかではない巴

　３．勘定口座の形式と記載事項

　第一例示で用いられている勘定口座が、現金、ヤコブ・ワッガー氏、フッガ

ー-一家の他支店、商品、第一し･者の五つに分けうることはすでに述べた。これら諸

助定則巫のうち商品勘定を除く各勘定｢1座では、貸借とも左から転記1j、転記

される仕訳の相手方の勘定科目【およびときとして筒甲な取引の説明】、転記される仕

訳がなされている仕訳帳の丁数(現ぞlて･ぃう仕Ｔ)。転記される仕訳の相手方の勘

定科目が転記された債務帳の｣'数および金額か書かれている。商品勘定にもこ

れらがこのjllllに記入されているが、そこではさらに、転記日の前に授受された

商品の乖｡量および荷物数が書かれている‘s'。－一回の転記が一行で害かれている

とほかぎらない。

　商品勘定以外の勘定｢1座の場合は、転記日か左よりに、金額か右よりに、そ

れぞれ他から独'､yしたかたちで書かれている。転記[]と金額の聞に書かれてい

る相Ｆ方の勘定科｢1からその勘定科目が転記されている債務帳の丁数までは、

適当な巾の中に二一三行で書かれている。商品勘定の場合は、商品勘定以外の

場合に転記日を書く位置に重量と荷物数が害かれ、転記日は、商品勘定以外の

場合に仕訳の相手方勘定科目を害く位ｉに、書かれている。いずれの場合でも、

相手ゐ'の勘定科目が転記されている債務帳の丁数までの部分か、行の中途でお

わっている場合は、その行の右はしの位置にduc.と金額単位を害いて、その問

を点線でうめている。したかって仕訳の相子方の勘定科目等が二行以上で書か

れているときは､その最下行の右よりの位置に金額は書かれているわけである。

　各勘定lj座の貸借とも、最初の転記にだけは、転記日の記入に｢1516｣と年

数をも付Ｌ．ＪＨＩの|狗にAdi(am Tagc の略)をつけている。商品勘定以外の勘

定口座においては、２番lj以降の転記||の|狗に、｢また｣もしくは｢つぎに｣を

意味するＩＥｊが滞かれている。またそれらのJ]L]の記入においては、それが

直的の転記と同ヒJ]の場合は|'|数だけを書き、同月であることは短い横棒をも
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一jて示している。同J｣同日の場介は，短い横棒二本を書いているだけである｡

例ぶされている商IIII11勘定すなわち銀勘定においては，直前の転記と同じJ｣の場

合て?･あ･5でも月を明小し，jH｣の前にAdiを付している。また直】衝の転記llと

同日の場合は，dettOI〔上述||｡1と書かれていることもあり，なにも書かれていな

い｡こともある｡

　目付の右に書かれている相手方の勘定科目の前には，perがつけられている。

これは,原因もしくは理由を示す｢～のために｣または｜～に見合うものとして｣

の意味であって，相手方の勘定科目に見合うものとして，ここに転記したこと

を示すものである。転記される仕訳が記入されている仕訳帳の丁数は，｢Zornal

ac.X｣(fl:｡沢帳の)'数ＸＱいうかたちで河かれ，仕訳の相手方の勘定科目が転記

されている債務帳の丁数は，idises ac. Y｣にの帳簿の１数Yjというかたちで示

されている。

　いま例として，現金勘定の借方部分(ｊ数1剛と銀勘定の借方部分□'数25)を

示すと，それぞれつぎのとおりである‘9)。

　　　　(現金勘定||座J

　　　　　　　　　　　　　　Cassa s,1)lvns.

　　1516.Adi primo Zenner. pcr herr　Jacob Fugger vo11 A11μspurg har

　　　　　　　　　elltpfallgen.thul Znrnal ac. 1,dises ac. 18，………duc.30(10.｡･‥

Ｅ

Ｅ

Ｅ

9.April

15.

Ｅ

Ｅ国.Mazo

E2り

１

per Ronl， Zornal ac. 2，dises ac. 19
ｄｕｃ

pel‘herr jac(jb Fugger. Zol'nal ac. 2，dises ac. IS.duc.

pcr hel･rjac�】FuRger detto. Zurnal ac. 2，empfallgell，

thut dises ac. 1S. ………dtlc

l】el’Lioll ain wexe】laut Zonlal ac:. 2，dises ac. 25,duc.

per Hutzen ain wexel， lhut Zol-nal ac. :1，dises ac. 2:1，

j-dUC

pel' verZelin thUt Z,jrnal aC. 4，diSeS aC. 120，………dtlC.

銀勘定川帽

　　　　　　　　　　　　　　　Silber SOI】vns.

16.m、989j l()t2 stuck 80. Adi 5. April pel-Hall empfangen sma 4

Marzo.ac.2.25，

ｎｌ Dett,1per Cassa ac. 2.18，

　12.6.-

･2112.12.り

6060.

2圓0

12聞

　涵9

nl.164fl｡。2n

ｎｌ

ｍ

泌5 .1;･.’債務|賑の,||:j式と転,II!　口９

Adi 2s. Mazo per Hall ac, 4.25，

per Qlssij vllkljst ac. 4.18

Fr lla-r .lacl,lj FLI応召･ra11111zlj　a･.12.27，

SIl m. 1】532 1nt 2 StU｛ヽk lC10.

duc.]】S9lj・一一一一

duc.　2り5.18.211

duc.3897.17､】9

Sunllia d11(ヽ.MS63.22よ|

　現今勘定の最初の記入についていえば、ZennerO.出までが年月L］、その後

のentpfangcnまでが相r一方勘定科目と摘要、つづくac.1か仕丁、acパ8が相

Ｆ力’の勘定科目が転記されている勘定口座の丁数である。

　ﾄ｡楊の現金勘定および銀勘定から明らかなごとく、勘定面には、締切りにあ

たｰって合計を求めるさいの合計線（横線一本）は引かれているものの、それ以外

はいかなる縦線および横線（数字の零を示すーを除Ｃも用いられてはいない。合

計額のﾄ’に締切線（横線二本）を引くことも，なされてはいない。

　４．期中における新勘定1｣座開設

　i｣述のごとく、勘定ロ座を開設するときは、直前に設けられている勘定[|座

の将来の記入量をf測し、それに必要なスペースを確保Ｌたうえで開設してい

配、そしてほとんどの勘定口座の場合は、予め用意したスペースで十分であｰっ

た。しかしそうではなかった勘定口座が、二つある。丁数18に開設されている

現金勘定とヤコブ・フッガー氏勘定がそれである。なおここで書ききれなくな

一げことは、その勘定口座の貸借一方か書ききれなくなった状態をいい、他の一一

方かどれほど余裕を残しているかは関係ない。

　勘定11座が害ききれなくなると、当然別の場所に新しく勘定口座を開設する

ことか必要になる。そのさいその位置が、既設の最後の勘定口座(Ｋ休的Eこはプロ

イI)副｣漓定11㈲のつぎであることは、いうまでもない。では書ききれなくなっ

た勘定【】座はいつどのよ引こ締切り。新しい勘定口座はいつどのようにして開

･没されているのであろうか。

　現金勘定｢l座は、６月４日に貸方にduc.12の記入を行った時点で、その側の

スぺ‘－スが締切りに要する行数だけを残す状態になった。|司勘定口座には、こ

の時点で借方に７回、貸方には15回の記入がなされており、貸方のスペースが

S1】mma duc. 13053.18.9

…duc.71727.2 1..2･1

･一一duc.1052.L2.-



回目

い･ぺt･いにな一､たのである、そこで新勘定口座を|則設することになったのであ

るが、それは37紋日の裏!'tと38紋日の表r(汀数は･=しもにｍび)ト部に|銅設されて

いる｡既設の最後の勘定口座すなわちプロイり銀行勘定口座が設けられている

]'数26には、新らたに現金勘定目座を設けるだけのスペー－スがなか-jたのであ

る、ニのときの|日現金勘定ll座の締切りと、新現金勘定口座の|期設は、つぎの

ような手順で行jっれている。

　61ト1日付で貸方にduc.12を記入したあ､と、まず勘定残高を求めてい私､こ

の時点での借方記入額合計はduc.13053.18.9で、貸方記入船合計はduc.7684.

7.4であったため、勘定残高は借方にduc.5369.11.5存在した。この勘定残高

を、同目付で貸方にlper se ain rest､hin ac. 27｣(残高について、)‘数27へ)と通

常であれば相手方の勘定科目等を書く位i霞に寅いて、記入している。この記入

によって|11現金勘定目座は、ｎ借とも合計がduc.1:|(j53.18.9になｰったことは

いうまでもない。そこで、この各合計額をそれまでになされている貸借の各記

入の下に介計線一本を引いて、Sunlma冷計jを付して記入している｡したがｰっ

てほ借の各合計額は横一線に書かれておらず、記入回数の少ない借方の合計額

が可成りﾄ｡の位置に書かれている。これで旧現金勘定口座の締切りはおわるこ

とになる。このように111勘定口座は、貸借の一方が書ききれなくなった日に締

切られているのである。

　それに対して新現金勘定【1座の開設は、6Jj8日に行われている。すなわち

|||現金勘定|】座を締切ったＨには、新現金勘定1｣座の開設を行ってはいない。

新現金勘定口座の開設にあたっては、｢per sc ain rest､her von ac. 18｣圃高に

ｰｺいて、11数18より)と害いて、借方にduc.5369.11.5が記入されている。いま

|目現金勘定口座の貸方末尾部分と新現金樋定口座借万のはじめの部分をぷす

と、それぞれつぎのとおりである‘loJ。

　　　皿勘定1!座㈹｣'私尾j

　　　　　　　　　　　　　　　　Cass;l s〔〕11ellwil｡

　　　　　　　　　　　　　　　　　沖　･削

Ｅ

Ｅ

４ ｐ１｀１’Ｒｏｍ， ｔ１１１１１Ｚｍ-ｎａｌ ａｃ． ５．ｄｉｓｅｓ ａｃ． １９．‥‥‥‥‥‥ｄしlc， 12

per stl ain ］-est，hillac. 27 duc，5369.1 1｡ 5

［
ｊｌ

μI隠宅四竹い几t｢二力

ill disem ac、 19

第５り　哨哨IM汐躇a武
し

転 l

ill

，

SUmm;l rllM･.ll153.18.9

‥‥‥‥cluc.S591111111

duc.5副司.

duc.20824.23.23

回１

0lssa S,11h･11s.

E 7･l.I.1ji,j.問r AIluorfhljll wexcl ac.7.？

　　　　　　　　　　　　「以|･略・

　　哺'ヤコブ・フ･jか一一氏勘定は、借方に]3番目の記入として７月!6目付で

(luc.SOの記入を4)≒たことで、その1則は締切りに以認するスペー‥スだけを残すだ

けにな､った。したか≒て。この時点では貸･方に４回の記入Ｌかなされておらず

スペースを可成り残してはいたか、勘定11座を締切らざるをえなくなったので

あろ｡このとき借ゐ･には合計でduc.35497.12.－か､貸方には合計でduc.14672.

12.9が記入されていた。この締切りでは、借方残高duc.20824.23.23を貸方に。

　[per se ain rest､ hin ac. 27]哨laにっぃて/l数27へ)と書いて記入している‘1馬

この結果、lllヤコブ・フ･･jカー氏勘定[]座の記入船は、貸借ともそれぞれ合計

でdしlc.35497.12.にな-1だわけである。ここでの合計額の示し}jも、|目現金

貼定口座の場合と同にである。

　新ヤコブ｀。｀フッガー氏勘定口座は、新堤金勘定口座と同じ丁数27に設けられ

ている｡｣'数27だけで、それらニつの勘定11座の記入を十分に行いうると到則

したのであろう。また新ヤコブ・フッガー氏勘定口座の開設日は、IHヤコブ・

ワッガー氏勘定|】座の締切り[]と同じ７月16[]である。そのさいは借方にlper

se vmb ain rest. hcrvonac.18｣(残高について、ac.18より｡)と書いて、duc.20824.

23.23を記入している。いまHIヤ=Jブ・フ一一･ガー氏勘定口座の貸方末尾部分と、

新ヤ:Jブ・フ･。が一氏勘定口座借方のはじめの部分を示すと、それぞれつぎの

とJリJて･･あるo2'。

　　　'11j勘定ll座貸.JJ'末|右I

　　　　　　　　　　　　　Herren jac(ll)F11RgerSnllen wir

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いII　略!

　　E　p･･.Ma7n.pcl･ Ciuella aillwexe]，thlltZorllalac.3 vnnd

E　15.Luio.per se ain rest，hin ac.27



ゆ團』定|］i帽IUJIはＬめJ

ｙｍｍｍ ｄｕｃ
lり･,.1

　　　　　　　　　　　　]11ヽrI J;IC･jbFu四t,I- S1111
，Ils

　　lfヽ16.Adi 16, Luil:I･pcr se vmb ;li111･est,her voll ac. 1S…………………山】c･｡2㈲24.23.‘l1

　　　　　　　　　　　　　　　　才汗ll,‘y

　二八までのところから明らかなごとく，|日勘定||座の締切りは，現金勘定|】

座およびヤコブ・ツッガー氏勘定|】座の場合,とも，lll勘定口座が書ききれなく

な｡,たllに行jっれている。このことから，役目をおわった111勘定口座は，直ら

に締切ったことが推測できる。しかしその後必要となる新勘定は，ヤコブ・フ

･･･ガー氏勘定の場合は|||勘定の締切り日に開設されているが，現金勘定の1鋼設

日は|日勘定を締切,ったあと４日を経過した時点である。新勘定は，必ずしもlll

勘定の締切り日に開設されているとはかぎらないのである｡では，新勘定はい

つどのような時点で開設したのであろうか｡この点の解lり]にヒントとなるのは，

新勘定に化,沢帳から転記されている最初の日付であろう。

　ll l現金勘定を締切ったあとに生ヒた最初の現金勘定に関係ある取引は，6 Jj

8 11であｰ)た。それに対してIHヤコブ・フッガー氏勘定を綿切ったあとに生じ

た最初の同勘定に関係ある取引は，旧勘定口座の締切り日と同じ7J]16日であ

った'13'。したが一って現金勘定口座の場合は，6J18Ljまでは転記されることか

なか･ったのであるから，新勘定口座が存在Ｌなくても支障はなかったことにな

る。一方ヤコブ・フッガー氏勘定口座の場合は，旧勘定ロ座を締切った直後に

転記する必嬰が生じたため，新勘定|]座を直ちに|佃設しなければならなかった

わけである｡このことから，新勘定ロ座は，lll勘定11座を締切ったあとは巳め

て当該勘定口座に関係する取引が生ヒた時点で，転記の必要から開設されてい

たことになる。

　５．転記のタイミング

　前述のごとく，期中に書ききれなくなったときの新勘定ロ座は，|日勘定口座

締切り後はじめて当該勘定口座に関係する取引が生じた時点で，仕訳を転記す

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　たり;7.債務帳ｸﾞ淘式と転記ｍ

る必要から開設されている。したがってこの場介は、仕訳すると直ちに転記し

ていることになる｡だとすると、すべての仕､沢が、そのつど直ちに勘定｢1座へ

転記されたであろうことか推測できる。事実、期中取引および期末取引全体を

通してみると、仕訳目と債務帳への転記[]は多くの場合に一致している。シュ

バルツ自身|仕､沢のつど転記する｣と書いているのであるから、かれrl身実務

ではそのように行うものと理解していたのは確かであろう‘1411｡しかし、とはい

うものの、本書の執筆にあたっては、そうはしなかったのではないかと想像Ｌ

うる点がある。二つの例外的な転記がみられ、そのような転記をなぜ行わねば

ならなかったかを考えるとき、一つの解釈として、一定期間の仕訳をまとめて

転記したのではないかとも考えうるのである。ここでいう例外的なニつの転記

は、新現金勘定口座貸方においてなされている。

　６月８日に新設された現金勘定｢1座には､それ以後9」｣30日の締切りまでに、

借方に5 1111そして貸方に16回の記入が行われている｡いま、ここでの問題に関

係のある貸方部分を示すと、つぎのとおりである‘15)。

　　　　　　　　　　　　　　　Cassa Sollellwir

　　　　　　　　　　　　　　　　　(中略)

E j.S,-･1lemhel-.pel･ Basatilli.thut ac. 11.26，

川，

１Ｅ
Ｅ
Ｅ

Eu】tl°.detto.

pel’ R｛｝ma，thLlt ac. 1】.19，

duc

duc

per herr Jacob Ftlgger. thut ac. 12.27，……………(111c.

z()e23.Zungnu.per herr Jac,jb Fugger ac. 5.18，duc.

z(le‘2S.ΛuMusl,1.per Capcllo ac. 10.21，‥‥‥‥‥‥‥‥dljc.

per herr Jacolj FIIRger ac. 12.27

　　　　　　　山､ﾄﾞ略)

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥(111c.

　4卯

2頷0

20圓

　9㈲

　1卯

　85

　ここで問題となるのは、９月21日付の２番目と３番目の記入である。それら

を除く他の場合は、転記[1、転記された仕訳の相手方の勘定科目、転記された

仕訳がなされている仕訳帳の丁数、仕訳の相手方か転記された債務帳のj'数お

よび金額、すなわち商品勘定以外の諸勘定に必ず記入されている唇項だけが書

かれている。しかも転記l]と仕訳日が一致しており、仕訳後直ちに転記された

と考えて、なんの無理もない。しかＬ前掲の二つの転記においては、他の場合

と同じ事項も書かれてはいるか、相手方の勘定科目の前に、その他の事項も書



かれている｡２＆日の記入におけるlzoe 23. Zul唄n叫げなドい川231目お｡よ

ぴ13斎日のjL!人における｢zoe28.Augusto_げなわち8 」12S田がそれである｡

　L｣!2]ll 2酢目の転記では、per herr .lacob Fuggerとあることから。相Ｆ

万の結定科目はヤコブ・フッガー氏であることがわかる。しかもここでの現金

勘定の記入が貸方であることから、相手方は借方ということになる。したが≒っ

て仕訳の勘定科目は、借方がヤコブ・フ･ｯｶﾞｰ一氏、貸｡万か現金であったはずで

ある｡ところか･、そのような仕､沢は転記llの9J｣2111にはなされていない。そ

の仕i沢か･なされているのは、6 J』23L｣である｡Fzoe 23. Zungno｣は、仕訳を転

記していなかｰ.Jだことにあとから気付き、9J｣211jに転記するさいに、仕訳日

を小したものなのである。同様に考えると、３番目の転記は、借方勘定科目が

カペロ銀行で貸方勘定科目が現金である仕訳の貸方を転記Ｌだもののはずであ

る。しかしこの場合も、９月21日付では、そのような仕訳はなされていない。

その仕訳がなされているのは、｢zoe 28. Augusto｣が示すとおり、８月281｣で

ある｡

　このように、これら‾‾｡つの転記は、仕訳【|よりあとになされたものである。

なお双方の場合とも、借T万は仕訳日に転記されている｡ではなぜ、転記すべき

レ
Ｌ きに転記しなか-Jたのであろうか｡

これら二つの転記については，仕訳のつど個別に転記することを原則としな

がら，なんらかの理由で仕,沢した時点でそれを忘れ，９月21日になって気付い

て直ちに転記したことか考えられる。常識的に考えると，この解釈が最も妥当

ではあろう｡とはいっものの，6J｣23日と8 Jj28E｣の各仕,沢が，それぞれの11

になされた哺-一一のものである点が気にかかる。仕訳のつど個別に転記するとい

う原Uljのもとで，一つしか行われていない仕訳の転記を忘れることが考えうる

であろうか。実務では転記は仕訳帳に仕訳を行う帳簿係とは別の，転記係によ

一-Jてなされるものである。その転記係が，一つしかなされていない仕訳の転記

を忘れる二とがあるであろうか。実務では，ここでのような今態は生じなかｰ･

たであろ似ここでの二つの転記は，短期田jに執筆したこの本の場合に限って

生したものと伝ずる｡ではシ●｡バルツは，この本をどのような手順で書いたの

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　馳バ9　債務ｌｋＭ以と転､111　】25

であろうか。

　ある期間に行われた什､沢を、IJ I付だけは仕､沢口をも-Jて貸借別にまとめて転

記するとしよう｡たとえばFJj18Eh6Jば川以前の最接の仕訳出までの仕訳につ

いては前IIllの転記時に処理し、今回は６月2311からたとえば７月3【】11までのln]

になされた什訳について、貸借別にまとめて転記するものとする｡この場合に、

６月23EIの仕訳の貸方側を､前回の転記時に処理しおわ･ったものと勘違いして、

転記しないということが考えられないであろうか。仕訳帳に£Ｆもしくはそれ

に代る転記済みのマｰ‥クを示Ｌていない第一一例ぷにおいては、おおいにありう

るように思える。もＬこのような事情から転記を忘れたことに9 Jj21日に気付

いたとき、それを6J]23日付で転記すると、すでにその後にいくつかの仕訳が

転記されている場合は、ロ付の鴎jで奇妙なことになる。そこで転記日は９月21

日としなから、ただ仕訳日が６月23L』であったことを示すとすると、上掲のよ

うな記入になるのではないであろうか｡

　6J｣23日の転記落ちの理由をこのように考えるときは、それ以後いつまとめ

て転記Ｌたかは明らかでないにしても、8J｣20日(吋)2削]以前最後の仕､沢田には

まとめて転記を行っており、つぎに転記するさいに、8 1j28日の転記を落した

と考えることになる。

　このような理由から、転記は什訳のつど個別に行うのが実務では当然であっ

たにしても、本書に限っては、一定期間の仕訳をまとめて転記したと考えられ

るのである。

　６．期末日前の勘定口座締切り

　以上のような転記の仕方によｰって記入した結果，1516年９月30日締切り前ま

でに，各勘定口座には(第５表レ1127削のような金額が記入されていた。なお

ここで締切り前とは，それまで補助簿に記入していた事柄をも仕･訳を通Ｌて勘

定|｣座へ転記し，あとは各勘定【.I座を平均させるだけとなった時点をいう。

　これら各勘定口座への記入額は，貸借とも合,汁duc.7794圓｡6.13である。

　　(第５表)から明らかなごとく，いくつのか勘定口座は，この段階ですでに
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貸借の記八加がｷ||りlにｰ一致している｡すなわち引j30目の締切り前の段階で、

勘定残高が零にな-1ている｡ただ勘定残高が零にな･っている理由は、二つに分

―
－
’ｙるニとができる｡一一つは，記帳処理または営業活動の進行に伴う当然の結果

として，勘定残高が零とな,-jている場合で。他の一つは意識的に勘定残高が零

にされていると考えられる場合である｡

　j'数18の現金勘定とヤコブ・フッガー氏勘定で勘定残高が零となっているの

は、すでにみたごとく、河ききれなくな､ったことからそれぞれ新勘定口座を設

け、そこへ勘定残高を振替えたためである｡したがって、記帳処理の進行に従

-･･て当然に勘定残高が零になっている場合である。

　フランコ・チウエナ氏、力ぺ口銀行、ジモン・バガチーニ氏および･プロイリ

銀行の各勘定ロ座の場合は、発生した債権または債務がすべて9 Jj30日以前に

[III収または返済されたため、残高が零となったものである。フランコ・フェル

ツェリン氏勘定の場合も、債務の返済を行い、その後に残･った端数ともいうべ

きduc.2.12.一について8J｣18 Ejに債務免除の連絡をうけ、その額をヤコブ・

'ﾌ、が一氏勘定に振替えた結果である。したがｰってこれらjl.つの勘定の場合は、

すべて営業活動の進行に従９て自ずと勘定残高が零となった場合である。

　ただそれらの諸勘定が、勘定残高か零となった各時点で締切られたのか否か

は、11j一断できない｡おそらくは９月30日に他の諸勘定とともに締切られたと考

えられるが、将来当該相手との取引が生じないと判断された場合は、勘定残高

か零とな､-jた時点またはそれ以後のある時点で締切られたことも考えられる｡

　絹布および銀の灸勘定日座の場合は、9j｣3011以前に、意識して勘定残高が

零にされているように思う。絹布は、2Jj4[]と7Jj81.1に取得し、8Jn5日

までにそのすべてを買入単価をもって売却している。取得時には同勘定の借方

に、売却時にはその貸方に記入されていることはいうまでもないが、取得に要

した付随費用も借方に記入している。したが･って8 J115[1の段階で、絹布は有

在しないながら、同勘定の借方に付随費用のduc.1.1.12だけが残った。この勘

定残高は、9J｣3011にヤコブ・フッガー氏勘定に振替えれば1一分であったはず

である｡Ｌかしその振替えを、9 JH8日に行い、勘定残高を零にしているので

　　　(第５表)

勘定口座記入額集計表

第yy　漬務帳のり式と払出　□7

聯句　c]ucj

　　　　　　紹IﾉJ

‾I仙ｕレ数ﾚに!人和介計
勘定科目

貨万

記入船合計　」’数 Blatt

が|） Ｂ □05:4.18.9 現今 ]30S3'18' 91 18 29a

石個7.1次 ヤコブ・フ．･力≒一氏 35497パ2.－

29b 19 6420.12. フランコ・チウエナ氏 6420.12.一一 19 30a

12281().10.17 ローマ支店 24332.6.13

　　　　　　　－

　2102.6.13賄b 20 2102.6.13 フランコ・フェルツェリン氏

　　　　　　絹布

20 31a

一一

31b

28556.13.12 28556１3.12

21 34130.12j3 ミラノ支店 　3000.-.－

15639.18.－

21

一一

17

32ぷ

　　/1

-

　32b

　一

　　μ

15639.18. カペロ銀行 j?

22 46610.14.－ ビザニ銀行 45779.11.24 22 33a

25800.6.－ アントワープ支店　　　　93690.8.－ μ

33b 23
-
22778.23.16 銅　　　　　　　122637.21. 1 23 34a

出)．‾･レ　　ボバハル支店　　U9404.18. 5 /7

3仙 21 13738.14.27　　　　オワェン支店 一　一　一 24　　35a

-－
　3仙

6200.　　，ダニエル・ﾃ.｀・ソウイｙチョ氏 6440.-.－ /7

　　25

一一

7740.･.－ リオン支店 12200.-.－　　25 　　　l36al

88863.22.4 銀 88863.22.4　　　?y

リＩ　　　　－　－ ハ･ﾚ支店 86943.4.4 μ

1　36b 261　2460.-.－ ジモン・パガチーニ氏 2460.-.－ 26 37a

り μ

一

μ

328.-.－ ニクールンペルク支店 5000.. ?ﾀ μ

4000.-.－ プロイリ銀行 4000.-.－ り ﾉﾒ

37b 　　27

－　－

　　//

180050.8.3 現金 177637.20.27 27 　　38a
-

ｉ　　り 121718.6.27 ヤコブ・フッガー氏　　　85740.5.19 　　　μ

－　一一

ある。

　銀は，４月５日と５月28日に取得し，それらの各時点で買入価額と付随費用

か借方に記入されている。他方銀のすべてが８月20日までの間に51ﾛ|に分けて



売μさね、それぞれの金額がそのつど貸方に記入された｡その結眼として副j

2(川の||駅･､IＭ判､上に勘定残高讃州がduC.3897.17.19残Ｊていたのである‘11｀'｡

ニの勘定残高が、現代風にいえば、総i杞法によって計算された銀の売却益であ

ることはすでに指摘L.た。この勘定残高も9 Jj301jにヤニjブ・ワッガー氏勘定

へ振峠えれば十分であったはずで･あるが､9Jj27Hにその振替えを行-ったため、

勘定残高が零にな､ったのである。

　絹布および銀勘定の場合とも、それぞれ絹布または銀の売りつくされた時点

と、外勘定残高をヤコプ・ワッガー氏勘定へ振替えた時点との間に、１ヶ月以

卜の開きがある。これは、それぞれの振替日に、その後それらの勘定口座に転

記すべき取引が生じないことが明らかであったためであろう。しかＬそのよう

な場合でも、それらの時点で勘定残高をヤコブ・フッガー氏勘定に振梼えて、

勘定残高を零にしなければならない積極的な理由は見出せない。ここで9J｣18

日および９月27rlという、9J』30日に近い時点で振替えていることには意味が

あるのかもしれない。すなわち、将来転記されることがない場合は、前もｰって

締切り、９月30日に行う手続をそれだけ軽減できることを示さんとしたのでは

あるまいか。この解釈がll{しいとすると、絹布および銀の各勘定口座は、勘定

残高をヤコブ・フヽソガー氏勘定に振替えたときに、貸借の各記入合計額をも求

め、締切手続をも行-Jたかもしれない。

　もし絹布および'銀勘定を９月30ロ以前に締切り、その理由が以上｡のようなも

のであるとすると、フランコ・チウエナ氏等の人名勘定の場合も、勘定残高が

零になった時点またはそれ以後、将来それらの勘定に関する取引が生ヒないと

わかった時点で｡勘定口座の締切手続を行ったことがI一分に考えられる､よ先に、

フランコ・チウエナ氏勘定等か9 J1301]以前に締切られたのかもしれないと述

べたのは、このためである｡

　もし仮りに、9J｣3011以前に勘定口座を締切-っていたとしても、それか短期

ln｣になされた簿記書執筆のためであ,ったことは，士分に考えられる。

　目;j　A.W‥S.207.

X.W｡S.冠1 ！が付されている部分は、翻11｣時につけ加えられたljのであることを､｣ぐ1

う

ｔ

６

ソ

ー

,へkti,IIでt，次C1の辰|一部に,lにべ.きて'あ･，/･であ

..2EI!々|｣･jd‘リj最｜，‘il;に,'ド)ぐyr･あJ:と,り.I,･;

i･ 5 ｡1;7　゛lli務帳の形式と転記　12り

同様に‘如=71りa･L末hりyhssi､-;1

　|!?,本おj.り石本で1,t，外貼電目丿絢7)t｀MIIMごi･iJ －ほ開きのﾉI{ｲ1'l･j照のf･M;りに,JI帽･,jl.ていy_

しかＬ翻lJln,rl,i，1ずlll設jlllllII訓IU一一11分を，一一Jいで貸JJ'部分を,];している．

1U･μ=氏ジ）λ哀に11i］－F数を付Ｌた什,一級の場合とは蹊なる。

１
１

　　fU｣'

Ξうノ支店

ﾋﾟ･ｆ一二iU｣'

銅

｀ノウぞ一一,･チ,1氏

銀

t!もないと，旧ヤコ･ブ

　　liな

カヘロ銀行

？ントワ‥-ﾉ‾.lf駄

ホ………j.tン支'店

りオン支j,¶，

ハル支jlli

か一一氏勘定借方に7j]1611付で転,記さj1ている

リ
』１ロ伺の

j ･.jい哨7.,=,I汐月別III=ク淘丿沿村目は，それぞ･れ’］4･の！おりである，

リト目I

リド)目

リ回刈

リDOE

LI」511

たた‥グロイり銀行-ｸﾞ)場合は。借むか･ V11s so]l hancho PI-eulli. ほjJ･がWir sflllell;11 hrlcll｡

　　PI',ぜliと書かれてj.;‘｣，勘定|11･lgを緒Ujるため!．Ｊ･Ｈ紅一設けられた現金勘ぶとヤコプ･一7，カ･

　　･一一氏勘定カ場合む，V11S soll とWEI-so】】cllが勘定科目の前に;11かれている.

・７　記A,がln"I-のりjだａであ.･jた限定ll剛は存在L.ないため，判定は不11r能である.

.･8･･　銀勘定で･は.i' :,1:をｰﾌjしク{Mal-k.略Ｌてｍｊとロット11,1t･}をも一Jて．荷物数夕stuck

　　をも-jて示している，16ロ.･.，トが１マルクである.このことかl･パ..て，銅勘定の塙ａは，l;llc

　　?,.-.･.ﾉ･.，|~ナ‥(Zen111er,略Ｌでctrjをもｰ)で，荷物数を樽(Fass)をいJと小L，11i布の

　　jj,I,Millさを.nレンC.EI,･nl，荷物数をstuckで示していたと考え,｀ＪＬる.

・F　A.W｡S.2rl7－208 ulld 209.出))A.W｡S.210 und 212.

･11｣この記Λ11はIE15.Lui,-,目7 J･』1511jて.･ある。L.かＬこれは，明らかにIE16.Lui｡｣の

.'IIいｌ

ｔ｀．

ljlろ-i

f｣'19する

　A.W｡S.210 und 212.（1:E　A.W｡S.195 tind 197.〔14〕A.W｡S，177.

　A.W｡S.211………Jll･Q’）,1ﾋﾟ｡＆･客l’ilま.duc，2000ではなく，duc.82000であろう。9.jj

什,llMy靫旺よ.duc.8211nで･ある｡

16'5【u】のうち2 ll･】は，買人跡と同ヒ１マルクduc.7Mで売却しでいる｡残る3【111は，いずれも

　１マ･し夕duc,8て･･左却Ｌているか，取得時にduc.1:u8.6.25の付随費用が'l.ヒ，それが銀勘定

　nIIえ,に,IIリＪれていたので，この勘定残高となｰった｡



第６ 二心
FTI. 帳簿の締切り

ｎ

　１．什訳帳の締切り

　第　例示での記眼方法を解lり｣することをl]的として､これまでにわれわれは、

どのような取引が、どのような仕･訳原則にしたがｰって、どのような書き方をも

ｰって仕､沢帳に記入され｡仕訳帳から債務帳の各勘定【TI座にはいつどのように転

､'回り'Lているかをみてきた。記帳順に解明をすすめ、ここまで到達したのであ

る｡L.たがってつぎは、期末(1516年9 1j30田に、どのような目的をもってどの

ように仕訳帳と債務帳が締切られているかを検討することになる。

　とはい戈｡仕訳帳の場合は、形式面に関するかぎりは、さほど論ずべきことは

ない。なぜなら、そのための特別な処理がほとんど行われていないからである。

現在であれば当然のことである期申仕訳の合計額の算出およびその記入と、二

本線による締切りは、第‥一例示の場合なされていない。仕訳帳では、９月30日

に、期中取引の仕訳につづけて後述するような債務帳の諸勘定を締切るための

決算振替仕訳がなされているが､それらのあとに､｢ここで仕･訳帳はおわる｣(Hie

elldetSichdas Zornal)と書かれているだけである田。現在であれば、期中取引の

仕訳と決算仕訳とを区別するために､決算仕訳の前に見出しをつけるであろう。

第一例示では、そのような見出しもつけられてはいない。

　債務帳の各勘定1｣座は、最終的には、貸借の記入額が相互に一致している。

そのさい記入回数によって締切りの形ちに違いがあるが、後述するごとく、そ

れとてさほどの問題ではない。そこで本章での関心は、債務帳の各勘定[]座を

何を目的として、どのような順に締切っているかが中心になる。

２．期中処理の検算方法

現在は、勘定[]座を締切る前に、必ず合計試算表を作成する。各勘定口座の



惜拓匠ぺ知のか計と･貸右記人知の合計が相互にｰ一致し、さらに什､沢帳の期中取

引の貸借沁合計知とも‥致することを如かめるはずである｡しかL.第一湘IL示で

は、そのような|田植的な検算は行われていない。勘定残高を求めているのであ

るから、その過程で各勘定の貸借外合計知は求めたはずである。ただそれらの

合計額を後めて、合計､試算表を作成L.ていないのである。もちろん合計試算瓦

はf乍成L.ないとしても、各勘定残高を集めて直接残高試算表を作成することは

できる。L.かＬ、そのような検算も行ってはいない。

　ただこのことをも･って、第一例示では期中の記入について検算を行わないま

ま、直らに勘定11座の締切り手続に取り掛ったと考えるのは早計である｡合計

試算=友および･残高試算表による検算は、複式簿記の基本的性格である記帳のバ

ーランスを利用し、そのバランス関係が維持されているか否かによって正確性を

間接的に判断するものである。第一･例月iでは、そのような間接的な検算は行っ

ていないのである｡

　第一例示では、直接的な検算、すなわち仕訳帳の記入と債務帳の記入とを個

別に突合せるやり方での検算が行われていると考えられる｡

　第一例示では、たとえ個別に仕訳帳と債務帳の記入を突合せたとしても、そ

のさい突合せ済みであることを示すなんらの印〔たとえばﾚ印〕もつけてはいな

い。したがｰってすべての取引をIEしく仕訳し、それが正しく債務帳に転記され

ていた場合は、直接的な検算を行-』たとしても具体的な証拠は残らないことに

なる｡しかし幸か不幸か。個別に突合せたと考えねば理解できないイレギュラ

ーな記入が存在し、そのような記入が行われることになる理由を考えることか

ら、直接的な検算を行ったのは確かであるとわれわれは信ずるのである。

　ニこでいうイレギュラーな記入とは、前述した現金勘定貸方に9 H21日付で

なされている、二つの記入である。この仕訳日に転記されなかった二つの誤り

は、どのようにすれば発見できるであろうか。

　これらT.つの貸方転記に見合う借方骸の転記は、仕訳Ej付で正しく行われて

いる。したがって91j21日にもし合計試算表を作成したとすると、これらの転

記落ちは必ず発見できたであろう。しかし、期末にさえ作成しない介計試算表

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第６ぴ　帳簿ｼﾞl締切り　]泗

を、引｣21目とい１中途の時点で作成したとは考えられない。合計試算£を作

成せずにこれらの転記落ちを発見Ｌうる方法としては、什訳帳の記入と債務帳

の記入を個別に突合せることしか考えられないはずである。

　ではどのよっな期間をlﾒ:切って、仕訳帳の記入と債務帳の記入を個別に突合

せたのであろうか。

　ここでの考え方とL.ては、二つが可能であろ乳

　　'つは、9J]2111という期間中途において誤りを発見Ｌているのであるから、

回数はわからないにしても､それ以前にも突合せを行ったと考えるものである。

そのような突合せを行ったとすると、それは６月23日以前であったであろう。

もし６月23日以降に突合せを行ったとすると、そのときに、少なくとも６月23

日の転記落ちは発見できたほずである。ただ６月23ロ以前の記入には転記落ち

はなく、仕訳日と転記日が一致している。そのためたとえ突合せを行ったとし

ても。われわれにはなんの手掛りも残されてはいない。

　他の一つは、９月2HIにな､ってはヒめて突合せを行ったと考えるものである。

これは、９月2HIが締切日に近いことに着目するものである。９月30ロ以前に

勘定Lj座が締切られたと考えられる場合がある(2'｡それを､締切日の処理を少な

くするためと考えると、その時突合せを行ったであろうことは、十分に考えう

るであろう。いずれの場合も、９月30日にはその後の記入について必ず突合せ

を行ったであろう。

　３．勘定｢1座締切りの形式

　現在であれば，合計試算表および残高試算表を作成すると，つづいて精算表

を作成する。しかし第一例示では，その作成も行ってはいない。個別に突合せ

たあとは，直ちに勘定|｣座の締切りを行っている。

　締切りのおわった勘定L]座は，現在と同じく，貸借記入額が一致した形ちに

なっている。しかし各勘定口座の締切りを，どの時点でどのような順序に行っ

たかは，明らかではない。

　銀は，8J｣20日にロ･-マ支店へ送った時点で，ヴェニス支店にはなくなった。



目

その時点の銀勘定には、現在でいう銀の販売益だけが残･9た。その全額を、9

J]27[]に、本店に封する債務の増加として振替え、同勘定の貸借を平均させて

いる｡この処理を、期末日に近いことから、9J]3011の手続を少なくするため

であったと考えると、勘定口座の締切りも9 jj2711に行ったであろうことが|一

分に考えられる。このことから、期中に残高のなくな､ったその佳の勘定口座の

場合も、勘定口座の貸借が平均した日もしくはそれ以降で９月30[]以前の適当

な日に締切･ったことが考えられる。しかＬ断言はできない。たとえ9 Jj301jに

締切ったとしてもまたそれ以前に締切ったとしても、勘定‾面からは判断できな

い力り､jで･ある。断言できるのは、９月30日に残高を有した勘定[1座は、その日

に締切ったということだけである。

　ただ締切りのかたちは、場合によって異なるとはいえ、|司種の場合はほぱ･同

じ形式をもって行われている。すなわち、その側に二回以上の記入がなされて

いる場合は、それがいかなる勘定口座であるかに関係なく、最下の記入船のす

ぐ下に、摘要の部分に若干かかる侵めの‥本線を引き、摘要部分の右端の|゛あ

たりに[合計duc.](Summa duc.)と書いて金額欄に合計額を記入している。合

計額を書いた場合であっても、そのドに二本線〔締切I〕線〕は引いていない。記

入回数が一回の場合は、貸借逆の佃の記入回数に関係なく、|合計｣と書くだけ

にとどめ、duc.および合計額は記入していない。貸借の記入回数が異なる場合

に、相互の合計額を横一線に書いていないのが、ここでの特徴である。

　いま、期中の記入回数が一回の場合と二回以llの場合の例として、プロイり

銀行勘定の貸借を示すと、つぎのとおりである‘31.

　　　ﾚ一|ﾛ|ｸﾞ)場合一借方)

　　　　　　　　　　　　　vns So】】hanchoPreulli.

1;‾II6.Adi2{|.April.Per Nurmbel-g ain wexel ac，3.26，

回以11の場合一貸珀

WirSり11en al bancho Preulli

俑 Adi lj. April.per Nurmberg cin wpxel，ac.2，26，

E 20. Mazo.per verzelin thul ac. 4，12U

Ｍｌｍｍａ

E 9. Auguslo.pel- bancho Capello verwi13en，thul ac.9.21

duc.仙ｌ】．－．－

ｄｕｃ 300.--.－

duc.　1圓.6.

duc，3599.1H

吊目丿　帳簿ｿ)締切り　□

Ｓｕｍｍａｄｕｃ． 翻圓

　４．勘定口座の締切手続(Ｉ)

　では、期末に勘定残高をｲj･する勘定|】座の場合、貸借を平均させるためにど

のような手続を行うのであろうｶ≒

　期末に勘定残高を有したのは、13の勘定I]座であった･j第５表参照)。それらの

貸借記入額をそれぞれ平均させる予続は、まず現金勘定とヤコブ・ワッガー氏

勘定を除く11の勘定口座からはヒめられている。それら11の勘定日座の残高を

ヤコブ・フッか一氏勘定へ振替え、まずそれらの貸借記人絹を平均させるので

ある｡この振=棒えのためには、各勘定ごとに決算振替仕訳を行･1､ている。先に、

期中取引の仕訳につづけて行うと害いたのか、これらである。決算振替仕､沢は、

おおむね勘定口座の開設順に行われている‘41､､したがって決算振替仕訳は、まず

借珀こ勘定残高を有するものすべてについて行い、その後に貸方に勘定残高を

有するものについて行うとい､った順序でなされているわけではない。

　決算振替仕訳でも、貸借の各勘定科目、小書き、金額がこの順に書かれてい

る｡これらの決算振替仕訳では、貸借の勘定科目の一方が必ずヤコプ・フッガ

ー氏勘定であることは、いうまでもない。

　小書きはその性質11、それぞれの仕訳によって文章が若干追っている。ただ

勘定残高を当､抜勘定とヤコブ・ワッガー氏勘定のそれぞれ貸借いずれに記入す

るかは、すべての仕訳において書かれている。また、締切時の勘定残高が貸借

いずれでなぜそうなったかの理由と、その金額も游かれていることが多い。第

ご者および商品勘定の場合は、それらに加えて｡1516年1(N)11｣にはヒまる次

の会計期IH]に、それらの各勘定残高を肖び引継ぐことが書かれている。フッガ

ー家の他支店の勘定残高は、10J｣1nの新しい計算には引継がれていないので

ある｡

　いま、ワ･･･がｰ一家の他支店勘定の残高をヤコブ・フッガー氏勘定に振替える

ための決算振替仕訳の小書き例としてアントワープ支店勘定の場合を、また第



　1:･11i

一一白折助;.口jよび商1111,勘定の残高をヤコブ･.‾7ッガー一氏勘定に振替える決算振替

仕訳の小書き例としてビザご･銀行勘定の場合を小すと，それぞれつぎのとおり

である巴

　　　目？べごﾉｰ一一7.-l j,|淮|rj6'関才る決nで振柊什,侭ｸﾞy｣ヽ,11･y

　　　　lsl ei11 1-esl s,l wil･ fu】-Anttorff mer eillgenomlヽ11 habell da1111 all6geben laLlt des

　　　A11ttllrfl'ers c,.,nl｡，VIld die schreil】ich also Antlol-j‾rzu ，･nd h,ヽ1-r11』2lcobFuMMt,1･ gut，

　　　vmb willen，d;Ls ich eill nヽchm】11M beschlcul3 a�datum vlld saldu zllmachell de11

　　　riimischen cunt｡. zrllfJdenl Antt,.rffischell.vlld aljl herrn Jac･･b Fuggers conto fiir

　　　Mlmt･men duc. 67S90.2.

　　　　残高．才なわちわれわjlは．アン1- ･7－ソ支5,11勘定にポすとおり，支払いよりも･ｉ入j1

　　　を多り｣……ﾀこ，その/.:めわたくＬはその超過釦を'アントワーフ£JIli勘定の借Jjに記入Ｌ，

　　　ヤコ'/.'ﾉ･･力･一一氏勘定に貸記iる．わたくL.は乖lj,汁算を締切･』，残高をロー-マび〕勘定

　　　-jなわちアン1･リ　フ瓦･jlli勘定にf11=記し，そしてヤコブ・･7 :,ガー一氏勘定に受入れ･1超過

　　　叡n今記入'iる｡duc.67890.2.一

　　　:･ビザ=一一銀行勘定にIWする決算振作仕訳の小書き】

　　　　Ein rl･st. Mach ich gemeltem ballchu Rut sein cl.mlo zll s;11dierll.vnd ein rechnung

　　　zubeschlicssen.s(･)schreib ich die herr】･1Jac【Ib Fugger zu vlld fllr auf汝ebEヽnll vT111(lauff

　　　new rechnunM prim｡ 0ctobro widel' fur einllemen vlld gemeltem bancho zu zu-

　　　schl-t･il〕!!n､dL】c.831.2.8.

　　　¥UI､Ji、わたくL.はﾄ｡､11!銀行の勘定を締切るために、同勘定に併記する、そＬて計算を紬

　　　Uりるにあたり。わたくしはヤコブ・7 ･;Jガー氏勘定に払出しを貸記し、そＬて新Ｌい計算

　　　のために10J□11に両｡び受入ILて同銀行勘定に記入する。duc.831.2.8.

　ここでビザニ銀行等第三者の勘定と商品勘定の期末残高だけが10J1 1 E｣の新

しい会計期間に引継がれ、フッガー一家の他支店勘定の残高が次期に引継がれて

いないのは、記帳技術に起因するものではない。フッガー家の他支店の勘定残

高に　1(川I LIからの計算に引継ぐのであれば、処理上は可能である。第三者

等の勘定と同じ処理をすればよいからである。しかしフッガー家では、他支店

勘定の残高について。後述のごとく、第三者および商品勘定の残高とは異なる

処理を行っているのである‘6j。

　決算振替什訳を行って勘定残高をヤコブ･フッガー氏勘定に振替えるさいに、

各勘定口座にはどのように記入したか。その例として、アントワープ支店勘定

　澗ﾘj)の場合をぷそう‘7'。

l･ u11‘｣.Settbl.‘.pel･ herl- .lac()b l"uggcl‾pel'saldo,Zornal aC. 】:1

引□《Ｈ．

il111 cliserll ac， 27…………

第臼汗　帳簿の締切り　1石･

duc，67S90.2

残高をヤコフ･．'ﾒ･.Jｶ"一一氏へ，什,沢帳aC.13.この帳簿の

飢'．２７，……… duc.67890.2

　これに吋して決算振替什,沢によ｡JてＨの勘定口座から残高が振替えられたヤ

コブーワッガー氏勘定は，つきのように記入されている‘“。
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per Hall per farsH】(hl ac. 13.25.‥‥‥‥‥‥‥‥dtjc-

per Nijrmbel-g per saldo ac. 14.26‥‥‥‥‥‥‥d1】c
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　これらの記入を含めて、７月1611に新設されたヤコブ･フッガー氏勘定には、

惜/Jに合計でduc.266037.18.3()か、またその貸方に合計でduc.268450.6.6が



　|測

記入された。したがって同勘定のこの時点での残高は，貸方にduc.2412.11.8

である｡

　５．勘定口座の締切手続（ln

　ここまでの于一統を･おえると，貸借が｀ﾄﾞ均Ｌていない勘定口座は二つだけとな

る｡ヤコブ｀･フ･･･ガー氏勘定と，これまで･全く手をふれなかった現金勘定であ

る｡6.Jj 8 11に新設された現金勘定には，この時点までに，借方にduc.18110511.

8.3,貸方にduc177637.20.27が記入されていた。したがって,借方にduc.2412，

11.8の残高が残っている。ここでヤコブ・フッガー氏勘定と現金勘定の各残高

が，貸借逆ではあ,っても同額であるのは，決して偶然ではない。つぎに述べる

理由から，当然の結果なのである｡そしてこのことはまた，第-例示での締切

りの意味と関係がある。

　複式仕訳を行い，その貸借関係および金額を変えずに各勘定口座に転記する

と，正しく処理されているかぎり，各勘定日座の借方記入釦の合計と貸方記入

額の合計は必ず一致しなければならない。現在であれば，このことは合計試算

表の作成によって確認するところである。もし９月30日の締切り予統開始直前

に合計試算表を作成したとすると，その内容は前掲（第５表）と同じものとな

るであろう。貸借の合計は，それぞれduc.77940（）｡6.13となるはずなのである。

　咎勘定口座の借方記入額と貸方記入額の各合計額が相互に一致したかぎり

は，各勘定【】|巫の残高を求めてそれらを合計しても，借方合計額と貸方合計額

は当然一致しなければならない。現在の残高試算表がこれである。第一例示で

は残高試算表を作成していないが，仮りに作成したとすると，（第６表）のよう

にな･ったはずである。（勘定残高を有しないものは除外した）

　残高試算表を作成してその貸借合,汁額が相互に一一致する場介は，そこに含ま

れているいずれか二つの勘定だけを残し，それら二つの勘定に他の勘定残高を

加減すると，すなわち貸借が同ヒ側の残高は加えて逆の側の残ISは差引くと，

残-ったそれら二つの勘定の残高は，貸借逆ではあっても同額にならねばならな

い。ここではこのことを，現金勘定には加減せず，ヤコブ・フ･ソガー氏勘定だ

惜ﾉ．

9847S.4

3113n.12

　831.2

　４

１３

　８

ldl，2.15

13738、14.27

　2412.11.8

　3s978.n.8

182710.－.9

　(第６表)

残高試算表

勘定科目

ローマ:乞店

ミラノ支店

ビザェ銀行

アンＦ「ﾉ

銅

ノ支社

　　　　ボヅソｔン支店

　　　　オフェン支店

ﾀ.･J.J｡ル・ﾃ･･ ．ヽノウイ.･,jチョ氏

　　　　　りオン支店

　　　　　ハル支店

　　_ﾆjl・ルンベルク支店

　　　　　　現金

　　　ヤコブ・フッガー氏

合計
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１

　1　182710.‾.9

Lリ勘宇目座開設順）

けに加減するやり方で行-っているのである。振替手続開始前のヤコブ・フッガ

‘一氏勘定残高が借方であったのに対し、振替手続をおわった段階で貸方残高と

なっているのは、加算した五つの勘定の残高より控除Ｌた六つの勘定の残高が

多かったからである。

　以llのことから、９月30[Iに行われているこの手続は、本来貸借逆ではあ-j

ても同額にならねばならない二つの勘定口座の残高が、実際にそうなるか否か

を確認したものということができる。合計試算表の場合は、記帳全休がバラン

スしているか否かを、記帳された金額そのものをもって確認する。残高試算表

では、それを各勘定の残高をもって確認する。それに対してここでは、残高試

算表での金額をさらに要約して、ニつの勘定の残高をもって、記帳仝体かバラ

ンスしているか否かを確認しているのである。その意味でここで行われている

手続は、合計試算表および残高試算表の場合と同じく、検算を目的とするもの

といわねばならない。

　当然のこととして、勘定残高をヤコブ・フッガー氏勘定に振替えた11の勘定



田

j,t，この段階でもはや勘定残高は存在L.ない｡しかも振棒えに｡レjて各

】剛の残高は，ヤコブ･フ･･jが一氏勘定の残高中に埋没L.てＬ:まっている，

したが≒て９月30日に存在した11の勘定口座の残高は、決算振替什訳をそれぞ

れの勘定【1座に転記した部分と、ヤコブ・フッガー氏勘定に転記した部分にの

み、その金額をとどめる結果となっている。このことから第一例示では、９月

30日ｸﾞ)各勘定|]座の残高すべてを積極的に表示せんとする考えは、なか一jたも

のと考えねばならないであろう。

　６．現金勘定およびヤコブ・フッガー氏勘定の締切り

　ともかくも、この段階で残高を有するのは現金勘定(借ﾉj残i郎とヤコブ｀･フ

ッガー一氏勘定(｡貸方残高jだけとな一った。その釦はともにduc.2412.11.8である。

ではこれら二つの勘定口座は、どのようにして締切るのであろうか、

　この場合も、'こつｸ)勘定[1座の残高を決算振替仕訳を行って他へ振祷えるの

であるが、そのためになされている仕訳はつぎのようなものである‘91.(①②は竿･

柘ぷ削

①　Vns snll cassa duc. 2412.9.11.p.8,Die sollen a detto cassa. lst vmb ein rest，so

　ich auf datunl find vorhanden an harem gelt. Den trag ich fur den saldo mit heTrn

　Jacoh F1】只μ,rsctll11ozu sehen引st a】so ai,1rest fur sich selhst，duc.2412.11.8，

　　現金1.1われj･jlにduc.2412.】】｡8を（与え）ｂばならない｡その加をわjjLbれほ現金

　にI,りどIねばな,･,ない。残高，ｊ，たくしは本Ｈ，それだけの現金が存在することを11

　出i.た｡わたくＬはそれと同額をヤコブ・フ･ンガー氏勘定の残高として。腿出すほずで

　ある　したかｰ,て現金勘定自体の残la.duc.2412.11.8.

②V11s so］lhel-r Jacob Fugger duc. 2412.M.11.p.8.Die so】］enwir al detlo domino

　Jacobo Fugger. lst vmb ein rest fur sich selhst, Den trag jch fur den gantzen salda

　der rechllunR gegen der cassa zusehen， duc，2412.11.S.

　ヤコブ・フ‥,が一氏はわれわれにduc.24】2.11.8を〔与え〕ねぱならない。その能をわ

　れわれはヤコブ・フソガー一氏に（り･え）ねばならない。ヤコプ・フ･yガー氏勘定自体の

　残1配jjたくＬはその額を現金の計算残高とＬて応111すはずである。duc.2412.11.8.

これらを現在の仕訳形式で書くと、つぎのようになる。

①岡い現 參　2412.11.8

②大雪jヤコブ・フ／が一一氏　2412、11
８

（貸）現　　　　　金

【貸】ヤコプ・フ‥y.がー氏

2412

2412

11

11

８

８

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　哨にいＵい締い　凶

　これらこつの什訳で貸借の勘定科1 1が ともに同ヒであることは，特徴ではあ

るが，苫心のあらわれでヽもある。①の貸方を現金勘定の貸方に，②の借方をヤ

=jブ・ワ･･,ガー氏勘定の借方に転記することで，これまて濁丿中に用いてきた現

金勘定とヤコブ｀･フッガー氏勘定はともに貸借か一致することになる，すなわ

ち，それら二つの勘定口座は締切りうる状態になる。では①の借方と②の貸方

は，どのように転記するのであろうか。これらを転記しないかぎりは，転記の

原III』を逸脱することになろう。しかしこれまで用いてきた現金勘定とヤコブ・

フッガー氏勘定には，転記しようにももはやそれは不可能である。すでに貸借

の記入額が平均Ｌているからである。あえて転記すると，せっかくバランスし

ている状態を崩すことになる。

　第一例示では，この段階で，さらに新しく現金勘定とヤコブ・フッガー氏勘

定を38枚目裏頁（丁数28）と39枚目表頁ぽ数28）を使って設けている。そしてそ

の現金勘定の借方とヤコブ・フッガー氏勘定の貸方にまず転記している。これ

で，転記の原則はひとまず守られたことになる。ＬかＬこのことによって，新

設した現金勘定には借方だけ，新設したヤコブ・フッガー一氏勘定には貸方だけ

しか証人されないという，新たな問題が生じた。これら二つの勘定は貸借平均

せず，締切りうる状態には未だ至っていないのである。

　ここでもし，新設した現金勘定の貸方とヤコブ・フッガー氏勘定の借方に，

転記の原則を逸脱せずに記入しようとすると，第一例示の場合は，①・②と全

く同じ仕訳を改めてＬなければならないであろう。しかしそのように改めて仕

｡沢したとしても，転記の原則を守って転記を行うかぎりは，さらに別の現金勘

定とヤコブーフッガー氏勘定を新設することが必要になるだけである｡それで

いてそれらの勘定には，貸借の一方にしか記入がなされない。ここでのように

貸借の勘定科目が同じである仕訳を行う場合は，転記の原則を守って転記をす

るかぎり，幾度|司ヒことを繰返しても，すべての勘定口座の貸借記入額が一一致

することはありえないのである。いわばエンドレスである。

　この点を意識してのことであろう。①と②の仕訳を行って転記する段階で，

転記の原則を逸脱した処理を行っている。すなわち，９月3〔〕日に新設した現金
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勘定とヤコブ・フ･ソガー氏勘定のそれぞれ貸借に、ともにduc.2412.11.8の転

記をしてしまうのである。いねば①の貸方と②の借方を、別々の勘定口座とは

い八　ともに二回ずつ転記するのである。

　複式に処理した場合は、勘定残高を有する勘定口座がいくつあるにしても、

振替仕､沢を行い、正しくそれを転記してすべての勘定l】座の記入額を貸借平均

させようとすると、各勘定の残高を他の一つの勘定へ振替へ集介せねばならな

い｡すなわち貸借の勘定科目が同じである決算振替仕訳ではなく、貸借の　･方

がすべての勘定残高を振梼える勘定｢｣座の勘定科目となる仕訳でなければなら

ない。現在であれば、このような一時点のすべての債権・債務の勘定残高を集

合するものとして、残高勘定を用いるであろう。第一例示では、現在の残高勘

定のような役割をもつ勘定を用いていないのであるJI]らなかったのであろう。

　ともかく転記の原則を逸脱したとはいえ、すべての勘定｢1座が貸借平均する

こととなった、その結果として、９月30ロに新設した現金勘定とヤコブ・フッ

ガー氏勘定は、つぎのようなかたちで締切られている‘lo｣。
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　７．期末締一切法の吟味

　以11のようにＬてすべての勘定【j座が締切られているのであるが，最後に，

さ八に二つのことを検討せねばならない。

　一つは，９月30日に現金勘定とヤコブ・フッガー氏勘定を締切るさいの，決

詐振持仕訳と転記との関係である。すでに述べたごとく，貸借の勘定科目か同

じである仕訳を行うと，転記の原則を守って転記を行うかぎりは，仕訳のつど

新たに勘定11座を新設することが必要となり，その新設した勘定ロ座の貸借を

｀FJjJさせようとすると，改めて同じ仕訳を行わねばならないエンドレスの状態

になる。このような処理を幾度繰返えしても，すべての勘定口座の貸借を平均
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させることはできない｡そして勘定目座のいずれか一つでも貸借が平均しない

と，締切りがおわｰづたことにはならない｡そこで，貸借の勘定科1 1が同ﾋﾞ｡であ

る仕訳を行って，それでいて勘定11座を貸借平均させようとすると，いづれか

の段1屑で転記のJ副!I｣を逸脱するL.かないのである｡転記の原UI｣を破るとすると，

そのタイミングとして二つの場合があったであろう。

　一つは，当然のこととして，実際に第一例ぶで行われているやり方である｡

すなわち決算振替仕訳を行い，その貸借一万はそれまで用いてきた勘定口座に

転記してそれを貸惜平均させ，他方を転記するために勘定ロ座を新設して記入

し，この段階で転記の原HI』を破ってその新設Ｌた勘定[]座のもう一方の側にも

記入するという方法である｡他の一つは，決算振替仕訳を行いはするものの，

勘定|]座の新設は行わず,それまで用いてきた勘定ロ座の一方にだけ転記して，

それを平均させる方法である｡すなわち決算振替仕訳の貸惜一方だけを転記し，

他方は転記しない方法である。これら‾こつの方法の違いを現金勘定についてい

えば，決算振替仕訳の貸方を前者では二回，後者では一回転記し，借方は前者

では　一回転記し，後者では転記しないということになる。貸方を借方より一回

多く転記するという点においては，ともに|司ヒである。

　もちろん，決算振替仕訳を行い，それを転記するために新勘定Lj座を設けて，

その勘定口座とそれまで用いてきた勘定｢1座に正しく転記し，その新設した勘

定ロ座を平均させるために改めて同じ仕訳を行ってさらに勘定【】座を新設した

段階で,転記の原則を破ってその最後に新設した勘定の貸借に記入するやり方，

またこれと同様の手続きをさらに幾度か繰返へすやり方も考えられないわけで

はない。しかしそのようなやり方は，無意味であり現実的でもない。

　では，決算振替仕訳は行っても新勘定ロ座を設けない方法があったにもかか

わらず，なぜ第一例ぷではわざわざ勘定11座を新設し，そこへ転記する段階で

転記の原HI｣を逸脱するやり方を取っているのであろうか。それは，９月30日の

時点で現金勘定とヤコブ・フッガー氏勘定の各残高が貸借逆ながら同額になる

ことを，新設したそれらの勘定ロ座の上でぶし，１月１日以降の処理が正しか

ｰったことを目に見えるかたちで示そうとしたのであろう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　笛６ぴ　柘=簿ｸj締切り　ln

　検討を要するつぎの問題は、債務帳全体の記入がバランスＬていることを二

つの勘定残高の｢伺係をもって示すとしても、そのさいその二つの勘定を、なぜ

現金勘定とヤコブ・フッガー氏勘定にＬたかという点である｡債務帳に設けら

れた勘定｢|座全体の記入が貸借平均していることを、二つの勘定|｣座の各残高

が貸借逆なから同額になることをもって示すだけであれば、そのさいの二つの

勘定か現金勘定とヤコブ・フッガー氏勘定でなければならないという理由はな

い。現金勘定およびヤコブ･･フッガー氏勘定以外の二つの勘定であっても、そ

こまでの記帳全体がバランスとれているかぎりは、一つの勘定を除いて他の勘

定の残高すべてをもう一つの勘定残高に加減｡・集計すると、残ったそれら二つ

の勘定の残高は、貸借逆で必ず同額になるであろう。したがって第一例示の最

後を、現金勘定とヤコブ･･フッガー氏勘定の関係としたことには、なんらかの

積極的な理由があったはずなのである。

　結論をいえば、第一例示では現金勘定とヤコブ・フッガー氏勘定の二つを、

他の諸勘定より歌視しているのである。このことは債務帳の最後、すなわち９

月30LIに新設した現金勘定とヤコブ・フッガー氏勘定のあとに、つぎのように

禽かれていることから明らかである‘11)。

Also auff.

das haubt，

disゼｎ
zwen conto ist das gant2 Schuldbuch verg】eicht,dann dise haide seind

　したかｰってこれら1つの勘定において、債務帳全体が比較される。これら二つの勘定は

ﾄﾞ｡要な勘定なのである｡

　ここでいう「二つの勘定」が，現金勘定とヤコブ・フッガー氏勘定を指すこ

とはいうまでもない。ではそれら二つの勘定が「主要な」とは，いかなる意味

であろうか。それに対する答えはぶされていない。したがって推測するＬかな

いか，一つとしてつぎのように考えることができるであろう。

　１刻１日にヴェニス支店を開設するさいに，本店よりduc.3000の現金を受取

ったのは，すでに7r,したところであるu2）。そのさい，借方を現金勘定，貸方を

ヤコブ･フッガー氏勘定とする金額duc.3000の仕訳を行って，本店に対する債

務の発生とそれに見合う同額の現金〔すなわち広ぃ意味での債権〕の増加を示し
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もし支店の立場からの本店に対する会計占任を、記帳全体がバランスし

ているという形ちてり]JIらかにするだけであれば、その後生じた取引も、すべて

現金勘定とヤコブ・フッガー氏勘定だけをもって処理すれば|･分であったであ

ろ七

　すなjっち、現金の授受があ･った場合は、現金勘定の一一方とヤコブ・フッガー

氏勘定の反対側に記帳し、その他の場合は、すべてヤコブ・フ･ソガー氏勘定の

貸借に同額ずつを記入するのである。このような記帳を行･っても、最終的には

現金勘定とヤコブ・フッガー氏勘定の残高か貸借逆で同額となり、記帳の正し

か･ったことを示しえたであろう。

　しかしそのような処理を行うかぎりは、?11然のこととして、個々の相手に対

するｲ責権または債務および各商品の有高を把握することはできない。したがっ

て債権の回収、債務の返済には不都合であり、商品の管理もできなくなる。そ

こで。会計責任を明らかにするには必ずしも必要ではないものの、期中におい

ては個々の勘定科目をもって記帳することにしたのが第一一例示の処理であった

のであろ侃このような期中処理の結果をうけて、期末に債務帳全休がバラン

スしている有様を簡潔に示すためにまとめたのが、現金勘定とヤコブ・フッガ

ー氏勘定の関係であったと考えたい。

　期中の処理において現金勘定およびヤコブーフッガー氏勘定以外の諸勘定が

用いられているのが、ﾄ｡記のような理由からであ･ったとすると、現金勘定およ

びヤコブ・フッガー氏勘定と他の諸勘定とでは、重要性に違いがあることにな

る。現金勘定とヤコブ・フッガー氏勘定の重要性が、他の諸勘定のそれに比し

て大きいことになる。もし現金勘定とヤコブ・フッガー氏勘定を主要勘定とで

も表現すると、他の諸勘定は従属勘定もしくは仮勘定とでもいうべきことにな

ろう。先に述べた｜主要な｜勘定とは、この違いをあらわしているものと思わ

れる｡

　第一一例示では、９月30日締切り時の各債権・債務を集計表示することは意識

されていないと考えられる。その時点で意識されていたのは、そこまでの記帳

処理が正しかったことを簡潔に示すことだけであったであろう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　むパ?　1り３の締切り　］j7

　第一一例小では締切り時に、前述のごとく、仕訳帳と債務帳の記入すべてを個

別に突合せている｡Ｌかしそのような個別に突合せる方法では、その結果がIﾄﾞ

Ｌかｰったとしても、そのことは文章をもって示すしかない。一目瞭然という形

ちで示すことはできない｡

　そこで、最後に現金勘定とヤコブ･フ･ソガ‥氏勘定をわざわざ新設してまで、

それらの土で記帳全体がバランスしていることを示したものと思われる。

　債務帳の末尾には、「債務帳の終り」（End des Schuldbuchs）と書かれている‘14）。

:1；　A.W｡S.207.

に11　たとえば絹布勘定お｡とひ･銀勘定の場合かそうであると考えらj1る｡（本書126～128頁参照）

（E　A.W｡S.210 ulld 213.

□）ビザニ銀行勘定とフンり7－ブ支店勘定の場合だけ，遂になっている｡それらの勘定|】座は，

　　ともに」’数22に設日-られており，ビザニ銀行勘定か上部に,没けられている。しかし決算振替仕

　　j,li:i.フンドフー-ブ支1,肘こついて児に行-っている，･.A.W｡S.20511nd 2n7）

陥I　A.W｡S.205.７ントワー-ブ£JIli勘定に関ずる仕訳中の「ロ一一マ勘定リま理解でｰきない｡

Ｃ６･ｊ　本書172－174頁参照。　くｎ　A.W｡S.209.

いS）A.W｡S.210 ul,11215. tりjのリオン支店に関する記入にあるac.23は，ac.13のぶ1いJであろ

(旧　A.W｡S.206～2117.00)A.W｡S.211 und 215. aD　A.w｡S.215.

(121･　泰,IN6r1参丿肛。

目:引　シ。･バJしツは，現金ばかりで･なく商.SII･の増減までを。債権の増減として把握Ｌていると考え

　　j'J1る.l1本拠7{ila参J!引

□劇　A.W｡S.215，
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第７章
号
□ｔ許否

1･円

　じ傾右）作成

　現在のわれわれからすると、什訳が転記されている各勘定口座を期末に締切

る｡と、そこで一連のその期の簿記手続は、すべて終ったことになる｡

　ＬかＬ第‥例示の場合は、そこで･終ってはいない｡つづけてもう　･つ、これ

ｔでにIﾘIらかにした手続と平行して行われたと考えられる事柄についての例示

が･なされている。それは「計算書」（die Rechnullg）と名付けられたものの作成で

ある｡エルビング写本で、41枚目の表頁（’）数29）から47枚目の表頁げ数3ぶ･に

わたって示されているのが、それである｡「計算書」とf怪1けられていることか

らわかるとおり、この部分は金額の記入とその計算か中心にな-1ている｡

　では、この計算書には、どのような金額が、どのような順序で、どのような

仕紺みでいつ記載され、何を目的としたものなのであろうか。

２

計算府の体裁

　まず、外面的な面からみることにする。

　41咬目の表以から示されている計算=喬の部分は、大きくｰこつに分けることが

で･きる｡一一つは、文章をしって書かれている部分で､他の･つは､積極側(Aktiva)

と消極側(Passivaけ名付けられた二つの場所を区分して、それぞれに上から日

即||帽 左から地名等、目付、摘要、金額を記入し、各記大熊の計算を行って

いる部分である。

　がびをもって書かれている部分は

仁卜刺ぎのとおりである(1)

計詐害の最初の頁だけであるが，その仝

削s enthlb ac. 3眠so zlluerrechnen ge陥ret aus disem hi肌]nrgehaltnen Schuldbudl.

volバに18b治28卯schribenn l)as即ntz eillnenyn vnd a山畑ebenn von l)rimo Zenner
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16.jarS bis U11iml，Setlembrin de山】CI，

｜旨lsかj･バ‘ｔ如こ示した債務帳をもとに作|遼1｡た1,ので･バ数311以ドのとおりｰごある

IFrl ji l リかj,|･･]419 ｡1131111:Lごの｡'J'べての受入額と払出釦か･示されている｡，

　－･読することにより、この部分は決して計算書の主要部分ではないことがわ

かる。わかるのは、以下につり･く部分の内容が、これまでに検討したのと同ヒ

取引をもとにしたものであるという点である。

　積極fllLと消極側に区分されている部分は、積極側がiﾓとＬて41紋|】から46紋

目の外裏rtに遡かれており、消極鯖は42枚目から47紋日の各表以だけに書かれ

ている。積極側部分は主として見開きの左側真に消極側部分は右側頁だけに、

それぞれ記入されているわけである。同一見|剔きの左右の真には、同じ｣'数が

付されているが、これは債務帳の場合と同じである‘ｙ

　各記入は、10行近いものもあるが、多くは２～４行で書かれていろ。その数

は。次の見開きへの繰越および前の見開きからの繰越に関すろ記入をも含めて、

積極側が58回、消極側が4(1回である。各記入は、前述のとおり左から地名等、

日付、摘要、金額の順に書かれているが、そのさい地名等は左によせて、また

金額は右によせて、日付から摘要までとは離して書かれている。例として積極

側の最初の記入を示すと、つぎのとおりである(3J。

　　Rum.1516.Adi prim､.IZenner. Haben wir zah Frallc‘IVerzclin auf

　　　　　　scllrcihl･n van Rom von wegen Sehasliallde la Villa Noua :

　　　　　　daselhst cinMcnomen 74 duc. de camera､thul‥‥‥‥‥CI.dllc.　　　72.12.一一

　　ロ　マ｡151りt･･｡1Joll 、 jlれわれはノウア村のセバスチャンのため

　　　　　　に、ｕ‥ツkJ､りか1･J､のr一紙にＬたが、て。ツうンニ]。'７Ｊ几ツ

　　　　　　Jljンに£･む､､･､た。ロー-マ支店は74ド･7カテン・f･ ･ カメラを

鈎志したがって ｄｕｃ 72.12

　ただ前述のごとく、積極側が見開きの左側頁だけに、消極側が見開きの右側

けだけにと、快然と分かれているわけではない。消極側部分はすべて見開きの

右側頁だけに書かれているが、積極側部分はときにｲ剥則頁にも書かれている。

積極側の記入回数が58であるのに対して、消極側のそれが40回という記入回数

の大きな違いが、その上うな変HI｣的な記載を行う原囚となっているように思わ

れる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　匹亭八|りJ､11=151

　各見開きでは、。左右の頁に上から順に記人を行い、双方いずれかの頁が書､き

きれなくなると、その時点でそれぞれの側の各合計額を求め、それらの差額を

次のμ聞きへ繰越Ｌているのがふつうである。したがって、－一方の側が書きき

れなくな９たときに、他の銭にもほぽ同lil:の記入がなされている場合は、それ

で何の間題もなかったであろう｡しかし一方の側が書ききれなくな一」たときに、

他の側にまだ多くの余白がある､ときは、その段階で次の見開きへの繰越手続を

行うと、その余白が無駄になる。このような紙面の無駄をなくすためであろ

一リい一方が書ききれなくなっても他方の側に多くの余白かある場合は、書きき

れなくな｡Jた側の記入のつづきを、逆の側の下部に行っているのである。

　各見開きの左右の真の記入1111数を比べると、すべて左側頁の記入回数か同じ

かまたは多い。外記入の行数も考慮せねばならないが、一一方か書ききれなくな

）たときに余白を残していたのは、常に右側頁であｰった。積極側部分が、とき

に右側頁に記入されているのは、このような理由からである。

　３．繰越手続

　まず積極側部分が腿開きの左側貞だけに記入されている場合として、最初の

昆開きをみよう。その見開きの左側頁（41枚目の裏貞、丁数3o）には、IJ日日か

ら４Ｊ』９日までの日付で、全部で10回の記入がなされている。その合計額は

duc.6308.12.－である。それに対してその右側頁（42枚11の表頁、丁数3o）には、

１月1［jから４月151］までの101111の記入がなされている。その合計額は、左側

頁よりduc.93325.6.31多いduc.99633.18､31である。この段階で双方の頁と

もほぼ書ききれなくなｰったため、次のほ開きへの繰越手続を行っている。

　繰越手続は、つぎのように行jっれている。まず右側貞の最ﾄ’の記入の下に、

合計額duc.99633.18.31を宵く。そして左側頁には摘要にf残高について、私

は丁数31へ繰越す｡本日の段階では、払出しより受入れの方が多かった］と奔

いて右側頁との差額duc.93325.6.31を記入し、その下にそれを含めた合計額

duc.99633.18.31を記入する。合計額を示すさいは、最後の記人知の下に摘要

部分に若11かかる合計線を引き、その下の摘要欄の右はＬあたりに「合計」



　Ｘｌｍｍａ）とill:いて金額を小している。

　つづくに開きでは，右勧μいj3枚lにjUt.l･数詐すなわち前の腿|個きで匍人

加の多かった恒||の最11部にム残高，丁数30より，そこでは払出しよりも受入れ

が多かった」と,ISこいて，繰越知を記入している。

　41紋日呉以の最下部と43枚目表頁の最l1部をぷすと，それぞれつき｡･のとおり

である’5j｡

　･-111U】りn‘l・

EI restn. E 15.一一,Xlnlb eill rcsl. 1r2jg ich hin ac. 31.auf cl以1mlmer

　　　　　ci】IRenclm!.･n dalln au3gebe11， …………………………………dllc･

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　S11m111a（h）c

　l!4:U･711jaC

Rest0.1516.Adi 15. April.X.･mb ein l-l･･slher vnll ac. :11EI:dascllst. mer

　　　　　cillMCII,.,mell dann auBgebe11， ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥duc.

9ぷ2j.6､31

99633.18,31

旧記よ6.旧

　つきに，積極鮪部分が見開きの右側頁にも記入されている場合をみよう。そ

のように記入されているのはに全部で六つある見|桐きのうち，44枚目褒賞と45

阪日表頁および45枚口裏頁と46枚日表頁の，二つの貼開きだけである。

　例として44枚口裏貞と45枚IL表真の見開きをみると，右側頁に６月4L｣付で

前の見開きからの繰越額duc.100821.22.8を記入したことからはじまってい

る。その後左側頁は，６月８日，６ＪＨ２Ｈ，６月18[]，6 Jj23目，7 J115LJに

それぞれ記入したことで,書ききれなくなった。その合計額はduc.61419.一一｡一一

である｡その間右側頁には，６月18日に一回だけ，duc.159()〔〕｡－｡－｡の記入が

なされている。したがって7JH5[]に左側貞が書ききれなくなった時点で，右

恨｣頁には口｣'成りのスペースが残っていたのである。そこで，右側貞に積極側部

分の記入を行うことになった。

　む鴉』頁への積極側部分の記入は，７月16日付で２回と７月20日付で１回の計

3 1J･1なされたが，その合計額はduc.551.18.－であった。それで，その頁も繰

越手続に必要なスペースだけを残すだけとなｰったのであるが，その間消極側部

分の記入は，一つもなされていない。次の見開きへの繰越ｆ続は，つぎのよう

に行われている。

笑 ｜算

まず右但｣哨,詞｣≒だ積極側部分の記入の下に，｢介計，同日，反対頁の介計|

と肖いて、左誠頁に7 J1151ﾄまでに行った記人額の合計duc.61419 右記

入する｡そL.てその下に、この見開きの記入部をも含めた積極俳』と消極帥1の差

額を記入する。その差額は、積極側部分の介計額かduc.6197n.18､－で、消極

誠部分の合計額がduc.116721.22.8であるため、消極佃|｣にduc.54751.4.8生に

ている。この差額をF 7 J12UI、残高について、丁数34へ｣と書いて記入した

結果、積極側と消極側とむ合計額かduc.116721.22.8となり、このほ開きの記

入はすべておわっている。次の見開きでは、繰越額を右側真の上部に書くので

あるが、その記入力法は43紋｢Iの表ａの場合と同じである。

　いま45枚目表ａのﾄﾞ部と46佼目表頁の上部を示すと、それぞれつぎのとおり

である‘6)。

　　　(45紋日λ･副

Ｓｕｍｍａ．Ｅ Diesun･･lllllaelltgeRcn‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ｄｕｒ
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RestQ.1516，Adi 24. Lllio，Vmh ein resl･ her ac， 33.‥‥‥‥‥‥‥‥‥d11(7.

61J19

54751.d.8

116721.2j、8

54751.14.M

　このようにし｡て各見開きは締切られているのであるか，あるほ開きへの最後

の記入日とその見開きの締切[]，次の見開きの開設日とその新しい見開きへの

最初の記人日との関係は，どのようになｰっているのであろうか。まず，ある見

開きの締切日と次の見開きの開設日をみると，それらはすべての場介に同ヒ日

に行われている｡しかしある見闇きの締切りか。その見開きの最後の記入日に

なされているとはかぎらない。六つの見開きのうち，最後の記入l｣と締切日が

一致しているのは，四つの見開きの場合だけである｡また新しい見開きを開設

しても，その日に，その新しい見開きへの最初の記入を行-っているとはかぎら

ない。新しい見開きの開設日にその見開きに記入していない場合か，１回ある｡

これらのことから，ある隠開きの締切りと次の腿開きの開設は，同じ時に行う

としても，次の見開きに記入Ｌなければならないときまでに行われていたもの

と考えられる。
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　いま計算,IF令休の概要を示すと，順７訟のとおりである｡なお（　）内の記

入は，左からその頁の記入回･数，仕,沢帳からの最初の記人日，最後の記入Ｈで

あな，また中央に示すJjllは。上がその見開きの開設［j，下がその締切日であ

る。記入回数には，次見開きへの繰越および｀前見開きからの繰越に関する記入

も含まれている。

　４．記載金額

　つきに，どのような金額か記載されているかをみることにする。このことに

関する一つの手掛りは，積極訓および消極側の各はヒめに書かれているタイト

ルにあるように思う。

　禎極値のはじめすなわち41枚目良貨の最11部には，vns　Soll　herr　Jacob

Fugger fur ausgeben Cヤ:っブ・フッガー氏はわれわれに払出しだけ（与え）ねばならな

ぃ;と害かれている‘7）。このことから，積極佃11には，われわれ（ヴェニス支店）が

行った払出しにすなわちヤコプ･フッガー氏（本店）との関係でみた場合のわれ

われの債権発生類または債務減少額か，書かれているであろうことが想像でき

る。これに対して消極側のはヒめすなわち42枚||表頁の最上部には,Wir sollen

herrn Jaco1〕Fugger ftireinnemen （われわれ｡は，ヤコブ･フッガー一氏に受入れだけ（与

え）り』ばならなぃ）と書かれているt8’。このことから消極側には，われわれが行っ

た受入れすなわちわれわれからみたヤコブ・フッガー氏に対する債務発生額ま

たは債権減少額か，害かれているであろうことが予測できる。

　では，積極側にはヤコブ・フッガー氏個人に対するヴェニス支店の債権発生

鮨と債務減少額だけが，また消極値にはヤコブ・フッガー氏個人に対するヴェ

ニス支店の債務発生類と債権減少額だけが記載されているのであろうか。そう

とは思えない。41枚目表ａの説明からして，計算書には債務帳に記入されてい

る金額。すなわちもとをただせば仕訳金額が記載されているはずであるか，仕

訳で勘定科目がヤコブ・フッガー氏となっているI口】数，すなわち債務帳のヤコ

プ・フッガー氏勘定l］座の記入回数と，計算書の記入【i数とでは，大きな開き

かあるからである。

　第一例示では，ヤコブ・フッガー氏に対してヴェニス支店に債権が生ずるか

acj3　積剛則’Blatt 4

(5.6,'18.7｡ﾉ‘15jl

　　　　合計　duc，61419

Blatt j15h〕ac.3,1積極側

　j,7/30,S/20）

　　　今,il‘　dllc.134252.4.16

｜　|.B】alt46 b］ac.35　積極側

　　派9/19,9/30〕

1　　　　　差額　duc.　2412.11.8

　　　　　　合計　duc.89878.3, 31

tBlatt 46 a］ac.:伺　消極骸

　ほ7/24､S/18）

　　　　　繰越　duc.54751.4

合計　dllc.220693.16，H

　　　積極佃||

0,9/凶

i小計　duc.　2501.1.12

転記　duc.134252.4.16

差額dllc，83940.1(l.12

合計　duc.220693.16.8

〔Blatt 47 aJ ac. 35　消極側

　(5,9/20,9/30)

83940，

89S78，



債務が減少すろと、借方勘定科目がヤコブ・ヮッガ‥氏となる仕､沢夕行･って同

氏勘定目座の借力に、同氏に対してヴェニス支店に債務が生ずるかｲ削111か減少

すると、貸方勘定科目がヤコブ｀。｀ﾌ･、が一氏となる什訳を行｡Jて同氏勘定口座

の貸なに記入する｡L.たが。て、もＬヤコブ・フ･yガー氏個人に対するウ･ェニ

ﾌ､支店の債楕の発生および債務の減少だけが積極偏に、同氏骸|Å､に対するヴll

ニスた店の債務の発生および債権の減少だけが消極個に記載されているものと

才ろレ、ヤコブ・ワ･･､がー氏勘定目座の借jj記入[口!数と積極匍]の記入回数は、

また同氏勘定口座のａ方記入回数と消極偏の記入II ll数は、もとにー･致しなけれ

ばならないであろ乳

　L.かしヤコブ・フヽ･ヽノガー氏勘定｢1座の借方記入回数は28回であるのに対し、

積極偏の記入回数は前述のごとく58回である。また同氏勘定[]座の貸方記入回

数は16[ljlであるのに対し、消極側の記入【g】数は40回である。Ｌかも計算書に記

･吸され｡ている金額が、ヤコブ・フッガー氏勘定11座の記入部をいくつかに分け

たむのというわけでもない｡計算書の記入|口|数58回および40回のなかには、繰

越処理に関する記入も含まれているとはいえ、これではあまりにも違いすぎる｡

ニのことから、計ぢリ1にはヤコブーフッガ‥氏勘定【】座の記入額以外のものも

記載されていると考えられ｡るのである。

　､汁算書の記載部とヤコブ・フ･りy･一氏勘定口座の記入部とを個別に突合せる

と、ヤコブ・フ一一･ガー一氏勘定｢1座の借方記入額は積極側に。その貸方記入船は

消極偏に、それぞれ同額が必ず記載されている。では、仕訳の勘定科ljがヤコ

ブ・フ･jガー氏である金額以外に、どのような金額が計算河には記載されてい

るのであろうか。

　積一個の金額をみると、はヒめからduc.72.12.－､duc.500.一一､－､duc.14.

－｡－､duc.4【】｡　　.duc.2000.---｡－……の順に書かれている。そしてこれら

の金額と同額の記入が、什訳帳にもしたがｰ〕て債務帳にも見出せる。いまこれ

らの金額か河かれている各仕訳を、現在の形式をもって示すと、つき'のとおり

であろ‘9'｡
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　Ｕ１１目の取引は｡フェルツェリン氏からヴェニス支店が受取るべき現金を、

ローマ支店が代って受取｡jた旨連絡を受けたさいのものである｡1 JH I!は、

iR人ヤコブの手紙に従って。現金を支払､った場合である。出国２番目は、　□-－

マ如lliの依頼によって、現金を支払った場合である。2jDI〔|の取引は、ミラ

ノ支店振出し、カペロ銀行受取I〕の為替手形を引受けた場介である。3J］1 11

は、ビザュ銀行からヴェニス支店が受取るべき金額を、ローマ支店が代-Jて受

取った旨丿東絡を受けたさいのものである。これら五つの仕訳で共通じているの

は、借方勘定科目がすべてフッガー家他店という点である。

　このことから、積極側に記入されているのは、本店および他支店すなわちフ

･･･ガー家内郎の他店に対して債権か生じた場合であることかわかる_　フッガー

家内部の他店に対するｲ責務が緩少Ｌた場合も、什訳の借方勘定科目がそれら他

店勘定となることから、その､ような場合の金額も当然積極的に記載されること

になるはずである｡このことが正しいことは、つづいて書かれている仕訳をみ

ることにより確認できる｡積極偏に記載されている金額のうち、末尾から２番

「lと３番目の二つを除けば、他はすべて、仕訳Ｌたときの借方勘定科目がフッ

ガー家の他店となる場介だけなのである。仕訳の借方勘定科目かフッガー家の

他店であるにもかかわらず、仕､沢口に積極測に記載されていないのは、誤､1て

仕訳l.|に記入廿ず､あとで気付いて記入Ｌたと思われる最後の一一つだけである。

　この積極偏についての検討結果から、消極膝に記入されているのは、仕訳の

匯方勘定科目が本店または他支店となる場合、すなわちヴェニス支店にフ･ソガ

ー家の性店に対して債務が生じたかそれらに対する債権か減少した場合の金額

であろうことがｆ想できる。そしてこの予想かIﾄﾞＬいことは。仕訳帳および債

務帳の貸方記入を消極側の記入と突合せることにより、確認できる｡消極偏に
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記入されている金釦のはヒめの部分をみると，ﾄ.からduc.:帽〕{l ，ｄｕｃ．

520.12.‥，duc.3590.8..duc.1317(1.6.311.dllc.17{'l().－　.………て･･あるが，

仕,沢帳において貸方勘定科目が本店または他支店となる仕,;尺は，つぎの順で行

わわ.ている‘｢lol,，
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　nlj極翻に記入されている金額のうち，末尾の二つを除いては，すべて仕,沢で

貸万の勘定科|｣が本店または他支店となる場合だけである。仕訳の勘定科目が

本店または他支店であるにもかかわらず。仕訳ljにその金額が消極側に記入さ

れていない場合は，原中取引の仕,沢に関するかぎりは存在しない｡

５．地お等を害く理山一借方

～一一ｆ７．･

ｉ･-　し・ 計算肖の各記入の左側に独立して書かれている|地名等」について

みることにする｡それは，何を目的として灘かれているのであろうか｡結論を

いえば，それは各記入の内容を簡潔にぷすためのＭ出しである｡

　債権または債務の増減を内容とする各記入を簡潔に示すためには，それら債

情または債務を増減させた相手を特定しうる詰を記入するのが有効であろう。

第一･例小では，債権および債務の増減を人名勘定をもって処理しているため，

それぞれの勘定科目すなわち他店名を爵くことが，一般には，最もよく取引内

容を小すこととなるのである｡

　ただ，計算書の各記入の左側には，常に仕訳の勘定科目である他店私だけが

仙φよたかたちで書かれているわけではない。佳店が‥存在する地名とともに

dail'lat.Si】berまたはSeidell gwalld と書かれていることがあり，地y,を書か

ずc】ainat,Boten,vortail,vnkost等の,悟だけの書かれていることもある｡こ

れまで，剔こ[地悍｢といわずI･地名等_と示してきたのは。このためである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　哨叫ヘ四:,ll=]3!j

では，なぜ愈名以外の諸をも害くので･あろうか。

　勘定科目である地名とともに他の諮が書かれているか，地名以外の語だけが

書かれている場合は，積極側に14[111，消極佃jlに8【11】あ配，ただそれらのうち双

万の4lll]とも５回ずつは，次の見開きへの繰越および前の見開きからの繰越を指

示する詰か，または積極諸部分をむ諸頁に記入するさいの語，具体的には｢合

計DSumn㎡または[残高nE]resl,111である。記載額の内容を示すものではあ

るが，債権または債務の内容を示すものではない｡したがってそれら計10回の

記入は，ここでの対象としなくてもよいことになる。ここで検討すべきは，そ

れらを除く積極側の9 ln]と消極佃|』の３回の各記入である。

　まず積極側の９回の記入をみると。４Ｊ]９Ｌ｣の２番目にはclainaい･現6Eの

Klcinod，宝:ｲりと，４月15(|の２番目にはBotel心配,達夫)，６月４ＨにはRnm.

Si】bcr(銀)，6118日にはAugspul･g.clainat，6J｣1211にはLiBbona(現在の

ljssabon.りスボン･)，7J｣161｣の２番にはTantzge(現在のDanzig,ダンチベエ)，8

JH51]にはAugspurg.Seidingwand【現在のseidellgewebe.絹右】，9 Jn8日には

vortaH【現在のV,Jrtei】,利卯，9 1j30[1にはvnkost(現rlﾓのUnkQslen,費jl))と書

かれている。また消極側についてみると，８月18日と9 1j27日の各記入ではそ

れぞれvortaHと，９月3011の記入ではNota(注)と書かれている。

　積極側で地おとその他の語の書かれているうちの６月4 ll，6月８[]および

８月15日の記入をみると，その記人のもとになる仕訳の借方勘定科目は，６月

４日がローマ支店，６Ｊ]８日と8Jn5[1はヤコブ・フッガー一氏である田'。Ｌた

かってこれらの場合は，ローマ支店または本店に対してｲ質権が増加するか債務

か減少しているわけであるから，その取引内容を示すものとＬてそれぞれの店

の所在地を書くのは当然であろう。では，それらの名前とともに書かれている

Silber,clainat,Seidjngwandは，何を意味するのであろうか。

　６月4 llの取引は，ローマ支店に99マルク11ロ･ソトの銀を発送Ｌたというも

のである。したがってローマ支店相手の取引であるという面とともに。銀取引

であるという面をも強調する目的で，｢口--マ｣とともに｢銀｣と書いたのであ

ろう。6J18[jの取引は，ビザェ銀行から購入したダイヤモンドを本店へ送っ
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かものである‥奉店との取引であることと同時にダ･イヤモンドに関する取引で

あることをも示すために、ドァリグスブ.ルクレとともに｜宝石」と書いたのであ

ろう 8J□5目の取引は、絹布を本店へ;)いiたものである｡そのためパアウグ

又ブ･レク」とともに浦1布」と書いたのであろ七

　ただ銀等の取引であ９ても,すべての場合に,取引相「の所在地とともに|銀」

等とilFかれているわけではないノむしろ「銀」等と書き添えている場合のほう

が少ない･121,.Lたがって以11でみた三つの場合も，飲店の所在地だけを書くの

がふつうで，｜銀」等を書き添えるのがむしろ例外であると考えられる。これま

での推論がl】｛しいとすると，地名以外の語のほうが内容をより適確に示すと考

えられる場合は，例外的とはいえその地y,以外の詰のみを害くこともありえた

であろう｡つぎの各場合は，まさにそのような書き方のされている場合と考え

られる｡

　4J」151」付で書かれている２番目の記入は，仕,沢の小書きによると，本店に

口座を･もつローマ教皇の手紙を携えて，ウィーンからローマヘ向う途中の郵便

配達夫に対して現金を支払ったときの記入である。これは内容が配達夫賃金

　･.H,lte111｡h111･であるため，そのことをさらに短く書いたのであろう。この仕,沢

の借方勘定科目は当然ヤコブ･ワッガ‥氏であるから，「アウグスブルク」とと

もにｉ配達夫且と書くか，｜アウグスブルク」とだけ書いてもよかったはずであ

る。

　9J］30日の２番目の記入額は，ヴェニス支店で１月１日以降９月30Ejまでに

要した生活費である。そのため「費用」と書かれている。ただ同ヒ費用であっ

ても。９月3｛｝日の最初に記入されているシュバルツljl身の生活費の記入では，

　｜アウグスブルク|とだけ書かれている’1ｮ1.したがって２番目の場合も，｜アウ

グスブjしク｜とだけ書くこともありえたはずで，そのほうがむしろ一一般的であ

-9たとも思える｡

　４月９の２番目の記入は‥駒鳥を購入して本店へ送った場合である。おそら

く駒鳥が当時はめずらしい小鳥であったため，そのことを示すものとして若干

誇張して「宝石」と書いたのであろう。この場合も，｜アウグスブルク」とだけ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　む･;’･:、ilg9､1:1151

､jFいて、-ソ句にかまわない場合である｡7J］16Hの記入は、セハニス・ボッヒ

ス氏かダンチッヒ支店に払込んだ金額の一一一部を、本店ｸﾞ）指示によって同氏に現

金で支払､jたことに関するものである。したか･って「アウグスブルク」とji=く

のがむしろふつうであ･ったにもかかわらず、取引に関係したもう一一方の店名と

して｜ダンチッヒ」と書いたのであろう｡

　6j」12日の場介は、リスボン支店が１月31日に受取-ったduc.900のうちの

duc.300を、５月29日付の本店の手紙に従って、フォルト･マテイエとフ｡ォルト・

マjレコという兄弟の僧侶に、ヴェニス支店が現金を支払った場合である｡した

がって什､沢の借方勘定科目はヤコブ・フッガー氏で･あるため、ここでも「アウ

グスブルク」と書くのがふつうであったほずである。

　9J』18 EIの取引は、2 J□ 日に取得した絹布のすべてをその後その取得単価

で|収売したため、取得時に紺布勘定に力|】算した付随費用の額だけが借方に残る

結果となり、それをヤコブ・フッガー氏勘定に振棒えたものである。したかｰっ

て絹布の|仮売担とでもいうべきものであるから、JEしくは「Nachteil」（損失け

μくべきところを、どうしてか「利得」と書いてしまったのであろ似これは、

マイナスの利得という意味であろう。「アウグスブルク」か「絹布」または双方

を害くことも考えられる場合である｡

　６．地名等を書く理由―貸方

　消極値で地名以外が書かれている場合の一一つは、８月18日にみられる。その

公知は、その時点で残っていたフェルツェリン氏勘定の貸方残高で、同氏から

免除された額である。左はしには「利得|と書かれている。ヴェニス支店か外

部から債務免除を受けると、本店に封する債務が発生する。そのため仕訳の貸

与勘定科|］は、当然ヤコブ・フッガー氏とな､っている。L.たがって「利得」に

代えて｜アウグスブルク」と書くこともありえたほずである。

　9j」27日にも「利得|と書かれている。それは、銀勘定の貸方に生じた現yl

でいう販売益をヤコブ・フッガー氏勘定に振持えた場合の記入だからである。

この場合も、「アウグスブルク｜と書いて一向に問題はなかったであろう｡
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　９昿10目付の記入の前には『注にと書かfLているが、後でふれる｡ことにする。

　以llのよ刊こ、椿極偏および消極恂』の各記入の前には、地私等が書かれてい

るのがふつうである。しかし地お等がい･っさい書かれていないことむある｡そ

の回数は、積極1llllが41吐消極i則が3【11[である。積極恨]では、４月15 11の最初｡

5J｣8 11、6川18日、9J｣201｣の各記入で、消極側では、4､1j151｣の３蒸||、

6j｣1811.8j]3 11の各記入に河かれていない。ただこれらの場合も、４月15

目の３番||の記入以外は、地名を書くべきであったと考えられる｡それらの場

合も、ヴェニス支店のフッガー家の他店に対する債権または債務が増減Ｌてお

り、地名等を書かない積極的な理由は見出せない。地名を書くとすれば、４月

1511は｢アウグスブルク｣、５}ｊ８ロは｢ローマ｣、6J｣18日は｢アントワープ｣、

9 1j20目は団オン｣、6J｣18日は｢ローマ｣、そして8 Jj 3 11は ｜アウグ･スブ

ルク｣となったはずである‘14'。

　消極偏に４刈15日付でなされている３番目の記入は、いわゆる訂正記入なの

である。４月15日付の４番目の仕訳の取引は、本店から現金を運んできた二人

の運搬夫に対して、運賃として現金duc.8.一｡－を支払ったというものである。

したがって惜方勘定科目はヤコブ・フッガー氏、貸方勘定科目は現金で、什訳

額はj1§然duc.8.－｡一である。そのため正しくは、計算書の積極偏にduc.8.-｡

－と記入すべきであった。しかしそれを誤ってduc.12.---｡－と記入してしまっ

たのである。仕訳日と詐IE記入の日が同[こであることから、この誤りにはすぐ

気付いたものと思われる。しかしそのさい、積極偏に記入したduc.12.－｡－を

狛T接消してduc.8.－｡－と訂正することはせず。消極佃|｣にduc.4.｡　と涛いて

差引､汀llﾓする方法をと-Jたのである。この場合に地名笥を河くとすれば、積極

側に記入した｜アウグスブルク｣についての記入の訂正であるから、｜アウグス

ブルク｣と書くこともできたであろう。また｢‾訂正｣であるからKorrekturと、

また　控除｜であるからAbzu只と書くこともできたであろう。

　では、このような見出しをなぜ書く必要があったのであろうか。その一つの

答えとＬては、つぎのように考えることができるであろう。計算書の各記入に

‐
―
ｌよ 目付はついているものの，記入のもとになる仕訳帳の記入および預務帳の

弟７ぴ　，いり １庁

記入が，それぞれの帳簿のどこになされているかは書かれていない｡仕,沢帳の

］‘数および債務帳の丁数は書かれていないのである。したか,って計算書に誤り

のあることがわかっても，仕訳帳および債務帳と突合せるのには不便である｡

この点を補うものとL.て，記入内容を示す|地名等」を予め奔いておいたので

あろ引事実，このように仕訳帳および債務帳と計算書との突介せに利用され

た証拠か，計算書の最後の段階で見出せる。そして，もっと別のところでもこ

れら「地名等目ま生かされている。それは第二例示のあとに作成されている，

もう一つの計算書の作成にあたってであるが，その点については後述する。

　　７．計算書と仕訳帳

　摘要は、仕訳の小書きをさらに要約したかたちで書かれている。

　すでにみた計算書の最初に書かれている文章によれば、この計算書は、｢債務

帳をもとに作成｣されたことになっている。しかしそれにもかかわらず、仕訳

の勘定科目がヤコブ・フヽッガー氏および他支店である場合に限っていえば、計

算書は仕訳を債務帳の各勘定ロ座へ転記するのと平行して、仕訳帳をもとに作

成されたものと考えられる。なぜなら、もし債務帳をもとに作成したのであれ

ば、計算書の記入事項すべてが、勘定|｣座に記入されていなければならないは

ずである。確かに勘定口座には、口付、その取引に関係したフッガー家の他店

名および金額が害かれている。したがって計算書の各記入のは巳めに害かれて

いるのが地名だけの場合は、債務帳の勘定口座をもとに記入したということも

できなくはない。しかし、各記入のはヒめに地名以外の語だけが書かれている

場合で、勘定｢｣座の摘要には、その語の書かれていないことがあるのである。

　たとえば、４月９日付で積極側になされている２番目の記入のはヒめには、

すでにみたごとく地名ではなく｢宝石｣とだけ書かれている。この記入に見合

う債務帳の記入は、ヤコブ・フッガー氏勘定[]座の借方になされている４月９

日付の２番目のものである。しかしその勘定記入には、｜同年同月９日、同氏に

ついて。仕訳帳の丁数２とこの帳簿の丁数26のとおり、duc.2060.－｡－｣(E 9.

-per e)dett､).Laut Zorna]ac.2､dises ac. 26.duc.2060.－｡一司としか書かれていな
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この記人が「宝ｲ∩に関するものであることは，そ.こからは111ることカ

できないのである,∩宝柱Dj匙は駒鳥である翻に関する取引でヽあることを知りう

るのは，仕訳の小書きにご５羽の駒鳥について，甲,値duc.412て1皮から購入し

た｣･iA-mh 5 1ediMI-obi11.ime abka�n.k｡s□面er 412(hlc.Cり　と書かれているからで

　もちろん，このような各記入のはヒめに地お以外の語だけを避くときに限っ

て，仕訳帳から'直接計算潟に記入Ｌたと考えられないわけではない。しかし，

そのような一一･貫性のない計算書の作成方法を，はたして行ったであろうか。

　　８．計算書末尾の記入額（Ｉ）

　以llのように計算書には、仕訳の借方勘定科目がヤコブ・フッガー氏または

他支店であるとき、その仕訳金額を積極偏に、また仕訳の貸方勘定科目がヤコ

ブ・フッガー氏または他支店であるときに、その仕訳金額を消極側に、上から

仕､沢順に記載している。いわばそれらの相‾Fに対する債権の増加または債務の

減少を積極側に、それらに対する債権の減少または債務の発生を消極側に、そ

の仕訳日に記載Ｌているわけである（17’。

　ではそれらの記入額を、積極偏と消極偏に分けてそれぞれ合計すると、それ

ら二つの合計額は、相互に一致するであろうか。が|然のこととして、それらは

　一致しない。なぜなら、すべての什訳金額についての集計ではないからである｡

仕訳の金額すべてを、貸借に分けて集計すると、それらの合計額は一致しなけ

ればならない。しかＬ、ここまでにみた計算書の記載額は、仕訳金額の一部で

Ｌかない。仕訳したときにその勘定科目か現金、商品、第三者となる場合は、

含まれていない｡

　それにもかかわらず計算書末尾の最終合計額は、双方の側ともduc.89878.3.

31で一致している。それは、以上のような金額を記載したあとに、さらに９月

30日付でいくつかの金額が加えられているためである。では、それら９月30日

に加えられている金額とは、いかなる内容のものであろうか。

　そのことをみる前に、９月30日にいくつかの金額が加えられる直前の段階で、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　拓仁泣い65

最後の剋削きか･どのように記入されていたかをみておこう｡

　最終の見開きすなわち祁紋日の裏｡頁に数35レと47紋日の表･「い｣'放35｣は，そ

の前の見開きの左右頁の記人差額duc.83940.n〕｡12が，９月19日付で消極骸に繰

越されたところからはヒま･っている｡そしてその後,什訳の勘定科目がヤコブ･

ソ･ソガー氏または他支店となる金額が，積極偏に9J』]9[j，引]2(旧，9J)21

11に各１回と，9 Jj30[]に２回の計測lj｣，金額にして介計duc.86481.12.－が，

－一方消極偏には９月20目と9J]27日の2 1111，金額にして合計dtlc.4897.17，19

が記入されている。したがって前の見開きからの繰越額を加えた消極雅の合計

額は，duc.88838.3.31であった。

　このような記入のなされているところへ，９月30日付でさらに積極偏に３回，

消極佃lには２回の記入がなされているのである。まず積極側の記入からみると，

それらの記人はつぎのとおりである‘181.

venedig.E...Pleibt man vllsschu]dig im besch】usdiserrechnung. Sctz

　　　　kh fur auBgehen vnd auf llew rechllung wider fur einncmen.

　　　　11enl】ich: Rallchn Bisani duc. 831.只.2，p.8 an aillerslmlma de

　　　　ducalen 46610.9.14.vnnd mer g fa13 zoe 225 dr. Schwa12er

　　　　kL】pffer.i】lsunlnladur.】41，g. 1 p. 15.an 5618旭clr.kupffer，sn

　　　　kos1，z,leangeschlagen seind mit der vnk｡st per 22778 duc. 23

　　　　9.26 p･.'…………………………………………………………………dllc.972.4.23

ツ・ご一式.|･lj年1･Jj同|]．ある第一ﾓ咎は．この計算を締切るときに，われわれ

　　　　にl打.て債務がある匹私は．勘定の豚Jjに記入し，次期の計算にj.;い

　　　　て再び惜珀こ記入する．すなおIらビザニ銀行(の借方勘定残高)ほd11C.

　　　　831.2.8で.|･ij勘定口座の合計額はduc.46610，14.－である．そして

　　　　さ,｀,に９樽，225ツ.･ン』･ナーの銅，金額にＬてduc.141.2.15が剱ﾚ.

　　　　ている．同(すなわtjlむ勘定日座に記入された重量は全部で･5618ﾐk，

　　　　ツェン1･ナーで．原価で示すとduc，22778.23.26である

…………dt】c.972.4.23

venedig，E　.一一.Set2 ich fur
au13geben vlld auf new rechnung wider fur

　　　　　einnemen das bargelt， so vnlls allf dalum uberpleibt an nlerlay

　　　　　gnld vnlld nluntz. in summa ‥-‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥duc.24】2.11.8

ウにス．同年[･1Jj同11.私は貸力に記入[.，次期の計算では.i可びその現金

　　　　　を併記する.．それだけ本日現在.わjl.j･j1には多くの坤類の現金が残-J

ｄｕｃ．２４１２．１１．８
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R，jll･.;l.1･ 　　，Dtlallen]2.Habell wh- ;111i -|. Z1111Mn,l silber 25 sltl1･k mlll

RI,111 Rt･s21111，vlld l.,tjl'c,111111111 za】t 12 duc.;bishcl- 111〕cl･st･h{･11w(11･.

ｅｍいm ausschreib四

･ｺ……;.･.同削.jjjjl･1111.dtlc.12.jjljり1は6,1卜lilに銀25個を口--マ

rhlc.12の運n･をUII,-J･，これまで，その記入をし． なカ

CIUC･

りj.

だ、

【ｌｕｃ

　殻り｣の､記入額は、ビザニ銀行勘定の借方残高と銅勘定の借方残高の合計額で

ある　つぎの配人は、現金勘定借方残高の記入である。ただ最後の記入は、現

金、商IWIまたは第三者勘定の残高を記入したものではない。その記入のはじめ

に｜ローマレと害かれていることから想像できるとおり、この記人のもとにな

ケでいる仕訳の借方勘定科目は、ローマ支店である。したがって正しくは、そ

の仕､沢を行-Jた６月４日に、積極側に記入すべきであったものである。しかし

それをしなかったため、この段階であとから記入したものなのである。先に、

期中取引の仕訳で借方勘定科目がヤコブ・フッガー氏または他支店となるもの

のうち､一一つだけ仕訳【】に積極側に記入されていない場合があると述べたのが、

これであったおけである。

　消極匍』になされている２胎]の記入は、つぎのとおりである‘19'。

VellcdiM，E ljltimn.－Satzten wir fUr einnemen. lst，vmb das wiTilll

　　　　　beschltlsdiser rechnung schuldig beleil】l･ndomino Danie】e de

　　　　　S｡uichn24{}duc.an ainem wexel von Lion perΛ‘jdelso】e,he】t224

　　　　　≒:werdcITlwir auf new rechnunR wider fur auageben setzen，

duc.240

.lyl,-ご,7,｡|･ij年同J]｢i｣]H.われわれは勘定|』座の借Jjに記入する。j-)れわれは

　　　　この計算を締切る時に，ダニエ･し・デ・ソウイ･yチ９氏にりオン支店

　　　　が振出したr一形加lii224靫ソナー一一クローネ，すなわちduc.240だけ

　　　　f責務がある｡次期の計算では，肉･び貸配する　･･･…………………duc.24Cj，

Nnta.E　｡一一.Ducaten 800. vmb souil hab jch zuweniM fur eingenomen

　　　　　gcsummiert ac. 34.vnnd a]so diser lljcoben rest de duc, 83940 vmb

　　　　　souil minder daher komen. a】sman daselhst ac. 34 sehen mag ；thut

ｄｕｃ．８ｎｎ．一一

　同年同J]IJI.duc.800.私は]'数34で禎一個の合計を求めるときに、

それだけ少なく計算した。そのため、この貞の卜の繰越残高がduc.

8394{}と少なく計算されている｡／]'数34で見るとお'』である……duc.800.

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　弟ドにij'n7,!1=]67

　duc.240はダニエル・デ･ソウイッチ１氏勘定の貸方残高の記入で，duc.800

は丁数34での次の見丿則きへの繰越処理における計算迫いの訂正額である‘2ol。

　なおヤコブ･フッガー氏および他支店以外で，9 J130日に残高を有したのは，

これら計算書の末尾に再かれているビザュ銀行，銅，現金，ダニエル・デ・ソ

ウイッチョ氏の各勘定だけである。

　９．計算書末尾の記入額(II)

　計算書には，積極値および消極側のそれぞれ最後の記入を度外視すると，つ

ぎのように記入されている。

　まず，仕訳して勘定科目がヤコブ・フヽ･･が一氏または他支店である場合，そ

れか借方勘定科目であれば積極側に，それが貸方勘定科目であるときは消極偏

に，そのつどその仕訳金額を記入する｡すなjっちこれらの場合は，仕訳のつど

債務帳の各勘定口座と計算書に記入したのである。それに対して仕訳の勘定科

目がヤコブ・フッガー氏および他支店以外，すなわち現金，商品および第三者

の場合は，仕訳時にｲ責務帳の各勘定口座にだけ転記する。そして期末の９月30

[]にそれらの勘定IJ座に残高があると，それが借方残高のときは積極側に，そ

れが貸方残高のときは消極側に記入するのである。

　したがってもし，現金，商品または第三者の勘定残高を記入した段階で合計

を求めると，そこまでの処理に誤りがないかきりは，積極側と消極側の合計額

は相互に一致したはずである｡なぜなら，ここまでの計算は，仕訳帳の借方金

額と貸方金額を別々に集計したのと,実質的には同巳意味のことだからである｡

　仕,沢金額を借方と貸方に分けて合計すると，誤りのないかぎりは，?jl然それ

らの合計額は相互に一致することになる｡それをこの計算書では，勘定科目が

ヤコブ・フッガー氏および他支店の場合と，それ以外の場合で，処理を違えて

いるのである。すなわちヤコブーフッガー氏および他支店の場合は，仕訳のつ

ど計算書に記載する。したがって前の見開きから次の見開きへ繰越すときに，

積極偏と消極値のそれまでの記入額が相殺されているとはいえ，最後の見開き

で現金，商品または第三者の勘定残高を加える以前の計算は。仕訳で勘定科目
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がヤコブ・ワ・ガー氏または佳支店となる金額をすべて貸借に分けて合計した

ものと、実質的には同ヒなのである。その後に加えられている現金、商品また

は第三社の勘定残高は、それらも仕訳のつど記入したうえで、最後に同-‥･勘定

の貸借記入額を相殺したものと考えればよいであろう。すなわちこの計算書は、

ヤコブ・フッガー一氏勘定および他支店勘定については合計試算表を作成すると

きの考え方によｰって、現金、商品および第三者勘定については残高試算表を作

成するときの考え方をも･って。それぞれの金額を集計したものといえるのであ

る。

　したがって積極1則にduc.972.4.23（ビザニ銀行勘定および銅勘定の借方残高合計）

とduc.2412.11.8（現金勘定借方残高）を、消極側にduc.240.－｡－Cダュエル・

テ･ソウイ=･チ１氏勘定貸方残i咄を加えた段階で、双方の合計額が一致しなければ

ならないことは、十分に知っていたものと思われる。しかし現実にはそれが一

致しなかったため、誤りのあることに気付き、仕訳帳および債務帳との突合せ

および計算書上での加減算の再確認の結果発見された誤りを追加またはi函Fす

るために、積極側と消極側の最後の記入を行ったのである。　もＬ、積極側と消

極側に現金、商品および第三者の勘定残高を加えた段階で、双方の合計額が一

致するはずであることを知らなかｰったとすると、その後の追加または訂正記入

は行われず、双方の合計額が一一致しないままに放置されることとなｰったであろ

　10.第一例示の検算方法

　以十のことからこの計算書が，期末時点で相互に一致するはずの合計額が，

確かに一致するか否かを確,認しているものであることは俑かである。その意味

でニの計算;IFは，期末時｡6Cでの検算を目的とするものなのである。したかって

第一一例示では,すでに漣べた,期末の最終段階で現金勘定の借方残高とヤコブ･

フ，ガー氏勘定の貸方勘定が一致することを確認する方法での検算と，この計

算書での検算の。二重の検算が行われていることになる｡

　ではなぜ，この計算書による検算を行ったのであろうか。それには，仕訳帳

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　哨八八四,11=169

の様武が関係しているように思う。

　第　･例示の什訳帳では。金額欄が独立してほいない。仕訳金額は，小書きの

あとにつづけて肖かれている｡そのため仕訳金額を介計するには，都合が悪い｡

しかも什訳金額はｰ‥一つしか示されていないのであるから，たとえ貸惜別の合計

額として求めてみても意味がない｡したがってそれに代るものとしてこの計算

書を作成したのであろう。その意味で，もし仕訳帳で金額欄が=独立しており，

貸借別に金額か=跨かれていたとすると，この計算書は作成されなかったであろ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　(第１図)

　　　　　　　　　　　　　　　第一例示記帳関係図
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ofj:,沢』以|!|』1.ン'Jぃてlj，4り:=75･ヽ･7611L参照｡

０仕訳帳から債務帳への転記は，仕訳と(･侃こ側に，仕訳のｰ)ど行う，

□債務帳中の点線は，期末の振替をぷす｡

(‾1ｲ責務帳かj･,計算河への実揃は.fl:,il･1を行jlずに期末に祁,Ｍ｡

０(わほ，９月3011の勘定残高の振衿む

U(0は，仕訳のつどii,j,人(勘定･MIIがヤＪ･ダ｡-7 ，ガー一氏及ぴ他｡を店の場かのみ)
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デ，直接仕訳帳llで借方と貸方の各合計を求めて突合せ，検算を行一一Jたはずで

ある。そのさいは，もう一一方で，合計試算表を作成したであろう。

　直接仕訳帳上で検算する代りにこの計算書を作成したとしても，そのさいす

べての仕訳金額を貸借別に，仕訳のつど記載する方法もあったはずである。そ

れを，ヤ=･ブ･フ大が一氏勘定と他支店勘定の場合だけそのつど記載し，現金，

商品および第三者勘定の場合は，期末の段階で勘定残高だけを記載している。

このように勘定科「1によって，その処理をなぜ違えたのか。その理由は定かで

はないが，仕訳の合計を検算に利用しないためであるのは，確かであろう。

　最後に，第一例示の記帳関係図を示すことにする。（169a）

　目）A.W｡S.218.

　已）fl:沢帳では。１枚の紙の表裏に同ヒ1‾数が付され，債務帳では，|司-一見闘きの左右の頁に。

　　　同日’数か付MLている。
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　A.W｡S.218.

　1二例示のCapusにおける勘定口座の開設状況を獄ゐとき，ンュバルツが紙の扨I約を意識Ｌ

ていたてヽ･あろうことがうかがえる。（本書238貞参照）

　Λ.W｡S.219 und 227.

　A.W｡S.223 und 230. 46枚|!表頁のduc.5d751.14.8は，duc.54751.4.8の誤りで･あろう，

　A.W｡S.218.（8j　A.W｡S.226.（9）A.W｡S.187--188.

　A.W｡Sバ87一一189.（1n　Λ.w｡S.194,195 und 201.

　銅は｡3.1）2811と6.j」2 1.1にホ･，･ソエン支店から，4Jj2011にハJし支店から受入れて，7 Jj

l川に三ラノｉ店に発送している。これらの場合は，相予方の支店所在地だけが書かれている，

　A.W.S.226.

　11（･111jの記入と|･i比地名か灘かれることになる場今は，それを省略している｡81j311と9 J』

20日の場合がそうである。

　A.W｡S.208.同氏とは，ジモン・バガチーニ氏を指す。

　A.W｡S.19（|｡ここでの彼も，ジモン・バガチーニ氏を指’仁

　同･他j,りに月する取引が，同一-11に連続して仕訳さj1ている鳩合は，それら二つ以上の仕訳

衆釦を，計算書には合計して記入していることがある。たとえば，7J13（IHにミラノ支店に現

金duc.30300と胴duc.90.12.13を送-｡1たとき，仕訳は別々に行-Jているが，計算書|,ljそjL

･｀,ｸﾞj合計額duc.30390.12.】3をもって記入している。

区I　A.W｡S.226.119〕A,W｡S.23】｡

旅1　46枚ll＆頁Ｃ｣'数34)の消極側合計は，duc.221493.16.8とすべきところをduC.220693.16

　　sと,汁算Ｌている｡屁-ってその腿開きの積極値合計duc』36753.5.28との差をduc.839411.111

　　12と計算Ｌだ.duc.8{}0だけ，少なく計算Ｌたのである。

第８章　第二例示の仕訳帳

回1

　１．第一例示との関係

　ンュバルツ簿記書の第一例示は，フッガー家のヴェニス支店を記帳主体とす

るものであった。そこでは，1516年]Jj 1 日に同支店が開設されたと仮定して，

そのLIから同年９月30日までの間になされた107の期中取引を,仕訳帳に仕訳し

て債務帳の各勘定【1座に転記し，９月30日にそれらの勘定｢｣座を締切るまでと，

それらと平行して作成される計算書が示されていた。

　ただシュバルツの簿記書は。ここでおわっているわけではない。

　この第一例示につづいては，さらに1516年10月1｢1から同年12月3H｣までに

なされた期中取引を，仕訳帳に仕訳して勘定[]座へ転記し，12月3IUに終るま

でのもう‥一つの記帳例示か示されている‘ll。われわれが第二例示と呼ぶのがこ

れである。ンュバルツによると，第一例示はイタリアで行われている記帳法で

あるのに対して,第二例示はドイツで広く行われている方法である‘2'｡したがっ

て第一一例示と第二例示は異なる体系のものであるが。その違いは可成りのもの

である｡

　第二例示の内容は，表面上第一例示と連続している。すなわち第一例示の最

終日である９月30日の勘定残高か，第二例示の初日である10月１日に表面土引

継かれている。このことから当然のこととして，第二例示の記帳主体もまたフ

ッガー家のヴェニス支店である。

　では第二例示では，どのように第一例示の勘定残高を引継ぎ，取引をどのよ

うに仕訳し，それをどのように勘定口座へ転記して，12月31口にどのような処

理を行って終了しているのであろうか。これらの諸点を一つ一つ吟味して，第

二例示の全容を明らかにするのが，これからの作業である。



　２．第一一例示の仙支店勘定期末残高

　第二例示は、第一一漕|』示の9J｣3011の残高を引継ぐところからはしまっている

が、９月30日の最終の勘定残高が、そのまま引継がれているわけではない｡ま

た９月30目に存在Ｌたものすべてが引継がれているわけでもない｡では９月30

目のどの段階の勘定残高を引継いでいるのであろうか。また9 Jjぶ旧に存在し

たもののうち、どのような勘定残高を引継ぎ、どのような勘定残高をなぜ引継

がないのであろうか。

　まず第一例示における締切手続開始直前の勘定残高をみよう。それは、-Jぎ

のとおりて･Iあっだ馬【VOn S01】､Wir S011ellとも、勘定目副剔設丿乳単位dUC.､合計額は

削Iltと1Jduc.182710.－｡9.)

O Von soll に勘定残高を有Ｌた勘定りJIとその金額。

　ｕ‥マ支店98478.4.4，ミラノ支店3113(l.12.13.ビザェ銀行831.2.8，銅MI.2.15，

　rﾌＪン支J11; 137:18.14.27，現金2412.11.8，ヤコプ・ワ･jが一一氏35978.1.8，

('.?wir so1101に勘定残高をｲ1'した勘定科llとその金額.

　アン)-ワープ瓦1占6789(1.2－，ポッツェン支店18504.1R.5，ダニエル・デ・ソウイ･,チ

　=1氏2･伺．-－．－．りオン支店4460.--.－.ハル支店86943.4.4.ニュールンベルクｉ店

　4672.-一一.一一.

　これら13の勘定残高のうち、第二例示に引繕がれているのは、借方に残高を

有したうちのビザニ銀行、銅、現金、ヤコブ・フッガー一氏の四つの各勘定残高

と、貸方に残高を有したうちのダュエル・デ・ソウイッチョ氏勘定の残瓦す

なわち全部で五つだけである。フッガー家の他支店の勘定残高は、それが貸借

のいずれであるかに関係なく、一つとして第二例示には引継がれていない。

　では、なぜビザニ銀行、銅、現金、ヤコブ・フッガー氏、ダニエル・デ・ソ

ウイッチョ氏の各勘定残高だけを引継ぎ、フッガー家他支店の勘定残高は引継

がないのであろうか。それは、つぎのような理由によるものと考えられる。

　９月30日の締切時にヴェニス支店に存在したものは、当然その日の帳簿にす

べて勘定残高として示されている。ところで、もしそれら９月30日に存在した

むのが、10Jj l L｣にそのまま存在したとすると、それが現金。商品、第三者ま

たはフ･ソガー家の他店に対する債権・債務のいずれであったにしても、ｉ然ヴ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　い｡｀yaに例示朗|:,諧Q 173

ェニス支店の帳簿目こおいて引継がれたであろ乳，引継がれねばならなかった

であろう。このことを遂にいえば，たとえ9J｣ぶ〕日に存在L.たとしても，1[川

１日に存在しなかったとすると，それが何であったとしても，10J]1[]にヴェ

ニス支店の帳簿ﾄ｡で引継かれることなど，決してありえない。第二例示に，フ

ッガー家の他支店に対して９月30日に存在した債権・ｲ責務が引継がれていない

のは，10月I IIにそれらが存在しなかったためなのである。

　ではなぜ，９月3()[lの時点でヴJ.ニス支店に存在した他支店に対する債権と

債務か,10J日日にはヴェニス支店に存在しなくなったのであろうか。それは，

９月30日にヴェニス支店で帳簿を締切った後に，同日付で本店において，それ

らが他支店のヴェニス支店に対する債権または債務と，帳階上で相殺されたた

めなのである。

　フッガー家の各店は，本店を含めて，すべてヴェニス支店と同一の帳簿処理

を行,っていたであろう。だとすると，ヴェニス支店のある他支店に対する債権

　(または債務)は，当該佳支店の帳簿ではヴェニス支店に対する同額の債務ほた

ほ債郵として必ず記帳されていたであろう。したがって本店において，各支店

から送られてきた計算書を集計してフッガー家全体の計算書を作成するとき

に，ある支店と別の支店の聞に存在したｲ責権または債務については，相互に帳

簿上で相殺消去することが，手続的に可能であったわけである｡この相殺消去

しようと思えば可能であｰった各支店間の債権と債務を，フッガー家では帳簿を

締切るごとに，本店において相‾りでに相殺消去していたのである(4)。では，相殺消

去しない方法があったにもかかわらず，なぜ相殺消去する方法を選んだのであ

ろうか。それは，支店間の債権と債務を相互に相殺消去することが，各店のそ

の後の処理手続を減らすことになり，またフッガー家全体としての計算書も簡

潔なものとなしえたためであろう。

　この意味で，第二例示においてフッガー家他支店に対する債権と債務が引継

かれていないのは，あくまで同家の方針であって，第二例示の記帳システムそ

れ自体のためではない。第二例示の場合でも，もし10月１ロに，他支店に対す

る債権および債務が相殺されないまま残,っていたとすると，後述する仕訳原則
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によ-jて処理したはずである。

　このように，他支店に吋する債権と債務を本店において相殺Ｌたとすると，

T一統的には，第三者に対する債権および債務も同様に処理しえたはずである。

L.かし第三者に対する債権と債務については，そのような処理を行ってはいな

い。それはなぜか。それは，第三者に対する債権と債務の場合は，特定の第｡-j.

名･に対するものをフッガー家全体として集計したときに，相互に同額になると

はかぎらなかったためであろう。

　もしフッガー家全体としての特定の第三者に対する債権と債務か同額でない

としても，相殺は可能である。しかしそのさいは，本店で相殺したあとに，債

権またはｲ責務が残ることになる。そのとき。ワッガー家とＬては，その残った

特定の第三者に封する債権または債務の処理を，いずれかの店が事務回|継が

ねばならない。この場合，引継ぐことになった店は，以前の債権または債務を

い･ったん消去し，引継ぐことになった債権または債務を記帳する処理を，また

引継かない店はそれまでにあった債権または債務を消去する処理を行わねばな

らないであろう。また相手方としての特定の第三者は，フッガー家のどの店が

以後の相手であるかによって，それに見合った処理を行わねばならないことに

なる。これらのことは，交通・通信のシステムか十分に整-っていない当時にお

いては，スムーズに処理できなかったかもしれない。いわば，各店の第三者に

対する債権または債務を帳簿の締切りごとに集計・柑殺することは，フッガー

家としてもまた相手方である第三者としても，とくに好ましい処理であったと

はいえないのである。

　このように相殺消去したあとの手続が好ましいものとなるか否かが，相殺す

るか函かの基準であったとすると，特定の第三者に対する債権と債務を本店で

集計Ｌたときに，たまたまそれらが同額になると，相殺したかもしれない。た

だそのような場合は，記帳例示には含まれていない。

　以上のことから，フッカ･一家は本店中心の会計処理を行,っていたものと考え

られる。ただ。本店で相殺処理を行うとしても，当時の通信・交通事情からす

ると，期末の勘定残高がその日のうちに本店に伝えられたとは考えられない。
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したｶ≒で各支店は、本店で以上のような相殺処理を行う

の処理を行っていたと考えねばならない、

第一例示との非連続性

とを前提に，期首

　ヴェニス支店の有した他支店に対する債権と債務を，９月30日の締切接に本

店で相殺するとすれば，以後それ４がヴェニス支店には存在Ｌないことになる

ため，それらを９月30[j付で消去Ｌなければならない。その消去は，つぎのよ

うに行うことになる。他支店に対して存在した債権の場合は，一方における他

支店に対する債権の減少と他方におけるヤコブ・フッガー氏に対する債務の減

少として，すなわち第一例示の仕訳原則によると，当該他支店勘定の貸方とヤ

コブ・フッガー氏勘定の借方に，その債権額を記入する。また他支店に対して

存在した債務の場合は，一方における他支店に対する債務の減少と他方におけ

るヤコブ・フ･ソガー氏に対する債権の減少として，当該他支店勘定の惜方とヤ

コブ・フ･ソガー氏勘定の貸方に，その債務額を記入する。

　このことを其体的にみると，ヤコブ・フッガー氏勘定の借方にローマ支店，

ヘ
ー
ベ

ラノ支店、オフェン支店に対する各債権残高の合計duc.143347.7.12を記

入し、それぞれへの債権残高をそれら各他支店勘定の貸方に記入することにな

る。またヤコブ･フッガー氏勘定の貸方にアントワープ支店、ボッツェン支店、

リオン支店、ハル支店、ニュー-ルンベルク支店に対する各債務残高の合計duc.

182470.－｡9を記入し、それぞれへの債務残高をそれら各他支店勘定の借方に

記入することになる。９月30日付で、各支店勘定の残高をヤコブ・フッガー氏

勘定へ振替えたのか、これである。このことの結果とＬては、各他支店勘定に

は残高がなくなり、他方で９月3()ロの締切手続開始前には借方にあったヤコ

ブ・フッガー氏勘定の残高duc.35978.1.8か、貸方duc.3144.15.31に変わる

ことになる。

　しかし第一例示での期末処理は、この段階でおわってはいない。９月30[jの

最終段階でのヤコブ･フッガー氏勘定の残高は、貸方duc.2412.11.8であった。

それは、他支店勘定の各残高を相殺したあとのduc.3144.15.31に、さらにそ



の時点で存在し，しかも10月１日に引継がれるビザニ銀打，銅，ダニエル･デ･

ソリイ一一･チ・氏の幹勘定残高までを加減したためである。ここまでの処理を行

-ったのは，その時点での現金勘定惜方残高とヤコブ｀･フッガー氏勘定貸方残高

との一一一致を確認することで検算を行うためであ,ったが‘5)，匯二例示との関係で

みると，そこにはつぎのような一つの問題が存在することになる。

　もＬ第-例示と第二例示が，手続的に真に連続しているとすると，第二例示

の最初の手続は，第一例示の最終の勘定残高を引継ぐものでなければならない

であろう。すなわち，たとえ検算のためとはいえ現金勘定を除く諸勘定の残高

をヤコブ・フ･ソガー氏勘定に振替え，９月30日の最終段階では，勘定残高が現

金勘定の借方とヤコブ・フッガー氏勘定の貸方にだけしか存在しなかったので

あるから，10月１日には，現在の形式で示すと，つぎの仕訳を行わねばならな

かったはずなのである。

　　　　哺III=1現　　　　　　金　2･112.11.8　(貸lヤコブ・フ‥,ガー11　2412.11.8

　しかし，第二例示の最初に行われている仕訳は，このようなものではなかっ

た。実際に行われている仕訳は，現在の仕訳原則・仕訳形式に従って示すと，

次のようなものであっだ6'。(後述するごとく，■二例示の仕訳原則に従‘゛jlて処珊｡すると，

著しく異な･-,たものとなる。①--④は筆者添付)

①吋）ビザ

②（巾

③亦）現

銅

銀　行　831.2，S

　　　　　141.2.15

　　金2412.11.H

④浦lヤコプ・フ･yガー氏

(貸

(貸

(貸

ヤコブ・フ一一yガー氏　831.2.8

ヤコプ・フッガー氏　141.2.15

ヤコブ・フ･yガー一氏2412.11.8
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　これらの仕訳が，９月30ロに他支店勘定の各残高をヤコプ・フッガー氏勘定

へ振替えたあとに残った，それら以外の勘定残高を引継ぐためのものであるこ

とはいうまでもない。いれば第一例示が，性支店勘定の各残高だけをヤコブ・

フッガー氏勘定へ振替えた段階で終了していることを前提とする什訳である。

　もし第一一例示から第二例示への繰越手続が真に運続しているものとするため

には，つぎのいずれかの処理でなければならなかったはずである。一つは，他

支店勘定の残高だけをヤコブ・フッガー氏勘定へ振替えたところで，第一例示

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第,り;7第!例示の仕訳I眼］｡77

をおえておくやり方である。その場合は，第二例小で実際に行丿分Lている什,沢

ヴ､ヽ

許一一例示の最終段階と手続的に連続することになる。他の一つは，９月30

llに現金勘定とヤコブ・フッガー氏勘定だけに残高が生ずる段階。いわば第一－

例示で実際に行われている最終の段階まで行い，10月１口はまずﾄ記③の仕訳

を行って，その後９月30日にヤコブ・フッガー氏勘定に振替えたものを再び独

'をさせるために①，②，④の各仕訳を行うやり方である。しかしこの処理では，

９月301｣にい-Jたんヤコブ・フッガー氏勘定に振替えて消去したものを，再び･

復活させる点に，問題が残ることになろう｡

　このように，第二例示が第一一例示の最終の勘定残高ではなく，それ以前の段

階の勘定残高を引繕いでいることをもって，第一例示と第二例ぶが手続的に真

に連続しているといえるであろうか。当然，そうはいえないはずである。した

がって，結果的にはともかくも，手続上は第一例示と第二例示は分断されてお

り，それぞれが独立していることになる。

　ただシュバルツ白身は，このような処理を行ったにもかかわらず，第一例示

と第二例示は連続しているものと考えていたように思われる。それは，後に示

す10Jj 1 日の最初の仕訳の小澄き中に，｢……前期の計算において，われわれに

債務かあった；(中略)その残高をもって再び受入れに記入する｡｣と書かれてい

るからである‘7)｡かれは，９月30日に存在したものを結果として引継ぐことをも

って，手続が連続していると考えていたのであろう。いずれにＬても，シュバ

ルツにおいては，期末の検算手続と締切手続か相互に独立しておらず，そのた

め期末と次期ii'を結ぶ一一一貫した処理手続が，未だ完成していなかったことは明

らかである。

　４．貸借の区別

　現金，銅およびビザニ銀行に対する債権と，ダュエル・デ･ソウイッチョ氏

およびヤコブ・フッガー氏に対する債務だけを引継ぐとして，それらを含めて

第二例示では，取引をどのような仕訳原則をもって記帳するのであろうか。

　この点を明らかにするには，第一例示の場合と同様に，仕訳の貸借の勘定科
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目の関係を，小書きを吟味Ｌつつ検討すればよいであろう。Ｌかし第二例示の

場合は，それとは違う若干手数のかからない方法がある。それは，まず1(川１

目付でなされている前掲の四つの開始仕訳を吟味するやIJ方である。9 Jj30日

に残･njていた各勘定残高の内容が明らかなのであるから，引継いだ10J日日に，

それらをどのように仕訳しているかがわかると，自ずと仕訳原則も明らかにな

るはずである。もし，四つの開始仕訳中に含まれていない取引があったとして

も，それが四つの開始仕訳と反対またはjF負の関係にある取引であるかぎりは，

明らかにすることができるであろう。

　そこでまず，改めて10月１日付の開始仕訳をみると，それらはつぎのとおり

である圓。

　　　　1516.Adi primo dc octohrin duc. 831.9.2.p，S fur einnemen. SOIl vns al bancho

　　　Risani.vmb souil jst er vns in nechstel-rechnung auff ullimo Settembcr schuldig

　　　beliljel】；vlldper saldo derselhigen rechnung fur auageben gesetzt.Hienlit widervmb

　　　fur einneme11. duc.831.2.8.

　　　　1516年]Ojl11J，受人jLについてduc.831.9.2.p.8.ビザーニ銀打はわれわれに〔り･え〕

　　　1jばならない｡それだけかれは，9 J'|末Ｈでおわ，た前期の計算におぃて，われわれに債

　　　務があったｌそしてそこでの計算では。残高を払出しに記入した。その残高をも･1て再び

　　　受入れに記入する。duc.831.2.8.

　　　　R detto fur einnernenduc.141.R.2.p.15 vnd fur empfahen g faS in 225 ctr.Botzner

　　　gewicht Schwalzer kupffeTjst.vmb das ich im beschlus der nechsten rechnung fur

　　　a11Bgehen gesetzt hab, vmb rcchnunR zubeschlieUeilvnd saldo zumacheTI. snuilkupffer

　　　v(｡1rhande)1beliben ist vnd per tanlo dinari per creditor gestanden. Sctz ich hienlitdas

　　　kupffer wider fur enlpfahen vlld das gell nicht fur cinnemen， dann ich das kupffer

　　　nicht mer per schu]dner halten wi11.wie im alten Zonlal stecl an a carta 13 benent，

　　　duc.－.An a carta 46 steelper einnemen illzwo posten vmb die 225 ctr.duc.680ﾚ1.

　　　Daruon obgemelt 141. Resl ist gwin, pleibtim einnemcn.

　　　　同日。受入れについてduc.141.9.2.p.15，そＬて受入れについてホッツェンの重量で

　　　225 1y・ントナ･で９樽の銅：すなわtJわたくしは，前期の決算で計算を締切るために，

　　　それだけを払出しに記入Ｌた。それだけの銅が存在し，その数量を貸力に記入した。わた

　　　くI｡はその残量をもって銅を再び受入れに記入するが，金額は受入れに記入Ｌない。なぜ

　　　な･｀,，わたくＬは釧につぃては，害ぃ仕訳帳のac｣3にぷすとおり，もはや情務者を有し

　　　ないからである｡ac.46で二つに分けて225ツェントナー，duc.680凶を受入れに記入する。

　　　そのためｈ配duc，141を上まわる残高は利益で受入れ側にとどまる。

　　　　E detto fur einnemen d1】c.2412.9，11.p.8.Die snll vns die cassa, vmb souilistin

　　　nt!chsterrechnunR ultjnloSettember an barem ge】tuberplihen per resto derselbige11；
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thut duc. 2412 1】.M，

　|,･｣ll，受人れについてduc.2112.9，11.p，8｡｣児金はその額をj･Jお｡われ｡に(与え･jねば

な1･,ない，それたけの余部が9 JI末IIのlii)期の計算にj;･ヽて，そｸ1残高として現金で存在

|｡た:L.たか,』てd1】c，2412.11.S｡

　E de11,｡1｢ur auBgeben per Jacob Fugger duc. 24rl.nie sol｣enwird(jmin,I Dallielo de

S,juich,j.vmh s,Mlil seien wir im schu]dig llelibe,l im beschlus der nechsten rechnung

a(lhJltiml-I Scllenlher : vnd per sald,-l derselbigen pPr dcbitnri Me111achl : hiemjt wider

fur creditor vnnd ful･ a1JBgeben，duc.2収|

　同11，ヤコプ・ワッガー氏に-jいて払出L duc.240｡われjっれはその金額をダニエル・

テ。'ノウイッチ｣1U.で(･り･えjねばならない。それだけj･り'ijｺれは，9 y13011でおj-1る前

期の1汁祚の締切りにおいて，かれに債務があ,った：そ1.てその残高を狼'Jjに･記入L.た｡そ

の残高を再び貸方すなわち払出しに記入する｡duc.24{|。

　ト記の仕訳は，四つに分かれている。改行するごとに，新しい什訳となって

いるのである｡これらのうち，第一と第三の仕訳ではSollvnsを，また第pLIの

什訳ではWir sol】enを見出すことができる。これらvns so11 とWir soHe11

が，第一例示で貸借を区別するものとして用いられた語句であることは，いう

までもない｡第一例示では，vns soll またはSoll vns では[こまるときは仕訳

の借方であることを，またWir soHen またはSo]len wir ではヒまっていると

きは仕訳の貸方であることを示した｡第二例示においても，vnssonまたはSo11

vnsとWir sollen またはSo】len wir が，借方と貸方を示していることに変わ

りはない。そのことは。仕訳帳より転記される勘定口座の記入をみることによ

り断言できる。仕訳がvns soH またはSOH vns ではじまるときの金額は見開

きの左側頁すなわち勘定|】座の借方に，Wirs�lenまたはSonen wir ではじ

まるときの金額は見開きの右側頁すなわち勘定口座の貸方に，必ず転記されて

いる。

　L.かし仕訳の貸借を区別するものとＬでvns sol】まはたSOH vns とWir

sollenまたはSollen wir だけが用いられているのだとすると，第一，第三お

よび第四の仕訳では，貸借の‥方しか示されていない１とになる。第ﾌこの仕訳

にいたっては，vns so11またはSo11 vns およびWir sol】enまたはSOHen wir

の双方か見当たらないのであるから，貸借の一方すら示されていないことにな

る。で'は第二例示の仕訳は，単式でなされているのであろうか。決してそうで
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はない｡第:l例小では、vns so】】またはSoll、･nsおよびWir sollen または

So】】enwir のほかに、もうー･絹の貸借を区別する語句が用いられているのであ

る｡勘定口座をみることにより、借方を示すfur einnemen と貸方を示すfur

ausμbenが、それであることがわかる。

　実は、第フ｡例示では仕訳を転記する勘定[]座が、二つの帳簿に分けて設けら

れている。第一一例示でも用いられていた債務帳(SchLIldbllc11)とCapUS‘9'がそれ

である｡もちろん、いずれの帳簿の場合も。各勘定II座は見開きの左右の頁を

使って、貸借の二つの佃｣が分けられている。

　そのうち債務帳には、現金、ローマ支店および第三者の各勘定口座が､Capus

には銅、銀、ヤコブ｀･フッガー氏およびローマ支店を除く他支店の各勘定ロ座

が開設されている(1‘1'｡そして債務帳に設けられている各勘定口座へ転記するさ

いの貸借を区別するものとして、第･一例示と同じく　vns so】IまたはSo】l vns

とWir sollen またはSollen wir が、そしてCapusに設けられている各勘定【】

座へ転記するさいの貸借を区別するものとして､fur einnemen とfur ausgeben

が用いられているのである。

　第二例示においても､仕訳の書き方は未だ文章形式を完全には脱していない。

動詞か省略されている点で完全な文章とはいえないものの、文法上の語順が依

然として強く意識されている。

　vns so11またはSol】vnsではヒまる部分では、主語か勘定科目である。Wir

sollenまたはSol]en wir では1こまる部分では、目的語が勘定科目である。そ

してfur einncmCTI およびfur auSgebenを含む場合は、perトにｰ)き)につづ

く祢同が勘定科目である｡

　ただ卜記四つの什訳のうちはヒめの三つにおいては、fur einnemen は存在す

るものの、per十名詞が見当たらない。すなわち勘定科目が書かれていない。

これは勘定科目が省略されているものと考えねばならないが、とすると省略さ

れている勘定科目は何であろうか。それはヤコブ・フッガー氏勘定である。こ

のことは、仕訳とCapusに設けられているヤコブ･フッガー氏勘定への記入を

腿ることにより確定できる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　笛以?aに例示の仕訳帳】sl

　10月２目以降の仕訳では，12J｣311]の２番11の仕訳の場合を除いて。勘定科

目が省略されていることはない‘l l'。したがって10J]1日付のはヒめの:三つのｲ士

沢でヤコフ･･フッガー氏勘定が省略されているのは，例外ということになる｡

しかし,それら四つの仕訳にかぎって勘定科目をなぜ省略したかは不明である。

　　５．仕訳原則

　すでに述べたvns sol]またはSon vns，Wir so]lenまたはSo11en wir ，

fur einnemen， fur ausgeben の使い分けからすると，1〔〕月1r]付の最初の仕

訳は，現代風の形式で書いた場合，つぎのようにな＆

　　　(惜11ヤコブ。‘ﾌ･yが‥氏S31.2.H

　　　凶1･JﾋI　ぜ　J･　銀　石　M.･{1.2,8

　すなわち，取引を二つの要素に分けたときの勘定科目が，双方とも借方にな

る。現在の仕訳原則からすると，このような仕訳は決して存在しない。しかし

匙l例ぷの場合は，十｡記の仕,沢で誤りではないのである。すなわち第二例示の

什,沢においては，現在われわれが用いている仕訳原則とは，一部の貸借が逆の

場合があり，複式に仕訳したときの二つの勘定科目が，ともに貸借の一方だけ

となることもありうるわけである。したがって第二例示で･｢複式｣という意味

は，単に取引を二つの要素に分けるということにとどまり，決して必ず左右二

つの側に分かれるという意味ではない。

　では，第二例示の仕訳原nl｣は，どのようなものなのであろうか。

　上記の仕訳か，ビザュ銀行に対して有Ｌた債権と，それに見合うヤコブ・フ

ッガー氏に対する債務を引継ぐためのものであることはいうまでもない。した

がってまず，ヤコブ・フッガー氏に対して債務か生じた場合と，第三者に対し

て債権が生ヒた場介は。ともに借方に記入することかわかる。そしてこのこと

からはまた，取引内容が反対の場合には貸借遂に記入するはずであるから，ヤ

コブ・フッガー氏に対する債務が減少Ｌた場合，および第三者に対する債権が

減少した場合には，ともに貸方に記入するであろうことかわかる。

　以Ｌのことからはさらに，債権と債務が正負の関係であることから，ヤコブ･
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｀フッガー一氏に対して債権が生じた場合と，第三者に対Ｌて債務が生じた場合は。

ともに1?方に記入するであろうことが伺則できる。そしてそのような取引を，

われわれは10月８日付の仕訳にみることかできる。その仕訳の勘定=科目はヤコ

ブ・フ･･･が一一氏とフランコ・チりエナ氏であるが，ともに貸方である。そL.て

小書きには，つぎのように書かれている‘12'。

vmb st)uilschrib vnns hen- Jacob in vier wochen 2u2a】ellgemeltenl Ciucna llach

('hem datum. lst von wegen der GralldeT-.

　　ヤ:Jソ・フ・が一氏はjjLjlれに．本日以降４週間以内に，上記チウエナ氏に.吋『.て支

払う，レj.f･形で指,1iしてきた．そ1』は太公の命1,:よるものである.

　すなわちこの取引は，太公がチウエナ氏に行うべき支払いを本店が行うよう

依頼され，それを本店かヴェニス支店に指示したものである。したがってヴェ

ニス支店には，チウエナ氏に対して債務か生じ，他方でヤコブーフッガー氏に

対して債権が生じている。

　このことからはさらに，ヤコブ・フッガー氏に封する債権が減少し，第三者

に対する債務が減少Ｌた場合は，ともに借方に記入するであろうことが予測で

きる“3'。ヤコブ・フッガー氏に対するｲ責権・債務の発生・消滅に関する記入の

貸借関係は，第三者の場合の貸借関係すなわち現在われわれが用いている貸借

関係とは，逆なのである。

　10月１日付の２番目の仕訳は，引継いだ銅についてのものである。すなわち

銅が増加し，それだけヤコブ・フッガー氏に対して債務が生ヒている。このよ

うな場合にともに借方に記入することから，銅が増加した場合は借方に記入す

ることがわかる。したがって銅が減少した場合は，貸方に記入するであろうこ

とが予誹』でき，11月８日の２番目の記入でそれが確認できる(“)。その取引は，

ビザェ銀行に対Ｌて６樽,重さにして150ツェントナーの銅を，10ツェントナー-

当りduc.42で掛売りしたものであるが,そのさい銅勘定の貸方とビザェ銀行勘

定の借方に記入している。

　銅の増加を借方に，その減少を貸方に記入するとすれば，同じく商品である

銀の場合も同様に処理するであろうことが予測できる。そしてこの予測の正し

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　jい･;″･:t准小の仕､ij㈲IS3

いことは､10Jj20日と]IJ]1()llの銀の受入れをそれぞれ銀勘定の借方に記入し

10j｣24EI、11J191j、11J｣2411、11月28【|および】2J]2211の銀の販売または仙

店への発送を、それぞれ貸方に記入Ｌていることにより確認できる‘15)､｡

　10Jn ljの第.mの仕訳は、同日現金を引継いだものであるから。現金が増加

したときは借方に記入することがわかる。そしてこのことからは、現金が減少

L.た場合は貸方に記人するであろうことが予測できる。

　以llのように、10J｣]日の開始什訳を検討することによって、現金および商

IWI【銅お､tぴ銀】の増減、ヤコブ･フッガー氏お､よぽ第三者に対する債権･債務の

増減を記入するときの貸借関係は。|り]らかにすることができる。では残ったフ

ッガー家の他支店に1ヽjする債権・債務の場合は。貸借をどのように使い分けて

いるのであろうか。この点については、当然ヤコブ｀･フ･yガー氏または第三者

のいずれかと同様に処理するであろうことが考えられるが、そのことを確定す

るために、ローマ支店勘定以外の他支店勘定か鏝初に用いられている什訳、す

なわち10J｣5U付の仕訳をみることにする。ここでローマ支店勘定を除くのは、

それだけは、第三者勘定の場合と同様の貸借をもって仕訳されているからであ

る。その仕訳の借方勘定科目はオツェン支店で、貸方勘定科目は現金である｡

いま仕訳全体を示すと、つぎのように書かれている‘16'｡

　Adi5.de oct,lber fur einn(,lncn per ofell dur. 3911n.Dies(,11en wir a rassa. vmbs,luj)

hal vns hie za】IJobst LudwiM,der Poner dicner. Sollen im die vnsern zllofl?n het7ale11

in gulden u1114cl‘.zu ll15f1.1-h.386]MC'.:thut duc. 3!】(10.

　10J15日にオフj.ン如,'i心｀l入れについてduc,:190n，それだけの金額をわれわれは，現

金に(･り･Zjねばならない.それだけの金額忿･.-lii地.で･ポナ一氏の奉公人ヨブスト・ルド

･ｙィヒがわれわれに£払･った.オフ.･ン支店が彼に3S6】MハンガI』－‥グルテIンを支払わ

jjほ'ならない．

　この小滞きからは，ルドヴィヒがヴェニス支店に現金を支払ったこと，およ

び･その現金は後L｣オフェン支店でルドヴィヒに支払わねばならないことがわか

る。ＬたがってDie sollenn wir～は誤りで，正しくはDie so]】vlls～とすべき

はずである。この仕訳の勘定科目は，ともに借方なのである｡この現金を，･ｙ

ヱニス支店はオフェン支店に送らねばならないのであるから，この取引によ-1
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でウ･ェーニス2どjl･11には，オ｀ﾉ=rン支店に封する債務が生にている｡このオワｊン

之店に吋する債務の発生を借方に記入しているのであるから，他支店に.i･j' L て

債務が発生したときにも，その支店勘定の借｡ゐ'に記入jることが確認できる｡

　このことは，もレオフェン支店に対して送金Ｌ，同支店に吋する債務が無く

なる
レ
ー 同支店勘定の貸方に記入するであろうことを劃UI]させる。そし｡てさら

に　鉉支店に対して債権が生じたときは貸方に，債権が消滅したときは借方に

記入するのであろうことも楠測できる｡このうち他支店に対する債権の発生を

貸方に記入することが正しいことは，11 J』13日の仕訳をみることにより確認で

きる。

　1HH3EIの仕,沢の勘定科目はオフェン支店とアレクソ・デ・ネルり氏(とい'

貸訓であるが，小書き以ドはつぎのように河かれているtj7'。

　　　Vmb sn1,ilhal nlan dl･nvllserllzuofeTl mit ,･ngel'.mUntz vegnue以,dllc.31‾11'】l.1｡

　　　かれ:ji . j)れｂれのオ'ノェン支jllii.'ハ●がりーの貨幣をし-Jて支払-Jた，dUC.lllln.

　ニの小書きから，オフェン支店が現金を受取ったことがわかる。しかし，こ

の時点では，ネルり氏に対する債権・債務はなかった｡それを上のように仕,沢

するのであるから，本来ヴェニス支店が受取るべきものをオフェン支店が受取

･った場合と考えねばならない。すなわち，オフェン支店に対して債権がネルり

氏に対して債務が生じたのである。

　他支店に対する債権および債務の発生についてその貸借が桶定できると，他

支店に対する債権および債務の消滅をそれとは貸借逆に記入することは，容易

に考えうる。

　以トをまとめると。第二例示の什訳原!!11は，次頁(第２図)のようなものであ

ることになる｡いわばフッか一家内部の惶店に対する債権と債務の処理につい

てだけ，第二者の場合の貸借関係Ｌたがって現在われわれが用いている貸借関

係と，逆なのである。

　６．取引内容

　(第２図)では，二つの要素を結ぶ線が35本引かれている。したがって，取

引は35通りの組合せをもって仕訳できることになる。ＬかＬ，第二例示に含ま

債務帳

vnsso11

Capus

ｆｕｒ ｅｊｎｎｅｍｅｎ

／
―

｜

』

　　(借方)

現金増加

　　　(第２図)

第二例示の仕訳原則

第二者に対する債権増加

第三者に対する債務減少

商品増加

フッガー家他|占への債権減少

フッガー家他店への債務増加

第hl;7･哨･.既jJI､ｼﾞjjL､ij l帳IK’

　　(貸方)

現金減少

第三者に対する債権減少

第二者に対する債務増加

商品減少

フッガー家他店への債権増加

フッガー家他店への債務減少

　
　
　
　
　
ｊ

ｊ ｊ

債務帳

Wir sollen

Capus

fur ausgeben

　　　　(注)ローマ支店はフッガー家の他店ではあるが，本図では第三者として取扱われている。

れている59の取引は，そのうちの17通りの組合せをもって処理しうるものだけ

である。それら17通りの組合せは，(第８表)のとおりである(18j。

　つぎに，これら17通りの組合せで処環されている，具体例をみることにする｡，

　①の例としては，睦月12日の取引をあげることができる‘191.それは，オフェ

ン支店の指ぷに従って，ニュｰ一一ルンベルクの商人のヤコブ・ポナーの使用人か

ら現金を受取,ったというものである｡その時点で，オフェン支店に対しては，

情楠はなか,｡た，②の例としては，アントワー-プ支店振出L.，カペロ銀行支払

の為替ｆ形を，11Jno日に受取った取引をあげることができる‘2oj。アントワー

プ支店の依頼による，カペロ銀行からの債権の回収である。この時点でアント

ワー-プ支店に対しては，債権も債務も存在しなかった。

　③の例としては，１□ｎ５【】のダニエル・デ・ソウイッチョ氏に対する債務の

支払を，アントワープ支店に依頼した取引をあげることができる‘21'。④の例と

しては，10月I Ljの前期からの銅の引継ぎをあげることがで･きる。

　⑤の例としては，12月29目の，カペロ銀行から債権残高を現金で回収した場

介をあげることができる(馬⑥の例としては，1)月８日の，ローマ支店の指ふ

による現金の受取りをあげることができる‘23'。このような組介せは，ローマ支
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第二例示の取引組合せ
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第三者に討する債権減少

第でl-.相こ封する債務増加

商品減少

現分減少

-

第.･ﾚ者1,'乙女･j'する債権減少

ノ･ソガー家他店への債権増加

'フッガ・一家他店への債権増加

｜ワッガー水仙店への債権増加

　ワノガー家仙店への債務減少

店勘定の場合だけ第工者勘定と同様の貸借関係をも一Jて処理することから、同

｡以ﾘとの間でのみ生じている。純粋な第二者から現金を須かるか借入れる取引

は。行j)れていない。

　⑦の取引としては、商品を現金売りした場合が考えられる。第二例示でも商

品販売の処理には、現在でいう総記法と形式llは|司じ方法が用いられている。

12月22日と12月28日の取引がそれである12‘j。他に一つ、1(哨24[]にも同ヒ組合

せの仕訳がなされているが、それは商品を現金売りしたものではなく、銅およ

び銀を絹布と交換したさいに、与えた銅および銀の額が受人れた絹布の額より

大きか､､たため、差額を現金で受取った場合である。⑧の例としては、11月４

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　な利川回列示吐雌】H7

11の２番目の取引をあげることができる‘2!･'。それは，ローマ支店の指示に従っ

てダニエル・デ・ソウイ･,チョ氏に対して現金を支払一一たものであ配。口‥マ

£店だけを第三者と同様に処理しているため，このような組介せが生じること

になる｡

　⑨の例としては，12J1 7 11の取引をあげることができる12瓢それは，ローマ

支店に｡吋して存ずI士たｲ責権を【口l収するものとして，ローマ支店振出し，ビザェ

銀行支払の為作手形を入手したものである｡このような組合せになるのも，ロ

ーマ支店勘定についてだけaR三者勘定と同様の処理をするためであることはい

うまでもない。⑩の例は，1け□目の２番目の取引にみられる‘27'。それは，口

‥マ支店振出Ｌ，スワン・ザチャリア氏受取りの為替手形を引受けたものであ

る｡その時点では。ローマ支店に対して債務が存在せず，ザチャリア氏に対し

ては債権も債務も存在しなかったため，ザチャリア氏に対して債務が生ずると

同時に，他方でロー-マ支店に対しては債権が生じたのである。⑩の例とＬては，

11月９日の取卯2“j，すなわちビザニ銀行に対Ｌて銀を掛売りＬた取引をあげる

ことができる｡

　＠の例としては，Ｈ月2 11の最初の取引をあげることかできる‘'91.それは，

1削｣８日に引受けた為惨手形の受取人チウエナ氏に対して，手形金額の一部を

現金で支払ったものである。⑩の例としては，12月20日の最初の取引をあげる

ことができる‘3'1)。それは，チウエナ氏に対する債務を返済するために，ｲ責権を

ｲfLたソウイッチョ氏宛にチウエナ氏受取りの為替手一形を振出したものであ

る。

　⑩の例は，11.J'j 15 日の２=唇目の取引にみることができる(31',，それは，ミラノ

支店の指示によ,-,て，11 J)2日に同支店にバルトハザール氏が払込んだ現金を

ペテロ・アマデオ氏にヴJ.ニス支店が支払った場合である。この時点では，ミ

ラノ支店との間に債権・債務の関係はなかった。０の例としては，11月15日の

最初の取引をあげることができる‘32)。それは，カペロ銀行がヴェニス支店に対

して債務を返済するさいに,その支払をミラノ支店に対して行-1たものである。

　⑩の例としては，12月６日の取引をあげることができる‘13'。それは，インス



1闘

ブ･しつク,UII汐)振出したビザニ銀行jl取りの為作1目|:jを，･ブエニスjど店か引受

けたというものである。この時点で，インスブルック如II随の|司に債権・債務

の関係はなく。ビザニ銀行に対しては約duc.6650の債務が存在Ｌた。

　○の組介せとなる取引は，12jj31日の帳簿締切時に生Lこている‘燃，それは，

その時点の現金貼定借ゐ'残高とヤコブ・ワ･ソガー氏勘定の借方残高(借務残,郎

を相殺したものである。

　もしローマ支店勘定を他のフッか一家他店勘定と同様に処理していると，取

引の組合せ17は15にな･ったであろう｡

･．い

｛Ｊｊ

Ａ．Ｗ．．Ｓ．２１ト254.C2）A.W｡S.186　:yLI　A、W｡S.j〕7～211.

そjLぞれの支店は、それぞれの貨幣巾｡位｡で･記帳Ｌていた.l.たか≒て本店で･相殺i･Ilj去すると

ｙ挽回｡差額か'|比たはずで･ある｡その

　唇,11:144-ヽ-145白C参照，１６１Ａ．Ｗ。

－
１
‥
Ｓ

については、本書332L'i参照

2:13.！71A.XXr..S.233

副　A.W｡S.233..ンっ日の叱II汐)末尾a carta 46以ﾄ'は，処理.に関する,iMIIﾘltトj5-えり1る，

　引絣ぐ銅に関する,iO!ではない,J;･L木およぴ1男木では，別の位;瞑に害かねていたかもt.れない.

引水溥第１哨i=.□〕参照.

101　債務帳にEJ一一マ如.li勘定をj剔i没[.たのはZIりでｊ,･ったよ引こ思似Zjだこの開,泣か．その,iJ

　jl{処JI11を,IMIIﾘ|するたﾀﾞ,の．意識的なむのであ･iたことは1一分に考えられる.12月3HIの帳簿縞

　　り｣りでは．い･JjλCapusへ柊記1..最４の検算では，ロー-マ支店勘定を他の支11り勘定と同ヒ

　　に収lt･1ている

ql･12月31日付ｸﾞ1 2 盾 目の佳,沢は．(１０)で述べたローマ£店勘定を債務帳か,｀，Cap1,sへ移記才

　　るためｸ〕もク〕で･あるが.Capusの貸方に記入することを示↑部分で･，ロ‥マ支店勘定が省略さ

　　れている，

021　A.W｡S.23:1.

1.1ぶ　ただE.，この呻の取引は．第二例示では行おれていない．

ふ11　A.W｡S.2:15.この仕,武では．銅を･だ剥]L.たにもかかわらず，fur einnemell per k1111ffer と

　　,11=かjLていろ‥乙の,よ-Jに11Ji同:が減少したときにfur ei1111eme11 と肖いている場合か．他に6 11･|

　　もある‥二の混,U.こ･ついては．水害225～227貞参附，

ｄ５Ｉ　Ａ，Ｕこ.S.231.235.2:16 und 239.

dlaI　A.W..S.23:3,現金勘定日座削aりjに転記さお.ている，

目7･A.W.，S.2:15.

･ISII　59の取引中．二つｸl要素に分けて仕,沢されているのは52だけである｡HI月1 11の２番llの仕

　　｡Jyjよ一に:，‘.'jの要素に分けられていない仕,沢か，令部てL'Jあり，それ４はすべて一一jの

　　汗M伺1ている

!19jI　A.W｡S.2:35.j.201･A.W｡S.235.121!I　A.W｡S.236.
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第９章　仕訳の問題点

】困

　　１．取引の区分と仕訳

　第く例示での什訳原I!|｣については，これまでにその検討を　一応おわった。し

かし仕,川副jl｣がlりμっかにな,-｣だとしても，第二例示の場合は，それだけで什,沢

の問題すべてが解|り｣できたことにはならない。

　残された|川題としては，二つがあるように思う。一つは。什訳をどのように

,IFいているか，取引をどのような区分で捉えているか，仕訳はいつ行われてい

るかといった，仕訳の仕方についての問題である。他のｰ一つは，ときに奇異と

も思える仕訳を行っている，商品取引についての処理である。

　仕,沢の圭要部分a?併の別，勘定科目，余喘を示す部分目ま，-言でいって，文法

の影響を未だ残した不完全な文章で書かれている｡すなわち仕訳の圭要部分は，

完登な文章の一部を省略したかたちで書かれている。しかも，債務帳の勘定｢1

座へ転記することとなるか，Capusの勘定ll座に転記することになるかによっ

てそこでの書き方には明らかな違いかある｡

　では，借務帳に転記することになる什訳文とCapusに転記することになる仕

訳之では，それぞれどのような事項がどのような順に書かれており，完全な文

･I?･lからみてどれはどの省略がなされているのであろうか。

　つぎに，現在であれば資産，負債，資本が増減するごとに，たとえつぎに行

われる取引がｆ定されていても，また生ヒた取引が一連の取引の一一部でしかな

くとも，それらが生ヒた各時点で取引を認識し，仕･i沢するであろう｡予定され

るつぎの取引が行われたあと，または　一連の取引すべてが終‾rしたときに，ま

とめて仕訳することはしない｡では第二例示でも，われわれのように取引を小

さく分けて認識し，その発生ごとに仕,沢するのであろうか。



　２．仕訳の記祓彩珀

　仕訳帳の記入は，数多くのパIラグラフに分かｵ|｡ているが，ａバラグラ｀ﾌは必

ず同一イ!におさめられている｡エルビング写本に関するかぎり，ytltにわた一』

で,IMり!でいるパラグラフはない｡これら‥一つｰ‥･つのパラグラフがｰつのn:,沢

であるのがふつうであるが，その数は59である‘11｡

　仕,沢は，火きく四つの部分からな･3ている｡ただ|佃品取引の仕訳においては，

三'っの部分にL.か分かれていないことかある｡

　最=防に書かれているのは，取引を'こつの要素に分けたときの一一方について示

す浴分である｡この部分は，日付，貸借の別を示す語句，勘定科目，仕訳金額

烈11白に書かれているのがふつうである‘2j。この部分に含まれている貸借の別を

示す語句は，Capusの借方を示すfur cinncme11, その貸方を示すfur ausgeben

または債務帳の借方を示すvnsso11のいずれかに限られている］責務帳の貸方

を示すWir sonen が，この部分に含まれていることはない。Capusのａ方を

小すfur ausgeben がこの部分に含まれることのあるのは，第二例示の仕訳原

I!ljによると，二つの要素がともに貸方になることがあり‘3'，Capusの貸借を示

す語句を含むものを債務帳のそれより前に書くのがふつうだからである｡

　第二の部分は，取引を二つの要素に分けたときのもう一方について示す浴分

である｡この部分はDieではヒまり，つづいて貸借の別を示す語句に勘定科目

の順に両かれていることが多い｡ここでのDieは，第一一の部分に示されている

仕,沢金額を指示するものである‘4'。このように第二の部分には，仕訳金額か11休

的には書かれていないのがふつうである。ここでの貸借の別をぷす語句は，vns

snllまたはWir sollerlだけである‘≒fur einnemenおよびfur ausgebenがこ

の部分に含まれることも，第二例示の仕訳原III』からすればありうることになる

が，そのような取引は行われていない。

　前述の仕,沢の主要部分とはこれら二つの部分をさすわけであるが，これらの

部分が不完全な文章で書かれているのである。またこれらの部分での勘定科目

は，双方の部分とも常に一つずつである。

　第三の部分は，仕訳された取引を簡単に説明する文章，すなわち小書きであ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　貧｣□い;?　11｡1j汐〕,Ilj]題,.jy　j93

る｡この部分はえ法に誂ﾚJているとはいえ省|略も多く，内容は取引によ,って｀11

然まちまちである，小書きは，‥つの文章で書かれているとほかぎらない｡15

甲,詰ほどの一一つの文･:?で書かれていることが多いが｡13朗!詰ほどの複数の文孝

で･書かれていることもある，とくに，商品取引に関する仕訳の場介は，常にい

くつかの交:章で河かれている｡

　最後すなわち第四の部分には,通常は第一-の部分に書かれている仕訳金額が，

改めて害かれている｡ただ商IWI取引の仕,沢においては。この仕訳金額の書かれ

ていないことが多い自｡

３．債務帳へ転記する場合

債務帳に設けられている勘定ロ座へ転記するかCapu引 剥ﾅられた勘定目

座へ転記するかによって，第一および第‾この部分の書き方は追っている｡そこ

でまず。債務帳に転記する場合の，第‥および第二の部分の書き方からみるこ

とにする。

　次に示すのは12Jj2旧1付の２番目の仕訳であるが夙　これは二つの部分か，と

もに債務帳に設けられている勘定口座に転記される場合である｡

　　　F dett,isnllvns (liecass;1dllc.6n.Die s,jllenwir Daniel de S,luichn: zalter vns hr

　　per resto seins conldj.dllc.611.

　　　1･･｣||，現公ほわ17.おれにdllc.641をいり･え1目』ばなj｀,ない，その舶をj)れわれは。ﾀﾞ･ご,エ

　　11. ・そ｡･I.j '77イ･:J-ﾁﾞ:!･!Uこ {″jえ! j､J:t･'4･･｀､な･ヽ、ｶ･j･11まJ'jl舎をし･て、かれの勘定の残

　　iaをjjlMur支払う.duc.60｡

　ここでは、一行目のduc.60までが第一の部分であり、そのうちE detto かLI

付で、soll vns は借方であることを示し、die
cassa が勘定科目、duc.60が仕訳

舎額である｡文法的にいえば、die
cassa が一昭既vnsが1]的語である｡それ以

後Souichoまでが第‾この部分であるが、Dieは第‥･の部分の仕訳金額を指示し

て第二の部分もまたduc.60であることを.sol】en wirが貸方であることを示

L、Daniel de Souicho が勘定科目である。文法的にいえば、wirが主語、Die

とDaniel de Souicho か目的語である、つづくcontoまでが小書きで、duc.60

か改めて示される什訳金額である。



□

　二の仕､沢のような場か、すなわち二つの要素がともに債務帳に設けられてい

る勘定目座に転記される場合は､こつの要素がともに貸借の･りjとなることは、

第二例示の仕訳原|!|｣からしてもありえない。

　債務帳に設けられている勘定目座に転記される場合の書き方では、第一-およ

び'第二の部分の各末尾にくるべき動詞geben(｡り､える)が、省略されていると考

えねばならない｡動詞を書くとすると、助動詞が前置されていることから、末

尾にくることになる｡ｲ責務帳に転記することになる場合は､第一一の部分が｢～は

われわれに～を(り･ぇ)ねばならない｣、また第二の部分は｢われわれはり･こ～を

;りｊﾊﾞ･ねばならない｣といっ形ちで書かれ、末尾の動詞gebenが例外なく省略

されているのである‘s'｡ただ末尾の動詞を省略しているとはいえ、その他の文章

ll必要な語はすべて書かれており，しかも文法に従って配置されている。害か

れている諮の位置が文:法に従っていることは，so11およびso11enの位置がボジ

ンョン・ツバイ1Positi(jn Zwei)の原則‘9jを満たしていることから断1tできる。

　このことから，債務帳に転記することとなる場合の書き方では，最小限の詰

のみが文法に従って書かれており，動詞だけが省略されていることがわかる。

　　4.Capusへ転記する場合

　Capusに設けられている勘定口座に転記することになる場合の書き方をみ

よ侃ただし前述のごとく，第二の部分にfur einnemen またはfur ausgeben

が含まれていることはない｡そこで第一一の部分がCapusに転記されることにな

る場合の例として，10J1511の仕訳を取り｣こげる。それはつぎのとおりであ

　　A(li5.de ocloberfureinnen)enper ofen duc.3900‥‥‥‥

　　1削８日，オ'ソエン1どJIliの受入に-jいてdUC.3900.……

　ここではOctoberまでがI]付で,fur einnemen が借方であることを示し,per

ofe11が勘定科目，duc.3900が仕訳金額である。仮にCapusに設けられている

勘定|｡1座の貸方に転記するとすれば，fur einnemenかfur ausgebenに代るこ

とになる｡ここでは，主語と動詞が見当たらない。したがってこれらの場合も，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　恥以･･t　仕訳の問匯.IC　195

完令な文章にいくらかの省略がはどこされていることがわかる。

　では、Capusに転記する場合の書き方が･、完全な文章にいくらかの省略を加

j.たIJのとして、その1゛i略とは、どれほどのものなのであろうか。この点の解

Iり|には、完全な文章で書くとどうなるかを知ることが、まず必嬰であろ似　も

し仕訳の書き方が､債務帳に転記するかCapllsに転記するかによって違うとし

ても、同･帳簿に転記するかぎりすべて同に書き方でなされていると、ここで

必要とする手掛りを入手することは困難である、しかし幸か不幸か、第｡ニ例示

の仕訳の書き方は、未だそれほどには統一されておらず、そのためここでの考

察に要する手掛りをほ出すことができる。それは11J』4日の最初の仕訳において

であるが、そこではつぎのように書かれているOII。潤係する部分のみ｡〕

　　　E ･1.＆tM duc. Snmh･11gar.per沼･〕助C゛.Dic schreiben wir fljreinnemen per hrrl'

　　Jacoh Fugger.

　　　|･･JjJJIIにduc､SO間に相当するものとＬて剖lnnハンガり一一・ドリカテン｡その翻をjっれ

　　われはヤＪブ｡-/･jが一一氏に-jいての受人れとL.てβiく、

　ここでは、1｣付と金額の書き方が通常とはちがっている。それらが、勘定科

目等を示す部分から独立している。8080CIのあとにブンクトか打たれており、そ

の後の部分でDieかその金額を指示していることから明らかである。ただDie

以下ではえ章ll必要なすべての語が、文法に従って配;iされている。したがっ

てDie以下は、完全な文章ということかできる。wirが土語､schreibenが動詞、

Dieがll的語、そしてfur ejnnemen per herr Jacob Fuggcrが理由なのであ

る｡

　いま、ここに小されているすべての語を含めて一つの文章として壽くと、つ

き･のようになるであろう。(duc.80〔〕O vngar. は除くj

　　　E 4. deuo schl-eibenwir fur einnemell per herr Jacob Fugger duc. 8080.

　この文章に省略を加え、第二例示での仕訳のｰ一般的な書き方になおすと、つ

ぎのようになる。

　　　E.4.de11､j fur einnemell per herr Jacob Fuggerduc.8(削。

　以上のことをふまえて。前掲の10月５Ｈの仕訳を遂に完全な文章になおすと、
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つぎのようになるであろ肌

　　　Arli 5.＆【･】clcjherschl･eihellwilり'ljreillllellwllpt･|-()flelld11Cﾊﾟ9111.

　これらのことから、Capusに転記する場合の出:き｡万においては、転記に必要

な最小限の諸は含まれているものの、主語wirと動詞schrcibcnが省略されて

いることがわかる｡われｊり1は。～の額を、･ヽ一についての受入jに:tかは払出リ

として111:く｣という文章から、ﾈ｡諮と動詞を省略したかたちで書いているので

ある｡動､同ばかりか土語までも省略していることから、Capusに転記すること

になる場合の害き方は、債務帳に転･記するときの宵き方より、さらに省略がす

すんでいることになる。

　５ﾚ貸借を区別する語の順

　以上のように，取引を二つの要素に分けて仕訳する場合，第一の部分と第二

の部分を債務帳とCapusのいずれに設けられている勘定口座の貸借いずれに

転記するかは，ふつうvns sol1,Wir sollen, fur eillncmen, fur ausgeben をも

って示している。そのさい，これら四つの語句のいずれを含む(不完令な)文章

から書くかには，前述のごとく，一応のきまりがみられる｡すなわち仕,沢は，

Capusに転記することになる文章けなまぺfur einneme11またはfur ausgebenを降

む之章)から，例外なく書かれている‘12j。勘定科目の面からいえば，商品勘定ま

たはフッガー家の性店勘定(ﾛｰ-マ'il占勘定を除く)を含む文章から書かれている

わけである｡

　フッガー家の他店との商品の掛取引およびヴェニス支店を含むフッガー一家の

三店が関係する為=吟取引の場合は，取引を二つの要素に分けたときの双方の勘

定科1｣が，ともにCapusに設けられているものになる。そのため，仕訳では第

一の部分と第この部分の双方が，fur einncmen およびほたは)fur ausgeben を

含むことになる｡しかＬ，そのような仕訳が行われていないことは，すでに述

べたところである。て･はなぜ，そのような仕訳が行われていないのであろうか。

それは一つには，たとえフッガー家の他店との商品の掛取引を行ったとしても，

その仕訳では金額を示さず，そのためか取引が二つの要素に分けられていない
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からである。これらの場合は，授受した商品とそのtMTおよび･釦,lか，-‥-･つの

文ぐjとで小されているにすぎ･ない。つき･に，ヴェニス支店を含むｰノッガー家の三

店が|周係する為替取引は，第一例示の場合と同様に，行われていないのである｡

ワ･ｿが一家内部での為替取引を行わないのは，|司家の方針であったのかもＬれ

ない。

　第二例示で取引を二つの要素に分けて仕訳しているのは、第三者との取引お

よび他店との商品取引を除く取引の場合だけである｡したがって取引を二つの

要素に分けて仕訳したとき、Capusに転記することがあるとＬても、それは　一

方だけである。このような理由から、Capusに転記することになるｔ章から書

くかぎり、fur eillnemenまたはfur ausgebenを含む文章が、最初に書かれる

ことになるのである。

　取引を二つの要素に分けたとき、その双方か債務帳に転記されることとなる

場合は存在する。第三者(ローマ支店をきむ)との現金取引または為替取引等がそ

れで、前掲の12月20日の2番目の仕訳がその例である。このように二つの要素双

方が債務帳に転記される場合は、vns so11を含む文章から書かれているのかふ

つうである｡双方が債務帳に転記されることになる什訳は、全部で]6行われて

いる。そのうち、Wir sollen を含む文章を|狗に奔いているのは、わずか一回に

すぎない。それは11J｣81｣の最初の仕訳で、10月26日付のローマ支店の手紙に従

-]でアントニオ・アマデオ氏から現金を受取ったことについての記入であ

る‘･131.ただこの場合も、Wirso】lenを含む文章から書かねばならない積極的な

理由は見出せないよ引こ思う。双方が債務帳に転記される場合の書き方として｡

-･応はvns so11を含む文章から書くことときまっていても、それが未だ最終的

にほかたまっていなかったのであろう。

　この二つの要素をともに債務帳に転記する場合の書き方からしても、もし二

つの要素がともにCapusに転記され、しかも貸借に記入する場合があったとす

ると、fur einnemen を含む文章から書いたであろうことが予測される。ただ、

二‘っの要素かともにfur einnemen またはfur ausgeben となる取引は例示され

ていないため、どのような勘定科目を含む文章を前に書くかは、判断できない。
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　ところで，ニつの部分とも債務帳に転記する場介の書き方で，vns so11 を･rt

む差章から書くのはなぜで･あろうか｡それは，ドイツ語が左からｲI'へhlFかれ，

そのため帳簿も/d剔きになっているためであろ乳左から右に書き，しかも帳

簿かﾉ,蒲|きの場合は，まず左側頁に記入して，つぎに右側頁に記入するのが自

然であろう。第二例示でも同一見開きに，二つ以十の勘定日座が|則設されてい

るのがふつうである‘1‘‘'。同-一見開きにｰ一つしか勘定口座を設けていないのは，

｣数47のヤコブ・フッガー一氏勘定の場合だけである｡このように同一腿開きに

複数の勘定口座を設けるのがふつうである場合は，左側頁から転記するのがと

くに都合がよいであろう。

　ただ，Capusに転記することになるfur eimlemen またはfur ausgeben を含

む文章を,債務帳へ転記することになるvns so11 またはWir sol】enを含む文章

より，なぜ前に喬くかはわからない｡帳簿は債務帳ついでCapusの順に設けら

れている｡だとすると，債務帳へ転記することになるvnss�1またはWirso】-

lenを含む文章から書くのが都合よいように思われる。前の頁から順に後の貞

へと転記してゆくのが，その逆の順に転記するよrハ″l然だからである。Capus

では，他店勘定の貸借が現在とは逆の不rl然なものになっている。そうしたか

ぎりは，それらの勘定を重視しているとも考えられる。しかし　そのために

Capusに転記することになる文章を前に書いたのだとすると，なぜCapusを債

務帳より前に設けなかったのであろうか。また債務帳を仕訳帳のつぎに設けた

のは，第一例示での帳簿順がそのようにな,っていたからかもＬれない。ではな

ぜ，債務帳に転記することになる文章を前に書かないのであろうか｡いろいろ

考えられはするものの。はっきりしたことはわからない。ﾝ･ュバルツ自身も，

この点についてはふれていない｡

　６．二取引を一一-パラグラフで処理した場合

　一つのパラグラフが一つの仕訳であることが多く、パラグラフ数が59である

ことはすでに述べた。では第二例示の取引を、その仕訳原則に従-jて現在のわ

れわれが仕訳しても、仕訳数は59なのであろうか。実は、二つの要素の勘定科

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　哨9 ｡1j‘:　仁一､i!戻圃濡t.I.･｡1凶

日がそれぞれ一一つずっであることを守｡Jてわれわれが什訳すると、その数ほあ

と　1つふえることになる｡すなわち59のバラグラヮのうちの二つには、われわ

れか処理すると　lつの仕､沢にをる取引か含まれているのである。

　　･つのパIラグラフにｰこ-Jの取引を含むとすると、二つの要素の勘定科目をそ

れぞれ一つずつとL.て什訳するかぎ･りは、こつの什訳にならざるをえないであ

ろ孔そのときは、末尾に書かれている仕､沢金額も、二つにならねばならない

ことになる｡ＬかＬ、末尾に仕訳金額が二つ書かれていることはない。それで

いて、末尾の什沢金額が一二つの什訳金額の合計額というわけでもない｡実は、

取引がたとえ二つであｰ｡ても、一方の取引については金額を示さないためなの

である｡前述のごとく、第二例示ではたとえ仕訳帳に仕訳しても、その仕訳に

金額を示さず、したがって勘定口座へも金額を転記していないことかある。こ

こでの二つのパラグラフに滞かれているそれぞれ一つは、そのような場合であ

る｡

　‥つのパラグラフで書かれていなから、われわれが処理すると‥lつの仕訳と

なるのは、10月18日とHJHO11の3番目の記入である。まず10月18日付の記入か

八みよう。それはつぎのとおりである‘15j。

　|{IM.dello.S,ヽlz wir ful- empfahl･n ller Sch,,･alz,｡･r kul】rfer far32(･lz11 25 clr. B�zller

gewichl.11aben,,･il･ v,･,jlHotzenll cmpfangell ill mcr poste11. Seilld die far3】11i1N°.l bis

‘21】.S｡ isl gewesell ill dcm erslen faa de NI'｡ 18: f】，:IM11. re.Dic schreib ich fu】･

tヽil111emlヽ111犯r M｡lzl･n.vns die cassa so11 : thond 211 45 percPnln dL】c.Ct.2nliS.9.23，p.

5.1st in de11 2111fassc･n 5闇ctr.B(11zllel･ gewicht. duc.2n6S，23.5｡

　1j,JJjl8li，jj1われほホ'･yツェンのIRlj.でそれぞ･れに25･ｿ1_ン|･ナ・－すつ人一一,た2〔l樽の

銅カ｡11へれにｰ'〕いて,II!人する，わｊＵＵ１はボダソェン£店から低能に分けて受取｡,た　そ

れらの樽はN,l.1か･｀，N,1.211までである｡そして最初に受取-J･ NI!｡18の辨申に，現象ｌ㈲】

　　　シｆ;．・ゴー一几ド・ｸ･ルデンがハーごごいた.わたくＬは．その額をホ‥.ッェン支J,¶汐】受入

　　　れ1.-,尼へする.現汝はjlれわれに･;･り･え〕ｂばならない，目……カテンのI目.45倍|か弓イ

　　　乙･・ｺ｣一一J岡'・ｸﾞ･･しテIﾝであるZ･め1dUC.21168.只.23.p.5.2n樽，ホ･･･パソ.!ンの乖II!で5lln

　　　ッ_tントナｰ-.duc･.2068.23.5.

　ここでの記入は，三行目のbis 2()までとSo以下で内容を区分することがで

きる.前半は，ボッツェン支店から受人れた20樽の銅についての記入で，fur

empfahenが借方であることを示L‘16'，Schwatzer kllpffer か勘定科目で．こ行
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目のHaben以ドが小書きである。ここでは，取引を二つの要素に分けることは

行われていないが，われわれであれば銅とボ･バソェン支店の二つの要素に分け

て仕,比1･ることになる。後半は,20樽中のN0.18の樽に入"〕|ていた現金について

の記入で，－りJ‘の勘定科目はBotzenで，それが借方であることをfur　ein-

neme11をも一ごら』辻，他方の勘定科目はdie

cassaで，それも借方であること

をV11s

soll

が小してい＆ご後半部分は，二つの要素に分けられているが，それ

ぞれの隠密科目とその貸借を示す語句か，小害きの中に含まれるかたちで河か

れているのである｡このようなわけで，二つの要素の勘定科目を･･つずつとす

るか,ぎりは，二の10月18日の記入は二つの仕訳になる。

　シ｡｡バ几ツは，このバラグラフを。二つの取引であることを意識したうえで

河いたのであろうか。そうではなく，このパラグラフをかれは一つの取引とし

て書いているように思われる。それは，末尾近くに前半部分の銅の樽数と重拓ﾐ

が書かれているからである｡もし二つの取引を一つのパラグラフにつづけて書

くとしても，二つの取引であることをはっきりと意識していたかぎりは，末尾

近くに前半部分の銅の樽数と重量を書くことはなかったであろう。それらは，

1'l然bis 20の直後に書かねばならない.

　１１ＪＨＯ[]付の３番目の記入は，つぎのとおりである‘'7j。

　　　E dellll fur empfahell pel' silbcr sluck 10 zu 81mark wienisch rauch gcwicht.，von

　　H;11]t･111pl'a11Mcll mil Jarg Sclluster ； thut ITlark 810 wi｡nisch gschmeidig. Mel- fur

　　;1111391!he111.〕erherr.lacub FuMgel' dllc. 15 : zalt wi!- dett41 Jiljrg Schllster per el sl】onola.

　　S,111cn，,jl･ der Glssa: thut duc. 15.

　　　同日，･ヽ尺JIliからﾝ当日Iしク・ンー1又夕･一一が運λできたウぐ一一ンの･IUI1でそれぞれに81

　　-,j･レり-F一一Jλ,-，た1n個の銀の受入jl.について；したか.-Jて8111マルク，さらにヤＪブ．‘ﾉ･ｿ

　　ｶ.･‥jりン'Jいてびゆ,JI¶L.に'Jいてduc.1E jlれわれ.はll,i1リ･-りしク・ﾝ･ !.スターに運賃を

　　左払-．た　われわれは現金にりj-えjねばな･I,ない｡ＬたかｰバごdUC.15｡

　ここでの記入内容は､gschmeidigまでとMer以ドのスつに分かれている｡前

｀|'こはハル支店からの銀の受入れについてで､fur enlpfahen が借方であることを

小L.、silberが勘定科||である。この取引も、われわれであれば銀とハル支店

をも一って仕訳するところであるが、二つの要素に分けられてはいない。後半は、

そのさいに要した運賃を現金で支払ったことについての記入である。そこでは

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　むjl川法則題=ljl21･】

herr Jacob F11間erとdcr cassがそれぞれの勘定科目で、fur ausgebenと

Sollen wirが双方とも貸方であることを71辻ている｡後半は、二つの要素に分

けて什訳されているわけである｡したか･ってこの場合も、こっの要素に分けて

‥つずつの勘定科目をもって仕訳するかぎりは、二つの仕訳になるはずなので

ある｡

　なおここでの運賃の支払いを、現金の減｡少とヤコブ・フッガー氏に対する債

務の減少とＬて処珊｡しているのぱls'、第『例示においても費用勘定を用いてい

ないためである｡支店の･り:場では。費用勘定を用いないかぎりは、費用の支払

いは本店に対する債桂の増加または債務の減少として処理するしかない｡

　この､ように第二例示においては、同時に生ヒた二つの取引を、一つのパラグ

ラフをも-Jで記入Ｌていることかある。てりま、このような処理法を一貫して用

いているのであろうか｡実1よそうではない。Ｈ月28[卜付で害かれている二つの

パラグラフから、そのことを知ることができる｡それ以は、つぎのとおりであ

る‘1馬

1･

?S.detl,1 11ur wf･gkgphell per Si】hel･.stUCk 9. 1hjhell wil･ allf Rnm gesallt. mil N'I

　　12 his 2llgleich g,･wcgen 2u 10ロ･lnlark；thut mal-k 9]IM.Haben wir gsanl mil Z。11

　　Andrea de lもlqL】o11cl.dllc.……

　　　同】12SIIに。銀9個び刈丿渡Ｌについて｡われj-,れはN,1.12か･:，N｡｡2nまでのすべてに101

　　M7Jしク'l･つ人，た作,illで91n17J;･クタ･，ロー-マ如liiへ;か一･たわねおjUわしクオロのズ

　　り：。・Ｔンドレアに,if已｡て;父一｣た，dllC.｡一一｡-一一.

　　　VIld nler fur auj3gehellper herl･jacob FIlgg。･duc.17.S｡1]wil･ der cassa von

　　nl垠emelhヽm silber,Ren Rnm gesallt.duc. 12.

　　　そしてさ,｀j.7.ヤコブ。-ﾉｊか一一IUこ一一jいての払,IllLについて，dUC.12.jlれｊ,れは，

　　ロー7.UI卜,送，たト,il!の創のために。現剥こlﾘJ,j･)ねばな,･,ない｡duc.12.

　ﾄ｡のパラグラフは，ローマ支店へ発送Ｌた銀についてj]iすものである。下の

パラグラフは，そのさい現金で支む,rJた運賃とおぼＬきものについての記入で

ある。したが-９て同時に生ヒた二つの取引について，ここでは別々のパラグラ

フをもづて再いていることになる｡

　では，同時に生じたフ｡つの取引をときに一一つのパラグラフで書き，ときに別々

のパラグラフで書くこともあるのは，どうしてであろうか。それは，たとえフｌ
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つの取引であ一jても，－ﾘJ'には金額を示さないためであろう。一刀jに金額を小

さないかぎりは，たとえ一一･つのパIラグ'ラワで書いても。転記にあた,って不都合

が生生ない。もし，lつの取引双方に金額をi』,さねばならない場合は，それら

をｰ。-)のパラグラフをも-Jて書くことはなかったはずである｡

　111128日の場合と同様に，同時に生じたyJの取引を別々のパラグラフをも

-Jてど入Ｌている場合が，他に一つある｡それは12 JJH｣付の記入であるが，そ

ニではボ･･バソ｡1_ン支店から受人れた1250ツェントナーの銅に'jいての記入と、

そのさい支払った運賃dUC.198の記入が､別々のバラグラフで河かれている12oj｡

この場合も、第二例示の仕訳法によると受入れた銅については金額を示さない

ことから、一一つのバラグラフをもって書いても、支障はなかったであろ飢

　このように、同種の取引を異なる記帳法をもって処理していることから、取

･jlの捉え方が未だ定まｰっていなか-Jたことがうかがえる。

　７．一一連の取引の仕訳

　第二例示で取扱われている商IWIは銅と銀であるが、それらの購入先はそれぞ

れきまっている。銅はボッツ=rン･支店から銀はハル支店からのみで、いずれも

掛で購入している。そしてこの購入時の処理をみることから、第二例ぷで･の’

冲の取引の記帳の仕方の一面を知ることができる。銅と銀が送られてくるとき

は、当時の運送事情からか何使かに分かれていることが多い。そのように、も

し何便かに分けて受取９たときは、例外なくすべてが到着した時点でまとめて

記帳を行っている。現在のわれわれが行うように、到着のつどそれぞれについ

て記帳することはしていない。

　何便かに分けて受取ったことは、まず前掲の10月1811付の仕訳中に書かれて

いる「数便に分けて」（in mer poste11）から知ることができる。銅はさらにもう一･

度12､111日にも受入れているが、そこでは115使に分けて」（in 15 poste�と書か

れている‘21’、たしかにこれらだけでは、荷物が何人かの運搬入によって別々に

運ばれてきたのは令実でも、それが同時に到着したのではないとは断言できな

いであろう。しかし銀についての記入を昆ることにより、10JH811と12月１日の

－

1j

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　a‘･いげ?　仕､;I汐)問題.･t=.2闘

ピ人も、何匍かに分けて日を違えて到着したのであろうことが推測できる．

　銀は1[jJ]2011と11J]1011に受入れている。そのうち1(田20日の記入では，I' 1〔〕

J｣411以降いsider 4 deoctobri(引こ受取-9たものについてであることが明記され

ている(“'。このことから，何使かに分けて到着したと示されているときは，何

|)田]かに分けて到着したものと考えうるのである。

　11月1(川の場合は。前掲の仕訳から明らかなように，シュスターなる人物・

人によって運ばれてきたと寅かれている。したがってこの場合は，一時に到着

Ｌ，その到着日に仕訳したものと考えねばならない｡

　以ﾄが，同種の商IWIを日を違えて受入れるという意昧での一連の取引であ,っ

たのに対し，異種の収り|ながら，後の取引がはヒめから予定されているという

意味での一遠の取引の場介は，どのように処理しているのであろうか。ここで

の一連の取引とは，ある商品を購入して直ちに他へ送るといった場合であるが，

そのような場合は，発逆接に結果だけを仕訳している。そのような仕,沢をわれ

われは，10Jj24[]と1n13()日の記入にみることができる。

　いま11月30L｣の仕訳をみよう。それはつぎのとおりである‘29j。

　　　　E3(|.detto ful･a11Bgeben per herr Jacoh FugRer. Die sollen wjr a cassa. Ilaben wir

　　　kauffレhtuckschwartzelldamast:hellaillsluc]c40elellzu2Mduc.,1hut 4(|{lduc.Mer

　　　12 stuck al}erlav atlas. helt ainjegkljchs 35 elを･nvnd zu h]uc.,th1Jlduc.M0.Mcrvmb

　　　20 stuck kul･tz schanlh･,1 ，u61 dllc..lhut 90 duc. Melぺlll sluck zu 29 duc. 1ang

　　　scham】o1,thu1870 duc. Mel･211 salck samat, helt ain stuck 35 c】enzu3duc.,thljt duc.

　　　21111.1.MIヽraillshlck prucardo dnro auf graw damast. hell12 elellzu H ducJhut 96 duc.

　　　Thut in summa dllc.4396,Vlmd daruol】in�fici za]t a 2 percenll･1,1h1】tduc.87妬.Mer

　　　vmb canouaza, slrick.MewixHuch etc. 6!･iduc. Mer den fackille11,1igat,jlrietc. 2 duc.

　　　vnd e】Cunduliel･ allf S1･i111,111p,･･ parle dUC. 1g，Su1111!laSUnlnlarljnl alleS au6geben

　　　dllc.45114.6.｡

　　　　同J13011.ヤコブ・フッガー氏に関する払出Ｌについて。それをわれj･Ui.は現金に(与

　　　え)j』ばならない。わjLわjLは同一Jの男いダマスカス産の絞織物を購入した：一一一つ40エレ

　　　こ･で，1.tレン'li l)dllc.2M.Lたかってduc.4(110｡さらに多色の咄r･12個。それぞれ35エ

　　　レンで。｜ヱレン当りduc.2.Lたが-lてduc,Mll，さ£,に短いscham】ntを211個，1個｀11り

　　　duc.肪1，Lたかってduc.90.さ,｀,に11いschanllolを30釧，1個'IいJ duc. 29｡したが-J

　　　てdllc.S7{}，さらにビロ‥ド2{j個，－一つ35ｺﾞ｡しンで1ヱレン?lいJ duc. 3，Lたか･ってduc.

　　　21n0｡さ,｀,に灰色のダマスカス産紋織物に金欄をほどこＬだ･1｣の一つ。長さ12工しンで。

　　　１エレン｀11りduc.8.したがｰってduc.96｡Lたが一一jて合計はduc.4396.そL.てそれらにつ
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　この場合も，もしダマスカス産の紋織物19の取得時に仕訳すると，それら財

附の勘定科目を借方，支払った現金を貸方とし｡たであろ乳そして本店へ送っ

たときに，それら財貨勘定の貸方に記入し，同時にヤコブ・フッガｰ一氏勘定の

ほ方に記入L.たはずである。また諸費用の｡支払いについては，ヤコブ｀･フ･ｿｶﾞ

ｰ一氏勘定と現金勘定のともに貸方に，支払いのつど記入したであろう｡それを

ニこでは，それら中間の処理をすべて省略し，一連の取引すべてがおわったと

きに　まとめてヤコブ・フッガー氏勘定と現金勘定のともに貸方に記入してい

るわけである。

　1(川24日の記入は，所有する銅と銀をも-Jてネルり氏の所有する種々の織物

と交換し，それを本店へ送ったときのものである‘2･'｣。この交換においては引渡

した銅と銀の額か受入れた織物の額を11まわったため，その差duc.50.12.一を

ネルり氏から現金で受取っている。10月24日の仕訳は，現金勘定の借方と銅勘

定の貸方に，その差額duc.5〔〕｡12.－だけを記入したものである。ここで･も，結

果だけを仕訳しているにすぎないのは明らかである。

　この10J』24ロの仕訳からは，個々の取引の記入よりも，結果としての帳簿の

バランスをより強く意識していたこともうかがえる｡第一例示もそうであった。

　８．独立した取引の仕訳ロ

　では，前述した一連の取引以外の取引，すなjっち一つ一つが独立している取

引は，どの段階で仕訳したのであろうか。取引発生のつど仕訳したのであろう

か，それとも　･定期間の取引をまとめて，一時に仕訳したのであろうか｡

　仕訳は，一個所を除いて，日付順になされている。したがって前述の一連の

取引は最後の段階で仕訳したとしても，他の仕訳は取引が生ずるつど行われて

いたものと，一応は考えることができる。取引発生のつど記帳するときは，必

ずl]付順になるはずだからである。しかし，一一個所とはいえrl付が逆転してい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　なりHy　ll:､lj’μ7T･1111嘔･､lf　:拘5

ることから、断j’はできない｡そしてさらに、日付が|則含遂に書かれることに

なる理由を考えるとき、－･定期問の取引をまとめてｰ‥一時に仕訳L､、そのさい11

付だけは取引発生目としたとも考えられなくはない｡ただこの点は、本執筆と

いう事相のためで、実務では取引発生のつど仕訳したのであろう｡

　目付が前後逆に=再かれているのは、50紋日呉頁（）き38）の末尾の仕訳とつづ

く51枚目表頁(j‘数謝の最ﾄ部の仕訳においてである。より具体的にいえば，

丁数38の末尾には｢E 8 detto｣(12J)旧lの創付の仕訳かなされており，つづく

丁数39の最上部には，一日前の｢Ad｣ 7. DecelTlbrio｣(12月7田付の仕訳がなさ

れている‘25)。

　まず日付の逆転について｡いずれかまたは双方が誤りであると考えてみよう。

その場合は，取引が生ずるつど仕訳Ｌていたことを，積極的に否定する理由は

ほ出せない｡取引発生のつど仕訳するとき。日付の記入を間違えることはあり

うるからである｡しかし双方の日付がともに正L.いとすると，結論は異なるこ

とになる。取引を発生のつど仕訳するとき，日付は正しく，それにもかかわら

ず日付が逆転することかありうるであろうか。取引を発生のつど仕訳するとす

れば，日付がともにぷしくそれでいて逆転することは，絶対にありえない。FI

付がEEしいかぎりは，取引発生のつど記入したとは考えられず，取引を一定期

間ためて　一時に仕訳したとしか考えられないのである｡一定期間の取引をまと

めて一時にｲ|:訳するときは，11付の前後を取り違えることが十分にありうるで

あろう。

　このように，仕訳が取引発生のつど行われていたか，それとも一定期間ごと

にまとめて行われていたかは，日付が正しいか否かにかかっている。では双方

の日付とも正しいのであろうか。またはいずれか一方または双方ともが間違っ

ているのであろうか。この点を明らかにするには，11記二つの仕訳の転記日と

前後の仕訳日をみて，そこから正否を判断するしかないであろう。

　第二例示では，二通りの[]付が付されている。一一-つは，仕訳帳の各頁が，そ

れぞれ何日の仕訳からはヒまっているかを示すものである。すなわち，仕訳帳

の最初の頁を除いて，各頁の最上部中央に，その貞の最初の仕訳日を年J･H｣を
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に しているのかそれである田1,JI』とL.て什,沢帳2 1'汐･場合を示すと，その

以になされている最初の什訳か･1{jl j}5ll付であることか,｀｡最|･｡部中央にIAdj

5.0ctobcl- 1516レと書かれている‘阻。ただこの日付は，ここでの解明にT哨ﾄり

をり･えるものではない。

　二こでのり11題解Iり』の手掛ljとなるのは，もう　一つの目付，すなわちそれぞれ

のfl:訳に書かれているlj付である｡各仕訳の|｣付は，必ず文頭に書かれている，

そしてこのll付の害き方は，各貞の最初の仕訳か否かによ,,て違っており，2祁=

目以降の仕訳であっても，直前の仕訳日と1jだけが同じである場合と，直前の

仕訳||と日まで同じ場合とで一迫-1ている。

　各ａの最初の仕訳では，それか同[1の何番目のものであるかに関係なく，ll

ばかりか月までが般上部中央の年月[|とは別に,文頭に具体的に画=かれている。

仕訳帳2頁の最初の仕訳についてみると，そこでは｢Adi 5. de october｣と書

かれている‘2“1.頁中途の仕訳であ-iても，J]が改まった最初の仕,沢では，文頭

に月か具体的に示されている。

　各頁の2番目の仕訳からは，それが直前の仕訳と|司日であれば,唄に｢E detto｣

　山川)とだけ書いている‘29)｡直前の仕訳と田ま違ってもJ｣が同じであれば，日

数と同J]を示すdettoが書かれている。たとえばlfl:前の仕,沢口か10J』711でその

仕,沢|｣が10J1811であると，IE 8. dettoJa･仙8旧と書くのである｡各仕訳の

文頭に書かれているLJ付には，例外なく年数(1516年)は付されていない｡

　このような目付の害き方をしているかぎりは，取引発生のつどｲ|:,沢して，日

付を取引発生【】としたとすると，12J]8日と12J17【】の双方か正しいことはあり

えないことになる。12Jj7日に，まだ生ヒていない次の11の仕訳を行うことは，

ありえないからである｡

　では。いずれかかll{Lいとして，正Ｌいのがどちらであるかを確定できるで

あろうか｡それにはまず。転面目か手掛りを与えてくれるであろう。しかし，

勘定目冲への転記をみると，それぞれが仕訳口をもｰって転記されている。した

がって，この面からの判断はできない。そこでっぎに，仕訳帳の前後の記人lj

をみると，F数38の末尾から2番llの仕訳日は12月７日であり，丁数39の上から

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l□いy　!･|･｡j汐鴎｣11.･,I,･，2･j7

Z番目の仕,沢||は12J]8liである。いわば1'数38の末尾の仕訳は，12J｣7日付のご

つの什,沢にはさまれており，｣‘数39の最初の仕訳は，12J｣8lj付の'1つの什訳に

はさまれているのである。このためこの面からの判定もできず，他に判断する

F掛りはむはやない｡結局，いずれが正しいかは判断できないのである｡

　そうなると，取引発生のつど仕訳して，二つのII付をともに間違えたのであ

ろうか，しかしそれは考えにくい。12月711付と12月81｣付の什,沢にはさまれた

仕訳の目付が,12月７日でもなく12J｣8 llでもないとは考えられないからである。

取引発生ｸ)つど仕訳したかぎりは,少なくともいずれか　一方は正しいであろ肌，

　このように取引発生のつど仕訳していたことを前提とすると，二つの日付か

ともにIﾄﾞしいことはありえず，それでいていずれか一方が正しいとＬてもそれ

かどちらであるかほきめがたい。となると，もとにもどって二つの日付がとも

に正しいことも，無ドには否定できないことになる。だとすると，取引発生の

つど仕訳していたのではなく，--定期間ごとにまとめて仕訳していたと考えね

ぱならないであろう｡とはいえ，これも断i=tできるわけではない｡

　これらのことから，実務では仕訳は取引発生のつど行っていたと考えられる

ものの，本書の執筆にあたｰっては，一定期m]ごとにまとめて行ったと考えたく

なる。

］）

　-'Jのパうタ'う｀ﾉか‥つ肖fl:訳であろとすると、第'｡例示の什訳数は59というこ､とになる

|｡かL.実際には｡61ｸ)什訳がなされていゐ｡この点については、本章訥6節参照、

〔２〕この部分に勘定科目知｣洗ていない仕訳か四つある｡101jlllの最初から3蔡liまでと12月31

　　jlの2酪11の各仕,沢かそれである｡10Jjlllの場合ほいずれ１ヤコブ・フ･ンガー氏勣定か，12月

　　3111の場Ｍまローマ支店助定か省略されている｡また仕訳の奔き珀こほ，つぎのよ-5な例外が

　　ある｡11月411の1番目と2番目および･12月1511の各仕沢では，ll付のつぎで勘定科llよl]前に什

　　訳金額を拠いている｡Hj]15目の最初と3番目および12J12011の最初の各什訳では，弟‥lの部分

　　にf｣_,沢金額を示Ｌている｡11Jj3011，12Jj]IIの2番11，12J1411，12J]31の3番目の各仕,沢では，

　　小;'iきの接だけに什沢金額を吟いている｡
［３

］

１　本冽･185頁(艶21匍参照｡

1ここでのDieが肖かれていないこともある。10jl1日の最初，1)jj411の最初，1】J｣28日の2

　盾|]｡12出11の2番ll.12J1711の2番目｡12j｣1511.12J･II611，12Jj2811の2番目の各仕訳がそ

　‘lでｰあろ｡逆に】lj]15FIの最初，11fl3011.12J13111の3番llの各仕,沢では，第一一の部分に金
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　作図,であるか，鋤勧,･仔･含む啖章ではその顛動,詞か，本鉛μ』だ･けの場合1.1そび)参勤,jl･]が，ii;』

い□番目の諸=l- L.て匿かれることをい･j，

EI｛|･I　A.W｡S.233.文庫として沢したためII受人れについてレ!rLたが，単に借方･り択Ｌても支

　　障ないであろ恥

111で　Λ.W，S,2:M.

｡･ly　l咄I‥11取引の場合は，‾こつの要素に分けてf］J,沢Ｌていないことかある｡

LI:n　A.W｡S.234～235.

･:1劃　債務帳は」’数42から」’数45に.Capljsは］’数46から」数49に,;lけられている｡これらハ’jの

　　|,1開きで……”jの勘宙口座しか,没けられていないのはｰ一つた･けで，三つの腿開きには1つの勘定

　　目ぷが。四つの1111Mきでは三つの勘定|］座か設けられている，

|｡15!I　A.W｡S.233－234.

11611　fur einllemen の代りにfur empfahen と書いている場合が｡311jlある｡またfur ausgeben の

　　代りにfur wegsendcn. fur weggeben と書いている場合が，各一一･1･!】ずつある｡

日月　A.w｡s.235.

d83　ニの時点では。ヤコブ・フ:ノガー氏に対して債務かあｰ-jた｡

q93　A.W｡S.236.2番llの仕,沢のSollは.Sollenの誤りで･あろ･J。cassaの冠詞がderである

　　のも，問題のように思う。ただこの点は統一-がとれておらず，12Jj］llｸ12番口の仕,沢でもder

　　cassaとな｡-Jているが，多くはdiecassaとなっている。a cassa （11月４日２番目，1）J11011最

　　りn.またq1にcassa（12j）29田と需かれていることもある｡
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　A.W｡S.237，ここで樽数を50とＬでいるのは｡66の,誤りであろう｡

　A.W｡S.237.（22）A.W｡S,234.（23j　A.W｡S.236－237.

　A.W｡S.234.（25）A.W｡S.237－238.

　最初の頁だけ，なぜ年J1日を必かないかは不|引である。仕訳帳の鮫初にZomalと書いたた

めともぢえられるか，第一例71･では，Zornalと害き，行をかえて年ljllを奔いている。

　A.W｡S.23:3.t28）A.W｡S.233.

　11Jj2811と12J］111の各2番目の仕訳では，E detto が書かれていない。

章1 0第

商品取引の処理

辿り

　　１．商品勘定と金額

　第二例示の仕訳の特徴のもう　一つは、商品取引の処理にみられる、

　会計期間を15】6年1(川１日から同年12月31日までとする第二例示では、財貨

　')到燧･除く:を示す勘定として銅勘定と銀勘定が用いられている。取引として

は、銅および銀との交換によってビロード等を人手Ｌていることもあるが、そ

れらビロード等の勘定は存在しない。それは、ビロード等が、取得後直ちに本

店へ発送されているからである。第二例示の場合、一連の取引の結果だけを仕

訳し､途中の経過を示さない方法を用いているのである田｡したがって銅と銀と

の交換によｰってビロード等を人手して本店へ発送した場合は、交換に供した銅

および銀の減少とヤコブ･フッガー氏に対する債権の増加(または債務の減少)を

仕訳しているにすぎない。

　銅および銀に関する取引は、当然増加と減少に分けることかできる。増加は、

第一一例示の９月30日の残高の繰越と期中の取得であるが、９月30ロから繰越さ

れているのは銅だけである。銀は、９月30日の時点で存在Ｌていない｡期中の

収得先は、銅がボッツェン支店からそして銀がハル支店からだけと限られてお

'八　ともに掛で行われている。減少はビロード等との交換、現金販売、第三者

への掛売り、フッガー家他支店への発送(躬によって生じている。

　第二例示では、多くの場合、取引を二つの要素に分けて複式に仕訳Ｌてい

る゜。しかし銅および銀に関する取引の場合は､すべてが必ずそのよ引こ処理さ

れているとはかぎらない。取引を二つの要素に分けていることもあれば、二つ

の要素に分けない特殊な処理法の用いられていることもある。仕訳の数でいえ

ば･、取引を二つの要素に分けて処理している場合が十、二つの要素に分けない

で処理している場合が六つである｡



10

取討スつの

の貼定科目い

要素に分ける場合は、|㈲11111取引以外の取引と同様に、それぞれ

t， 附討祠または銀･）と貸借の別および什,沢金額いJJ’の,ylを別々

の不完全な文章をもってポＬている。そして仕,沢につづく小書きの後に改めて

仕,沢全知を小して，関連する各勘定口座へは金額をも転記している。取引を:こ

つの要素に分けない場合は，一つの不完全な文章で書かれているが，その中に

は一つの勘定科目･･11･gまたは鮭とその貸借の別，個数および乖量だけが爵かれて

い剔，金額は示されていない。この場合は，当然，勘定口座への金額の転記は

行われていない｡この場合の小=海きには，個数および重量が詳細に示されてお

り，それだけ相対的に長くなっていることが目につく。

　では同ヒ銅および銀に関する取引であっても，ときに二つの要素に分けて金

額までを含む仕訳を行･って勘定口座へ転記し，ときに一つの文章とはいえ仕訳

しながら，金額を示さないのはなぜなのであろうか。

　２．銅受入れの処理

　銅および銀の各勘定[]座は、Capusの最初の見開きに設けられている。その

さいﾌﾟ､漕』頁すなわちfur einnemen (併JJy:には増加が、右側頁すなわちfur aus-

geben(貸珀には減少が記入されることになっている。この場合の貸借関係は、

現在と同じである。したがって什訳においても、増加の場介はｆｕｒ ｅｉｎｎｅｍｅｎを

もって、減少するときはfur ausgebeTI をもって、その貸借を区別している(3)。

　　では、銅か増加した場合は、どのように仕訳されているのであろうか。銅は

10月日Iに第一一例示の９月30日の残高を引継ぎ、その後10JH8｢1と12」-]1目に

受入れている。それらの仕訳は。つぎのとおりである。

　　　　旧川1 11の２番目の仕訳114】

　　　　E dett(lfur einnemen duc. 141.9.2.p.15 vlldfure111pl'ahellりfa[li11225 ctr.Botzl･ler

　　　Mc･､､･ichlSchwatzel･ kupffer；ist、vmh das ich im beschlus der llcchslenrechnu】lgful-

　　　auilgebe11只esetzthilb､vmb rechllung zubeschlicScn vnd saldo zun!achen､ souilkupffel･

　　　v･jl-hande11be]iben ist vnd per t.antodinari per creditorgcstalldCn.Setz ich hiemit das

　　　kuplrer widerf11r empfahen vl-】ddas gell nicht f11reinnemen、 dann ich das kupffer

　　　llichtmer per schuldner halten wi11、wieim alten Zonlal sleetan a carta 13 benenl、

　　　duc..An n carta 46 steetper einllemen in zw､l posten vmb die 225 ctr.duc.680ﾚi.

ｉ ｋＩＱ．|池IIII.jl剖|の処jll!　111

I〕j11･uonl,hgelllel↑NI.】佃st isl gwin， pleibt inl ei1111,=･lnen.

　|･=11:･・ヤlj'/.'.I .･な･--!りりい１入れに一一jいてdUC.】41.9.2.p.15.そし.で!l樽ボ．･ツ，

ンソポylけご225･ｿ・ントトーク】il一一y受入ｊロン‘jいて：それた･けｈノバ[j,tliliの,汁算を締Uj

る.｀,きに計詐を締切り4,りこをつ日･ろために払出(．;貸.削l二記入I｡..た　それだけの銅か

残･jておI; ， それた･はﾀ池li権力に‘われj.)れにj 7fjl{した，わたくＬはこニで再ぴ銅を･2.入

れI.ⅢJJ･に1こ,1ふぺ!'るか=･。少額ａ受八れC.こ,i[リ,1.ない。

沢帳ｸﾞ1丁数13に･lごjyjいJ.もはや債務片を,IIJjしてｊ

尹
ｔ
　
’

ぜならその銅については、」田|

dUC.－.－.］数46において225 y t ン､Iヽナー-の銅については、

３とは'11j､わないカベで･ある｡

lつに分けてduc.680!､iを受

入お.に記入する.ﾄ.,;1!の】Ｊ】をllまj.1る残I:･.'心利益で，受入1則に残｡jでいる.

　!11】JJISIIｸUI.-,'ij印5)

　E18，dettn.Set2 wil- fur empfahen per S(:hwat2el･ kupffer faa 20 zu 25 clr. Botznel･

Mewic11t.Haben wir voll Botzenn em】jallgen in mel･ pnsl:en. Sei11d die faB mil Nりbis

罰.

　|詞｣118日．わj!.jり1はボ･，･ソェンの乖l,|:で2yソ，ントりーずつ人，え･20栂の銅の･11り,れ

g.:ついて記入する.おjLjりLは伺知かに分けてボ一一バソェン支店から受取．た．それらの樽

はＮＩ･１．　１か･'，N0.211,1で･である.

　:12 Jj l ll の最初ｸ〕fl:,11が圓

　Adi pl･im,I Decembrifl habell wir in l5 posten empfangen von Botzen 50 faB zu 25

cLI'- Botzner gwicht， thut l25a ctr. Sei11d die faB nlit N‘I.10bis 20， 28 bis 30. 40 his 58，

1閣his l:lg: ……

　12J]】11.jlれjりtは15使に分けてボ･ンツェンの咀.litで25･た．ントナ一ずつ入一一,た50樽.

E.たが,ジご1250ツ』.ントナーをポ･ッツェン支jl≒から受取Jjた．それらの樽はＮ０．１０から

N,.,.:?(|.N,j.2Sか,･，NI,,.30.N,･).40からNn.58.N｡.1n11かj｀3 Nn.132であるｌ　．－．－．

　　-ほすることにより、1【】月1 11の仕訳と他の二つの仕訳では、良き方に違い

のあることかわかる。1削=11日の什訳は、Schwatzer kupfferまでか主要部分

値定科目、貸借の別等を示す部分)であるが、中ほどのvndを境に二つに分かれて

いる。前の部分はヤコブ・フッガー氏に対する債務が増加したことを、後の部

分は銅が増加したことを示している。したがｰってこの仕訳は、第二例示での

般的な書き方によって、二つの不完全な文章で記入されていることになる。そ

れに対して10月18 LIの仕訳ではgewichtまでが、また12月１日の什訳では1250

ctr.までがそれぞれの主要部分であるが、いずれも主要部分か一つの文章で書

かれている。10月1811の場合は勘定科目すなわち銅がぷされているが、12月１

日の仕訳では、'乖量単位から銅であることがわかるものの、勘定科目としては

示されていない‘7'。



　|‥引J1位〕増加でありながら、なぜ]｡(出１目の仕､沢だけ。孚｡要部分をlつに分

けているのであろうか｡

　これら_一一j.-っの仕訳は銅勘定目座の借j｣'に転記されているが、そのさいいずれ

も金額は転記Ｌていない､‥10JJI81｣と12月１目の場合は仕訳に金額が害かれて

いないのであるから出然としても、10J｣1目の場合は、仕訳の主要部分に金額

を､｣迂ながらに勘定口座へは金額を転記Ｌていないのである。いずれの場合む

銅勘定口座の借方には、仕入完、噂数、垂11tの||lnに左からｰ一一1｣'てヽ害き、その右

から目付、短い植‾要、仕､沢帳のj'数を若干の行数をもって肖いているにすきな

い叫金額欄は以上の諸事項の記入位置から右に独立して設けられており、余額

を記入するときは仕訳帳の丁数の載びの位置に書くことになっている。しかし

銅勘定口座の借方の場合は、いずれもその位置にー。－。－。と害かれているに

すぎない。現代風に書くと０である。

　銅勘定11座に仕入先、樽数、重砿　日付、短い摘要、仕訳帳の丁数だけしか

転記Ｌないのであれば、仕訳には金額を示す必要はなかったであろう。転記さ

れる今項だけがll｣示されておれば、仕訳としてはﾄ分であったはずである。そ

の意味では、10月18ロには[]付、柳数および･重砥だけを主要部分に示して仕入

先は小書に示し、121j 1 日には日付、化入先、樽数およぴ重量のすべてをネ要

部分に記入しているという違いはあるものの､それで|一分であったことになる。

10J白日の場合は、主要部分を二つに分けてそれぞれの勘定科目(ヤコブ･７･リケ

ー氏｡り眠各貸借の別、金額、樽数および重量までを示Ｌなから‘91、銅勘定口座

の借方には金額を除いた事項だけを転記しているにすぎない。しかもヤコブ・

フ･jガー一氏助定口庫には、この仕訳からの転記が全くなされてはいない｡

　この1削□|]の仕訳で、結局は転記しないヤコプ・フッガー氏勘定をも含む

かたちで、取引を‾こつの要素に分けて金額までを示しているのには、同に11に

なされている他の二つの仕訳の書き方が関係しているように思う。10J]HTIに

なされている他の三つの仕訳は、商品取引以外のものである。したかｰってそれ

らでは、二つの要素が分けられており、それぞれの勘定科目と貸借の別が明ぶ

され、仕､沢金額までが示されている｡そして各関達する勘定口座には、転記の

第1 ･】ぴ　商品取引の処Jj11　2L･｛

原|!I｣に従｡jて金額の転記かなされている｡このように他の仕訳かこつの要素に

分かれているため，２番目の什,沢としては必要をかったにもかかj)らず。四つ

の｡期s判|:,沢全部の形少そろえるという意味で･，強いてニつの要素に分けて金額

をも害いたのであろう｡10月].ll2番目の什,沢は，一一つの不完全な文なをもっ

て金額を小さずに書いた場合と，Ｍヒものと考えればよいであろう｡

　３．金額を記入Ｌない理由(Ｈ

　そこで改めて瓦の111)題に注目することにし上う，銅が増加した取引を一一つの

不完全な文章で書いて金額を示さず，したがって銅勘定【】座の借方に金額を記

入しないのはなぜであろうか｡そこで今一度10列1 11の仕訳を腿ることにする。

その理由は，この仕訳が第二例示の初口のものであると同時に，その小書き中

に理由と受取れる文j'が示されているからである｡｢その銅については，財仕訳

帳のj'数13に示すとおり，もはや債務者を記録しておこうとは思わないからで

ある｣という部分がそれである。ここでいう｢債務者を記録しておこ･うとは思

わない｣とはいかなる意味で，｢債務者｣とは誰なのであろうか。

　』･数13と指示されていることから，まずその個所をみることになる。そこは

弟‥例ぶの仕,沢帳部分で，第一一例示の期末(1516年９削n出に存在した各勘定残

高(現金勘定のそれを除く)をヤコプ・フッガー氏勘定へ振倖えるための仕訳がな

されている,∧J'数13は25咬目表頁と25枚目裏頁であるが，そこにはハつの振替

仕,沢がなされている。そのうちここに関係あるのは，25枚目表頁の３=酢｢|の仕

訳と思われる。それは，９月30【】に残,っていた９樽，重量にして225ヽソェントナ

ー，金額にしてduc.141.9.2.p.15の銅をヤコブ・フッガー氏勘定へ振替える

ための仕訳である。そのvnsso】】の勘定科目はヤコブ･フッガー氏.Wirs()]le11

のそれは銅で，小書にはつぎのことが溥かれている‘jo'｡

　lst.vnlb souil pleiht vllns sollidl k1】pfferauf datum schu]dig.Vnd vmh ein rechnu11g

zu besch】jessen,sn nlach ich das ge】tvnd gewicht dem kupffer gut per farsald(l vnlld

schl-eihich di{ヽzu herl-n Jacob Fljgger fllra111jgebcn vnd setz rlieallf new rechnunM

pl'imo dc Odobl･n fur ，ヽinllemen｡

　それだけ，それらの銅,Iよ本｜りｊＵＩれにfa務か残っている，計算を締切るためにjlたく
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.･屑りIIIい則Iμ･銅勘定ダパリ.に,gLジ,L.，j，たくL.はその釦をヤゴ･･ﾌ･I. '7

jl,IIIへ唄リ｣',ll!人にj'る．そＬてH川1 11の斬l.ぃヽ計りでそ1け･受入jl

ｶI･
･

]I[!
八

氏

才

の小,り:からは，［債務者］とは銅であ一jて，それが残･ごていること，その残

ヤツブ・フ･，が一一氏勘定に振替えて，新しい計算においてそれを引継がん

ていることを知ることができる｡しかしそれだけである白丁=詮13に小すと

おり｣と指示しているものの、そこには、10J口口の什訳で金額までを示しな

がらそれを勘定口座に転記しない理由は、書かれていないのである。

　9 jl30の外勘定残高をヤコブ・フッか一氏勘定に振持えたとしても、そのこ

とによ一jて削肋定残高が示す実体が、消滅するわけではない。1(旧lllに第三

折勘定の幹残高を引継いでいるのは、まさにそのためであろう。て･は、実体と

L.ては存在している銅勘定の残高だけを引継がないのはなぜであろうか。それ

は、1(川１口の小書の文言でいえば『記録しようとは思わない｜ためであろう

が、この表現は第'‾こfﾀil ､』1の立場からの一一万的な意思表|別でしかない｡期待をも

-Jてほたものの、現金勘定および第三者の勘定残高は繰越し、銅の勘定残高を

繰越さない理由を、9J｣30日と10J]1 11の仕､沢の小書きからは明らかにするこ

とができないのである｡

　10JH8日および12J]1 11の各仕訳には銅勘定日座に金額を示さない理由が書

かれていないのであるから、つぎは、受入時にやはり金額をぷしていない銀の

場合に望みをつなぐことになる。銀は10j｣2(n)と1□｣10日に受入れている。そ

してそれぞれの什訳は、つぎのように書かれている｡

　　　油田2llllの仕JIリ'lj

　　　l･リ0.detlo.Setz wir f111･cmpfahell per silber.Habell wirvo11H;l】]empfilnge】lsider

.jl.de octobrio 38 stuck N“.l bis :38. Haben Rewegen ,htuckzu81)M mal･k， 10sttjckzu

S2 1うnlark，5 stuck zu 90 mal-k. 10 sl:uck zu 1{}ljmark，･11d g stuck zu 11)l ji mal･k. A11es

wjenisch gschmeidig gwicht: wlヽ以･nillsllmma m;1rk 35o8 M，duc

　|ぞll2njl，われj)れは銀の受入れについて記入する．われわれはハル支店から10J｣4 11

111;剔こN｡.1からN,1.:lsまで･の:個個を受人れた．４個はそれぞれ8nMマルク，1()個はそれぞ

れ8μ1マ.'しク，５個はそれぞれ90マルク.10個はそれぞれ]【】0マルクそＬて９個はそれぞれ

11101ツJyｸ．合,汁で3508Mマ几ク，duc.－.一.-一一.

　ロリH011の３蔡llの仕訳〕{123

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第1･･HI･.':　商I固1む･J Iの処理　･715

　E dettll fur empfahe11 1〕ersijh,-,rsluck lo z1I Shllal･k wicllisch l･auch ge,,･icht.v,J11

11a]】l･mpfanajrl mil .ljil･gSchustcrけhtJi mal-k S11j wi｡11isch μchlmjdij!.

　｣･り||，そわ.ぞれにウf‥・QJj･R:,ドr･SI･7JLク一行一jλ，た1 11個の銀の受入れに.'Jいて，ジ

ｉしグ･．･Ｚタ‥ジ)Ｆによ･jで・ヽ･L k･店から･ｌ人れたン|'なjJちウｊ －－ン･R:1;･でSIOマ.･し

ク

　I旧]2{}1｣の什,沢ではper silber までが,11J]1削1の仕訳ではgewichtまでが，

それぞ･れの主要部分である｡，これらは　一つの文章をもって主要部分が書かれて

いるわけであるが，そこからは，銀をハル支店から受入れたこと，その個数と

･旧lllがそれぞれどれほどであったかを知ることはできる。しかし金額は書かれ

ておらず，金額を示さない理由も11]ることはできない。したがｰって銀の受入れ

に関する処理をみても，銅および銀を受人れたときに仕,沢に金額を示さず，勘

定目座にも金額を書かない理由は，宋だ明らかとはならないのである｡

４

．金額を記入しない理由（Ｈ）

　受入時の仕,沢から，金額を記入しない理由を明らかにすることができないと

なると，残るは払出時の仕,沢をみる二としかない。

　銅お,よぴ･銀の払出しに関する仕訳の書き方は，表面上二つに分かれている。

　-つは，圭要部分を二つの不完全な文章で書く場合で，この場合は必ず金額が

小さ札関係する各勘定口座へ転記されている。他のｰ-つは，主要部分を‥つ

のか･;J･aで書く場合で，この場介は金額を示Ｌておらず，したがって勘定i l座に

も金額は転記されていない｡これら二つの場合の違いが明らかになれば，いか

なる場合に金額を書かないかがわかるかもしれなt

れていない場合からみることにする。

ヽ。そこでまず，金額の示さ

　公額をぶしていないのは，12J]28【】の銅の払出しと，11Jj28L｣の銀の払出し

の場合である。それらの仕訳は，つぎのとおりであるり馬

　　　{12}]2811剛|:訳〕

　　　E 28. detto haben wir auf F】orent2gesant 5 faa kupffa･ vnd auf lk,l｡glla5 faB.

　　Sollen siegexlRom verrechllen.wasdarauswjrtvnddarllachdenherrenge】IAugsl〕urg

　　；lhlmd zu 25 ctr.,clr250:－一一

　　　同J｣2811，われわれはフローレンス･k店へ５樽の銅を，ボロｰ--ごｰャ如Iりへ５樽(の肺
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も

|･S

･リ

な･I

1･，1

た･１

．’Ｊ１

はリ

そｊＥぞ

ぶ､liでIIII-g.[..そjり剔□･ ljバ'･･ﾌ､'ﾉ･JL.クカ

れど･バンﾄﾞ したか･-･て2il･ｿｊント千

11 jj2SIDyl:,ijljl

　l･ド!S.cl!･11r,ful- ，,？μkMcben ljcl- silbM-， slut･kり.Ilabell wi!- ;n】f R11111 Mぞ･s;ll11，milNI'.

巴bisきlgleidlM6ヽ･t･Men z1】】olぅj111al-k: 111ut mal-k 91】h.Hilhen wirgsa11い]lit Z11all

･xndl'tja dぞ･R11(Juolh.I.duc.

　MI!2SII，9個の銀の発;lgについて，ｊり|.jljlは口‥-？£jlりへそれぞれに１０ＤｕマJLク]

す一.'j,λ,,.,たＮ(１．１２からNlj.2111，'1･なわｔ,９１１ｈマJし･７荼･送一一jだ｡ｚｊＬｆｊれは几ク･tll･のｯ2

≒に..'j.･こjドレアに託L.てjいｊだ．ｄｕｃ．－．－．－．

　12月2811の仕訳では一行目末のfaBまでが，1 1 1128目の仕訳ではstuck 9ま

でが，それぞれの主要部分である。ただ残念なことに，こtLらの仕訳からは発

送完，個数，重版等を知ることはできるものの，金額を示さない理由を知るこ

とはできない｡そこでつぎに，銅および銀の払出しに関する仕訳で，金額を示

している場合をみることになる。そのような仕訳は，銅の場合10月24H，11月

８日，12月3 11， 12月７日，12月28L]の5 1!j･]行われている｡また銀については，

1]J]9 11，1n｣24 LI，121j22ロの３回行われている。

　まず，銅の場合からみることにする(14'。ただし1()月241｣の仕訳は特殊な問題

を含んでいるように思えるので，ひとまずおく。

　　　で]IJ!811の２盾11の{|:jO(j5)

　　　　I{dctt｡ fur einnemell per kllpffel･dllc.63(1.Die sollc vlls al bancho Risani ; im

　　　verkaufft 6 faU zu 25 c11-｡,thut151‾1(:tr.vnddenn M“.per 42 (luc..thutduc. 630.

　　　　1･i)11，銅の受へれについてduc,6:lll。その釦をビザニ鮨行はわれIJれに(り,えＪねばな

　　　｡',ない:1･i!銀行にそれぞれに25ツｔントナ‥すつ人-った６噂，L.たが-jて1511･ｿｭ｡ン|･ナー-

　　　をｰ?イラー-IりJduc.42て･･売却した。Ｌたが,jてduC.63{|｡

　　　(lt)1311のfl:,祀

　　　　E:3.dt,ltt.dureinnemen per kupfier duc. 2251】｡1〕ieso】lvnsAluix“Boscho : faB 20 zu

　　　5 clr.im geben vnnd vcl-kaufft,th1115闇dr.,zu64 duc.;2utzalen mil gold in drey

　　　w,ldlerln: thul als v(lrduc. 22511.

　　　　1･1lj1311，銅の受入れについてdllc.2250.その釦をフレクソ・ボ･･･yl i氏はわれわれに

　　　・り･zり.j･,fならない：それぞれに25ツ_f.ント十一ずつ入-J!211桝をかれにり･え売却Ｌた｡

　　　したかJパ31111･ソェントナー，liり|liduc.4M::l週間以内に金をも･7jて支払う：したが一,て

　　　目ぴけおりduc 225(1.

l･2目

八di

一

～
l
”

11の仕,llい161

Decemhri,.，f11r einnenlen per kupffer. S{jll　vns　he}･rJacob Fug欽r rur ein

愉川り　I郎｢,同列|出処坪　?1

nemen.Ilabell wil- b;frPla(h)all sama1 2j sluck zlj :{5 t,1t･npr･r 2りduc.v11d

r}anlaslzu:佃r11｀11per ll｡11･d1】c.Thl】t dL】c.･IElll.()aran gElh{Jn3沼｡でfaB，darin 9

5(hlc.ふ･n clr..thljl(h,c.48j･,0い･n(la�dal,l gen Allgsl･,urg gs;,nt，duc.4S511.

5n sttlck

70 rlr. 211

　1りj711.Slllのj･1人れ1.'ついて　ヤコゾ.-7-，力･･‥氏□われわj･!.にその受入れについて

　(与Z_□･jはならない｡JIれわれ,liりlilを)それぞれかｒｌＪ-し乙･で]エしン!IいJ dur.2!jの

IこIロー　ト'21個，そ|ゾでそれぞれが3Mi-レンで】エしこ/11りdtlC.2!j5のダマフ,ク織511個J･吃

換L.だ　L.たか-7,てdl,c.卵5n.それに吋Ｌて97()ツJ.ン】･り一一一人，た38％柳汐)釦1をレソ

ェン|･ナー｀jlりdUC.5とＬて，したかI･jてdllC.4S511をり･えたバビロー　ドとダマフ.ク繩1,1j

泰1j7りフス･ｎしクヘ発送した　duc.jlS5CI.

　(12J)2811の仕,ぶ

　E(hヽ11,dur einnemc)l per kl]1】ffer duc. 142M.Soll vns die cassa. Haben wir bar

eillj4cnnnlen　vnllj 3lj ctr.in lじHafりu 25 ctr. zu 4刺duc,，duc.142.12.－.

　|･dll，銅の受入れにつぃてduc.142!j｡現金はわれわれにり･え１ねばならない．われ

われはそれぞ･れに25ツ1_ンj･乎一一ず-J人･った]J………･19-rなおち311ツJ.ントナーについて，１ツ

ご1.こ･|･り･一一当りdtlc.4:Mを現金で受取-った，duc.142，12，－.

　】ＩＪ｣８日の仕訳ではBisaniまでか圭要部分で、中ほどのduc.630までとその

あとの二つの部分に分かれている。12月３日の仕訳ではBoschoまでが主要部

分で､duc.2250を境に二つの部分に分かれている。12月７[]の仕訳では二行|'|の

fur einnemen までが主要部分で、中ほどのper kupffer を境に二つの部分に分

かれている｡12月28日の仕訳はdie cassa までか主要部分で、duc.142Mを境に

二つの部分に分かれている。これらの仕訳では主要部分がニつの部分に分かれ、

それぞれの勘定科目、各貸借の別、仕訳金額が示されているわけであるが、な

ぜ金額を書くかまでは知ることができない。

　そこでｰ一總の望みをもってに最後に銀の払出しについての什訳をみることに

なる｡それらはつぎのとおりである‘171.

　く11J1911の仕,沢)

　　E 9. dello fur einnenlen per silber duc. 7888.Die soll vns a1 11allchn Risani. 11ahen

wil･ jm verkaulf1 2 StuCk Silber 2u 801,･lmark vnd 10 StuCk 7u S21.j!nlark : sllmma thUt

986 mark ； die mark per 8 duc.，lhljl duc. 7888.

　1･1】jl9 11， 銀の受人れについてdllc.7888.それだけの銀をビザニ銀行はjlれjlfi.にCJ.

え1 1jばなふっない。jlれjlれはliij銀行にそれ｡ぞれにS11!!マルクずつ入｡た２個の一と821ﾚ5

マルクずつ人-jた10俵Cの銀1を売却LZ･レ合al-l.tしたが｡て986マルク：１７ｊＬク･1いJ

duc.民L.たが｡てduc.7888.

　01J]241ﾖの什jo

Ｆ



IX

　|･リ,1，(1,.･ltllftlr fjillne)11e,l ljel･ si11〕cr dllc. l:17115.M.6.Die s｡11 ，･11s11nma.lhlhtヽ11 wjr mlf

A11chenllr只esa11□ur die hiip. hel.vnd vel-kauill. |lahell di,n･11gヽrll zu Rnm mit 211 dt･ltl，

p;lpa].l.･11 x. den k;･nll‾fge111acht llel- sl.ulヽk IS. Nlem]ich:5sluck　zl】911 m;11･k. 111sluck

zu ll111 nlark vllcl :{stuck zu 8l mal･k : 111ut ill sLlmma 1693 mal･k vlld dic mal-k ller 8

】jりr111r.de camera. lst Mschmeidigwienisch gwicht : thut l･13941k duc， de camel-a；

2uz;11e11】11 2 monaten ； thut a 2,.･りpercel11･l dt】c.137115.6.

　同』｣24日．銀の受入れに勺いてduc.13705.9.6.そjl.だＭ･の釦をロー一'7りIiiはわれわれに

らJ.りｊばな.･3ない．われわji.はアンコチヘ師↑て教!;‘=.宛に送･hlぷ|ILた，ローマ2ど』,lil,ま

しオ|田ll:に18個を売却L.た。ｉ'なわち：５個はそjl.ぞれに911マルク，lll個はそjl.ぞれに11111

ツ･レフ．そL.て３個ほそ11ぞれに81マルク：Ｌたか･jて合,汁で･16g:jマjレクで11マJしク!jいJ

μl y .･jカ７ン・ｆ・カメラ．･‘ﾉ.1－ンiJ:: L.たか･って14:19{IM Iご･りカテン・テ･･ ･ カメラ；

j 4-jHがヽﾖに£む,-に{dllc.，との換算串が}２ｋバーセン1･であるためduc.13705.6.

　･･12j｣‘2211のft沢l t.18:

　E22.detto fuTeinncmen per silber duc. 4536.Die soll vns die cassa za]en.Habellwir

llar ,jnMenomen vmb 7 stuck wicllisch z11 Hl mark， thut mark 567,gehen per S duc. el

mal'cho vlld ，･E･rkaufl domit狛Jo.Amorziza de la zech,･,n， duc.4536.

　11,1J12211，銀の受入れについてduc,4S6.それだけの額を現金ほわれわれに支払わねぱ･

なj･，ない。jjl.おれほ81マjしクずつ入-)た７個すなわち567マルタ(の銀Jを１マノLク当り

(hlc.8で提供!..造幣j,aのドミノ・ジ９・アモルジザに売却した，duc.4536.

　11月９目の仕訳はBisaniまでが主要部分で､duc.7888までとその後の二つﾀ)

部分に分かれている。11月241｣の仕訳はRomaまでが主要部分で､duc.13705.9.

6を境に二つの部分に分かれている。　ここで｢ローマ支店はレオ10吐に18個を売

却したﾉとは、状況からみて、12Jj28[jの場合と同様に、精算をローマ支店で

行うという意味であろが191.12月2211の仕訳はzalenまでが主要部分で、duc.

4536までとその後の二つに分かれている。これらの仕訳においても、取引をｺ。

つの部分に分けて金額までが示されているものの、なぜ金額を書くのかは知る

ことができない。

　以上から、仕訳中のどこにも、銅および銀に関する取引に限って、金額を酉

くこともあり書かないこともある理由は示されていないことだけはわかった。

説ll｣文のどこにも、この点については述べられていない。となると、残るはわ

れたれ自身がその理由を推測するだけなのである。

一
ａ 金額を記入しない理由（III）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　哨:]ドい貼I,恥jlｸﾞ遊｣浬2】り

　そこでまず，これまでにぶＬた各什i沢を=河き方(宇丿堤部分ｶ=いっの交印かうっの文

'l゛-･!･'11，取引相瓦仕,沢金額の有無の点から整理することにする。

　その結果は，つき･のとおりである｡

取引

訃|の受入、

｜

げ|’　ド

１０／】！

一一．１

方

疋

(第９表)

取引付汗

O副詞繰越）

金額のｲf無

有
・
無

″　70/18 叱 ボッツＪン支店　　ｌ　　無

12/ 1
　-
10/2(}

μ　　　｜　　　　　り

銀のぐ人
－---

･’　　　ハルだ店
二

　μ　　　　　
｜

11/H）

|銅の払出

ｒ　　　－
ｊ　’･

H/馴　し文 　　ビザニ銀行

一一
アレクソ・ボッンョ氏

有

12/3

　　　　｜7y　　　　l　12/7 ヤコブ・フッか一氏　　　11

-
12/28 一差　｜　フローレンスjど店等 41圧

j●●ゝ

ﾚえ　，　（現今販売） ｲf　　i

釧ﾂﾞ)払出 H/9　1 り ビザニ銀行

μ　　　　∩1/24

一一交

ロ･マ支店　　｜　　μ

｜　　･/　　　11/28
ローマ支店 無

12/22 二支 (現兪版売) 有

○取引椙ﾄ欄でカッニババ･jしか記入を行っている場合以外は、すべて掛取

　引である

　この＆からは、つぎのことを飽】りうることになる〔ただし10Jj 1 日の直顛繰綿;､i、

j述び〕粕|】から、意識してﾌﾞこつの文章をもって書いたと考えられるので、ここではliく､△tた

|]j｣241け12J]7Hの取引も後述することとし、ここでは除く〕。すなわち、第三者に封

する現金販売および掛売りの場合は必ず仕訳金額を示し、かつ仕訳の主要部分

がﾆlつの文章で書かれている｡それに対してフッガー家の他店との掛取引の場

合は仕訳に金額を示さず、仕訳の圭要部分を一つの文章で書いている。

　ここで金額を示すときに必ず二つの文章で書き、その逆に金額を示さないと

きは必ずｰ･つの文章で書いていることは、第二例示の記帳法としてきわめて服



.311

要な点であるように思える。第｡こ例小でも，仕,沢に金額を小L.だときは，それ

今必ず削咄忙かる勘定目座に転記している(ただ･ L I旧)目|凶２酪目朗1:,沢を|吹く)｡

とすると，金額を小すときは:ンT〕の｡り;'･て･illくのであるから。こつの勘定口座

に同額今転記することになる｡このことの結果として，勘定口座全休をみると，

取引を仕,沢しても勘定口座に金額を転記しない場合があるため。状態の完全な

瓦示はできないなから，常に貸借の金額的なバランスは確保できるかたちにな

･Jている｡第……Bjl],j14,S'=･ｲ｡』'のｲ･1･｡･,IJ･lJI;(1ll)を，現在のfl:,沢原|!|｣になおすことは容砧だ

からである｡

　第ﾐ例小では，この勘定口座全体の貸借の金額的なバランスが意識されてい

るのである｡この点は，最後に行われている検算の仕方によｰって，確認できる｡。

　乙振T‾こ例示では，　･つの文章で書くために金額を示さず，二つの文章で占くか

ら金額を示Ｌたとは考z_られ｡ない。勘定口座に転記するために金額を示し，し

かも勘定口座全体の金額的なバランスを保つためにこつの文･収で書き，勘定口

座に転記しないために金額を示さず，そのさいは二つの文章で書くまでもない

ため･･つの文:章で書いているものと考えられる。文章の数が仕訳金額の有無を

決定Ｌているのではない。勘定ロ座に金額を転記するか否か，すなわち仕,沢に

金額を示すか否かが，文章の数を決定しているのである。

　では，商IIllllおよびフ，ガー家の他店に対する債権と債務の増減取引に限って

仕訳に金額を示さず，したがｰって期中のそれら諸勘定が金額的な状態をll{しく

小さない処理法を用いる理由は，どこにあるのであろうか｡仕,沢に取引金額を

示さないことは。結果として期末の勘定残高が正しい有高を示すことを不可能

にし，並店に対する債権または債務残高および実在する商111jlの次期繰越額は戈||

'〕えないことになる｡もし商II･II.勘定およびフッガー家の他店勘定でも期末のIE

Lい有高を示す金額で次期へ繰越すことを期待するのであれば，間中における

フ一一jが一家他店との商品掛取引についても，必ず金額を示す仕訳を行い，すな

jμ｡1つの不完登な文哨こよる仕訳を行い，各勘定口座へ転記しなければなら

ないであろう，このことを逆に考えると，期末の正しい有高を次期へ繰越すこ

とを期待しないかき･りは,期中の状態が把握できないという難点はあるものの，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　?i HI ｡･;?』?IGI､」IZりｼﾞj処月‘｡£!1

取引ごとに金額を含まない仕此　すなわち一一つの交二章によ＆仕訳を行うことも

ー･つの力｀法ではあ･ったわけである｡第二例示では、第‥例示と同様に71･が一

家他支店の勘定残高は次期へ繰越さず、商ISIIIはワ･･jガー家令体として把握でき

ればﾄ分とする処理法を用いていると考えるべきであろう｡

　取得価額をもって、他店に商ふI涜引渡すとしよ乳このような場合は、第三

者との売買のときだけ金額を記録しておけば。フッガー家令体としての商品有

高は確定でき＆、内部で商IWIを授受したときに金額を記録したとしても、フッ

かj家全体の染計をするときは、結局は組殺されることになる｡しかも内部で

商品を授受するときに金額を宍かないことは、それだけ本店での集計処理の手

数をはぷくことになる。授受するときに。その数量と重量さえ書いておけば、

各店での管理はﾄ分に可能であろう｡商品の増減額と他店に対する債権および

債務の増減額を記録Ｌない場合でも、各店での記帳のバランスは確保できる

　このように第二例示で用いられている記帳法は、勘定口座全体の金額的なバ

ランスを保ちつつ、結果としてのフッガー家令体の状態は把握しようとするも

のと考えるべきであろう。結果とＬての全体の状態を把握することを念頭に置

きつつ、期末における奉店での処理を若干筒II!にするために、期中においては

各店での状態把握を一部犠牲にしているのである｡

　このように第二こ例示の記|眼法を理解するとすれば、これまで例外として捉え

てきた11Jj24 LI と12Jj 7 llの仕訳はどのように解釈することになるであろう

か｡

　11月24日の取引は、銀を教!;1に販売し、代金回収をローマ支店に依頼Ｌた場

合である。また12Jj 7［1の取引は、第三者の絹布と自己の銅を交換し、入ｆＬ

た絹布を本店へ;かったときのものである｡ともに結果としては、銀または銅の

減少と他店に封する債権の増加はたはｲ責務の減少）であるが、これらの場介に、

金額を示さず、したがって一つの文章で仕訳することが出来るであろうか。こ

れらの場合は、必ず二つの文章で仕訳し、金額をも示さねばならなかったであ

ろう｡

　最終的には｀フッガー一家他店との商品掛取引であっても、これら二つの場合は



過.F,'=｡に諭いがある｡二つを除く外取引はすべて勘定科目が示す他JIりとの直接の

取引であるのに付Ｌ，これら二つの場合は第三者か介在し，勘定科目が示す他

店,との直接的な取引ではない｡

　すでに述べたごとく，シュバルツの場合は　一連の取引の結果だけを仕,沢Ｌ，

適中の過程を示すことは行っていない‘燃｡‥とはいえ。仕,沢するさいに途中の過

程｡を意識するか否かによって，結果は異なることになる｡第三者が介在する場

介に途中の過程を意識すると，-Jぎのような理由で金額を示すことが必要にな

り，必然的に'こつの文尽をもって仕訳しなければならなくなる。

　HJ124日の場合は，教皇に銀を送ったときに，数量と重辰だけを示して金額

を示さないとすると，フッガー家の銀が減少Ｌているにもかかわらず，その金

額がポされないことになる｡また12月7 11の場合は，金額を示さないと，交換

に供したことにより減少Ｌたフッガー家の銅の金額が明示されないことにな

る｡その結果とＬて，双方の場合ともフリガー家全体として有する商品の額が

把握できなくなる｡しすこがってこれらの場合は，たとえ鮎沢的には他店に対す

る債権の増加(ま訓丿債務の減少)であっても，必ず金額を付す仕,沢を行わねぱな

らないのである｡そのため仕訳は二つの文章で書くことになIJ ，取引の結果を

小すために，他店勘定が必要となるわけである。金額を付さず一つの文章で仕

,沢して,全体のバランスを崩さずかつ結果としての状態表示に支障がないのは，

フ･，ガー家内部で商品が移動したときだけなのである。

　このように考えると，勘定科目が示す他店との直接取引でない場合，すなわ

ち12J12811のフローレンス支店とボローニヤ支店に銅を送り，その精算をロー

マ如I≒に依頼Ｌたときにｰ･つの文章をもって仕訳Ｌ金額を示していないこと

も，理解できることになる。

　ではこのような記帳法における商品勘定は，いかなる役割を担っているので

あろうか｡それはすでに明らかであろう。商lilll勘定は，管理のために薮陰およ

び乖jltを示すことに重点かあり，同時に勘定口座全体の金額的なバランスを保

つための一翼を担っているのである｡現在でいう商II,111有高帳の機能を兼ね備え

るものとして，商品勘定口座は用いられているのである。
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　６．](川24日の什訳

　つぎに，これまで令くふれなか-iだ1(川24目の什訳をみることにする，それ

はつぎのとおりである‘21)。

　E
・1. dl･tlll rLIr，x･cgkscllden

pel･ h,･rr .lacoh F11Rger 3 stllck sanl;lh･ IJ slllck atlas，

a】】esscllwar12. 1)ie s,j】】ellwir dcm garkupffer vo11 Scln,･alz vnd si]h,?r : hahen wil-

只6tl)ch,.･11，･11cldt･11samal Menumell pl･r 2!,ｾduc.:ha】le,1 15n elen ；lhul d1Jc.:157，11 dcn

;lt】aszulりduc.;11allen in s11111nl;･{e}e11118闇:lhut duc･. lgrln,]laben wir auf Atlgsp1.11･g

gsanl. Daran Mt･be11 2 sluck
，,･iellisch

211 Mrj】.j･い11al･k,thut161 mark : zu 8 d11r. ;111gesch，

laMEln. thut 12HS duc. Mer 3 fal3 k1,pffer, dari11 75 ctr.,zu 414 ducJhu1 337!,l duc.SOHt

darjlul･ gehe,1 11ab,･11 a】|;li111x･I･287 dllc. kl｣1.,｢fer: rest 5{|!･! za}t vlls Alexi｡ de Nel-liil

bar.Schreil】ich
rul- eimlemell per kLlpfl‘ぞ･r，･nsdie

cass;l sall. d11,ヽ.5n，1.2.－.

　同jj2411，すべて,111色の３個のﾋ･ロード･とLI個の咄l'･のヤコブ・フ･yガー氏への発送に

'Jいて，そ力勧をわれわれは，銅と銀にりJ-Zj jjばならな，ｙ．われjjれほ{SI一隠鎖との;

交換に,ヒー，て．１ヱレlJ 'I‘IりdUC.21,うのビロードを150エしン．すなわちdUC,357ｸﾞ1ドロード

を入ＦＬだ_１エレン当りduc.IMの全部で8闇エし･ン．|．たカらでduc.1200の咄r･を取得

Ｌだ.われｊ)れはいり1.,｀,飼アウク･疋プルクヘig,･た，それに対してウぞーンのIU,1･で

そjlそIれにSI】1,jマルタずｰ.j人-.た２個，1.たが｡jて161マルク{の振}ぇ･り,えたで□７ル

ク｀ljlりldUC,Sで,i･1'価するため.dUC.12S8.さf,にＳツ,う･1･ナ‥すｰ-jの３柳の銅．Ｍツェ

ンj･ナ一一II'1り,1duc.･1!4，Lたが,･てduc.337ﾚ1｡そｸ1ためにはduc.287だけの銅を与えれぱ

1一分であ・J.･,･.irで･あるｌ邨一するduc.5削4はフレクソ・デ・ネルり氏かわれjjれに現金

で･lf･む,う　わたく[.は11･1の受入れIJII人Ｌ．現金はわれjり1に{り･j Ujばならない｡dllc.

50.12.－.

　小書きから，この仕訳は，duc.337Mの銅およびduc.1288の銀をもってアレク

ソ・デ･ネルり氏のビロードduc.375および捻子duc.120nと交換し，本店へ送っ

たときのものであることがわかる｡ただその交換において提供Ｌだ銅と銀の合

計額か受人れたビロｰ･一一　ドと綸子の合計額を土まわったため，差額duc.50％を現

金で受取,1たのである。什訳は，その現金受取額duc.50％について，借方現翫

ｎ方銅として処理しているのである｡

　では，なぜ差額duc.50!/1についてだけ処理するのであろうか。またこれで，

フ･･が一家令体とＬてみたときの，ll{Lい状態を表示しうるのであろうか。こ

れは，交換条件が洋細にきめられていないことによるものであろうか，苦肉の

確で，十分な処理法ではないように思われる。
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　この収引では、ネルり氏という第万一{折が'介ヽ･?IEしている｡その点は、Ilj}2411

および12J｢7 11の場外と同じである。だとすると、われわれの珂､解によれば、

結果だけを示す処｣浬を行うとしても。取引加全部をも一1て仕､沢せねばならない

ことになる、また取引加を'ぷすかぎりは、二つの交:章をもって書くのが第二例

小のやり万である｡

　ニの取引加奈部を示すとすれば、仕訳はどのようになるであろうか。現在で

あおば､借方をヤコブ･フ、が一一氏duc.1575と現金duc.5{B乱とし、貸方を銅duc.

33μ§と銀duc.1288とするであろう。しかし第二例示では、ヤコブ･ワッガー氏

に封する債権の発生は貸方に書くのであるから、仕訳は借方勘定科目が現金だ

けで、貸方の勘定科目はヤコブ・ワッガー一氏、銅、銀の三つになるであろう。

　このように　貸借の一方でも勘定科目が複数になるときは、意識して貸ｲ昔と

もに一つずつの勘定科目となるように処理するのが､第二例示のやり方であ＆、

そこでこの場合を、貸借の勘定科目が一つずつになるように分けるとすると、

どうなるであろうか。しかしそれは不11f能である。なぜなら、小書きからは、

銅と銀全体をビロードと組子と交換し、そのさい生じた差額を現金で受取った

ことまではわかる。しかしそれ以上｡は明らかではないのであるから、取引を細

分する二とが出来ないからで'ある。そこでわれわれは、ここでの処理法の適が

ドFlj断するために、一一一つの仮定を加えることにする。すなわち①銀duc.1200と

仙子duc.1200を､②残りの銀duc.88とビロードduc.88を、そして③銅duc.287と

ビロードduc.287を交換し、④残りの銅duc.50凶は現金で販売したとする｡

　これを第二例示の仕訳原則に従い、かつ結果だけを示すこととすると、つき

のような四つの仕､沢となるであろう。(ただＬ形式は、現在のものとする)
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　ニのように四つの什､沢をし･jて処理すると、銅および銀の絞少額と、現金の

増加お｡ﾋびﾔｰJブ・ワ･、ガー-IU趾ヽ1･する位格の発生すべて奇示すことがllf能に

なる｡しか[｡、実際には④の什訳のみを行｡Jているのであるから、①、②、③

が示す銅および銀の減少とヤコブ・フヽ･ハガー一氏に刻する債権の発生は示されな

い｡こｙになる｡Ｌたか≒てフ･･が一家全体としての状態をIELく小すことはで

きていない、この意味で、1(川24日の什訳は、不完全なものなのである｡たと

え取引の内容が明らかでないとして1)、つぎの仕､沢を行うよう】で夫すべきであ

･;だはずである、

f

,

I 見 分 Ｍｊ　．‘匯|ヤ71-/･.･ﾌｊがｰ-一氏

鍛
鋼

1575

に?闘

3訂り

　ただ,④の仕訳を行うことに,よって，現金の増加と銅の減少のｰ一部は･j嶮れ，

帳簿全体のバランスは紺持されている｡したがって状態を正しく示すことより

も，帳簿のバランスを維持することが，ここでも優先されていることになる。

　ここでの仕,沢には，さらにもう一一つの問題がある｡それは，なぜ貸方勘定科

目を銅としたかという点である。記帳全体のバランスを維持するためにIDJ･に

()uc.5()ﾚ5を記入するとしても。それが銅でなければならない積極的な理由はな

いほずなのである｡この場合は，銀勘定の貸方に記入しても，全休のバランス

は維持できる。それにもかかわらず，なぜ貸方を銅勘定としたのであろうか。

それは，Capusにおいて銅勘定が銀勘定よりも前に，しかも見開きの上部に設

けられていたためであろ肌

　7.fur einnemen とfur ausgebenの混乱

　最捕に，これまで全く無視Ｌてきた一つの点にふれねばならない。それは仕

訳でCapusの貸借を示すために用いられているfur einnemen とfur ausgeben

の使い方で，－一見するかぎりは誤りと思える点である｡これまでわれわれほ，

その点を，取引の内容および勘定口座への転記にしたがって，訂正した上で議

論してきた。



　'2涯

　第二例示ではｰﾉ｡･｡･かべ泉の他店に封する債務の増加、債権の減少および|凶I I､III

の増加は、Capusに設けられている各勘定口座のfur einnemen ぽJjに記入

Ｌている。、またワッガー家の能店に対する愉務の減少、債権の増加および商I'1111

の減少は、各勘定口座のfur ausgebelnlリjに記入している。Ｌかも、勘定口

座への転記は、仕訳と同じ｡側に行うのであるから、勘定口座のfur einllenlen に

転記する場合は仕､沢でfur einTleme11 と、勘定口座のfur ausReben に転記する

場合は仕訳にfur allsgebenが書かれていなければならないはずである。しか

L.、すべての場合にそうなっているとはかぎらない。

　勘定口座のfur ausgeben に転記されているにもかかわらず、また小書きから

してその転記が11{Lいと考えられるにもかかわらず、仕訳にはfur einnemen

と書かれていることがある。このような一見仕訳が間違､っていると思える記入

が、|肱jjlllの払出しの場合に限って、8 1111行われている。貝､体的には1【】J]24日、

11 j]8L｣、12月3 1.｣、12月７日、121128EH以上銅の払㈲、11 J･j9 日、11J｣2411、

12J｣2211(以ﾄ銀の払出1の各仕訳においてであるが22)、それはSI･1か銀の払出取引

でかつ金額を示すニつの文章で仕訳している場合のすべてである。

　これは、甲､なる誤りなのであろうか。しかし、商品の払出取引で金額を示し

ニつの文章で害いている仕訳のすべてで行われていること、また回数の多いこ

とからして、単なる誤りと簡単に片付けることはできない。

　このｰ一見誤りと思える=芦き方は、意識的に、しかも正しいと信じて行われて

いるように思う。

　銅および銀の勘定【】座の借方では、そのタイトルがそれぞれEinnemen zoe

empfahung kUpffer (受入れたすなわち受取Jjた銅)、Silber empfangen(受取-9た銀!

と沢かれている‘23j。銅と銀の受入れを意味する文ilだけが、澄かれているので

ある。それに対してそれらの勘定日座の貸方では、そのタイトルがそれぞれ

Ausgeben zoe wegkgselldct kupffer vnd einnemen des geltz 渚.I出したすなj･ち

発送した11･･|と現金の受入れ)、Silberentha】b wegkgeben vnd einneme】l dcss geltz

　(発;剔｡た銀と現金の受入れ)と付されている‘24'。貸方のタイトルには、銅または銀

を送ったこととそれによる現金の受入れという二つのことが書かれているので
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ある｡したカにjて、たとえば12J』2811の銅の現金販売の場合のfur　einnemen

per kupffer とい剣犯人は、Ausgebcn kupffer､jnd einnemen des ge］tz jl･㈲払

出し=リ見分の･1入れに一一Jぃで】という意味で書かれたと解釈することができないわ

けではない｡ただ掛売りの場介となると、どうみてもこの解釈は成ihyたない。

商IWI払出の仕､沢で転記する貸借の別を指ぷするにあたり、取引の内容を考えず

に、ともかく勘定口座のタイトルの中の　･つの語を付したのかもしれない。そ

の結果が、内容的には逆になる［受入れ］という詰になったものと思われる｡

Ｕ 転回oレぶ巾｢t参照

（バ　い添付小∩85帽参照
（

（

ｋ

劉　f1H- einnemen とfur ausgebenの使い方には混乱かある，｛本章７節参照l

･に　A.W｡S.233.10J｝l jlｸﾞ）２酢||の仕訳末尾のAn a carta 46以ドに含まれている‘｡つのein-

　nemell a，とｔにausgebenのはずである｡

5 1j　Λ.W3.233.このパラグラフには，’Jづけてもう一一つ仕訳か書かれているが省略した。

6･）A.W｡S.237.樽のＮｏ．にはjlい】がある，ただ。いずれが誤りかは確定で･きない，

7】1･）eccmhrioのつｙに.fur einnemcn per kupffer ･りかμべきであるよ引こ思う｡haben以

　ドは，小河ｙごある。

【８･】たとえば10jl18日の場合は，つき･のように肖=かれている。

　　　　H,ltzcll.Fa」･320.ctr.500.8,･11･211er gcwicht, adi］8.de ocloher von B｛3tzen empfa11-

　　　　　　　　　　　　　　　　　只en mit 3 M“. re.f1.Sehld die faB mit N°.l his 20. thut

Zornal ac、 36

けj)

(1())

jj

目ぶ

ぐ15)

　Holzellが仕Ａ先，FaB 20か樽数，ctr.500 Botzner gewicht が唄lft，adi】H,＆･Octobel･が

llj」，以ド11is20までが植要，thut Z｡rnal ac. 36が仕丁である｡

　dllc.ldl,9.2.p.15の|拘にperJacob F1lggerが入るはずである，

　A.W｡S.205.（）】I　A.W｡S.234.

　A.W｡S.234.このパラグラ’7には，つづけて別の取引か仕訳されているが省略Ｌた，

　A.W｡S.236 und 239.a4）A.W｡S.2:15.237.238 ulld 239.

　furei1111emenほ，fur ausgebenが適当のように思恥同じことは，つづく12月3【l，12JI

7 ll. 12j】2811，11Jj9 ll. 11月24日およぴ1211221」の各仕訳についてljい疋るであろう。

（161　，汁算違いがある。｛24×35×2.51＋〔50×38×1.5〕は4950である｡これに対Ｌて4851j t9701x

　5）をり･えたのであるから，duc.100儲けている｡。この計算違いには。気付かなか，たようであ

　　る。

!,171　A.W｡S.2:45.236 und 239.

11削　士｡嬰部分後半の末尾にzale�zah】e�とあるグ】は異例で･ある｡爵くとＬてもRehenがふつう

　　であるか，省略されていることが多い。
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Ｉ第 第二例示の勘定口座

り

　　１．債務帳とＣａｐｕｓ

　第二例示の勘定口座は、債務帳とCapljsに分けて開設されている。債務帳に

設けられているのは現金、ローマ支店および第三者の各勘定【】座で、Capusに

は銅、銀、ヤコブ・フッガー氏およびローマ支店を除くフッガー家他支店の各

勣定|】座かi没けられている。そしてそれらには、仕訳に書かれているvns so】l、

Wir SO】lenまたはfUr einnemen､ fUr aUSgebCn に従Jって転記されている。

　仕､岡帽ま52校l l 表 頁（）教祖でおわ･、ている。そしてその末尾には、「什訳帳

の終り、Capusへつづく」（End des Zorna）szum Capus）と書かれている｡しかし、

･I’ITちにCapusか示されているわけではない。52紋目裏頁（丁数4mは白紙で、つ

づく53枚日表頁ぱ数41）には|勘定科目一覧表」（A）phabeth）とタイトルを付し

て、つぎのことが書かれている（lj。

　Cassil ac. 42－Ronla sc. ･12　FI･ancisco Ciuena ac. 43－Ranchn Risani ac.
j13一一

D;Hliel,lde Smlichn ac. 昭一Zuan Zacharia ac. i4－Piern de Grimaldi ac. 44 一一Barlcho

Capelkl－Alux" B(,scho ac. 45－Alexi,71 de Nerli ac. 45.

　そしてその下にはパ‾このあとは債務帳｣(Herllach dasSchu)dbuc励と書かれて

いる。すなわち什訳帳にっづいてはCapusではなく、まず債務帳が示されてい

るのである｡

　勘定科目一覧表に書かれているのは、匯有名詞とac.を付した数字それと区

切りを示す横線－だけであるが、固有名詞は債務帳に設けられている勘定口座

の勘定科目であり、ac.と数字はそれら勘定[|座が設けられている丁数である。

カペロ銀行の場合だけ丁数かないが、債務帳をみることによりac.44の欠落し

ていることがわかる。なお｣'数43に設けられている三つの勘定L｣座の開設順は、

勘定科[1一一覧表の記載顛とは異なり、ビザニ銀行勘定、ダェエル・デ・ソウイ



　I.j‘ll･|

ヽ･手｡一岫りり』定、フランコ・チリエナ氏勘定の順に､没けfJLている｡債務帳での

勘定口座の|掘設jllfiは、現金とローマ支店をまず設けたのは意識されてのことと

考えられるが、その他がどのような||lnで設けられたのかは、判削|できない。

　勘定科目一覧表から|り｣らかなとおり、エルビング写本では、債務帳の片勘定

口座は53枚目裏ｌ･ＯＴ放42)から57枚目表頁ぱ数石川こわたってぷされている、

そのさい各勘定口座とも、vns sol卜鴻栢は裏頁すなわちほ開きの左傾1頁に、

Wir sollcn (11も')は表貞すなわち同一見開きの右側頁に設けられている。ただ

翻刻版ではに前述のとおり、まず各勘定[]座のvns so11部分のすべてを7]こ、

つづいてそのWir sol】en部分を示Ｌている。したがって翻刻版ではエルビング

写本での各勘定口座のvns so11とWjr sollen の位置関係は明確ではないが、

おそらくは同一勘定口座のvns sol】とWir sol】enは左右対照の位置に設けら

れていたものと思われる。

　なお52枚口裏頁を白紙とし、53枚目表直に勘定科目一覧表を小したのは、52

咬目表頁で仕訳帳がおわ､1ている状態で、勘定科目-･覧表を一頁をもｰって示し

たためと考えられる。もし仕訳帳が見開きの左側頁でおわっていたとすると、

その右側頁に勘定科目一覧表を小して、つぎの見開きから債務帳を示したであ

ろ引Capusでの勘定【|座の開設順をみると、余白を利用して紙の節約を計･っ

ていることがうかがえる‘2'｡そのように紙の節約を意識するとき、どうしても避

けえないときを除いては、無駄に自紙を残すことはなかったはずなのである。

　57枚目表頁でおわる債務帳の末尾には､｢このあとは丁数29に示した　一つの記

録と同ヒCapusl(Hernach der Capus wie ac.29 einrecordo daruon)と書かれてお

り『つづく57咬目裏真(丁数46)から61咬l‾]表頁(F数49)にわたｰって、Capus

の各勘定【】座が示されている。ここで債務帳のつぎの見開きからCapusの諸勘

定ロ座が示されているのは、債務帳が右側真でおわっているためであろう。

Capusの各勘定||座も、einnemen(借方)を昆開きの左側真に、ausgeben讃力)

をその右匍』頁と左右対照の位置に設けられていたと考えられる。

　Capusの勘定科目一覧表は示されていない。ただ、もし勘定科目一覧表を示

しかとすると、債務帳の場合と同様に、－･頁の白紙が生じたであろう。この無

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　MI目y第JI]小の貼定日冲2,11】

駄を避けるために，意識して勘定科1トー覧表を示さなかったのかもしれない。

いまCapusの勘定科|卜･覧表をわれわれなりに作成すると，つぎのようにな

る｡

Ｋｕ
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　では，債務帳とCapusの各勘定口座には，。どのような事項がどのようにいつ

記入されているのであろうか｡

　２．勘定ロ座の記載事項(債務帳)

　勘定科目-一覧表から明らかなごとく，ｲ責務帳に開設されているのは，現金，

ﾛ･-マ支店および第三一片の各勘定口座である｡フｙガー家の他店のうちローマ

支店の勘定||座だけを債務帳に設けているのは，後に行っている手続からみて

誤りであ,Jたと考えられるが，ここではその｡･,yにはふれないことにする‘‘'。

　貸借いずれであるかに関係なく，債務帳の各記入では日付，摘要，｣'数，余

額が，ぷからこの｣||riに害かれている｡そのさい『|付は摘要および』'数の左側に，

金額ぱit位を示すduc.だけを摘要記入枠の右はしに書いてその右に，離して書

いている。金額は，縦に合計するさい都合のよい位置に寿かれているわけであ

る，

　日付はllを前に月を後に害いているが，直|狗の記入と同ljのときは匂い祝勝

－でそれを示してljのみを書き，直前の記入と同Jj同ljの場合は二つのーをも

-jてそれを示している。各勘定ll凍の貸借の２番11以降の日付の前には，イタ

リア語で｢そして｣を意味するＩＥ｣が付されている。なお各勘定1]座の貸借の

最紅Jの記入だけは，1516と年数をまず書いて，つぎにa die(1ﾛを意味するAdj

を付している｡

　摘要の書き方は，大きく二つに分かれているに･つはFur einnemen または

Fur ausgeben ではヒまるものであり，他の一一つはperにつづけて勘定科llを示

すものである。前者は，ここに転記された仕沢のもうー-方か，Capusに設けら



れている勘定口座に転記されている場合のFI}き方である。それに対して後者は、

ここに転記された仕訳のもうーり｣･も、ｲ責務帳に設けられている勘定口座に転記

されている場合の害き方である。

　Fur ein】lemenまたはFul･ aus只ehenではヒ｡まるときは、勺づいてperけき

:こvmh･1、勘定科目の順に書かれているのがふつうであ＆｡ニこでの勘定科目が、

Capusに設日ＪｄＬている勘定口座のそれである｡つづけて|｡為替手形](山

U･1｀xt’ ﾚl取り」（empfa叩�等と取引内容を示す言僑の潟かれていることもあ

＆、摘要のあ､とには、一つの丁数と短い横棒一泰が茜かれているが、ここでヽの

卜粒は転記された仕訳かなされている仕､沢帳の丁数を示している。短い横棒－

参は、その転記のもとになる仕訳の相手方が愉務帳には転記されていないこと

を小才､バ4-なわち、相乃方がCapusの勘定|]座に転記されていることを示す。

　perにつづいて勘定科目という語順ではヒまる場合は、それにつづけてさら

に｢心外Ｆ形｣[eill wexe])｡□りれわれに現金で支払うDzaltvnshar)またはｉ同

地～発送いdahin gesa�等と、短い取引内容の説明が付されていることが｡多い。

そしてこの場合は、つづけて二つの｣‘数が書かれている｡|官の丁数は転記され

た什､沢がなされている仕訳帳の丁数を示し、後の｣‘数は同-一仕訳の相手方が転

記されている債務帳の丁数を示すものである。したがって、－lつの』'数が書か

れている場合は、什訳の二つの要素双方が債務帳の勘定口座に転記されている

のでIある｡

　出=かれている丁数が一つか二つかに関係なく、摘要につづけて書かれている。

そしてそのj'数が行の途中でおわっても、金額甲｡位を示すduc.は、その行の摘

嬰記入枠の右はＬに游かれ、金額はさらにその右に際して書かれている。もL

j'数が摘要記入枠の右はしでおわるときは､次の行の右'はしにduc.を書いてい

る。丁数ほたほＷぃ横棒lとduc.の間は、点線でうめていることもある‘5j｡

　Capusの場合と比べると、債務帳での摘要は相対的に短い｡完全な応章で書

かれているのは稀である｡それだけ債務帳での摘要の河き方は形式化がすすﾉt

一一ｒ ､ 、

いるといえよ肌，

以ﾄの点をtt体的にみるために，10月５日の仕訳をみよう。この仕,沢の一方

　　　　　　　　　　　　　　　哨］に7に叫JI

の勘定科目はオフェン如,い惜拓で他方の勘定科目は現金1･措大

の小書きはつぎのとおりである‘6’
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であるが，そ
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た
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　これはルドビッヒからヴェニス支店が現金を受取り，かれに刻･Lてオフェン

支店支払いの,為替手形を振出した場合と考えられるが，この仕訳からの現金勘

定への転記は，つぎのように河かれているにすぎない｡すなわち目付，相手方

助定とその貸借，為替手豚　F数，金額だけである巴

E 5.一一･　Fur eiTlnenlen pel-（）fen（･in wexe）ar.35， …………………(ltlt･

jJ｣5 1H"ベシ支j,11勘定UIりJ'，心棒Ｆ形，｣1り5.…………………clljc

39n!1

3卯(|．

　また12月29目の仕,沢は，一方の一勘定科目か堤金C詐珀で他方の勘定科目はカ

ペロ銀行眼力)であるが，その小害きはつぎのとおりで･ある‘sj。

　　Ilabellwirinellbar 2alt,zoe das sllex･nsza1111abell.

　　jjねjりdtかれ,･｡,にJIM?を1どtl｡jた。そjlをかれら1召,れわれに.k払,一jた，

　これは，かつて本店がカペロ銀行の関係者であるアドラーとグランダーのこ

入,にduc.15間ずつ現金を支払い，それに関して本店がヴェニス支店受取りの

為咋‾F形を12Jjl5口に振出していたが，それを12J129FIに|向｡入がヴェニス支店

へ現金で返消したときのものである。この什訳からの現金勘定への転記は，つ

ぎのように書かれている‘9'｡

ト

J9 per C川)clloバa】t vlls har ac、 S9.44 duc

i･dJ12911カヘロ銀行勘定に，われわれに現金で支'払っ.ac39.44…………山jc

30㈲

3削)0

　このように金額は摘要記入枠から右に離して書かれているため、介計するこ

とが容易である．事実合計は、記入IIII数が4ljlの場合を除いて．最後にオベて

の勘定口座において借方・貸方別に求められ、相互に同額であることが示され

ている‘lo)､、ただ同--一勘定【|座の借方と貸方の各合計額が、横---一線の位置に示さ

れているわけではない．合計額は、最後の記入額の下に合;汁相を引いて阿かれ

ているのかふつうであるが．借方と貸方で記入行数に違いのある場合は、双方 1 1



　7J旧

の各合計額の位置がﾄ｡下している｡合計額の前には［合計_｛Sumlml･にと政かれ

ているが･、締切線は引かれていない。

　３．転記のタイミング

　では以llのような債務帳への転記は、いつ行一乙jたのでろうか｡すなわち仕訳

のつど'直ちに行ったのであろうか｡それ､とも、－一定｡!剔間になされたいくつかの

仕､沢をまとめて、定期的に転記したのであろうか。この点については、実務で

は、仕沢のつど転記したと考えられる田!。しかし本書の執筆の場介は、第一一例

示の場合と同様に､一定期間の什訳をまとめて転記したと考えられなくはない。

それは、現金勘定の記入で什旗日順には転記されていない個所か、一つあるか

らて'ある｡それは同勘定借方の最後の、つぎの記入である‘j2'｡

Ｉ

ド

F1H- eillllemen peT k111ぶぞ･ra:佃

|･りjl2S11.1=M勘定個≒Jjにac.39

……(1111?

duc，

142.12,一一

1 41 リ

ー

　この転記は、12J｣28日に30ツェントナー-の銅を１ツェントナー当りduc.4妬

で現金販売したときのものであるが､什･沢は確かに12月28日付でなされている。

ただ勘定11座にはこの転記の前に、前掲の12J]29ロ付の転記とさらに'Jぎの転

記がすでになされているのである‘131.

E:政一一一l】(,rBisani，zalt vns bar ac. :j!l.J:i………………………………duc.

同月ぶ11目ｺﾞｻﾞｰr一銀行勘定へ，j･りtわれに現金で･支払うac.39.43………c111t･.

249.12.S

24り．２．Ｈ

　これら29日と3{H}の二つの転記のもとになる仕訳は，確かに仕訳帳のj'数39

に｡12 J｣28日の仕訳につづいてなされている‘14'。した力仙て，もし仕,沢のつど

勘定口座へ転記していたとすると，現金勘定へのこれらの転記は，12月28目の

転記のあとになされていたはずなのである。

　このような11付に逆転が生ずる理由として，まず考えられるのは，一一定期問

　に二の場合は少なくとも12Jj281｣から30日まで}の仕訳をまとめて転記し，そのさい転

記|lnを間違えたとするものであろう。そしてこの考え方には，積極的に反対す

る理由はほ出せない。だとすると，どのような期間であったかは別として，転

記は一一-定期問ごとにまとめて行っていたと結論せねばならないことになる。た

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第]]ひ　乙tに仔|』,j1ｸﾞ凛定日冲　四

だこの目付の逆転については，つ,ぎのようなもう一つの考え方ができないわけ

ではない｡

　それは。ニの転記が現金勘定借方の末尾であることに注目するものである｡

のあとになされていたとしても、それが勘定口座の末|砥になされたものでなか

｡-Jたとすると、この考え方は成立しにくい。

　第二例示でも取引を二つの要素に分けて同額ずつで仕訳したときは、それを

仕訳の貸借｢掲係を保ちつつ勘定口座へ転記しているのであるから、勘定||座全

体の記入船は貸借が一致しなければならない。確かに第二例示では、取引を二

つの要素に分けて仕､沢するとはいえ、その貸借関係が部分的に現在とは異なっ

ている。ときにはニつの要素ともか貸借の一方だけになることさえある。しか

し現在からみて変則的な部分は明らかなのであるから。その部分を怯iEするこ

とで、勘定口座仝体の貸借記入部の一致を確かめることは可能である､／私実弟

二例示でも、最後にすべての勘定口座の貸借記入部の一致を確かめる考え方に

よって、検算を行っている門

　この最後の検算において誤りのあることに気付き、仕訳帳と各勘定口座の記

入を個別に突合せた結果として28日の転記落ちを見出して、追加記入するかた

ちで修正Ｌたとすると、勘定口座の最後に記入されることになるであろう｡

　12月28F］の転記については、このような二つの解釈ができるわけであるか、

いずれかIEしいかは断定できない｡

　ただそれにもかかわらず、なお一定期間の仕訳をまとめて転記したのではな

いかという考え方を、どちらかといえば支持したい。なぜなら、一個所である

かCapusにも仕訳をまとめて転記したのではないかと感ヒさせる部分がある

からである。Capusに設けられた勘定口座へではあｰ､ても、債務帳とは別の仕

ゐ’で転記したとは考えられない。問題となるのは、ヤコブーフッガー氏勘定の

貸方になされている３番ljと４番目の転記である。勘定口座では３番目が10月

241」（Adi 24. 0dobri（･）付で、また４番目も同日（Adi deu0.1付で記入されてい
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る｡４路目の転,i白｣も10J｣2411なのである｡しかし仕訳帳では３番目がlg川24

日付｡･1番目が10J｣30目付で，これら:こ勺の仕,沢はつづけてなされている。し

たがって仕,沢の目付が･I｣{しいものとすると，ヤコブ・フッガー氏勘定tリjの４

番目の転記日は誤りであることになる｡て･1ま，なぜこのような誤りか生ヒたの

であろうか。その原因を考えるとき。どうＬても二つの転記が同時になされた

こともが定できないのである｡つづけてなされている二つの仕訳を｡10J130 H

にまとめて転記したとしよ乳,その場介，10J12411の日付は正Ｌく転記Ｌても，

I旧1:伯日を誤って同日とすることはありうるからである。少なくとも仕訳のつ

ど転記して，10月3()ロを10月24日と取リちがえて｜同日｣とするより，ありう

ることのように思jっれる。

　4.Capusの勘定口座開設順

　Capusに開設されているのは、銅と銀すなわち商品の勘定とローマ支店を除

くフッガー家の佳店勘定だけである。開設順は前掲の勘定科目-･覧表のとおり

であるが、開設にあたっては意識Ｌて銅と銀の勘定|｣座をまず設け、ついでヤ

コプ｀･ワ･､が一氏勘定を設けたものと思われる。これらの勘定ロ座は、仕訳順

に設けられたものではない‘16'。他支店の勘定口座は、は[こめは仕訳で新たに各

他支店勘定が用いられた順に上から設け、あとになると既設の勘定L｣座の間の

空いている個所に設けている。

　銅と銀の勘定口座をはヒめに設けたのは、Capusが商品帳と訳されることも

あるように、当時は商品勘定のみを開設する帳簿として用いるのがふつうであ

ったためであろ飢ヤコブ･フッガー氏勘定を銅と銀の直後に設けているのは、

それが本店勘定のためであろう。

　他支店の勘定L｣座を、はヒめ仕訳順に設け、あとになって余白を活用するか

たちで既設の勘定ロ座の間に設けたことは、そこへの転記日(すなわち仕訳|一目を

1･1ることにより明らかである。

　たとえばローマ支店勘定を除く性支店勘定のうち、最も早く仕訳で用いられ

たのは、10月５日のオフェン支店勘定(借方)である‘17'。つづいて10月８日にポ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　釧にびに吽]j7凛定日陣237

ヅソェン支店勘定図ﾘj〕が，１]月】剖|にアノ|･ワープ支店勘定涼栢･がJI｣いら

れた,‥これら三つの勘定目座か丁数48の|こ中ドの位置:に目付順に開設されてい

ることから，これらの勘定||座は転記のために必要とな,ったときに，そのつど

設けられたものと思われる｡これで丁数48は，一一一応うまったことになる｡しか

ＬＴ数48には，さらに見開きの右側頁にミラノ支店勘定貸方が設けられている｡

これは何故であろうか｡

こ
ｙ

ラノ支店勘定が仕訳ではじめて川いられたのは貸方で、11月15目のことで

ある｡この勘定11座はボッツェン支店勘定の借方に見合う右の位置あたりに設

けられているのであるが、アンFヽワープ支店勘定開設後、新規に他支店勘定か

設けられたのは、これが最初である。ではなぜこの位置にミラノ支店勘定を設

けたのであろうか､それは、つぎのいずれかの理由からであったと考えられる。

　一つは、ボッツェン支店との間で、同支店勘定口座の貸方に転記することに

なる取引が将来生ヒないと考えられ、同時にミラノ支店との間では、同支店勘

定[]座の借方に転記することになる取引か将来生じないと予測された場合であ

る。もし将来も白紙のままであることか予測されるときは、別の勘定口座を設

けることは紙節約のため|一分に考えうることで、支障はない。この場合のミラ

ノ支店勘定貸方は、ボッツェン支店勘定借方と左右対照となる位置に設けられ

たであろう。つぎは、ボッツェン支店勘定については貸方にミラノ支店勘定に

ついては借方に、いずれも転記することとなる取引が将来生ずるとは考えられ

ても、その取引数が少ないと判断された場合である(結果謝こは、そのょうな取引は

行われなかったよこの場合は、ミラノ支店勘定をボッツェン支店勘定の真横より

若干上下にずらして設けておけば、支障はないことになる。ただミラノ支店勘

定の位置が卜下いずれにずぶっされていたかは、判断できない。

　余白を活用Ｌようとする意識が強く働いていたことは。】'数49をみてもわか

る。そこにはリスボン支店勘定が12114[]に(貸方)、ニュールンベルク支店勘定

か12月５ロにぽ方)、インスブルック支店勘定が12月６日に(貸剤、リオン支店

勘定が12月８日に〔借方〕､そして12月31日にローマ支店勘定の貸方が開設されて

いる。これらの日に、それぞれの勘定ロ座を開設することが必要となったので



　Ｊ

ある，しかし，借方はﾄ.からニュー几ンベルク支店，りオン支店，インスブル

・ク支店のjllriに，貸方は土からりスボン支店．ローマ支店，インスブルックjど

店の順に各勘定口座が設けj,jl.でいる.これははヒめ，JIからりスボン支店勘

定の貸払　一二』……･レンベルク支店勘定の僧リj，インスブルク如,11勘定の貸方の

JIlnに　反対側に余白を残して勘定目座を開設Ｌ，そのあとりオン支jjり勘定のfllt

冊二匹しンベ付加膨哨llll°Jj帥1ニ、ローマ支jJf勘定の

ル‥、ク支店勘定貸ﾉ芦川こに設けたためであろう。この場合も、

¥
　
‐
l方をインスブ

Ｊオン支店勘定

の場晦は，将来発生する取引を予測し，ニュー-ルンベルク支店勘定の借方へは

転記することがないか少ないものと判断したうえで設けたのであろう。ローマ

支店勘定貸方の場合は，12}｣3HIの期末日に，その位置に余白かあったため新

設したものである('8'。ローマ支店勘定の位置がリスボン支店勘定とインスブル

･jクむIり勘定の中間であったことは確かであるが，それが借方のニュールンベ

ルク支店勘定またはりオン支店勘定に対してどのような位置であったかは不明

である。ただＬ期末日でその後の勘定口座への転記のないことが確定した段階

のことであるから，惜別則には関係なく，貸方側の余白に設けさえすれば十分

であったわけである｡

　このよっに勘定口座の開設では，紙を節約しようとする意識が慟いていたこ

とは明らかである。と同時に勘定口座の開設は，転記に必要とな一,たときにそ

の勘定口座の転記に必要な側だけを，逆の側に白紙を残して設けていたことが

わかる｡勘定[|座の赦方の側は，転記に必要とな,ったときに設けたのである。

もし貸借のｰ一方を開設したときに，他方も勘定科目と貸借の別だけは害いたと

する,と，結果としてその側に転記されなかった場合でも，勘定科目と貸借のり|｣

だけは残ることになる｡しかし，そのよ引こ勘定科目と貸借の別だけが書かれ

ている場合はない。

　５．勘定「1座の記載事項（Capus）

　C叩usの外勘定口座に記入されている事項はに銅勘定と銀勘定、ヤコブ・フ

･･･がー氏勘定またはフ･ソガー家他支店勘定のいずれであるかによって、若干の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第1１.131’第JIﾆ,|･ぶ湛IMEI】|･i･2,119

iQいがあろ｡

　フッガ・-‘･同だ･ftl!jlどJr11勘定の場合は，債務帳の場合と同|こく，日付，摘要，」=翫

金額だけが書かれている‘叫。ただし摘要には，仕訳の相Tりjの勘定科目は示さ

れていない。それに代るものとＬて，勘定11座の借方の場合は，「借方に」･･ful-

t･imle19�とまた貸ﾉJ’の場合は〔貸方にJCfur ausgel〕en】と，さほど意味のない

記入のなされていることか多い｡ヤコブ・フッガー氏勘定の場介は，日付，摘

要，」‘数，金額のほかに　日付のドで摘要記入枠の左の位置に，velledi釦｡りＪ

こ氾，Augspurg(アウグスブルダIといった都市名またはSamat叱'ローロ，Atlas

　厖|'凪Silbcrぐ鮪等の商品名の書かれていることが多い。銅勘定および銀勘

定の場合は，ljロの前に，個数と収量が害かれ，さらにその左に，ヤコブ・フ

･yガー氏勘定の場合と同巳くBotzenぐボ･=,ツi-ン)，Hall(ハル)等の都市名また

は1‾verkauft｣(版迦と有かれている。

　摘要には，それが勘定[|座の貸借いずれの記入であるかから書かれているの

かふつうであるが，債務帳と比較するとCapusの場合か相対的に長い。債務帳

で｀の摘要は翻刻版で一一行のことが多いが，Capusの場介は２行で納められてい

ることさえない‘2°'。ではCapusの摘要は，仕訳の小禽きをどの程度要約してい

るであろうか。

　例としてＨ)月81｣の場介をみよ肌その仕訳はつぎのとおりである‘21｣。

　　E 8.＆･lt｡fllrauBjZebellper hel･l･Jacob Fu四er duc. 11a】.r)iesn】】enwir dem FI-allc(I

　　Ciuena.Vmb souil schl･ibx･nllsherr Jacob in vier wnrhen zuznlen gemellPm CiLlplla

　　llach disem datum. lst vnn wegen der Grander, duc.1100.

　　　1jiJJj81j，ヤコブ。'ﾉ･,ガー氏勘Sifの貸珀こduc.1100.われわれほ'ノランコ・チウエチ

　　氏に凶･かねぱな･',ない。それだけの金額を本FI以降４週間以内にﾄ｡記チウエ子氏に支

　　払うべく，ヤＪブ様はjlれjlれ宛に手IFjを4鮒l比た。大公の命でヽある，duc.】】00.

　これは、ヤコブ・フッカ･｀一氏がフランコ・チウエナ氏受取り。ヴJ.ニス支店

な払の為替手形を振出したことを、ヴェニス支店が知らされたときの仕訳であ

る、

　この仕訳からの債務帳のフランコ・チウエナ氏勘定貸方への転記は、わずか

に7)ぎのことだけが書かれているにすぎない'22)。
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１

LI AdiS.Udul〕er.RIr a1113μhtjll per hclT .lacl,h FtlRger,ilin wtヽxc】ac

　　　　　３６．……………

ｎＭ;図面］SII.ヤーj･ﾌ.･

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥cltl(r，I Hln，

が‥氏勘定のa.J｣'にZμ々r4･3，ac.:16，

１
１
ｊ
ｒ
４

dllc.11聞，

対してCapusのヤコブ｀･フ･･ガー一氏勘定貸ん'には，つぎの記入がなさ

'1ゝる已３

Auμs

問ly･

Adi S.0ctnbcr.Ftlr auageben. S･1lk･tlMir hel･rn FI･ancll Ciuella；

macht wir im gut a11r schrtJiben hel･ren ］acob FuMgers von wegen

Ｅ１１ｄｌ-ｉｓ（;ｒａｌｌｄｅｒｓ、ｚｕｚａｌｅｌｌ ｉｌｌ ｖｉ､?ｒ ｗｎｃｈｅ１１ ： ａｃ、 ３６

ｄ）･Ｉ¶ＪＩ ･･ ｊ．- ｊ．」」．ｊ ｊ．ｊ ｌ．－．－、．４．１．．･_ｌｆ．

duc.11〔〕S】.--‥.－

アウj.II7.111.J18 日.rl方．われおれはフランコ・チウヱチ氏に！り･j.1ねばな

つ.･J.ケ．，',ない，われj･j1はエンドリス太公の硲に,よるヤコブ．'ノッガー氏の

　　　　r一形にＬたか'一一j'ごそれを貸力に記入する.４週lljl以内に支払j-3ねばな

ないJIC.36， duc.11圓

圭た12Jj22日の仕訳をみると，それはつぎのとお･Jである‘24'。

　　F 2M. detto fur einnemen per silbcr duc, 4536.Dje soll vllsdie cassa zalen, Habell wir

　bar einRCII【】me】lvmh 7 sluck wienisch zu 8l mark， thul mark 567,gehell per S dLlc.el

　marcho vnd verkauft domino ]o.Amorziza de】a zechll， duc.,1536.

　　1･iJjl2211，銀勘定の惜力'にduc.4536.それだけの額を現金ほわjUぱ1に支払わjjぱなら

　乙.･,.・jljljjji;1ウ.ｨｰ-ンのｉほで81マ.｣しクずつ入った７個，したがって567マ几クについ

　て，口マjしク'Jjl'n duc.8と計算して現金を受取った．そＬて造幣j.jのJn.アマルジ'呼

　氏に販売した，duc.4536，

ニの仕訳からの現金勘定借方への転記は，つぎのようになされている(25'。

E 72.－Fur einnemen per silberac. 39.－

|･むIJ2211.趾勘定の借力･にac.39

duc.4536.-.

duc.4536.－.一一

それに対して銀勘定の貸方には、つぎの転記がなされている(26j。

　､-erkaufl Stuck 7.mark 657 )ol－｡Λdi22.Decembe】･.verkauit a la zecha zu

　　　　　　　　　　　　　　　　8 duc.、zu81mark.thut ac. 39………duc.4536.－｡一

　|販売　７個657マルク一一ロ･yト、121122日、造幣局へ81マ･しクずつ人-1たものを

　　　　　　　　　　　　　　　　|旧翻duc.8で販売Ｌた、ac.39………dt､c、4536.－｡一一

　以llから明らかなように，債務帳の摘要は勘定科目と精々内容を要約Ｌだ低

語だけである。それに対してCapusで･･は，相手方の勘定科目を示さないにもか

かわらず，相対的に長くなっている。ただなぜ債務帳とCapusとで摘要の書き

方を違えているのか，またCapusだけなぜ長目に摘要をつけたかはわからな

り

哨］】ひ　第･.91』､|’､yj勘;･ijl 】座りＩ

　６．」叔引内容の表示

　銅および銀勘定に個数と乖.I､tを記入するのは、取引内容を詳しく示すためと

ぢ･えられるが、結果としては商品有高帳の機能を持たせることになっている｡

貼定川小の記入をより簡素化・形式化して金額を中心とする記録にすると、自

ずと個数および重ｕは分離され､別の帳簿に記入されることになるのであろう｡

二こにわれわれは、「l品有|極帳の原形を認めるべきなのかもしれない。

　ではつぎに、銅勘定、銀勘定およびヤコブ・フ･･･が一氏勘定の摘要記入枠の

左側に多くの場合書かれている都市名、商品名(ヤコブ･ワーりy･一氏勘定の貸方の馴

おょぴい販売パ銅勣定おょび銀勘定の貸方のみ)は、何を意味するのであろうか。

この点を|羽らかにするには、いくつかの転記を仕訳とともに検討することが必

1堤であろう。

　都唐名か書かれている場合として、銅勘定の借方をみよう。そこにはつぎの

転記かなされている‘27'。

1516.Faa 9. c11-.225，Botzllcr gewic11t，adi prinlo octobri().Setz ich fur

Venetia
cmpfahe11.so in nechster rechnung im beschlus

derselbigelladj ultinl(，Settember uherpliben

seind、lhulZorna】ac.38‥…

-

………ｄｕｃ．

Holze,1.FaB 20， ch･.5(10.Botzncr gewicht， adj 18. de octnber von Botzen

　　　　　　　　　　　　　　　　enlpfangen mit 3M°. re.fl.Seind die faa mit N°.1

　　　　　　　　　　　　　　　　bis 20， thu1 Zornal ac. 36･･･…………………………　－一一

Rotzen. FaB 50. r↑r』250.Bo12ner gewicht, adi prjmo December vo】I Rotzen

　　　　　　　　　　　　　　　　empfallgen N‘｣.10bis 20, 28his30,40bjs58,100 bis

132,1hut Zornal ac. 38，‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

Summa FaB 79.clr.1975.

1516年９樽．ボ･,j'ｿＪンの･殲量で225･ソエントナー，10月□におたくしは借方
'j/･.エニス

に記入する。それだけ9 JI末の前期の締切時に存在

した。仕訳帳ac.38……………………………dtlc，
t｀ッツ.･ン.20槽．ﾎﾞﾊﾟｿｰﾌ.ンの重量で500ツェン】･チー，10月1811にポッツェ

　　　　　　　　　　　　ン支店から300nフフJJン(の現金1と一緒に受取

　　　　　　　　　　　　った．樽はN0.1からNn.2()である．仕訳帳ac.36



了

？１

に
Ｔ

511附．ホ………へ･……･yl ･1'･i.l,:.-ご一一1:･f;511'I.j.，こ･|･ 片 121j 1 11にポ

CI 11C.

，･'ﾉ

･べむ11i‘か･･J･11.11Zjy.･，Na.1か,',N,1.211，NojSか,･，

N,l.:戟XI｡･111か･･,N,j.5S.NI,｡1{}11かi｀,N。｡1:12，仕訳

　　　　　　　　　帳;,c.;徊

　　　-一一一一

か｡|刈り;:1ノ１こ|･-j

‥‥‥‥‥(i111･

1削］１目の転記は、前期より繰越された銅につぃての記入である。これはヴ

ニス如l肘l体の帳簿上での繰越であるから､他店および第ク｡者とは関係なぃ。

]旧｣18目と12J]1 LIの転記は，ともにボッツェン支店から銅を受入れたことの

記Ａであ＆　したがって左欄外に書かj'Lている｜ボッツェン｣は，この転記さ

れた取引に関係した支店のある都市名といっことになる。銀勘定の借方になさ

れている２回のハル支店からの受入れについての転記おいても，左側に｢ハル_

とだけ書かれている。これらのことから，左側に書かれている都市名は，取引

に関係した支店のある都市名であると推測できる。

　つぎに商品名が書かれている場合として，ヤコブ・ワッガー氏勘定貸方の３

番目から５番目の記入をみる。それはつぎのとお'Jである‘2“j。

　　Sanlal Adi 2｡1.0clohri｡.Haben wir auf Augspurg Msal113 stuck samal。

　　　　　　hallen l50 elcn,M stuck atlas,hallen80(lelen; zaltwir Mglich

mit silber vnd kupffer ； thut ac. 36･‥‥一一 duc.－.－-.･

AtlasAdidぜttり.Haben wir hier vnkost vTldanders ausgebcn ad obMeme]te

sejdin gwand hie im offici； thul ac. 37 ………duc.:19.

Silbc一八di 10. Nouembel･ zalt wir per nolo von 10 stuck wienischv()nHall

gen Velledig ； thut ac.37 …duc.15.一一

ﾄﾞ･ロー--ド　10J12411.われ.bれは，３個150エレンのビロ一ドと14個SO【】エレン

　　　　　の捻子を，アウグスブルクヘ送った：われわれは{ビロー‥ドと雄r･

を受入jl.るつど】銀と銅で支払,1た｡ac.36. ｄｕｃ．-－．-

紘f･

釧

同11.われわれは上記絹織物に関して，･'･I地で費用等を役所に封し

て支払９だ，ac.37 …･duc.:19.－.一一

11 』11011、われわれはハルからウ･･ｌニスヘ1()個を運んだ･運賃を支

払う｡ac.37
…ｄｕｃ 15

　1（剔24ロの記入は銅と銀をアリクソ・デ・ネルリ氏の所有するビロー-ドおよ

び瞎f･と交換し、本店へ送ったことの転記である。そのため取引内容をぷすた

めに、左側に「ビロード」と書いたのであろう。取引内容を示すＨ巣を一一つ表

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第］い･;9　;j¥1’｡例示ｸ）勘定lj座　24.11

くとすると、|･結「」でも､よかったことになる。それ｡をｊビロート勺と=河いたの

は、仕､沢の小書きでビロードについての記入を先に行っているためなのかもし

たない｡つぎの記入は、前述のとおり、什､沢帳には10J］301.j付でなされている。

これは24日の交換・発送に関して生じた費用等についての記入である。ﾋﾞロー

ドと結了に関して生［こたのであるから、jtr･］と書いたのであろう｡この場合

も、「ビロー-ド」と書いてよか･ったはずである。］】月10日の記入は、銀に関する

運Ｈであるから、「銀」と肖いたのであろう。

　銅勘定の貸方には6 ljll、銀勘定の･貸方には５回の記入がなされている｡これ。

らか、銅または銀の減少を示すことはいうまでもない。それらのうち、双方の

勘定ともＩ回ずつ「ローマ」と書かれている場合を除くと、他はすべて左側に

　「販売」と書かれている。ただ｜販売」と書かれていても、そのすべてが金銭

による販売というわけではない。ヴェニス支店の所有する銅または銀をもって

他者の商品と交換し、その商IWIを本店へ送った場合にも、|販売」と書かれてい

る。銅匍』定で左狽|に「・－７」と害かれているのは12月28ロの転記においてで

あるが、その取引はフイレンツエ支店とボローニヤ支店にそれぞれ５樽ずつを

発送し、決済をローマ支店に依頼した場合である｡また銀勘定で左側に「ロー--

マ」と書かれているのは11J128日の記入においてであるが、その取引はローマ

支店に直接９個を送ったというものである。

　以上のことから、先に行-1た推測は正しいものと判断できる。すなわち銅勘

定、銀勘定およびヤコブ･フッガー氏勘定の左側に岨して害かれている都市名、

商品名または「販売|は、転記された取引の内容を一語で示す見出しなのであ

る。
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６ １

Ａ．Ｗ。Ｓ２４０．１２)本肖:2‘17rl参照｡

a(･｡29は第一･例示の計算;11の部分である｡その,汁算=;｀1-とCapusを同一複する埓｡由は不明であ

るｰ

　タ,1124811i参照｡Ｇい　点線の有無は，特に意味があるとは思えない

　A.W｡S.233.11 7 ）A.W｡S.24n.0祠　A.W｡S.239.

:EI　A.W｡S.24】
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IIIにか記入されて

11111711;| Aベトド

ない場外ａ．その公知のドに白計線知jl.yそのﾄ･ｸﾞ)ﾉ11.よIに'ばt,-i l･

7いる‥

一一八･しツIli Jj，転記心柱,1j詞)'Jと'i｣･ -J と綬返へLi!べている

U≒S.2j11.Fur einnemenはFur ausgebenの,EIμ】であろ-3
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Ｍ
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り１
. 〃

ゝｊ

．

=X.W｡S.177一一17ﾄﾞ.

L M･･ ＝7ご,ij11,｡11j』
４レ

↓

:･ある　，をたＬ数39の,あとに．嘱吟が欠illS L ている.

目.d4:　A.W｡S.23!1..I15･　4ヽ,11=25711t参照，

「･勘定ｎｌｊがJIμり,1に･｣|lfU.こ勘定|II41を|:SM,＆L.たと-lる,し，銀勘定はし.にと泌にII.J｣

:はずである．最初ｼﾞ)銀取引は.11】lj201口二行jji.ている.，

　1.J.-,･jkllli勘定を除く刈ま，それが債務帳に,ａけらj1ているか,',である,，

　伯務帳に設けた口‥マ£店勘定の残高を｡121j31田二移記したのが，この,il!入である｡はI,l

めか･･･11‥マ支jlli'勘定はCapusに設けておくべきであ一,たのである｡伯務帳にロ-７支I,'湛淀

りil口たのが｡:a識的であ９たか函かは不明であるか,期中にその勘定日冲をCapusへ祁すと，

紙lf!]･が無駄になる｡それを避けるために｡12｣1311Hこ，残高だけを移,妃L.たのであろう，

ぽ　7.リご㈲･j'のjl:,きJjは，債務帳の場合と粍なる，一一つの例外を除いて，||付の前にAdiを利之

　　ている，またj?I:前の･M,jl!と｣･･Jj｣の場合は，それをdett,jで･示し，111Cliijの転記と|･1川の場合は,Adi

　　d1･1!,1♭ ,111いている｡
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MS

C.apusで･の植要は，最も短くても３一行で･ある.

A.W｡S.233.122）A.W｡S.2か1.（231　A,W｡S.251.

A,W｡S.239.文頭のfur einlleme,1は，fur ausgebe11が適｀11であろ-J｡

A.W｡S.241.126j　A.W｡S.251.657は567の誤りであろ-j｡

A.W｡S.246.10Jj l llの末尾のＴ数は｡38ではなく36のはずである｡

A.W..S.252.1番11と２番目の記入では，venedig.Augspurgと都jl」’f,が書かれている

１

章1
2
第

締切･直前の勘定[]座

勘定口座の締切り

?4

　第｡･l例小においても、現在と比べると‥一部変!jl』的とはいえ、仕､沢は複式に行

われている。ただ土I変部分の書き方は、定章の域を完全には脱していない｡語

順は文法に従っており、本動詞だけか省略されている。仕訳は、債務帳またほ

Capusに設けられた勘定口座に必ず転記されている。

　各勘定目座の貸借は、腿開きの左右'の頁の対照する位置Jに設けられていたと

ぞえられる田。そこへの転記は、什訳と同じ勘定科目の付された勘定口座の､仕

訳と同ヒ貸借の側に、什訳と同じ金額を記入する方法で行われている。‥哨S貸

借関係が変lll』的ではあるが、いｰったん仕訳Ｌたあとの勘定口座への転記は、その

転記する貸借の側と金額か仕訳と同ヒである点において､現在と変わりはない｡

　　　　　　　　　　　　　　　　　(第1()表)

　　　　　　　　　　　　　　　債　　務　　帳
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　笥1かII;'･･:　勘定【|冲の給U川　2j7

訓|:,沢数は61である｡この点はすでに明らかにしたところであるか凧1〔出〕８

目とIujlOIIの３番目のパラグラフには，こつの什,沢が含まれている｡

　これら61の什訳は，それかどのような時点でどのような目的でなされている

かにより，三つに区分することができる。‥つは，第司列示の期末残高を引継

ぐためのもので,その数は四つである。つぎは期中(1516年1朗ll匹同年12Jj3)Ⅲ

に有一jた取引の仕訳で，その数は55である。三つ目は，12月末に残高を有した

債務帳の勘定11座を締切るためになされた二つの仕訳である｡

　12月末に残高を有した債務帳の勘定E]座を締切るためになされている二つの

佳,沢は，つぎのとおりである。

　一つは，12J130ロ付の３番目の仕訳として，51紋口裏頁Ｃ｣'数剔の最後にな

されている。他の一つは，12J｣31日付の２番目の仕,沢として，52紋日=&頁()数

4･】jの二つ｢lのパラグラフに書かれている。したがってこれら二つの仕訳は，つ

づけて霞かれているjっけではない。二つの仕訳にはさまれて，52枚日表頁の最

初のバラグラフに書かれている仕訳の日付は，12月31日であるが，それは期中

取引についてのものである。具体的にいえば，10月１日から]2j･j311]までの３

ケJj間にヴエこニス支店が第三者に対して販売した銅の売卜高duc.7923,－｡－

と，銀の売上高duc.26129.6.－のそれぞれ１パーセントすなわち合計でduc.

140

フ･･，

－｡-を、ヴェニスの役所に現金で納付Ｌたことを、現金の減少とヤコブ

が一氏に封する債権の増加Cまたは債務の減少）とＬて仕訳したものである。

つぎのとおりである‘4)。

　　　　Adi ullimo Decembrin s｡1】vns herr jacoh F1Jgger，zoe ful-au8Reben per cl de11,1

　　　d,jmino Jac･lbrl，Dic so]】enwir a cassa. Hahen wir a11Bgebell vnlld zalt im
(jfficiv,jn

　　　7923 rluc，a1,s silber gelasl，zoe aus k1,pffel-，vnnd duc. 26129 j･l vmb silber a uno

　　　percento: nl･:･｢11ade aramo duc. 79，de argellt,-,duc. 261；lhut in sumnla dlJc.34()｡

　　　　12jj末II｡ヤコブ。-ﾉ･yガー氏はわれわれに(I与え)ねぱならない。すなわち素人ヤ｣

　　　ブに･-]いて11?珀こ,kジ,する。その金額をわれj,れは，現金にrり･え)ねぱならない。j･,れ

　　　われは銀すなわち銅の販j,な5からえか(売|!高)duc.7923と。銀の(売11高)duc.26129M

　　　のljsl- -センj･ :銅に'JいてdUC,79，銀についてdUC.261を役所に払出し，そＬて支払-J

　　　たコ。たが｡一,て合計でldUC.34{･}｡

　　このように締切りのための二つの仕訳が別々のロに行われ，それらにはさま

23.5

- -

以11珀.－.－

し?

１

-
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-

　２

－

リ

イ

－一一

　二のようにして期ａの前期繰越と期中取引を記入した結果，1516年12J｣3]||

こ会計期間はおわるのであるが，締切手続|則始直前の各勘定口座の貸惜別の記

入回数とその記入合計額は，それぞれ(11o釦と順11釦のとおりである,い･赳

呻町ごの陥定日圈則,没IIlnに金釦則･yduc.）

　期末の締切がい眼簿に区切りをつける意味をもつことは明らかである。では，

そのr一統はどのようになされており，また他に何かを||的としたものなのであ

ろうか｡

２．現金およびローマ支店勘定の残高振替

第フ.例示では、仕訳E｣/'.つの要素の勘定科目とその貸借の別、金額誦

.JJ'のみ ｣ヽ書き、改めて示す金額という仕訳仝体を、一つのパラグラフに書いて

いるのがふつうであるいそのように書かれた仕訳帳のパラグラフは，59であ＆

したがって第二例示での仕訳数は，表面的には59ということになる。しかし，



　ｍ

れて期中取引の仕i沢がなされていることから、第 例,｣･でも，勘定口座の締切

'】を!U｣末日にまとめて行ったわけではないことがわかる。もＬすべての期中取

引を仕,沢L.たあとに締切「･続を開始Ｌたとすると，12.」｣3(1日付で締U川のため

の仕訳がなされることはありえない。ll掲の12 J):1111の原中取引を仕i沢したあ

とに，ヅ｡つの締切ILのための仕訳が宍=かれていなければならない。第二例示で

!

』、

―
ｊ
ｌ
土

目

あ

間末が近づくと、以後記入することがないと考えられる勘定日座について

而も一｣て締切りを行ったのであろう。

1リレ仁に残高を有しか債務帳の勘定口座は、現金とローマ支店の二つの勘定

川

る

だけである｡それらを締切るためになされている仕訳は、つぎのとおりで

　(112J)3allの:i番目の仕,茫I

　E dett｡ fur auBgebcl， duc， ･14【】S51･1.Die so】】en wir 】仙m.lsl vmb das wir rur R｡m

1･ilHj,11,1oμeha】len habell einnenlensvlld 2juj緬t･hens sjdel- primo dC OCt･｡11jr｡.V11(hmb

ein rcclllul11M auf dahlm z11h(･schliejiell.mach ich dcヽ111-csl)柘mguい'nd f11r ausgehc11

p･｀rs,l]＆11-echnu11μ，(k)c.44{}S5.6..

　lj･111.;.C4IUSに,illtだローマ支jll濤]定の111万にdUC.44{}S;5瞳。われわれはロー-7j£

･Iりにl 'J･え１ねばならない｡われjjれは111JI I 11以降ローマ如,li勣定日座を(債務帳に)

,;11けて受入jl.と払出しを記入Ｌてきた｡そＬて本日計算を締切るにあたり，わたくＬはそ

ｼﾞlロ‥マ1とjll;勘定の貸方に残高を記入し，そＬで残高を計算するために(Capusに,ａＵた

ﾛ　ｰﾌ£j,li勘定の)11むに,記入する，duc.14085.6.－｡

　･112 j｣3111の２番11の什,沢】

　E(letto fur auB只cbcn per hen･ jacob Fugger duc. 161).M.6.p.21.Die so】】en wil･ der

cassa : hal Malhet】s Schwartz mit im auf d2tll gell Augspurg gefuert per rcsto ains

弛rs handlullgcll in summa duc. 1611.6.21.

　1･,｣目。ヤっブ･フ･･･が一一氏勘定の貸方にduc.1611.6.21.jj11わ11は現金に(り･え)j.ji･な

,｀,ない，マﾄボイス・ン･｡バjしツ|'|身か本loJウタスブルク印)本JIlijへ１年111jの現金の

収･ll残高を報告Ｌか｡仔,汁dllc.16】】｡6.21.

　12j｣3{目付の仕､沢は、振替仕訳である｡すなわち、それまで記入してきた債

務帳のローマ支店勘定の残高を、新たにCapusに設けたロー一マ支店勘定へ振替

えるためのものである｡この振替えによって、それまで他支店勘定のうちただ

ー･つだけ債務帳に設けていたという異常な状態が、解消されることになる。と

Ｉ
Ｉ

tいえ、この時点で開設場所の異常にはじめて気付き、直ちに訂正処理したと

おに 勣定日!似741阿川　2翻

は考えられない｡小書きに，「本日計算を締切るにあたり|と害かれているとお

り，この振捧えは，あくまで･も計詐を締切ることを目的とするものである｡㈲

10鉛に示すとおり，債務帳に設けられたローマ支店勘定には，この時までに借

万に則111，貸方に２回の記入を行っている｡このように，全部で59の期中記入

のうちの８回を記入Ｌながら、期末までその開設場所の異常に気付かなかった

とは考えられない｡

　開設場所か異常であることには、時点は確定できないものの、もｰっと以前の

段階で気付いてほいたであろう｡ただ気付いた時点で直ちに訂lj{すると、いっ

たん債務帳に設けてしまｰった勘定口座が無駄になる｡Capusでの他支店勘定の

|川設位iiから、第‾1例示では紙の節約が意識されていることがうかがえる‘6)｡紙

の節約を意識したため、誤りに気付いても直ぐには訂IFせず、ローマ支店との

取引が以後行われないことが確認できた12月3(1日にな一って、はヒめて正常な開

設場所に残高だけを移記するために行ったのが､この仕訳であｰったのであろう。

　Ｌたがってこの仕訳は、は巳めからCapusにローマ支店勘定を設けておれ

ば、必要なか一一jたものである。その意味で、勘定口座を締切るためになされて

いるとはいえ、本来の締切りのための仕訳ではない。つぎに述べる現金勘定の

場合のように、ヤコブ･ワッガー氏勘定の記入額と相殺しなか､-.jたのはなぜか。

それは、最後に作成する集計表の目的と関係あるものと考えられるが、その点

は後述する巴

　12月31H付の仕訳が、本店に報告するその目の現金残高を、ヤコブ・ワッガ

ー一氏勘定の記入船と相殺するためのものであることは明らかである。ただこの

処理を行ったことにより、最終的なヴェニス支店の帳簿残高すべては表示しえ

ない結果とな･っている。また、現金と銅および銀との間に取扱いの違いかある

ことになるか、この点についても、後述する(8'。

　ともかく、これら二つの仕訳はともに振替仕訳である｡債務帳に設けられて

いた十の勘定【|座のうち。期末に残高を有したのは現金勘定とローマ支店勘定

だけであるから、これら二つの振替仕訳を転記することにより、それらこつの

勘定【】座にも残高はなくなった。債務帳のすべての勘定口座が、この段階で貸
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借バランスL.たのである，

　　３ご債務帳の各勘定口座の締切り

　什訳帳は，ﾄ｡記の現金勘定残高をヤコブ・ワ･･･か一氏勘定へ振替える仕,沢で

おわ･っている｡この段階ではCapusの勘定口座は未だ締切られていないわけで

あるが，それらを締切るための仕訳は行われていない。

　上記の仕,沢のドには，パラグラフを改めて|‾同日，本日ヴェニス支Jiliには債

務，財貨および現金のいずれも存在しないことがわかる」（E detto,zuwjssen,das

auf datum zu venedig Weder allschulden, gueler noch barschaft beleiht.1と書き，さ

らに改行して中火に「仕訳帳のおわり，Capusへつづく卜;Enddes Zorllals zum

Capusけ河かれている‘9’。ただここで，|債務，財貨および･現金のいずれも存在

しない］と害いたことは，納得できない。現金勘定の残高をヤコブ・フ･ソガー

氏勘定へ，ローマ支店勘定の残高を新設したローマ支店勘定に振替えたとはい

え，それらは帳簿上でのことである。現金およびローマ支店への債権は，依然

とＬてヴェニス支店に存在している。これらの他，後にみるごとく他店に対す

る債権および債務も存在している。したがってここでは，「これで債務帳のすべ

ての勘定【】座に，残高がなくなった｜とでも書くべきであったであろう。

　残高がなくなり貸借の記入部が等しくなった債務帳の各勘定［］座を，この段

階で締切ったのか，それとも後に述べるCapusの勘定ロ庫の締切りと同時に行

-ったのかは，はっきりしない｡ただ締切り方およびその書き方が債務帳と

Capusとで違っていることから，この段階で債務帳の各勘定口座だけをまず締

切ったことは，十分に考えうるところである。

　債務帳の各勘定［］座は，つぎのようにして締切られている。まず借方か貸方

かに関係なく，その側に複数llllの記入がなされている場合は，最後の記入額の

下に合計線（横棒--本）を引き，その下に合計額を示す。その合計額の左で摘要

記入枠の右はしには川合計」（summa）と金額甲一位duc.を西いている。合計額の

ﾄ’に，締切線（横線ﾌ乙泰）1ま･jlか才1ていない。つぎに貸借に関係なくその側の記

入が１回の場合は，その記入額の下に合計線を引き，そのすぐ下の摘要記入枠

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　笛1:=□'｡'勘定口座ｼﾞj締I刃り　25]

のイI'はしにＩ合計｣だけを溥いている田j。金額は小Ｌていない｡

　い,ま籾数II 11の,記入がなされている場合の例として現金勘定借Jjを，1 1111だけ

の記入がなされている場合の例としてダュエル・デ・ソウイッチョ氏勘定借方

を，それぞれ示しておこや11'。fIMijの一行をし｣けＳ

　　　{現金勘定佃=方;

I･ ８

Fur cinlle111t･11 1･)1?rkllpffel･ a,･.:伺 C]U，

Ｓｕｍｍａ　ｄｕｃ

Ｃダご｡エル・ブ‘・ソウイ･!･チ１氏勘定fjり｣り

1516.A〔105.Nrn〕e111hcr.Ful- einllemeIU]c】-A11U{jl･ff.vmh ain wexel ac，

y;

…･･duc.
･J･=㎜-

S1]nlma
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　4.Capusの各勘定ロ座の締切り

　債務帳のすべての勘定口座に残高が存在しなくな-jだ段階での、Capusの各

勘定目座の貸惜別の記入回数およびその記入合計は、〔剔2表〕のとおりである｡

　Capusに設けられた各勘定日座を締切るにあたｰ･ては、前述のごとく仕訳は

なされていない。いわば、仕訳を通して他へ振替えることはＬていないわけで

ある｡めT接各勘定日座の貸借を締切９ているにすぎない｡L.たかって同一勘定

の貸借のみ合計額か、相7jTに一一一致するかたちにはなっていない｡

　締切り方を、個数と重量の場合と、金額の場介に分けてみることにする。

　個数と誼量を示しているのは銅勘定と銀勘定だけであるが、第･例示の期末

()516年９削ol目から繰越されたのかH川以降に取得Ｌたのかに関係なく、銅と

銀のすべてが■三者に販売するかワッガー家の他店に発送されており、12Jj31

日には仝くｆもとに残っていない。したがって両勘定口座とも、増力||を記入す

る借方と減少を記入する貸方の個数と唄吸は、期中の記入だけですでに相互に

一致している。銅勘定ロ座に記入されている貸借の個数と収量は、ともに79樽、

1975ツェン1ヽ十一-、銀勘定口座のそれらは貸借とも48個、4318マルク４ロ･ソ　ト

である。
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　これらが、個数およびl副､l:と金額ぷ方の馴を改めて示したものであること

はいうまでもないが、なぜ銅勘定の場合だけに書き、銀勘定の場合に同様の記

入をL.ないかは不|り」である｡この記入を行ったことに特に意味があるとは思え

ないところから、締切の什方が未だ統･されていなかったことを示すものとい

えよシ、

　金額欄の締切り方は、貸借いずれであるかに関係なく、三つに分けることが

できる。一一つは合計額を!も体的に示す場合で、つぎは具体的には合計船を示し

ていない場合である。そして三つ目は合計線だけを引くか合計線さえ引かず、

引いたとしてもそれ以卜｡何の記入も行っていない場合である。

　合､汁額を員･休的に示す書き方は、さらにスつに別れている。一つはヤコブ・

ワ･･jガー氏勘定の貸借、オフェン支店勘定の借方、銅勘定および銀勘定の貸方

でなされている書き方である。これらの場合には、すべて２回以上の記入がな

されている｡たとえばヤコブ・ワッガー氏勘定の借方には４回、合計でduc.

14323.13.16の転i妃がなされている。その合計額を４回|］の記入額duc.3000.

--｡－の才ぐ下に合計線を引き、その下にＦ合計」とdllc.を付Ｌて書いている｡

ただし、その下に締切線は引かれていない。この場合は、債務帳の場合と同ヒ

なのである｡もうー一つの輿き力･は、アントワープ支店勘定の借方、オフェン

支店、ミラノ支店、アントワープ支店およびインスブル･、ク支店の各勘定の貸

jjでなされている｡これらの場介は、摘要記入枠の下すなjっち左右中央あた

りに、Ｉ合計」とduc.を付して合計額をぷしている。たとえばアントワープ凌店

勘定借方の場合は、「合計duc.240（）｡」（Summaduc.2ml.1と書いている。期中の

最後の記入額の下には介計額を示めさず、合計線さえ引かれていない｡

　ｎ体的に合計額を示さない書き方は、ボッツェン支店、ニュｰ-ルンベルク支

店、りオン支店、インスブルック支店の各勘定借方と、りスボン支店とローマ

支店勘定の各貸方でなされている。これらの場合はすべて１回の記入だけであ

るか､書き方はﾄ五!アントワー-プ支店勘定借方の場合と基本的には同ヒであな、

すなわち、期中最後の記入額の下には合計線も合計額も書かず、摘要記入枠の

すぐドに「合計ﾄ｡記のとおり」（Summa ut s111jra）とだけ害くのである。
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　これらの合計数が、貸借とも、勘定面のjl1も左よりに河かれている地お^Sの

ｲl'で、最後の記入のすぐ下に合計線を引き|合計｣を付して害かれている。

例として銅勘定借方の場合を示すと、つぎのとおIJである‘12'。(|政|狗の一行をし示

士、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｉ

jc..･:IS

　　Sum】11a FalH9.ctr1975

　銅勘定の場合だけはさらに、摘要記入枠の下あたりに、つぎの配人を行って

1ぃるIEL3へ

　noj.･i

Summa Fa13 79.c11'.1975 Bntzllel･.

　・i｀lr力･l

　　　　　F;11379.c【1-.1975

9･かｌｇ一一・ｐ
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　自ヽ計線だけをﾘ1くか合計線さえ引かない書き方は，銅勘定と銀勘定の借方で

みられる｡これらの場合は，転記において金額はll::かれていない｡零を小

す　。。が書かれているにすぎない。銅勘定借方の場合は，それら期中に行わ

れた記入のほかは何も書かれていないのである，銀勘定借方の場合は，左はし

で個数と恥ltド･合計するときに引かれた合計線が，摘要記入枠の下を通-って，

金額欄の下まで延ばされている｡しかし，それだけである｡このことは。個数

と'･IHdの合計が金額の合計より前に求められ，そのさい合計線をうっかり長ll

に引いてＬまった結果なのかもしれない。

　以llのようにL.て，Capusに設けられた各勘定｢｣座の締切りもおわり，これ

ですべての勘定口座が締切られたことになるが,ｲ責務帳とCapusで締切りの書

き｡ﾉJ･に若干の違いのあることがわかる。とくに目につくのは，Capusにおいて

Summa ut supra という書き方のされている点である。先に，債務帳とCapus

の各勘定口座か同時に締切られたのではないかもＬれないと述べた第一一の理由

は，この点にある｡二つの帳簿の各勘定【】座を同時に締切るとき，その書き方

を違える理由はとくには見出せないであろう。

　全体を通していえることは，二つの帳簿とも，各勘定口座の貸借の合計額が

横--一線の位ａには書かれていないこと，また同-一勘定の貸借であ-1ても，締切

るときの書き方に違いがあることである。いわば，締切ったあとの体裁が，現

在のようには未だ祭ってはいない。

［
Ｊ

fl

，Tこつの集計表

訳帳が，’.つの振替仕訳と若干の文召のあとに，（仕訳帳のJぱ）り，Capus

へっづく」と=游かれて終っていることは，すでに述べた｡仕訳帳は記帳の順序

からして，Capusの締切T一統前に締切られていたものと考えられる｡したがっ

てCapusの各勘定口座の締切りが終ったこの段階で，第二例示で用いられてい

るすべての帳簿すなわち什訳帳，債務帳，Capusに結末がついたことになる。

ＬかＬ･第二例示はここで終っているわけではない。さらにつづけて，－一つのこ

とが行われている。それは61紋口裏頁（）’数50）と62枚目表頁ぽ数50口こそれぞ
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れｰつずつ示されている，一一μすると集計表ととれるものの作成であ＆

　これらの集計表か，債務帳の現金勘定とローマ支店勘定の各残高をCapusへ

振陸j.たあと，すなわち債務帳の各勘定口座を締切ることができる状態になっ

たあとに作成されたものであることは，その記載内容から明らかである｡集計

表では，現金勘定の残高を振抄えたあとのヤコブ・ワ･･,か一一氏勘定の金額か示

きれており，ローマ支店勘定の残高が貸方に示されている｡またこの集計表へ

の喫計は，仕訳をせずに行われている。

　ではこれらの集計表は，Captlsの各勘定【】座を締切る前に作成されたもので

あろうか｡それともCapusの各勘定【l座を締切ったあとに作成されたものであ

ろうか｡また何を目的として作成したのであろうか。これらの点を明らかにす

るには，まず二つの集計表にどのような金額が集計されているかをみなければ

ならないであろ孔

　61枚目裏頁の集計表には[借方の合計](Summa einnemen)とタイトルが付さ

れているが，そこにはつぎのような記載かなされている‘14'。

　　　　　　　　　　　　　Stlmma ei】lnPmen.

　　　　　　　　　　Duc.7923.g －.p －｡.Kupffer

　　　　　　　　　　DLJc.26129.9 6.p －｡.Sjlber

　　　　　　　　　　l)tlc｡14323,g13･ p 16.,Herl-Jncab Fugger

　　　　　　　　　　DIlc，j170n.g一一p　･,0fen

　　　　　　　　　　l)uc.2068.只23.p 5.,Rotze】1

　　　　　　　　　　1.〕uc.2,100.g －.p　｡,Antto】‘ff

　　　　　　　　　　DIlc.1仙田1.9　.p 一一｡,Nurmberg

　　　　　　　　　　Duc.3S00.g －.p 一,.Li()1】

　　　　　　　　　　Duc.sn00.9　.p -,Jnabl･ugk

　　　　　　　　　　Ｄuc.s:m4RIS･p21

　また62枚目表真の集計=表には「貸方の合計」（Summa ausgebell）とタイトルか

付されており，つぎのような記載かなされている田）。

　　　　　　　　　　　　　　Summa ausgeben

　　　　　　　　　　1〕uc.】2909.g］2･p21.,pellherr Jac（）bFugpr

　　　　　　　　　　Duc.】iHI.R ･-.p 一一｡,perofe11

　　　　　　　　　　D1lc.60（10.g－.p－‥per Miiilanfl



I〕uc.圃Ⅲ1.M　，lj
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　これら　yJの叱計表をｰ･腿すると、まず双方の合計額が一致L.ている二とが

||につく、また公額は（如2釦のそれでヽある。L.かし、（第12釦の各金額を、

貸切’そのままで染計しているわけではない。そのまま集計したのでは、合計S’l

がｰ一致するはずがない｡なぜなら、確かに第二例示でも、現在と同様に取引を

　‘ﾌﾞっに分けて処JI11L ているが、Capusに設けられている勘定口座の場合は、そ

の･jlSではあるが貸借関係が現在､とは逆にな､9ているからである｡

　腿休的にいえば、ワッガー家の他店に対する債桔の消滅｡と債務の発生は借力･

に債情の発生と債務の消滅は貸’方に記入している｡したがって複式に処理し

ているとはいえ、ときに取引を二つの要素に分けたときの双方が、ともに貸惜

の･－}iだけとなることがある。このように現在では異常と考えられる処理を行

づている場合は、記帳されている金額をそのまま貸借別に集計したのでは、合

計額が相ｶでに　一致するはずがない。それにもかかわらず、二つの集計表の合､汁

額が一致L.ているのは、なぜであろうか。

　そこでさらに腿ると、銅勘定と銀勘定の場合だけ、吻12鉛に･Jiされているt?

借とは逆に、各合計額が集計表に記載されていることがわかる。すなわち二つ

の妬計表で･は、貸借関係が現在と逆であるフッガー一家他店の場介は［第］2おに

示されている側そのままに、それに対して貸借関係が現在と同ヒ銅と銀の場合

はい剔2表iに示されているのとは逆に集計しているのである｡この銅勘定と銀

勘定だけをぶ12励とは貸借逆に集計することが、仕訳のニつの要素がともに

貸借の一一一方だけとなる状態を解消し、一方の要素が借方に他の要素が貸方にな

るよう修IEすろ意味をもつことは、いうまでもない、しかし貸借が現在と逆で

ある部分ではなく現在と|司ヒである部分に手を加えたことから、二こつの集計表

では、現在であれば「借方の合計」に記載されることになる金額が｜貸方の合

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4lmぴ川叱に」恥叫㈹J･1　257

計|に，ｊ行力･の合計」に記載されることになる金額が「借方の介計|に含まれ

肩,1岨な９ている，

　このように現在とは令く逆であって･も，取引を貸摺しこつの側に分けて同額ず

つ仕訳L.たのと同じ.結果になるかたちに修lﾄﾞして吏計し.たのであるから，二つ

=の染計表の合計は，相幻でに当然一一･致しなければならないのである，

　ではなぜ，こつの集計表の介計額が相71Tに一一致するように手を加えたのであ

ろうか，またそのさい，現在とは貸借が逆であるフッガー家他店の勘定をその

ままにして，貸借か現在とli利こである銅勘定と銀勘定にT･を加えたのであろう

か.

　６．検算表としての集計表

　ここでの処理は，取引を二つの要素Ｌかもそれらが貸借に分かれるように記

入するかぎりは，合計額が貸借で一致すること，逆にいえば一部でも二つの要

素が貸借の一一方だけとなる処理今行｡1ているかぎりは，そのまま集計したとき

ニつの合計が柑瓦に一致L.ないこと，これらの点を十分に知った土で行われて

いると考えねばならない｡ただ合計額を　･致させるとしても，現在とは貸借関

係か遂になっている部分を現在のようになおすか。現在と同ヒ貸借関係である

部分を逆にするという，二つのやり方かあったはずである。そのうちここでは

後者を選んでいるのであるが，それは勘定科目数の関係であろう｡貸借関係が

現在とは逆なのは十の勘定科目である。それに対して貸借関係が現在と同ヒな

のは二つの勘定科目である｡このうち勘定科日数の少ない方の貸借を逆転させ。

全体として取引をは巳めから貸借に分けて処理したのと同ヒ結果になるよう修

正Ｌたのが，ここでの処理であ,ったのであろう｡

　このように二つの渠計表の合計が，相互に一致するよう意識して作成されて

゛るとすれば，その作成目的は，本来一致すべきものがそうなるかを確認する

ためであ-jだことになる。だとすると二つの娼計表は，検算を目的として作成

されているといわねばならない。二つの集計表全休か，現在でいう試算表なの

である。
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　では、二つの集計表はどの範囲の検算をするものなのであろうか。それが、

債務帳とCapllsすなわち勘定口座すべての記入額についての検算であること

は、明らかである｡確かに、債務帳に記載されている勘定|]座の金額は、ロー

マ支店勘定のそれを除いて、集計表には含まれてはいない。しかし第三者の勘

定には残高がなく、現金勘定の残高はヤコブ・フ･ソガー氏勘定の記入額と相殺

されている。したがって第三者勘定および現金勘定が集計表に含まれていない

こと自体は、勘定口座全体のバランスに影響しない。しかしもしそれらの記入

にぷりがあると、二つの集計表の合計は相互に一致しないことになる。したか

一って､たとえ叱計表に第三者勘定と現金勘定の金額が含まれていないとしても、

ここでは債務帳を含むすべての勘定口座の記入について検算が行われているこ

とになる。

　ただ、Capusに設けられている諸勘定については貸惜別の記入合計が用いら

れているのに対し、現金勘定の場合はその残高をヤコブ・フヽソガー氏勘定の記

入額と相殺し、また貸借の記入額が一致Ｌている第三者の勘定の記入釦は除外

レごいることから、これら集計表は勘定口座全体の合計試算表とはいいえない｡

一部が残高試算表的で、一部が合計試算表的な検算表である。

　二つの集計表全体で一つの試算表であるとすれば、Capusの諸勘定|｣座の締

切りは､これらの集計表を作成したあとに行われたと考えるのも一つではある。

しかし、諸勘定[]座を締切ったあとにこれらの集計表を作成Ｌたと考ええない

わけではない。したがって仕訳帳と債務帳の各勘定ロ座を締切り、ついでこれ

ら二つの集計表を作成したあと、Capusの各勘定I']座は締切られたと断ａはで

きない｡さらにいえば、債務帳の各勘定口座さえ、この集計表の作成後に締切

られたとも考えられる。

　61枚目裏ａの1‾借ゐ‘の合計｣のI゛には、|神に栄光あれ｣(LausDco･3と書かれ

ている‘161．また62枚目表頁の｢貸方の合計｣の下には、｢丁数42から丁数49にが

す本日まで３ヶ月間の仝計算の合計。そしてCap。かどのようになっているか

を最も簡潔にぷす｣(Hieuor die summa dcr gantzen rechnung drey mollallang､ alsvo11

ac.42 bis 49. vnnd auff das kurtzest wie ein Capt】s sein soll､aufs kurtzesl angezaigl｣
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と.IFかれ、そしてさらに改行Ｌて、［Ｃ卯usのおわり］（End＆sCa・s）と書かれ

ている‘17j､、

　これらの記入の位置関係は、翻諸版でははっきりＬない。しかLI神に栄光

あれ」と「Capusのおわり」は、左右対照の位置に書かれていたと考えられる｡

それらが、帳簿の最後を示す交討だからである｡

　第二例示は、これですべておわりである。

　７．検算方法の吟味

　二つの集計が債務帳をも含む範囲の検算を行うものでありながら，なぜ債務

I宸の各勘定口座記人額をも記載する完全な合計試算表を作成Ｌなかったのであ

ろっか。またこつの集計表は，検算だけを目的とするものであろうか。

　完全な合計試算表としなかったことには。仕訳における金額のぷし方が。大

いに関係したものと考えられる。

　前述のごとく，仕訳は不完全な文章で書かれており，一つの仕訳か一つのパ

ラグラフにおさめられていることが多い。そのさい金額は，主要部分で二つの

要素の各勘定科目とその貸借を別々の不完全な文章で示すときの，前の文章の

末尾と，小壽きのあとにだけ書かれている。後の文章では，文頭の文法上は目

的語であるDieをもって，前の文章中の金額を示しているにすぎない｡しかも

小寿きの後の金額を，金額欄を独立させて合計しやすいかたちでは書いていな

い。したがって仕訳帳の記入額は，合計することが不可能というわけではない

か，合計するさいに誤りをおかす可能性があり，合計したとしても一つの合計

Ｌか求め得ないのであるから，その正否を判断する拠所はない。

　ともかく，仕訳帳の合計額は求められていない。このように仕訳帳の合計額

を求めないとすると，勘定口座の範囲内でのみ検算するしかないことになる。

　仕訳帳を検算の対象および活用の外に置き，勘定[]座の記入額だけについて

jE否を判断するとすれば，その拠所は借方と貸方の各合計額の一致，すなわち

記入額のバランスに求めるしかない。しかしそのさい記入全体のバランスの有

無を判定する方法は，記入額の相殺を令く行わない合計試算表による方法だけ
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というわけではない｡たとえば第一例示では，諸勘定口座のうち現金勘定とヤ

コプ。'ﾉ･バガ'･　氏勘定の二つを別にＬて，他の諸勘定の残高をヤコブ・ワ･,が

ー　氏勘定に加減して，最後に現金勘定とヤコブ・フッガー氏勘定の残高が貸借

逆でありながら同額となることを確認する方法で検算している。この第‥例ぷ

の検算方法をさらに簡潔にした極端な方法としては，最後に残-jた二つの勣定

日l弔の残高を相殺して,それが零になることを示す方法さえありうるのであ＆，

いわば，勘定全休の貸併記入癩のバランスを拠所とする検算方法としては，相

殺を令く行j)ず記入額をそのまま用いる合計試算表による方法から，勘定記入

額をすべて相殺して結果か零になることを示す方法までの，種々の方法かある

j･)けである。そのうちの一つとして第二例示では，期末時点で残高を有しない

第三者勘定を，全体のバランスに関係ないという理由で除外し，かつ現金勘定

残高をヤコブ。｀フッガー氏勘定と相殺し，その後に残ったCapusの記入額だけ

を用いるという，　一部が残高試算表的で残りが合計試算表的な集計表による検

算を行っているのである。

　８．集計表の目的

　二つの集計表は検算だけを目的とするものなのであろうか。結論をいえば、

そうではない。

　まず、現金勘定とロー-マ支店勘定の取扱llの違いに注目Ｌよう。現金勘定の

残高はヤコブ・フッガー氏勘定の記入額と相殺されているわけであるが、この

ことのlljl然の結果として、現金勘定には残高が無くなり、同時にヴェニス支店

の本店に対する債務がそれだけ減少する。このときは現金勘定とヤコブ・フ･ソ

ガ･一氏勘定のともに貸方に、同額ずつを記入するのであるから、勘定ロ座全体

の旧借関係を修ll追たあとの)バランスは維持されている。もし検算のみを目的と

するのであれば、ローマ支店勘定の残高についても、これと同様の処理を行え

ばよかったはずである。それをローマ支店勘定の残高については、Capusに勘

定口座を新設してまで移記している。これは口一一マ支店勘定の残高を消滅させ

ず、明らかにしておこうとしたためと考えねばならない。すなわちロー-マ支店

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第]:リj肱i皿I徊4㈹JII洲

との関係を集計表に記載するためであったと考えねばな４ない｡Capusに設け

られ｡ている他支店の勘定口座の金釘|をヤコブ・ワヽガー氏勘定に加減Ｌていな

いことを考え合わせると、ヤコブ･ワ･=､｡ガー氏勘定お､よび他支店勘定の金額は、

集計表に記載することか意図されていることになる。

　このように考えると、集計表は、ヴェニス支店とヤコブ・フ･･､ガー氏および

他支店との関係を表小する目的をもつものということになる｡ローマ支店勘定

についてだけ勘定残高を用い、催の支店勘定口座の場合に貸借それぞれの各記

入総額をそのまま用いている点は、一員性に欠けるものの、これは口--マ支店

勘定の金額を振替えるさいの、仕､沢の数を少なくしようとしたためであろう｡

債務帳のローマ支店勘定の貸惜記入額を新設したローマ支店勘定にそれぞれ振

竹えるのも、一つの方法ではあったであろ引　しかしそのさいは、二つの仕訳

を行わねばならない。ここでも、紙の節約が意識されているのかもしれない。

ﾛｰ-マ支店勘定の残高を示し、かつ帳簿全体のバランスを保とうとＬたのが、

ここでの処理であったのであろう。

　嘉一例示では、期末の締切予･続終ｒ後に、本店でフッガー家内部の各店間の

債権と債務か相殺されている。第一こ例示でも、このような本店での相殺かf定

され、集計表はそのために利用されたのであろ肌だとすると、集計表の記載

釦すべてが、勘定残高となっていることか望ましか、たことになる｡

　つぎに、集計表が勘定口座の検算を行い、かつ期末の各店に対する債権とｲ責

務を表小するという二つの目的をも･ってだけ作成されたのであれば、銅勘定お

よび銀勘定の金額は、現金勘定の場合と同様に、ヤコブ・ワ･･･ガー一氏勘定に振

鈴えて相殺することもできたはずである。これら二つの勘定の金額は、本店に

吋するヴェニス支店の債権を示すものである。これらの金額をヤコブ・フッガ

ー一氏勘定に振替えて相殺しても、勘定口座全体のバランスが崩れるわけではな

く、本店に対する最終的な債務額か変わるわけでもない。それにもかかわらず

ヤコブ・フッガー一氏勘定への振持えを行わず集計表に記載したからには、そこ

になんらかの意味があるものと考えねばならない｡ではその意味とは、何であ

ろうか。それは、フッガー家全体の商品販売益を本店で計算廿んとＬていたた
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現　金　勘　定

ローマ支店勘定

第．Ｆ者勘定

　　　(第３図)

第二例示記帳関係図

商 品 勘　　定

ヤコブ・フッガー氏勘定

フッガー家他支店勘定

（ローマ支店勘定）

集 計表

・仕,釦以|!I」については.185rL li第21匍参照.

・比川IQから債務帳お,よびCapusへの転記は，仕,沢とlijＪILﾆ側に，仕訳の’jど

・？は，勘定残高相殺は2/311）

べ:りは，勘定残高振替（12/31）

・（I,りは．貸借同に佃||（12/3Ej

・（翔j.貸借逆の佃||〔12/31〕

佐

田

めと考えられる。

　第’｡例示では、銅の受入れをボッツェン支店から、また銀の受入れはハル支

店からだけ行っている。そＬてそれらの受入時には、前期からの銅の繰越を含

めて、ヴェニス支店ではいずれも金額の記入を行ってはいない。一方払出につ

いては、フッガー家の他店に対する場合は金額を示さず、第Ｆ者に対する場合

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　･i l2 ,11j.･:　貳I霜|】j･-‘り)締UpJ　763

にだけ販売価額少記入している｡すなわちワッガー家の各店でも，外部から購

へしたときに個数，'･R :l::と買入価額を記入Ｌ，内部的な銅およひ'銀の移動の場

介は個数と･R Irtだけを示して金額を示さない処理を行･っていたと考えられる｡

第ぐ者に対する販売時にのみ，個数，厭1,1とともに金額をも記入してぃるので

ある｡したがってワッガー家令体とＬては，外部から商IS,11を購入Ｌた店か記入

した買入価額と。外部へ販売した店が記入した販売価額を比べることで，総記

法による商IIIIll販売益の計算が可能である｡この』咄WII阪売益の計算を本店で行う

ために，銅勘定と銀勘定の金額は，そのまま集計表に記載することが必要であ

ったのであろう｡

　だとすると，集計表における検算機能は，第二義的なものと考えねばならな

ぃ。集計表を作成する第一の目的は，本店で行う会計処理，すなわち各店間の

債柚・債務の相殺と，フッガｰ一家全体の商品販売益の計算に必要な資料を明ら

かにすることであったのであろ七そのさい資料のll{しいことを汀借方の合計}

と1‾貸ゐ･の合計｣の各合計額か一致することで示Ｌたのであろ乱集計表は，

私店へ送るべき報告書であったと考えられる。

　最後に，第二例示の記帳関係図ぽ副を示すことにしよう。

Ｉ
Ｉ
’
－
ヽ

目）翻刻版では，まず借方のすべてかI，ついで貸力のすべでが･,l,されているため。勘定11座の位

　　漬:関係は断定はできない｡

（2 13　ニュールンベ･しク£j,ﾘ勘Mjll=ゐ’の記入合計だけにカー，コを付Ｌたのは。転記において金額か

　　宍=かれていないためで･ある，この転記落ちが，いずれの段|聊でり已たかは不lllであるが。111り】

　　である二とは確かである｡

□：　布,’:19g～2111順参照。

仁目　A.W｡S.239.alls si】bergeliisl.2oeausk叩rferは.aljs kupffcl･卿］asl ,!r肖くべきであｰ，

　　たと思われる。

にy］A.W｡S,219.（FI　氷河2:16～238 a参照　（7 11　本河26rト2611t参照｡

り１　本,1ﾔ261貞敬1吃（9）A.W｡S.239.

11111）フレクソ・デ･･ネ几I」氏勘定11ゐ’の場合だけは。合,汁線も｜＆計jも,琴かれていない　!A.W｡

　　S.245.1

１

】

1〕A.W｡S.241 ulld 242.･i12）A.W｡S.246.111;tl　A.W。S.246
1md 25111.

む　A.W｡S.249.1借方の合計｜および「･貸方の合計レrは．ｇおよぴｐのあとにゾンクトが’４

　かれていない｡

11151　A.W｡S.25,jl.･!161　A.W｡S.2d9.（1771　A.W｡S.25･1
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　　１．圭裂痔の構成

　第Jlj示は、62咬日表ｒＯＴ数謝で終わっている。それにつづく62絞口裏Cf

　汀数=5Uから1518年執竿部分の最後である76枚日表頁（Ｔ数なLﾊﾞ･にかけては、

はヒめに才I､リ･の説明吏があり、つづいて24の勘定口座からなる主要階（Hauht-

huch縫名付けられたものが小されている｡これらの部分をシ_､-バルツは、第一

例小および唇二例示につづく第三の部分として位‘匿づけている。

　そのことは、62枚目盛頁の最初に書かれている「これから後はｰ一つの主要簿

で，そこにはこれまでに示L.たこつの計算を記人するづHernach eillHallbtlluch

wa･ 111;Iluliehieu･･rllellzw･)rerhllun911 einsChl･eibellsn11リ1堕いう文章と、76紋目表

山､ﾆ占かれている｜三種の簿記のおわIILマトホイス・シュバルツ。神に栄光

あれ｡151S年｡｜(End dcr dreiel-)ay bllchhalten.Mathells
Scllwarlz.Lalls D･｡.

MDxvlH.冊という文ｊとから棹測できる｡三種すなわち三つに区分される簿記

クバも、これまでにﾝ｣･したのが二つの計算すなわち二つの簿記であって、これ

以随か第三の簿記だというわけである｡この部分を、われわれは第三例ポと|呼

ふことにする。

　第三例示全体の構成は、前掲(第１表)のとおりである｡

　本･';Ｗ)意図は、第:ﾓ例示の中心である主要簿について、まずその･i杞入の刊哨

および仕組みを明らかにし。ついでその目的を解明廿んとする点にある｡その

ためには、害かれている順序からして、はヒめの説明文中に何らかの手掛りの

あることを期待したいが、後述のごとく、実はその説明文では記入内容および

目的について全くふれられていない｡そこでは記入の手順についてだけ、若干

の二とか述べられているにすぎない。したが-Jてわれ1､れは、まず最初の説明

之から記人手jll白をつかみ、それに従･って各勘定I]座を見ることによって記入内
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し

柘6

と記

にな

６

大関保全明らかにし

ろ

て，最後に主要簿の作成目的をljﾘ｣らかにＬてゆく

つづいて二"Jのバラグラ'ﾉが遡かれ｡ていろ薦。

　最初のパラグラフは、|山相の｢これから後は一一-つのﾎ｡要簿で、そこにはこれ。

までに示したニつの計算を記入する｣という文章では巳ま､っている｡｡’j’j･いて

ニこでいう計算の一つが、ac.30からac.35にかけて示されている第　一例示の計

り:書の部分を指し、他の　一つの計算が､ac.46からac.5(lにかけて示されている第

二例小のCapus部分を指すことを明らかにする｡そして｜この主要附は仕訳帳

を必要としない。なぜなら、すでに示した二つの計算で什訳が行われているか

らであろ｡＿(dises l{aubtbuch bedarff kaines Zornals､ daml die rechmmgelHeind das

z｡rllalper auixoj という｡でi=｡-･駱簿の記帳に関して述べられているのは、わずか

にこれだけなのである。したがってここでの記述からは、主要簿が第一例小お

｡よび第二例示から独立したものではなく。それらをもとに作成されたものであ

ることがわかるにすぎない｡

　第二のパラグラフは、Tiモとしてアルフフベットの大火二字と小文字の使い方を

説明するもので、第一のバラグラフとは内容的に直接の関係はない。まずアル

ワアベ･則ヽには24文字があIμj、それぞれに大文字と小文字のあることを述べ

る｡。そＬてシュバルツ自身のヴェニス滞在時には、ヴェニスをvencdi只と大文

字ではビめる書き方をし、銀はsilberと小文字ではじめる書き方をしたが、こ

の手書き本の執筆ji時には、銀も大文字で書きはヒめるのがふつうになってい

ること等を述べている。さらに最後に、これから後のFk要簿の記述においては、

勘定科目をすべて大文字ではヒめることを断っている。

　このように最初の説明文からは、主要簿の内容を理解する手掛りを得ること

はできない｡そこで直接主要簿にあたるしかないわけであるが、圭要簿の記入

では､幸い関係するそれぞれの第一例示または第二例示の丁数か示されてい＆1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第1,1リj笛汐IU示　i･ﾊﾟ提簿のN11,】267

われわれの作業は，その｣'数を手掛りとＬて行うことになる。

　なお，レ堤防の各勘定｜|座を随体的にぷす直前の63紋日大穴には，｢圭要路の

勘定科目一一覧表｣･;|)as Alp}laheth ubcr das Haubtbuchレとタイトルを付L.てつ｡ぎ

の大を掲げているａ｡ただ翻刻版に小されている勘定口座は，下線を付Ｌたもの

だけである。ぽ線は筆者)

　　　　ygn!jjgj唄r r,ヽ回!丑!!11μlc.52　A!!glipgJILpgr.Vtm..g!lgac. 53･ Sj】berzu VenrdiM ac.

　　　5S　Kupffer zu Vcnedig ac. 59　Botzen per Venedig ac. 5t一旦旦n3pgJ'V1･11cdjgac. 56

　　　　Mailalld per Vencdig ac. 55･ Lil,nper venediM ac. 5dぺ〕fen pcr Venedi只ac，55一一

　　　き!!!!!!がLpgyve甕jjKjg;ﾕ53　Niirnlbel'g peLxj!J剪4jS ac. 55一一Kupfferzu Hall ac. 59－

　　　Kupffer zu Botzen ac. 59-j1出現rzuH症ac.58 1.iBb(,naper Venedig ac. 5,1－

　　　Tantzge per vell(･digac. 56　Vnk(jsl zu ven9吏gac.57－BotteT11()n zu Ve11(ldjgac. 57

　　　－Vortがlzu Venedig ac. 57一一I11abru只kpcr Velledig ac. 56 －Kupffer zu Rom ac.611‥

　　　Silhel･z1]Rom ac. 58 ・Seidin gwand zu Augspurg ac. 60－Clainal zu Atlgspurg ac. 60.

　この勘定科目一一覧表は，必ずしも丁数順には書かれていない。なぜそのよう

な順に示したかは不明である。

　３．ヴェニス支店勘定

　主要簿の各勘定日原は、第一例示および第二例示の場合と同様に。左右二つ

の|則に分かれており、それらが同一一見開きの左むの頁の対照する位置に設けら

れている。そのさい第三例示では､左貞をvns so】]漂方1･、また右頁をWir sollen

　(貸方)と呼んでいる。

　翻刻版に示されている九つの勘定[]座は、それらに潟かれている丁数をほる

ことにより、二つに区分できることがわかる｡－一つは、他の勘定|]座の各記入

額合計を集計しているもので、最初に設けられているヴェニス支店Cvenedig auf

rechnung〕勘定がそれである。したがって他の一つは、当然ヴェニス支店勘定を

除く諸勘定山下では他の諸勘定とぃ引となるわけであるが、それらではヴェニス

支店勘定に記載されている各合計額の内i沢が示されている。

　まず、ヴェニス支店勘定を掲げておこう｡それは、つぎのとおりである‘6'｡

　　　　　　　　　　　venelia aufrechnIIIIRNn.1So]lvlls.

　　　N0.1.
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Ｅﾐ11 detlu tt･mpopcr An【tnl-l ei】IR四HmP11、ill mer l】osttln、;=lc

司

Ｅｄｅ山l per H【】tzen eillgclln[ncn.lhut at･. 54

｝

ｄｕｃ
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ddtnl〕er k111)f・r zu Botzen t･ingellclrllt･111】1ヽl',1700c↑r.IS86113

{c.59…………
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　1ﾋﾟ㈲

８

r.111c.】8‘211･1,1 S. ljl

E dett｡ per kupffel･ zu lla]】fu】-einllenlell pelり211 ctr. :|:H;ll3

Ｅ

tc，5!l

de

chlc.詣2より,1j

出）匹r silber zu llalげur eimmmen pellmark 11玉江dc 5S

lf detto peF Lion einμen()nlenパhut ac、 54

E detto per Mailand ehlgenl.lmen.thut ac. 55.・

E dcll｡ pel' xijrmberg eingen【】men.thut ac. 55，

E delt{j pel' x'ortail cillgenljme11. thut ac. 57

Er]ell{}per Rom eingenomerl. dlut ac. 56……………

duc，83617.21.9,1

duc.122u0..

dllc.3CI00..

ｄｕｃ

…･duc

…･duc

】{ultim{}Scuember、】Jleihen wir im beschlus discl-rcchmlng No.

　l schu】diM Daniel de Souichu. laul der rechnung ac. 35；traM

ich hillab an dise ac. 52，
ｄｕｃ

5闇lj.-.

391】U.5.19

S432.6.1 :1

2卯

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Sumnla duc. 3292S:

Sun111nasu111nlaru111alles einnemen diser redlm]11g N0. 1 11eull

　m･matlang. trjfftduc. C'.32り283.9.6.p.28.

Ｎ(辺 No.y

Adi prim{}Setlember、Tra只ich herah vc】ndiser ac. 52 duc.972.

む23.so man v】lsjm Schuldbuch sdluldiM I]leibt.、･11ddie Cassa

2412､M.H.p.8.ac､52.

３

６ y8

duc.:13S4.15.3］

E ultimo l〕ecember.per AuRspurM ein只ennmen in mer posten

11･ult 2c， 53

E detto per Anltorf eingellomell、 thllt ac.5:4、

F detlo per Botzen eingalo】11en，thut ac. 54…

ｄｕｃ．

ｄｕｃ
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E dett【】pcr lnBbr収只ｅｉｎＲｅｎｏｍｅｎ、ｔｈｕｔ ａｃ．５６、‥………………(ｌｔｌｃ．

E detto per Lion einMenomen. thul ac. 54 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥dtlc

iE dctしo per- xurmberg eingenomen、 thut ac、55

Edem）per ofelleir垠enりmen、thut

ＩＵ閣j.，－

240{}.－.－

2n68.23.5

8000..

3800.……

‥‥‥‥‥‥‥‥duc.14{ll}

ｄｕｃ 打開

als ac. 59‥‥‥‥‥‥‥
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Vcnetia auf rtich111111g N｛1.1

一一

Sol lell wir

- －

　　　　　N,.1，1.

il.6，Adi ullillmSI.,|.lcmber.Bjs primn Je1111ellper AL】jlspLjrg ausMeben

ｍ ｓｕｍｍａ ３ｃ．５：１‥‥‥‥‥
duc.85固１．６

E detto pe】･Anl.1.,jrl‘auSgeben， thul insunlnla lc.53‥‥‥‥‥duc，り911]lj.6，

E＆tto pcr B,〕tzenauageben，lhut ac. 51

E dell(j per L氾bona a1)13gehen，thut ac. 54　…‥

E dett(，per M;liland auBgeben， thut ac. 55　･･…

E detto per Lion auBgeben， lhut ac. 54‥‥‥‥‥

‥‥‥‥‥dtlc

‥‥‥‥‥dljc

‥‥‥‥‥dllc.

ｄｕｃ．

E deuo ps- Narmbel-g ausgebe】1，thutinsurllnla ac. 55……duc

E detto per･ Ofen auSgeben、 thut ac、 55

EdeUo per Ronl auBgeben、 thut ac. 56

　g閣.

　30{}..

3dt30.12.13

　774n.

　328.－.

duc.13738.1･U7

duc.S9988.一一.13

E deuo per silher zu kom per mark 4525 ausgebenパhut ac. 58

duc.3M822.1(l.4

Ｅ白山）perchlinaにtlΛugspurg auageben per 7 stuck thut ac.60

duc.32360

E deuo per seidin gwand zu Augspし1rg肌lsgebcnバhut ac. 60

E dello per Tanlzge ausgehen， lh111 ac. 56，

F delt,.jpcr vllkost ausgehell， lhut ac. 57

E dettn per pnl.enlon ausgeben. thllt ac. 57

E deltu per ，･ortail ausgebell， 1.hlllac. 57

duc.IS]78.23.24

…･ｄｕｃ．

･…ｄｕｃ．

一一‥ｄｕｃ．
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16、

リ

＝

………dllc.

F ultimn Settenlber pleihen wir im besch】us discr rechnung Ncl.

l schujdig : di1･ tl-ag ich hinab ac. 52al】fN0.2.1autt der l･echnung，

insuln111a ;.lc.35…………

　95，

196.12

Ｑ
Ｕ
Ｉ

1.12

duc.　り72.4.23

Mcr an harem gelt beliben: trag ich auch hin油ac.52

‥‥‥‥duc.2｡112.11.8

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Summa duc. 329283.6.28

Summasulnnlaru111　alles ausgcben disel･ 1･echm】ng N0. 1 neun

　monatlang.trifft duc. Ct.329283.9.6.1】.28.

へdi ultimo Settenlber seyen wir im beschlus N0.1 schuldig

　p】ibell.Tra只ichherab v,〕ndjser ac. 52 auf new rechmmg

E dc出）pel’ silber vmb mark 3246 mer eingenomen dann

aul3geben i rest als ac. ;‘i

F detto per kupffel･mcr cingenumen dann auagebenn， ain rest

duc.7646，

一一一一
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】妬uhim,dlecemher per Aug印ul-只aL】agebe11.thulac.52 duc

Ｅふ.･ltll pl.ヽ|･A11MslMIrg allsRch{･n.thut a{･.1,3

1{dt･ltl･ pel･ |11abrugk ausgcben. thut ac， 36.

E delll･ pl'r ljl3honjl auaMeben. lhut ;lc. FI,1.

1{dc山，ｐｃｌ- Ｍａｉ}ａｎｄ ａｕｓｇ１ヽｂｃｎ．ｌｈｕｔａｃ．５５，
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I･

d{･tl,･per Na1･mbel･M ausμlbe11.thut ac･. 5Fi.‥‥‥‥

dell,l pel- Rum 2lul3只eben.ist eill rest.lhut ilc. 56，

dcllo per scidil】Rwand ausgeben. thul.ac.611，

I｛cl（ヽttljpel- Ofen ausgeben、 thut ac. 5j

ｄｕ(ヽ

ｄｕｃ

ｄｕｃ

ｄｕｃ

ｄｕｃ

1111.

27目.6.21

1{|聞.

　ll{|.

29(lll..

611Clll.

12511，

…duc，4･K185.6

duc.9:193.6

duc.150囲．

E dMt{}geet ab duc. 】･11.2.15，vmb s()uil steet das kupffer en1-

　Mt!gcll ill dcll duc. 3:184.15.31 per debitor. dalln nlaTl zu Venedig

　das kupfferftlr debitor gehalten hat bjs ultimo Settember :

　vlld s｡ die weitPr llit verrechllet wel･den. sn schreih ichs hie(jh

　fur ausgebel･l vn[! dem kupaer das Mewicht z[lac.59perfa69，

　ctr.225，das da]ln bis pl-imo octobrio a】so ful- schu】dner ge-

　ha11ell was vlld nun llichl weiter. laul a1】ch der r(,chnung N,Jj.

2 ac. 46: vnd dises ac. 59 ｄｕｃ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　SuT11111;l duc.

S11mmasllnlnlarurrl　allesausgeben diser rechnung N(j.2 drey

　mollallallg.trinllduC. 82920･M.21.p.2、

　IJ1.2.15

M292n,21，4

　４．ヴェニス支店勘定と他の諸勘定の関係

　ヴ_､｡ニ汲支店勘定と他の諸勘定との関係を明らかにするために、翻刻版にポ

されている他支店勘定の一つであるアントワープ支店（AnUorff。r venediil 勘

定をみることにする。アントワーブ支店勘定の貸方には、つぎの記入がなされ

ているIひ、

１

拓，Adi tl]timu Settember. Sider primu Zenller zu Venetia i11 Nu.1

　　　　　fur einllenlen i11 3 posten. laut del-selbigen a, 30.34.Nemlich:

　　　　　ducパ159111,j Cnrnelius Schatz, duc.42閣LIFreschg{'･ualdi，mer

　　　　　duc.s59oo}11ero.e LdoFreschgmja】di川aut del- rechnung:

Ⅵ1(l dises ac. 52.Wirt A11ttorf verrechnen ac. 52 duc.936911.8.

Bis tl】tinl,.IDccemhcr p【?r Venedig daselhst il1 2 11oslcn f11｢

　einnenlen.laul del- rec｣lnung ac. 48.Nem】ich: duc. 2 MII.Jo.

　R,jM(･.d111で．仙O Jhero. Fresrhg･･lljaldi ； wirl. vns Anttorff alsl･l

verrr･ch111!n wel-derl: thul ar. 5M

第に 第．例,』
一
―

放聊のN,j.1271

duc.j1110

]:516午則｣末lj.□｣1 ll以降Ｎ･･．１にｰ'Jいては．り≒ニス如,哨こおいて(計

　　　　　算=,jl=のJ ;j(･.311わlc.:U.に示す:列lj匯l受ぺれを行-Jj｡'|なj-1ち

　　　　　コjしネＪウー2.・シ火'‥.j 一一y[]tjC..'{,5!11}.]ﾚ5.1.1.'.JLj ・.･=.･_ゴIﾌ,jLディ

　　　　　duc.42011.さらにJhl･1'n.e Ldn. フレｰ=jﾝ･２ゴ｢ノルティduc.859閣．

　　　　　計算μクリ:お‘にそ！でこの･‘帳簿ｸnac.52.アンドノープ£店

は;1･[リ､するで･あろ-ｉ．ａｃ．５２‥‥‥‥‥ duc.9:16911.刺

　　　　　　121jぶ||,までにヴェニスIJIii･は計算i41=のaC.481,こJ』り-21111の受入

　　　　　　れを行｡Jだ。ｔなjμ.j:.l｡｡ポコ･ldUC.2000yrherOフレｰ1･ンュゴ

　　　　　　ワルデイ（hlc.41）0: Lたか,｡てアンF･ﾜｰ-プ£jlりIまj･ぱ1われにっ

　　　　　　いて記へすろであろ･5 lac.52…………………………………dllc.24聞。。

　ここでのduc.9369（）｡8.一一は。ヴェニス支店勘定借方のN0.1に「同日，アント

1ﾉｰ-プ支店について受入れ。複数回で，丁数53」｛E in detto tempo per Λnum-f

出gen･･me11.ill mer p･lstcn,ac. 53）として，またduc.2400は，そのN0.2に［同

日，アントワープ支店について受入れ，丁数53ＪIEdettoperAnttorf eingen（･men.

thlllaC.剔として書かれている金額と同ヒである。このように他の諸勘定の記

入合計額が,ヴェニス支店勘定の貸借逆の側に記入されていることについては，

翻刻版に示されている勘定に関する限り例外はない。したがって翻刻版に示さ

れていない勘定を含めた主要簿全体についても，同様の記入がなされているも

のと考えられる。

　ヴェニス支店勘定ではN0.1とN0.2がはっきりと害かれ,二つに|ﾒ:分されて

い配しかし他の諸勘定ではN0.1およびN0.2を明示せず，単に二つのパラグ

ラフをもって書かれているだけである。そのさいは前のパラグラフがN0.1で，

後のパラグラフがN0.2であるが，それらに奔かれている丁数をみることから，

N0.1が第一例示の計算書と，N0.2が第二例示のCapusと結びついていること

がわかる｡

　他の諸勘定では，ときに一つのパラグラフしか害かれていないこともある呪

その場合は，書かれている丁数から，それがN0.1についての記入であることが

俑定できる。また勘定によっては，貸借の一一方だけしか金額が記入されていな

べこともあるか，そのさいも他方の側の勘定科目とその貸借の別だけは，反対

以の対照する位置に書かれている‘9’。上記アントワープ支店勘定貸方の摘要末



尾

び）

行

のac､52は、iﾓ要簿におけるヴェニス支店勘定口座の丁数であろ。

｡ニれらのことからして主要縛は、まず他の諸勘定に第一例示および弟ヅ訓示

関連む･|所をもとに記入し、ついでそれら記入船の合計をヴェニス支店勘定の

摺逆の側に記入する、という|｣頃で作成されていることがわかる｡

では他の､渚勘定に記入され、ついでヴェニス支店勘定の貸借逆の側に記入さ

れている金額は，どのような内容のものであろうか。その解明を，ここではま

ずNo』からは巳める｡それは，圭要簿の各勘定口座がN0.1から記入されてお

IJ.N()｡2の記入を行う前に，ヴェニス支店勘定のN0,1たけが，他の諸勘定に

記入されていない金額をも記載して，貸借の合計額が一致するかたちで締切ら

れているからである‘へこのように主要簿は，まずN0.1を完成してついでＮ０．

２を完成する順で作成されていることから，N0.1を記入したあとの下部に，各

勘定口座とも，いくらかの余白が残されていたことになる。

　５．他の諸勘定の記載内容(Ｉ)

　前掲のアントワープ支店勘定貸方のＮ０．１をみよう。はヒめにこの勘定を取

l)上げるのは，そこまでの処理に，一貫した規則性かあるように思えるからで

ある｡

　摘要に示されているac.30とac，34を手掛りに，それらの個所をみると，そ

れらはともに第一一例示の計算書{以下では哨｡に計算書という}の消極的(Passivaすな

わfJJ)';部分である｡このことからはまた，計算書が仕訳帳および債務帳の記

入をもとに作成されていることから，主饗膳が仕訳帳にはヒまる一連の記入の

最終段階に位置することがわかる。ac.30にはduc.3590.8.一一とduc.420【】につ

いて，またac.34にはduc.85900.－｡－について，それぞれつぎの記入がなされ

ている'I'j｡

　　A11uol･f.E9.Febrer.Eingennmen von den Hisani auf schreiben von

　　　　　　Antlljl-f: daselbsteingencjmenCornelius Schalz zu 411stiber
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第L･い?･?　第噴|Jljj iﾓ要簿のN｡｡1273

ｔなわち811ロラ・}･リ[．・ｸ'ルf･，Irの現金Jを受取る……dtjc.359{j.M，

　..II;lhellwir eﾖ･nM(･lm111env,)n el hanch,I Bisani v,.Jn

a'1｀μ{｀11d(ヽrSiMn,jria de V(!nelj;1.11aheTl dit! v)lsel･n 2u A11tr,1･ff

zaoatdlj Fr･cschg(Jwaldi z11 7:2 9. per dl)c.CI,.thut‥‥‥dllc.12{･M･|

EIい目川口i；われｊりjLはビザニ銀行からりｊ-こス政府分を

.･2Jaる'jt･ j.･･J･
- - -.7‘.l,I,11'14L.'ノレ・ﾝ･.‾ｺ.ゴワ'L･テIイーにdUC.CI

･1･

E

り29、をl沈､一一ゴ｡ …一一d1]c.42flll

1{ingenomen auf schl'ejbenvon Anttorf de adi ultimo

Zungnovl】n　ulegen Jhs-o. c L･j一一ffll de FI-eschgljualdi. Nem-

lich : Alex1' de Nerli11 ･I MI'..Signllria de venetia ]5 MI'..

A11drea Gritti 20 M°'..(;aleazn de vole 24 M‘'.,Anl‘' Mn Sporgn

229圓duc.，allcs CI. HahMl die vnse】･n zlj Anul.lrff zalt 】idetli

F「=li………
…duc.S.i9!】11

同日!･7 1124田６月叔|げ|-のアントワープ£店の手紙に従っ

　て，･ﾌし･，ン｣_ゴ17ルデI・一紀弟ジェロ.=-モとりオナルド分を受

　取る.すなわちフレｰクソ・デ･ネルりから{duc.1･翻1}0，ヴェニス

　政府からQ111c,で1 150闇．アンドレア・グIJ ･,･テｊからGlljCj

　2nlll】11，ガレアソ・デ・ホ･･一し･からI(dllc.)24Clnn，アント・マ・シ

　・ホ.jLゴか･･1〔duc.〕22911().jべてＣ'．アントリープ支店は･フレ

ら‥1-ゴワ.jLf句‥に支払,3た ……d1】c.859()0..

　関連する各仕訳をもみることにより，２月９[]の取引は，かつてアントワー

プ支店かンヤッツ氏に貸付けた現金の回収を，ビザェ銀行を通してヴェニス支

店が行わんとしている場合であることかわかる。具体的には，支払人ビザュ銀

行，受取人ヴェニス支店，振出人アントワープ支店である為替手形を，ヴェニ

ス支店が入手したときのものである。４月９日の取引は，かつてアンﾄワープ

支店かヴェニス政府と関係のあるフレッシュゴワルディー氏に貸付けた金額

を，ビザュ銀行を通してヴェニス支店に回収させようとしている場合である。

具体的には，これまた支払人ビザュ銀行，受取人ヴェニス支店，振出人アント

ワ‘一一フ……支7占である為替手形を，ヴェニス支店が入手したときのものである｡そ

して71124｢1の取引は，かつてアントワープ支店かフレッシュゴワルディー氏

兄弟に支払った現金を，ヴェニス支店が代って，複数の同兄弟の代理人から現

金で受取ったときのものである｡

　これら計算書の記入では，左はしにすべて｢アントワープ｣と書かれている｡

２ｊｊｇＨ．アントワーブ支店からのｆ紙に従-jた，ビザこ銀行

　からの受入れ：同支店はコルネリウス・シヤ･･y･ｿから40スｆィバ



計Iり:ijS:の各記入では,このように原|｛|｝とL.て左はＬに地お等が書かれているが，

アンﾄワーヅIと書かれているのは。消極賤の記入に関するかぎりはこれら……1つ

の記入においてだけであ＆，またこれらの記入のもとになる仕,沢では，すべて

貸方勘定科目が当然アントワープ支店である。そして第jlわ］･の仕訳でぽ方勘

定科||かアントリーブ支店であるのは，これらJTIつの場合だけであるよ債務帳

のアントワーブT支店勘定日座の貸方には，これら三つの仕訳からだけ転記がな

されている。

　このことから，ヴェニス支店からみてアントワープ支店に対して債務が発生

　･,1たほ自勧･消滅）すると，まず貸方勘定科目を同支店とする什訳を行い，つい

で借務帳の同支店勘定の貸方に転記し,同時に計算書の消極側にも左はしに「ア

ントワープ」と書いて記入して，それを主要簿のアントワ‥プ支店勘定の貸方

に書いていることがわかる。先に，|一貫した規則性がある」と述べたのは，こ

の仕訳の勘定科目とその貸借に従-って，仕訳帳からTh要諸までをｰ‥一貫して処理

Ｌている点を指すものである。翻刻版の主要諸に示されている他支店勘定の一･

つにニュールンベルク支店（Ntirmberg per venedig）勘定があるが，その貸方ま

での記入もまた，このような一貫性のある処理がなされている。

　このような一一貫性のある処理は，翻刻版で省略されているリオン支店（Lion

l）ervenedig）勘定お,よびミラノ支店（Mailand per venedig）勘定の貸方までの場

合にも，同様に行われているものと推測できる。原中取引の仕訳で貸方勘定科

目がリオン支店であるのは４♭］，ミラノ支店であるのは２回である。それらは，

当然債務帳のそれらの勘定ロ座に転記されている。そしてそれらと平行してな

されている計算書消極側の記入では，すべて左はしにそれらの所在地が書かれ

ている｡債務帳のこれらの勘定11座貸方には期中に他の記入はなされておらず，

計算書消極側の記入で左はＬにそれらの所在地か書かれているのもほかにはな

い。これらの記入額の合計は，リオン支店の場合がdue.12200でミラノ支店の

場介がduc.3000であるが，主要簿のヴェニス支店勘定借方には

についての受入れ」（per Lion eil垠enomen）としてdUC.12200が，

９
　
ド

｜

こ
へ

リオン支店

ラノ支店に

ついての受入れ」（per Mai）andeingenQmen）としてduc.3000が、それぞれ記入

　　　　　　　　　　　　　　　　　　11,1以‘j一廓-_例示　ij要河のN,1.1275

されていど，したが｡Jて圭要簿のリオン支店勘定貸方には4[ljl分合計でdUC.

122m‾lの記入が，ミラノ支店勘定貸方には２回分合,汁でduc.30闇の記入が，そ

れぞれなされているはずなのである。

　６．他の諸勘定の記載内容(‘II)

　これまでのアントワープ支店勘定貸方を中心とする検討から、ホ要簿の各支

店勘定の借方には､それぞれの支店勘定をもって仕訳の借方に書かれた金額が、

債務帳の各勘定口座の借方に転記され。同時に計算書の積極IUDAktjvaすなわち

借方)に左はＬにその支店所在地を奔いて記入したうえで、記入されているであ

ろうことが容易に予測できる。その取引の内容は、当然それらの支店に対する

ヴェニス支店からみた債権の発生はたは債務朗削剛であろう。このことをニュ

ー-ルンベル支店勘定の場合について、念のため確認Ｌておこう。

　i=｡要簿のニュールンベル支店勘定借方のN0.1には、次の記入かなされてい

る'I馬

IS16. Adi】5.A11ril、･errechllet Vcnedig Nn. l fur atlBgebell in 2 poste11

　duc.28 VIrich Pfilllzillg.duc.300 von ainem E. ralzu Nurm-

　berM、dem hancl］Preulli gut gemachl laut der rechllung ac.

31:lh1.11ac，52‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ｄｕｒ，

1516'|りJj1511.第一-例示においてヴヱニス支店は二つの払出L.を計算Ｌた，

　　　　　すなj,tjv.'ﾉ1･ンソイン7･に削'するduc.2Sと，二.-,.－ルンベルク

jl｣･4-･|に勁･,･,一二.1一一ルンベルク支店が受取るduc.IWIをプロイり

銀行に1･jするものとL,て計算Ｌた.計算書のac.3】に示すとおり．

ac.52

Ｎ１１１-ｍｂｅｒｇ．Ｅ

ペルク

ｄｕｃ

□8

328.

28，

　ac.31を手掛りに計算爾の積極側をみると、duc.28とduc.300について、

-一つの別の記入をはさんでそれぞれつぎの記入がなされているl々。

Zalt wir bdr auf schreiben voll NUrmberg dem vlrich

Pfint2inM von wege11 Endris Kaltellhofer ･･…d11c.28

1‥]IH4削5ln.jjtlわれは一二ご･－･しンベルク支店の手紙に従-っ

て．エンドリス・カルテンホ･ﾘ'ファー分をプルIト･jヒ・フィン･ｿ

･1ンタ･に現金でI支払う ‥‥‥‥‥dLlc.

Nul-mherg.E－｡.Zall wir ha,･ a1 11ancho Pr。j］li.Jst v111♭,120 n. re,Habell

　　　　die（;adi 2u Rnl｡Rna f11r vns au恥erichl a11f schreiben vnn



ｈ

Nal･mlkヽ1-g dc 11(liulLim,I Mal-zll ；dase)bst eil】ge11(lm1･11v(lll

・ln･m l･E.|む11.C

‥目・４ｊＪＩＦＤ．,ｈお２り･はﾌ1 1.J仁丿銀ｈにl･|ﾘ

･Lづ’こ．ぇ･.叫.公で刈り-ｊ,ｊｔならない．ボrl-一二，

3JLkll付.:fj-，.･　.ILこべjレクrllliじ･川｀紙に屁

４

哨?，.j,゛ご　lj ij を|,li;I,リill･.･会から受取る

て･犯

の力

０ ｆ

dLlc.

　.ク

杓銀MI

わねわれに

ＵＣ

帽0

伯0

　前折は，かつてニュールンベル･ク支店か･カルテンホ･･･ファー一氏から受取-Jた

金額凱　同支店の指示に従･ってウ･ェニス支店が，代-〕て現金でフィンツィング

氏に支む,,一一jたときの記入である｡後者は，仕訳の小舟きと計算書の摘要で内容

が湧にな｡Jている。そのため確定はできないが14'，記帳順からして仕訳がII{L

いものとすると，本来はニュールンベルク支:店か同市の参事会から受取って直

接ガテyｨ銀行に支払うべきであ,5たduc.3nOを，同支店振出しの手形に従って

プロイり銀行が代って支払い，その返済を同銀行からヴェニス支店か求められ

たときのものである。したが,ってこれら‾こつの取引では，ともにヴェニス支店

にはニュールンベルク支店に対して債柚が生じ(または借務が消滅Ljている。

　計算書の積極側の記入で左はしにニュｰ-ルンベルクと書かれているのは，上

記の２回だけである。また期中の仕訳において借方勘定科目がニコ｡一一ルンベル

ク支店で，債務帳のニュールンベルク支店勘定借方に転記されているのも，こ

れらの取引だけである。このことから，圭要簿のニコールンベル支店勘定借方

に書かれているduc.328は，仕訳の借方勘定科口をもとに，一貫した規|!|｣性を

し･jでそこまで処理されてきたものであることがわかる｡

　翻刻版の主要簿で省略されている勘定日原のうちボッツＪン支店，りオン支

店，ミラノ支店，オフェン支店の各借方の場合も。そこまでｰ一貫性のある処理

がなされているものと考えられる。なぜなら，ヴェニス支店勘定の貸方にそれ

らの支店私を付して記載されている金額は，仕訳の借方勘定科目かそれらの支

店勘定で，それを債務帳の各勘定[1座の借方に転記して，|司時に計算書の積極

側にそれらの支店所在地を付して記入した金額だけの合計だからである。主要

簿｡のそれら支店勘定においてだけ，異なった内容の記入がなされているとは考

えられないのである。

で

JI11

ｙｌ
7に吊|」 叱丿駈勺ＮＯ

借方勘定科目がアントワー-プ支店であるのは三つの仕,沢においてであるが，

のうちのTこつの場合は，れ裂痔のアン】ヽワーブ支店勘定借方まてｰ-｣1'I L て処

されている｡残るｰ一つは，6JH8ll付の借方がアントワーブI支店で貸右が口

マ支店である仕,沢であるが，これについては後で検討することとする，

　７．一貧した処理のなされていない場合

　これまでにみた他支店勘定の場合は、。主要簿の各勘定口座までの記入が、仕

訳の勘定科目およびその貸借をもとに、一貫して処理されていた｡ＬかＬ半菊

陽の他の諸勘定すべてにおいて、そこまでか仕訳の勘定科目と貸借をもとにｰ一一

質性をもって記入されているわけではない。

　そのことは、債務帳の勘定科|‾1一覧表に示されている勘定科IP15りすなわち仕

訳で｀川ぃられてぃろ勘定FI･出と主要請の勘定科目　･覧表に書かれている勘定科目

を比べれば気付くであろう。仕訳では、現金、銅、銀、絹布、フ･ｿか一家の他

店および第三者の勘定だけが用いられている。それに対して圭要簿には、現金

および･第三社の勘定|］座は存在しない。それに代って、費用、利益、宝石等の

勘定口座のほか、仕訳では用いられていないフッガｰ一家他支店の勘定口座が設

けられている。

　結論からいえば、仕訳から主要請の各勘定口座（･yｴ==ス支店勘定を除く）まで

の記人か、仕訳の勘定科目およびその貸借を手掛りに一一11土て処理されていな

ぃ場合があり、それらはつぎの三つに分けることができる｡

　①　仕訳の勘定科目とその貸借に従って債務帳の各勘定口座の同□則に記入

　　Ｌ、かつ計算書の記入でも左はしにその勘定科目（ときに他の文､iとともに）

　　か書かれているか、主要請ではそれを勘定科目とする勘定ロ座には記入さ

　　れておらず、別の勘定口座に記入されている場合。

　②　仕､沢の勘定科目とその貸借に従って債務帳の各勘定日座の同□則に記入

　　しているが、計算書の記入では左はＬにその勘定科目を付さず、そこには

　　別の文河だけが害かれており、主要簿ではその別の文言を勘定科目とする

　　勘定口座に記入されていろ場合。
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　③　仕訳の勘定科目とその貸借に従って債務帳の外勘定口座の同ヒ側に記入

　　Ｌ．かつ計算=占の記入でも左はしにその勘定科目（ときに＋朗が書かれてい

　　るが、主要図のどの勘定口座にも記入されていない場合。

　以トのような、土要図における各勘定口座い」7･エニス.W漕定を除くｌまでの記

んび.fl:､沢の勘定科目とその貸借をljとに一貫して処理されていないのは、fl:

訳で勘定科目がヤコブ･フ･ｿか一一氏（すなわちア･りグスブjレク本店l･ 、 ボ･ソツェン支

丿乱ハル支店および口-一一マ支店である場合に限られてい＆､これらの場合だけ、

仕訳でその勘定科目が用いられているlllj数〔したがって債務帳のその勘定則鮑ヽ恥瀧

されてぃ剖･ll数〕、計算滸の記入でその勘定科目が左はしに書かれている回数およ

び主要簿のその勘定［］座に記入されている回数の間に、違いがあるのである。

　個々にみると、仕訳で勘定科目がヤコブ・フッガー氏であるのは、借方が21

【111、貸’力が８回である。それに対して計算書の記入で左はＬに「アウグスブル

ク」とだけ書かれているのは、積極側９回、消極個115回で、主要簿のアウグス

ブルク勘定には借方に9 1!l1分、貸方には６回分の記入がなされている。ボッツ

ェン支店勘定をもって仕訳されているのは借方１回、貸方３回で、計算=河の記

入で左はＬに「ボッツェン」と書かれているのも積極側１回、消極側3 1111であ

る。しかし圭要簿のボッツェン支店勘定には、貸惜とも１回分ずつの記入しか

なされていない。ハル支店勘定をもって仕訳されているのは貸方だけ３回で、

計算書でも３回だけ消極側の記入で左はしに「ハル」と書かれている。しかし

圭要隋には、ハル支店勘定は存在しない。ローマ支店勘定をもｰって仕訳されて

いるのは、借方14回、貸方７回で、計算=跨の記入で左はしに「ローマ」と書か

れているのは積極側10回、消極側５回である。主要簿のローマ支店勘定には、

借方IHu1分、貸方6 1!_d分の記入がなされている。

　これらのうち、仕訳で借方勘定科目がボッツェン支店の場合だけ、主要拷ま

での記入がすべて一|･!|づつである。この場合は。主要簿までの処理が前述の一-

貫性をもって処理されているのである。

　では仕訳の勘定科I］がヤコブ・フ･yがー氏、ボッツェン支店、ハル支店また

はローマ支店で、債務帳の各勘定rl座にも転記しながら、計算書および（または）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　第1:い;･F yレJIJ示　iF=堤防のN,j.1279

iﾓ要簿でそれらの勘定科目をも一jJで処理されていないのは，どのような場合で

あろうか｡

　８．７ウグスブルク勘定借方

　まず借方側から検討することとし，圭要請のアウグスブルク(ALI・p11｢g　・｢

WnedigJ勘定借方Ｎｏ．Ｉからみることにする｡そこには，つぎの記入がなされ

ている1161.

　　　】516.　Adhlltimo Setlembrio.Sider pri111,･Zt!mlerverrechlleLVenedig

　　　　　　　hlr au13geben in der rt,chnung N,】.lil19 pnslcn, ]aut del-selbige11

　　　　　　　ac.31j.:H vnnd acバ昿33.35.Nlemlich fl.50(12alt.zl.lne111tfllvon

　　　　　　　E11dris(;ranrlpr，fl.22herlz｡R Wi)hc】m vnn Rairrl，f1.130･IJo.

　　　　　　　AIlge]n.f1.12 kay. m1.，duc.】1!･iPetra Amadeo.duc.900 vmb

　　　　　　　vaslellspeis,duc.376％vnld perleTI,duc.82 M°.ramischer kay，

　　　　　　　11111.，dllc.85Matheus Schwarlz ；thlllal】esinstJlnllnanach laし】u

　　　　　　　der l-echllungnach 】e｢lgs，vllddises ac. 52……………………dur.852j1.6.

　　　151.6年9jjkll.1Jjlll以降ヴェニスUIliは第一-例ぷにおいて９回の払出

　　　　　　　|ﾑ:1竹を行-jた｡計t3:;!iのac，3n.3]お｡ﾋびac.32.33.35にil･すと

　　　　　　　お･】である｡。すなｊμ,エンドI｣ス・グランダーに吋するr金創|の)

　　　　　　　一部とＬて500グルデンを支払う｡バイ･レンのヴィルヘJしム大公に22

　　　　　　　ｸ≒デン，lo.‾アンジェロに131】4グルデン，ローマ法Ｅに12グルデン，

　　　　　　　ペトロ・アマデ才にduc.111S，精製前のシックイに対Ｌてduc.

　　　　　　　900.貞l珠に対してduc.376 M， ローマ法IEに刻してduc.82000，

　　　　　　　マﾄホイｘ・シュバルツに対してduc.85 : したが，て合計はjl詐害

　　　　　　　に洋輔に示すとj3り，そL.てこの計算書のac.52………………dtlc.S211.6一一

　これら９回分の記入についてそれぞれの計算書の記入をみると，それらはつ

ぎのとおりである。

Λｕμｓｐｕ７
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E S,‥.Zalt wir har dem E11dris Grander auf schreibell

herr Jacab detto, de adi 3. dett(，per 700 fl. re,，lhut duc.

|･ljjl2511□月25田．われわれほ今月3 11付のヤコプ･フッ

カ･･--一氏か･',のＦ紙に従,IJて，エンドリス・グラこ･ダー-に現金

70nライン・グルデンを支払う　…………………………dllc.

E 28,－.Haben wil･ gelihen Hans Bambs1. hertzoM Wil･

helms v(,n Rajl･n diener. Soll sein F. Ge.zu Augspurg
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･Lり'ごふ1!渦|。なIlnlj,ごな,｀，ない　…………………………cl11C.

ΛΓli15.Apl･il.Za】t，,ゼb;II･ ;,11f s,ヽhl･,･ilx･nhel-1-11Jilc･jb

Fuggers a d,｡,mlllo Zuan AI】ze111，dR1113，zalt.g(,11,1111t･11zu d5

いじ1でｃｎｔｏ

Ｆ

｜

Ｅ

,I，へ「

Iノり

一乙

□旧

Ｍ

］

2.

11.12

11.12

9哨|．．

悍6,1S

176.1H

ブルク

ｘｕｇspu僕

アウグッ、

ブた･ク

･ケ

払

第］:口?　第濁|JJ」 L･堤=溥のNn,1281

氏の1｀紙に従．･で1’; llの抽丿釦こ’Jいてヴ1_こス政府に.な

）ｺｰ-マIひ･.粘.a･1･ヽ･　セン|･.哨で裴･返済　…………dtIC.821収l

E 111timg Sellbl-. vn!b dl!,ヽ.s5.1st aLJf【lcn Mathcl】s

Schwartz限||頂ei】:srlll nlan il-]12usclln.!iben z11 A11gslMI】-g；

瓦eschehf･11 sidel- pl-inlo Zem11･r d〔･H,Jaz･1‥‥‥‥‥‥‥‥‥(ll)c.

9,1｣.kll.duc.M5,マ|･ホイス・ンュバ几･ｿに要|..た:それをア

リグスブ'E｡. ･クヘr･紙て一一i･!】らせる:1111 11以降に峰.ヒたduc.

8

、

郎

　計算書の積極側に証人Ｌ、かつ主要簿でアウグスプルク勘定の借方に記載さ

れているト記9 1111は、仕訳で借方勘定科目がヤコブ・フッガー氏で、債務帳で

もヤコブ・フッガー氏勘定の惜方に転記されている。これらの内容は、大きく

つぎの二つに分けることができる。

　ぴ)本店の指示による支払い(Hj2511.3 112811.4.月1511の2 1Ej)、5出0日、9

　　』』211肌

　○　本店へ発送した物品の購入代金の支払い(6J)2311.7月2旧凪、

　０　ヴェニス支店の９ケJj間の費用(9113oH)。

　これらすべてか、ヴェニス支店からみた本店に対する債権の発生(または債務

の消滅)であることは、いうまでもない。

　したがってもし、仕訳で借方勘定科目がヤコブ・ワッガー氏であるのが9 lll]

だけだとすると、アンﾄワープ支店勘定貸方およびニュールンベル支店勘定信

力'等についてみたのと同様に、仕訳帳から圭要簿までが、仕訳の勘定科目およ

び'その貸借をもとに　一良して処理されていることになる。しかＬ什訳で借方勘

定科目かヤコブ｀･フッガー氏であるのは、すでに述べたごとく21回である。そ

のため仕訳の借方勘定科目がヤコブ・フッガー氏であっても、そのうちの12回

については、－一貫した処理がなされていないことになる。

Ｊ

つ

９

で

な

．ヤコブ・フッガー氏勘定借方 ①の場介

は，仕訳の借方勘定科目がヤコブーフッガー氏であるもののうち，どのよ

場合が，主要簿でアウグスブルク勘定の借方に記入されていないのであろ

か。

|]15叱ｊりｄ･ぷ.はヤ１ワ………'.j･ﾂﾞ!j.･- －11び月｀紙に従－パごズ

；・ア;･ゼiJ様:ﾆ．換り.率恥％増で現金を.Uj，i　‥･d11r.1301

　..Me･1- h;lr z;j]い･ｇ･１１ａｉｎｃｒｐ,ｌｓｌＭｅｎＲ｡ｍ， ｖｏｎ ｗｅＲｅｌ】

&r k;lv.111t.;111 pjihsl】iche ht ………d11〔r

同ll目1115111さらにロー一々法¶lのために，ロ･マヘlilい

11浅リj.'現金を支払-J
ｄｕｃ

Ｚｄ１いいにluf schreiben herrn Jac()b Fuggers de adi

S.April Pctl･oΛmad･

に員たせた

Gritti.thul　‥‥‥‥‥

ｐｃ【でｃｎｔｏ

duc.

ｄｕｃ

ｄｕｃ，

duc.8即開

同日（阿川出≒われわれは４川28日付のヤコブ･フヴがー

氏のＦ紙に従｡,てベトロ・アマテ'オに之払う ‥‥‥‥‥‥ｄｕｃ

E 23..Vmb merl恥･specerey gen Augspurg gesandl， zoc

vastellspeis mit al】em vnkost geT1 111abl･uMk pel' 9圓duc.

f11r herr jor只Turzo，herr Jacoh. Raymur】do，VIrich Fug-

ger.1aul aills aussendens darmil Resanl， thut‥‥‥‥‥duc.　9{}0．

11,1｣｣123日(6)]231U.いろいろのノックイをアウグスブルク

ヘ;Xる,∧l'な１け｣インスソル･･ク支店に対Ｌて令部でduc.

90(lを支払｡Jた精製lii)･のンッ　クイ．ヨルク･･ |･ゥルソ氏，ヤコ

'/･・し仁Eンド氏．ウ･ルlj ･y ヒ．･フッガー氏分，】入の使名'

E.211..Mer auSgeben vmh 2 sclrt perlen gen Augspurg

gesa111 fllr fraw Jacob FuRgerin. Ncmlich die ain sort hal

gewe只cn 2094 karat.e duc. 9 el vlltz. vml die andel‘ sl】rl

n･'11･l karat 4426， e dllc. 8 per vntza: kon!en vo11 Andrea

…………dllc

II･ﾘ!2CIII(7.jl2DII).さらにヤコブ大人のため･7jウク･スブル

クヘiかｊだ２個の17珠1ﾆついての支払い．すなわち･つは

2削}1カラ‥司･で，１オンス当りduc.9.もう　･-'〕は，止.昧4426

カｰ'i･.-I･て･，１オ乙疋｀j‘,りdur.8.アノ|･･レ‾jj ・ 7･IJ ･:,jテ.ｨか

E21..Z;111 wir der Sig11｡ria de Venetja， aur schrciben

llcm･n jacob Fuggers dc adi 2，Seltembrio von wege11

(･11icllcl･以･f;111gncll; del･ kay. mt.zuzeschl-cihcll zu 51】

1,引回目|已い回Ｈ目．われわれは引に日付のヤコフ≒フ･ヽ，



　･､､?S7

　そこでまずに|恂述した①の場合をみることにする｡そのように処珂｡されてい

る場合は計算書の記入II ll数としては３回であるが、それらはつぎのとおりであ

るJj｡

Λ収即川又･

ごＪ ｒ
ｓ
　
５
。

八

陥16.

AuMsl】urg

Claillal，

/声

1’

ツ

し

ン

ツ

７

{ツ

Augsp11rg･

Seidi!1

gwalld.

ア

フ

ウ

几

ツ

ク

E 9. Apri1.Habellwirl〕al- 7alt Simn11 Pagathini vlllb ;4ill

dicmanl.auf AugspLIrg gsanl‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥dtlc･.　･jl】13.

4j=!EI.1ヽZ1われは？り7･スブルクヘ送,-,た1.個ク〕ダイヤ

モこ･ドについて．ジモン・･･･り･'乎　ニに現金を£むいた　duc.　100.

Λdi 8，Zullgno.Vmb ein grossel･l diallanl， wiRtﾚ2 vntz，

den Bisani abka11rf1: werden wir inen mit kupfler vnd

silber zalen ； komht vom A]kayro vnd in kauft per 298圓

duc.e1咀lduc.per sansaria per die 29S･｣Odし】c.Wer[lell wir

zalen :3247 mark 5 lol si]bt･｢zu H duc.vnd mit9{}9 dr. 86

M pfund kupffer zu 42 duc. e]M'1..Gcmellen diemantbund

haben wir auf AugspurR Resallt， lhul‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥cluc.79900.

6jiS11.ﾚ5オンスの大きなダイヤモンド１個をビザニ偕行

か･:,買う：わj1.1り'Lはそれに対して銅と銀を支払乳アルカ

イロから受取り．それをduc.2980()で買い，さらにｔ数料dllc.

1()0.Lたがってduc.29900.われわれは3247マJしク５ロント

の銀を１マルクduc.8と計算，また9ll9ツェントナー-86Mポ‘ン

ドの銅を１マイラー?りj duc.42と11'算して支払似上記の.ダ

イヤモンドをわれおれはアウク･スブルクヘi)いJた　……duC.299｢敗

E 15.一一.Auf Augspurg gsant merlay damast， samal，

schamlutt.vorlangest hie kaufft, mit silber gestochen vnd

kupffer.per 17799M d1,c.C･.;vnnd darauf gangen vnkost

379.11.24 : laut ains aussendens auf Augspurg gsant. was

ftlr seidin ist. als Zorllal ac. 9.･‥‥‥‥‥‥‥

ﾌ

、

duc.IS17S.2:|.24

　　　同J］】511（8J115111.われわれは当地でduc）7799Mの銀と

絹布･銅とをもｰって交換した種々のどんす，ピロー‥ド，耐火粘土を

　　　アウク･ｚブ･しタヘ謙った。それに関してduc.379,11.24の費用

　　　を要Ｌだ｡Ｉ入の使用人に持たせて送った。紺右で仕訳帳ac.

９のとおり duc.18178.2よ割

　これら三つの記入が，本店に送った物品の取得・発送に関するものであるこ

とは明らかである｡これらのうち６｝ｊ８ロと８月15日の記入は，ともに|司|」付

の二つの仕訳をまとめたものであるが，計算書の記入では，左はしにアウクス

ブルクとともに｜宝石1または「絹布」と書かれている。この宝石または絹布

iL'いり:哨･JI:jj
ｓ
ｌ

焉溥のNoj　283

とい剥i拓人のあることか、アウグスブルク勘定に記入しないことと、関係があ

るのであろうか｡関係あるものと思われるが、それだけできめられているわけ

でないのはりJ」らかである｡4 J1 9 目の記入では、、左はしにアウグスブルクとだ

け;1::かれており、購入した物品を本店に送ったという点では、アウグスブルク

勘定に記入されている前述の６月231jおよび７月2（jl）の場合と同［こである｡そ

れにもかかわらず、この場合はアウグスブルク勘定に記入されていないからで

ある。

　これら三つのｰうち、4 11 9 日と６月８日の合計duc.30300は圭要簿の（アウ

グスブルクヘの宝石川Clainaほu Augspurg）勘定借方に、8J引５日のduc.18178.

23.24は［アウグスブルクヘの絹布］（Seidin・･alld zljAugat）ur一勘定借方に記入

され、それぞれヴェニス支店勘定貸方に「アウグスブルクヘの宝石について、

７個分.I（per clajnatzu Augspurg au8Fben per 7 StLlck）およびｌアウグスブルク

ヘの絹布について！（per seidillg､､･andz1!Augspllr如と摘要を付して記人されてい

る｡これら三つの場合は、什､沢の勘定科目がヤコブ・フッガー氏で、債務帳で

もヤコブ･フッガー氏勘定借方に転記されている｡したがってこれらの場合は、

①の方法で処理されているのである｡

10.ヤコブ・フッガー氏勘定借方 ②の場合

　つぎに②で処理されている場合をみることにする。

　什訳の借方勘定科目がヤコプ・フ一一,ガー氏であるもののうち，

ているのは什,沢数にして七つである｡それらの計算書の記入は，

である‘1sl。

Clain11

ｉ
丿

noten､8.十

　　　　１

運搬入.8ソ

　　　　4、

Ｅ
AufAuβp11rg gsa111 5 1edig r,11jiilzu 412 dlに,dem

Simon PaRalhini z;l]1.1h111

②で処理され

つぎのとおり

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥dLlc.2(16n，

|一一j日日jl9 旧．マ･りグｚブルクヘい|ねhlc.412の駒鳥５羽

を;芭一,ど，ｼﾞIモン・バIカチーニに･をむ,-i　………………dtIC.2060.

Ｅ
Zalt wir har boucnlon dem N収elilい｡nd Fel･her，

vol1　1柘t2fヽ11vlls brach1 6 M‘j. vnRal……

ｑ
ｕ
ｊ
‐
’

Γ
ｐ
‐

duc.

･111り月】ｉ田われj･jれはポ、ツ!_ン如liiから60(10jヽこ･が

フロー-りンを運ﾉtできたネゲリンとワ，ルバーに運IS
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石川la

｜,17，ホ:，

X11tlnl･j'.

ト
７

|'ａｌｌｔｙＭｃ，

／

七ト
心

φ
り
‘ (hl(･ 12

E1り.，Au13μ･bcll ducベ伯IC.:z;11t zwt･11 mullch aus

Gn･(･i;l.s,I Math1･us e NhN･ch｡ Fm-tl.drり[41;lissl･n h;lbe11，

mlf schl･1･il]cllher】Jac｡h F11gぼrs de adi 29. Mazl.1.duc，.I鼎l

l･1]j]121: i.6 jl□出.(hlc，3闇ｼﾞ1.支払い,，jl Jj291日･)･のヤコ

･7………カ'沃かl･バフ)ｒ紙に従ぺて．!'･･しンャか･lj求た２入

の'･剛か.り‘.'J7，.'ﾉﾘl･ 1- と７几｣．'ﾉｰﾄ｣□･I,1'.弟:こりj,.･j

ｄｕｃ

1516，E 16. 1.Llil〕.Λ111緬[･bcll dllc. SI]pel‘ sallsal･ia，a]s wir

sjlbel･ vnd kuljfilcr all scidi11 Mwalld Mest(.lchen h;lbell，die

wir hel-11ac･h auf Augspul‘g x'nd ofen gesant habel】.d1】c.

151㈲I

バJi

支払･

Ｅ‥、

ｌ
　
ｂ
～

7 j11611. われj-jれがアウク'スブルクとオフｊンヘ送

布を，銀と匍をじｰ･て交換Ｌたときのf一数料duc.8Dの

　‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥dllc.

.Mer ausgebel･l duc. 95,auf schrcibcll von Augspurg

clc adi 2. 1.uio.Ju.Bochs auf ein brief]jn per 25【】duc.de

camel'a dt･ adi primo Zungllo gen Ram lauttend. Die i11

TalllzMe'山lselbst eingen()men in souil vng. guldc11zutlg.

p(j)|】isch:seind zll　ALlgspurg darauff zalt 50 f].re.:res【

sdlrih wi】･genRom zuza】en: thu1 … duc、

ダン手ノニ．同|目7j｣16113.7J1211付のアリクスブルクからのF紙に

　　　　　　　従･｣で、=yl､にduc.95を１払１、６ｊ｣１ １Ｈ･|'のローマ支店宛

　　　　　　　ｼﾞ1 r'一紙にi11･いた250ﾄ.･ゥカテン・デ･カメラをJo､ホ･=､ヒ疋に.

Vm'l;lil

川悩

X･11knst

費｢目

その金額やダンチッヒで14ハンガI，

　゜”６ｄｗ･・　’㎜’■’･･

Ｊ一一グjしテンだけ･i政一j

た：それに.'Jいてアウクスプ几クで5(lfl.re.支払い，残りは

ロー-マで.U･2,うようｊ,れおれはr一紙を河いた　…………【111c.

E18..Habell wir vor】angest zalt ，･11kost auf die seidin

gulan(1.so wir gen Augspurg. 0fen aant haben， als wil-

si(!kaufft v∃ld zllwegen bracht， vnd das seidill gwalld ful-

schuldncr geslallden Mewest. ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥cllj(で.

ljdjlls目口□ＨＳＩＩ)．われjjれは115成り以ii･｣に．アウク･スブ

･しクとオフ.，ンに絹布を購入L.て泌，たときに，費用を支払

一｣た　4=旧|｣勘定では借Jjに残高かありた.………………duc.

E･一一. －.lsl vnkos1 μallMell aLJf haul3hahell sider primo

Zt･11,1t｣rdetto aZlj. a】S hOltZ， ijl.Wein.brOt etC. laUt aillS

ijussendens auf jxuMsp1】|-g gsanl， ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥(luc.

|‥)1レ.LII:仙出．口口II以降に，家'Kのために木材．油，

リに･，･ヽ・等びﾊﾞy用を娶した，-入の使一抱こ持たせてC111

算,':=を1パｒウクI汲ブ几クヘμい･げ ‥‥‥‥dllc

刊旧

闘

SO

貼，

95

リ
｝

－－
１

１

】．１２

156.1 12

156.12

お13 ‘;’.･:　lドjl』
ト要簿のN,11　2S5

　これらのうち4J］9 llのduc.2060は、ヴ｡ェニス支J111勘定の記入からみて、

前述のﾉこ封」ニレアウグスブルク」とだけ沢かれ｡ているduc.400および「アウ

グスブルク。･官有」と書かれているduc.29900とともに、主要簿では「アウグ’

ﾌ､ブルクヘの宝石」勘定借方に記入されているものと考えられる｡4 J1151jの

duc.12の　･部duc.8は「ヴェニスにおける運賃」（BottenhJn zu venedig）勘定

の、７月16ロのduc.80の一一一部duc.40と９月3011のduc.156.12.はＦヴェニ

刻こおける費用」（vnk｡sl ztlvclledi剛勘定の、そして９月181）のduc.l.1.12は

　１ヴェニスにおける利益JCvortail zu velledig卜勘定の、それぞれ借方に記入さ

れていが19’。また６月12ロのduc.300ぱりスボン支店」（LjBbona per venedig）

勘定の、７月16目のduc.95は「ダンチッヒ支店」ぼant2ge per venedigl･ 勘定

の、共に借方に記入されていたはずである｡

　そしてこれらすべてが、ヴェニス支店勘定の貸方に、［アウグスブルクヘの宝

石についての払出し、７ｲ固分］、「運賃の払出しについて」（per p･･ten）onausgeben】｡

　「費用の払出しについて」（・r vnkost ausgebe11）、「利益の払出しについてnper

vorlailausgebe削、｜リスボン支店への払出しについて」（per LiBbona a11恥eben）、

1ダンチッヒ支店への払出しについてJCper Ta･ltzge auMeben）と摘要を付して、

それぞれ記載されている。

　11.ボッツェ｡ン等各支店勘定借方

　仕,沢で借方勘定科目がボッツェン支店である場合は，前述のごとく，主要簿

までの処理が一貫していると考えられ｡る。仕訳の借方勘定科目がハル支店の場

介はない｡したが｡』て債務帳のハル支店勘定借方への転記はなく，計算書の積

極側の記入で「ハル」と書かれていることもない。そＬて圭要簿には，ハル支

店勘定|’l体ｶ哨:在Ｌない。

　仕訳で借方勘定科目が口--マ支店であるのは14［ll］であるか，それらはすべて

債務帳のローマ支店勘定借方に転記されてい＆　そのうち101･IIは，計り:書の積

極龍の記入で左はしに「ローマ」とだけ書かれている｡また2 1111は，l‾ロー‥-マ●

銀」くRcjm.Silb�　と書かれ，１回はなにも書かれていない（2oり，



　jj86

　　」ロー-マ」とだけ=河かれている101111と何じ河かれ｡ていないI llllの合計はdllc.

89988.－｡13であるが、その額が土要簿でほ｜ローマ支店JChnou Vened厦）勘

定の借方に記人され、ヴェニス支店勘定の貸方には、「ローマヘの払出しについ

て」･per R（jm;ltlsgeben）として書かれている。これらは、一ｎした処理がなされ

ているのである。

　また｜ローマ。銀｜とμかれている2 1111の合計はduc.32822.1（）｡4であるが、

ヴェニス支店勘定の貸方に「ローマヘ送､った4525マルクの銀に関する払出Ｌに

ついて＿【pel･ si】berzuRI･m per mark 4525 ausgeben〕として。その金額が記載され

ている。このことから、=乍要簿の｜ロー-マヘの銀｜（Si）ber zu Romト勘定の借方

にも、その金額が記入されていたであろうことが楠測できる。①の処理がなさ

れているのである。

　これまでの検討によｰ､て、主要路のヴェニス支店勘定貸方N0.1に記載され

ている金額のうち、末尾のduc.972.4.23とduc.2412.11.8を除くすべてにつ

いて、そこに記載されるまでの過程がほぽ明らかになったことになる。

　第一一例示の期中取引の仕訳数は107であるが､そのうち借方の勘定科目がフッ

ガー￥他店であるのは55の仕訳においてである。これまでの検討で、そのうち

の5･UI:､沢については、主要路までの処理とその内容が解明できたことになる。

残る　一つは前述の③の場合であるが、それについては後述する。

　債務帳の各勘定口座に転記して以降の処理法には、一貫しているものの他に

前述の①、②、③もあるわけであるが、そのいずれを用いるかを何によって決

定しているかについては、この段階では未だ確定することはできない。

12.ヤコブ・フヽ･･ガー一氏勘定貸方･ 一貫した処理の場合

　第　一例示の仕,沢で貸方勘定科目として用いられているフッガー家他店の勘定

は，ヤコブ・フッガー氏（すなわt.jアウグスプルク本店），アンﾄワーブ支店，ミラ

ノ支』乱　りオン支店．ニュールンベルク支店，ローマ支店，ボッツェン支店，

ハル支店の八つであ＆，

　これらのうちアントワー-ブ支店（ただし例外③で処河.されている･つを除く）およ

j第1:□;?　第｛例･j i=要,防のNo」287

び･ﾆｺｰ－ルンベルク如11汐)塙今は，すでに明らかにしたごとく，ヴェニス虻JIli･

勘定信ゐ'までが,仕訳の勘定科目とその貸借に従-って　哨士て処理されている｡

また圭要簿のりオン如lり勘定とミラノ支店勘定は,翻刻版に小されていないが，

ヴJニス支店勘定借方までがｰ-rt L て処理されていると考えられる，なぜなら，

仕訳で貸方勘定科目かそれらの支店である場合だけが，債務帳のそれぞれの勘

定日座の貸方に転記され，，汁算再消極側の記入でも左はＬにその勘定科目が書

かれている｡そしてヴェニス支店勘定借方No.]に｜りオン支店の受入れにつ

いて｣(per Li(･n eillgcn･lmt･1･)，[ミラノ支店の受入れについて]【per Mahlld ein-

genomen】として，計算書の記入で左はしにそれらの支店名の害かれている金額

の合計だけが，記載されているからである‘211,，

　そこで残る四つ，すなわち仕訳の貸方勘定科目がヤコプ・フッガー氏，ボッ

ツェン支店，ローマ支店，ハル支店である場合について検討することになるが，

まずヤコブ・フッガー氏勘定の場合をみることにする。

　貸方勘定科ilがヤコブ・フ･ッガー氏である仕訳は，九つある。そしてこれら

すべてが，債務帳のヤコブ・フ･ッガー氏勘定貸方に転記されている。ここまで

の処理に，例外はない。しかし。主要簿のアウグスブルク本店勘定貸方に記入

されているのは，そのうち六つだけである。いま同勘定貸方N0.1をみると，

つぎのとおりで･ある‘22'。
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ぱなIらなし ‥…duc.111闇

　　4Jj1511の記人におぃてだけ，左はしに｜アウグスブルク｣と書かれていな

い｡ニのことが意識的なものかがかは判断で,きないか，もし単なる書き忘れで

jlるとすると，以卜六つの場合は，仕訳帳からト要簿のアウグスブルク本店勘

定1?万までが，仕訳の勘定科目とその貸惜に従-って一貫して処理されているこ

とになる｡このアウグスブルク本店勘定貸方の記入額合計は，ヴェニス支店勘

定借方の最上部に，口月１ﾄj以降のアウグスブルク本店の受入れについて｣

･Si(lerprimo Zenner per Augspurg eingen｡men)として記載されている‘“'。

13.ヤコブ'・フッガー一氏勘定貸方 ②の場合

　仕訳の貸ゐ'勘定科目かヤコブ・フ･ｿｶﾞｰ一氏でありながら，主要簿のアウグス

ブルク本店勘定貸方に記載されていないのは，８月３１｣，８月18日および９月

2711の三つの取引の場合である。これらに関する計算書の記入は，それぞれつ

ぎのとおりである‘燃，

vor･tai】
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　１５１６．八diprinl｡ Zellnl･|'. Habell wil･ bar el･1･】pfal1Mell　von
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　1516年I J! 1 11. われわれはハンス･ネゲI｣ンがアリグスブJしク

か･｀,運X.でうた３袋ﾀ･現金をj受取る．コし・ティ…………dllc.3圓0..

F　15.111･M,).Xle】･eingenomen voll Leclnhart Sultzer. So11

mall inl zu AuMspul‘g zalen zu 45 percel山｣.thllt‥‥‥‥‥d11(?.　212.12.9

1一一川1511 4･1 1)15出さらに|.tン.1.ルツアー-から(.塩分を)

.･£･取る．そj ! を ７りグスブ几クで45％増で支払わねばなl｀,な

い.‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥()t】c.　j12.1 2. 51
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¶１．７ランコ・チウエナ氏から受取る。フウグスブル

いj･ソヒにduc.2Mj(1を45％増で支むｊヽねばならなぃ｡，

以ヒフ､ゲ･j･ター－にdljc.11jnを41％増で．ヴエ.･レザーにduc、

£払わねばならない;．すべてduc.larRiで．

E 28..Vo】･I Augspurg in mer posten empfangen 8{}M‘･.
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十　8 J1 3 11. duc.4(1の･･IAj1に-jいて.jjたく1.は7j)1611に

　　仲介r一数料duc.80を払出Ｌに記入Ｌ．ヤコブ・７一一,ガー一氏

　　勘定に併,ll:!Lた：ｊａ･くＬはその･｀|'1分はそのままにし.て．残

　　り寥分をオ'フェン支JI剔こ対するdUC.1111:18に含めた．オフ1=
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切るための受入れについて；わjlわれに寄剤し免除|.た．同
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　このように六つの取引だけがローマ支店勘定の貸方に記載されているのであ

るか、それに先立つ計算跨消極側の各記入は、つぎのとおりである‘ｙ、
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Ｌ乞I,li'.yj受取-バゴ111n個の銀に.'Jいて計算するとき

jツ,｀1務帳のac.25の|･ij勘定のとj;り．写し.をTI｣ﾉｸ･
レ

クヘjg-jた ch】c.38S17.】7.19
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８月３目のduc,40は圭習得のどこにも記載されてはいない。すなわち二の場

i，③の処理が行われているのであるが，これについては後述する。

8j目8目の取引は，フェルツェリン氏勘定の貸方残高けなわら債務残部を，

]｀形処月｡にあた一』て同氏に便宜を与えたとの理由で、免除されたときのもので

ある。これは、本店であれば|司氏への債務の消滅、持分の増加と処理するとこ

ろであるが、支店であるため同氏への債務の消滅、本店への債務の発生として

処理Ｌたのである｡取引の内容を考えて、左はしに｢利益｣と書いたのであろ

　9r]2711の記入は、銀勘定を、表面ﾄ｡は現在でいう総記法によ-Jて記入した

ことから求められた販売益の計llである。銀は４月５日と5 Jj2811にハル支店

から、合計でdtlc.84966.4.17附随拓|]を含む1を受取り、その全部を６ＪＯＵ以

降8J12肘]までの問に５回に分けて合計duc.88863.22.4で販売(ljLくは交換･池

･｡1ヽ発順1)した、これらについては。受取時に銀勘定の借方に合計duc.84966.4.17

を、販売等の時点で貸方に合計duc.88863.22.4を記入したが、その差(11ｶ'をぷ

が(hlc.3897.17.19であったわけである。これを販売益勘定を用いずしかも支店

であるため、本店への債務の発生として処理したのである。これまた内容が儲

けであるため。左はしに｢利益｣と書いたのであろう。

　８月18 11と9J｣27日の合計duc.3900.5.19は、9 Jj27日付で主要簿の｢ヴェニ

ス支店での利益｣　(vortai)zuve2dig)勘定貸方に記入され、ヴェニス支店勘定

惜力Ｎ０．１には9Jj30E]付で、[受入れた利益について](perv(･rtail eillgen･lm�

とし｡で記入されている‘26j､、1

るわけである｡

たがって

第1:いI:i笛Ｊ|Jjj i･ﾉ堤簿ｸﾞJ NIE1291

これらの場今は，②の処j!11がなされてい

　14.ローマ支店勘定貸方

　つぎに圭要簿のローマ支店勘定貸方をみることにする。仕訳において貸方勘

定科目がローマ支店であるのは７回であるが、ローマ支店勘定貸方N0.1にな

されている記入は、つぎのとおりである‘2≒
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同|!14j12{|11

取る．ロー一マで

|豚劉………

T
I･

ド

．
リ
】

却即

dur.20(IU

duc、2000

116

口．６

duc.　999.17.1 :1

ggg.12.1:1

i l:い;?　防州略」
一
１

外洋のNo､1凹3

方N0.1に記入されていないのは、６川81｣付の(hjc.159(j()だけである､‥二泊

ついては、③の処理がなされているのであるが、後述する。

り

る

15.ボッツェン支店・ハル支店各勘定貸方

仕訳の貸方勘定科目がボ･バソェン支店であるのは，３回である。そしてそれ

だ けが債務帳の同支店勘定貸方に転記され、計算書消極側にも左はしに「ボ

ソエン」と書いて記入されている。それら計算書の記入はつぎ･の,とおりであ

(30)

○

B,】lzcn.

ボ･ｿIソＪ．ン

Botzen.

μ'･･ツ1_ン

Bo↑zc11

汁ｼ｡･｀y.1ゝ

E:胡.Mar2n.Hahen wir empfallgcn von Bnlzen in l3

poste11 141口aa，darin 350{jctr.Botzner gewichl : vnd dcll

ctr.zu 5 M fl.1-e.:thutzu 38 percento CI………………dtlc.13170.6,30

3月28目．われわれはホーッツェン･支店から]3匍に分けて141.1

樽，:a}llツェントナーｇの銅jを受取-った．１ツェントナー-

当'｣511f1.re;38％増.……………………………………dllc.13]m 6.3fj

E　.－.Eil瑞cn{･3111envnn Piero Contal-illauf schl･eibc11

v{}n　Botzen de LIltimo Apri]…………… duc.｜ ぶ田

|･･jl目5jjn･1).LJlj=k11付のボンツ..こ･支店からのＦ紙に

従･lて，ピエロ・コンタリンから受取る.………………clllc.1200.－.

E 2.21】11gno.Fur einnemell vonBr,lzen empfangey1 48 faB

N0.1bis鼎zu 25 ctr.Bnt211er gewicht : lhut 120n ctr.:

allgeschlagen zu 5 M f?.re｡vnnd 2112u 45 percento duc. 503J.11.17

6』12』1.ポ･･yツェン支店から，それぞれに25ツェントナー

ずつ入..,たＮｎ．１かj･,卵まで･の48樽の1銅の)受入れ.について．

したか･って，12111】ツェント孝一：１･ソェントナー'liり514 fl.

re.で.i･|･価する｡45％増。 duc、5034､11.□

　しかしこれらエつの記入のうち，主要簿のボッツェン支店勘定貸方N0.1に

記載されているのは，5 Jj 4 口分だけである。翻刻版に圭要簿のボッツェン支

店勘定は示されていないが，ヴェニス支店勘定借方N0.1に(ボ･ﾊﾞｿﾆr,ン如Iりの

受入れについて｡にper BntzelleingeTlomen)として配入されているのが，duc.12圓

だけだからである‘3ll。

　他の二つの場介は，その合計額がヴェニス支店勘定借方N0.1に｢4700ツ1_ン

トナー，188樽のボッツェン支店からの銅の受入れについて」（per　kllpffer ＺＵ

われわれはﾝ･モ●・ﾗ'・ハカ･づ･一一一一.Lか111受

ぞ=lijo:,の換尊命でJ支払う：ｶり1に為替Ｆ

F...Haben wil･eingenomen auf schrcihcn d{!adi 29.

Marzo v(111R()m vo11 Andl･ea Gritl………………………duc.

i･111H.4J1 9 1111.われわれは3J]2911付のローマ支J11jのF紙

に従-jて、フンドし７・グIト･テイかj≒(現金をｊ受取９た．

E 2!II.-.Ein只enflnlen von Frallc‘’Verzelin auf scl

ｖｏｎ ＲＯＩＩｌ ｖｏｎ ｗｃｌμ‘ｎ Ｂｃｒｎａｒｄｏ Ｂｉｎｉ

･････duc.

hreiben

･]j]2011にリｊ２{Ｈｎ．ローマ支|沁7日-･紙に従ってベルナル

|ゴニに代-,て'7うンコ．｀７ ｊ ル･ｿJ.リンから受取る．

‥‥‥‥‥dll{･

　什訳によると，4Jj9日の取引はローマ支店振出し。グリマルディ氏支払い，

ヴ!lニス支店受取りの為替手形の代金を，アンドレア・グリッティから現金で

受取ったときのものである。Ｉ Ｊ」１日，４月20日および５Ｊ］４「」の取引は，ロ

ーマ支店支払いの為替千･形をヴェニス支店が振出したときのもので，5J」2UII

のﾐつの取引は，ともにローマ支店からの回収依頼の引受けである。したがっ

てこれらのすべてにおいて，ローマ支店に対する債務が生じている。5 Jj2011

付の一つの記入で，左はＬに「ローマ」と書かれていない理由は不Iﾘjであるが，

それが単なる記入漏れであるとすると，これら六つの場合は，圭要簿のローマ

支店勘定貸方までが，仕訳の勘定科〔1とその貸借に従-〕て一貫して処理されて

いることになる。これらの合計額が，ヴェニス支店勘定借方N0.1に，［ロー-マ

支店の受入れについて｜（pel･ Rom eingenomen）とＬて記載されている“lり。

　仕訳の貸方勘定科目がロ･-マ支店でありながら，主要簿のロー-マ支店勘定ａ



･2囮

B�zt･11

ei11附･nomen

per

拾IU

ctl'｡

188

falyl　として記載されている‘3馬　したが";|て圭

要路の｜ボ･､ヽソェンの銅｣:｡心爾er

zu

Botzen･)勘定貸方に記入されているものと

考えjj[＆、5

JH

11についてはｰ‥-ｎＬた処理が、他の∠｡つについては①の処

理｡がなされているわけである｡

　つぎに、仕訳の貸方勘定科ﾄ|がハル支店である場合をみると、それは3[!llで

ある｡そしてそれらだけが、債務帳の同支店勘定貸方に転記されて、計算書消

極側に｢ハル｜ど謁=いて記入されている。それら計算書の記入は、つぎのとお

りである゜'｡

lh1ﾛ

ハILj

HH11

几

Hall

レ

E5.Apri1，Haben wir von H�1 empfangen 8{hh}ck siHyr

Tnit N0. 1 bis 80. 1n summR gewegell gschnleidig wienisdl

gewicht mark 989Z lot 2. vnd die mark angesch】agen per

Mdu(l，thut CI， …………………… duc.71727.21.24

JJj511.われわれはハル支JIliからNlo.]から81)までの鏃圓

個を受取一一jた.合計眠U:はりィーン'il.位で9892マルク２０・

ｌヽ．１マ几ク･jiりduc.7沁で討一個|する.…………………duc，71727.21.24

E 20.一一.11abellwjr von HalL empfan只en 32 fa15zu 25 ctl･.

vnd】zu 20 ztr.mit Nlj.81 his 113 wienisch gewicht : thut

a l‘2pcrcento B,jt2ner gewicht 91840 vnd el c･.per5 M f].

re. angschlagen vnd zu 45 percento，thu1 C'…………duc.3325.6.12

同j]囲||(4jl2{j111}.わjl.jlj'Lはハル支店から，Ｎ０．８１～Ｈ３

の，ウ・－ン単位で25ツェントナーずつ人J,た32樽と2(jツェ

ン|･ナーの１樽(の銅)を受取った:12％増のポ･yツェン単

位で91S･U】･ソェントナー，ドソェントナｰ-?jlり５沁f】.reで肘

価-iろ｡duc.とn.reの換算率は111.45のため.…duc.3325.6,12

E 28..Fur einnemen vmb 20 stuck silher N0. 81bisUjO；

gewegell nlark 16翻wienisch geschmei【lig:vonHallemp･

fangen : angeschlagcn per 7 M duc. C“.，laulains conlo

gsant‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ …………duc.11890.-一一.

i･iﾘ12SI1 1.5Jj281’U.N0.81から100までの20個の銀の受入

jlにｰっいて：ウ４－ン甲.位で1640マルク：ハルから受取る：

１マ･しク?lil〕duc.7Mで詐仙．送付したjl一脈害のとおり．

……dllc･.11S911

　これらエつの記入のうち，４月20日のduc.3325.6.12は，翻刻版では示されて

いない　ハルの銅］［Kupffer zu Hal］〕勘定の貸方N0.1に記載されているもの

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第13 ｡1;″･?哨哨｣|示一一･　i:･Zj諮ｼﾞjNn.1295

と考えられる。ヴェニス｡支店勘定借方Ｎ０．１に，｢33樽820ツェンl･ナーのハル

からの銅の受入れについて｣111er kupffer zu lla]lfln'einllemeilper 820 dl-,33fa引

とＬてその金額が書かれているからである‘3‘J。また他の二'Jの合計duc.83617.

21.24は｢ハルの銀｣[sm]crzu Ha]｢レ勘定貸方Ｎ０．　１に記載され。ヴ1_ニス支

店勘定借方N0.1にパ1｣532マルクのハルの銀の受入れについて｣(per si)herzll

Ha】lfur einnelyll pel'mark ]1532j　として記入されている‘已

　したがってこれらぺつの場合は，ともに①の処理がなされていることにな

る｡

　16.仕訳帳と主要簿の関係

　以11の検討で，第一例示の仕訳で勘定科目がフッガー一家他店である場合の仕

訳帳から圭要簿までの記帳関係か，４月1511，6月18日および８月３ロのｰ一つ

ずつを除いて，llμ,かになったことになる。その結果を要約すると，ネ要簿の

ヴェニス支店勘定N0.1には，貸方にヴェニス支店からみたフッガー家他店に

封する債権発生額または債務消滅舶の合計を，その借方にはフッガー家佳店に

討才ろ債務発生額または債権消滅額の介計を集計しようとしていることかわか

る。第一例示においては，債権の発生と債務の消滅を借方に，債務の発生と債

吻の消滅を貸方にそれぞれに仕訳し，債務帳から主要簿の他の諸勘定までは，

仕,沢の貸借関係を紺持Ｌつつ同額の記帳を行｡jて，最後に他の諸勘定の記入合

計を，ヴｔニス支店勘定の貸借逆の側に記入しているのである。

　しかしヴェニス支店勘定Ｎｏ．］の記載は，引こ什訳で勘定科目がワッガー家

他店である場合をその勘定科目別に，すなおち他店に対する債権とｲ責務の各増

減額を集計したものとはなっていないご主要簿の飽の諸勘定までの処理が，仕

訳の勘定科目とその貸借に従って　・lして処理されているとはかぎらず。ヴll

ニス支店勘定の記載が仕訳の勘定科目ごとにはなっていないのである｡しかも
／
～

要簿には，たとえ｀ﾌ･=,が一家他店勘定ではあｰっても，リスボン支店およびダ

ンチッヒ支店勘定のように、仕訳では用いられていない勘定科|】の勘定ll座ま

でか存在する。その一一方でハル支店勘定のように、仕訳で用いられている勘定



　2!16

科目の勘定目座が存在しない｡また後述する4J｣1511、6列18日および８Ｊ]３

目の場合のよ引こ、フ、ガー家他店に関する計算､I:にの記入でありながら、他の

､渚勘定には記載されておらず、したがってヴェニス支店勘定にも記祓され｡てい

ないことがある｡

　そのため詞=ﾚ要簿の目的とくにヴェこニス支店勘定の目的を1り]らかにするには、

さ八に検討が必要になる｡そのさい問題となるのは二点であろ乳一つは、同

じ勘定FI一目をもって仕訳したものが、どのような観点かりﾒ:別されて、圭｣泌簿

でほいかなる勘定に記載されているかを明らかにすることである｡他の･･つは、

仕､沢を行い計算書までは記入しながら、主要簿に記載していない③等の場合に

ついて、そのjll1111をlりjらかにすることである。

　仕､沢の勘定科目をもとに他の諸勘定までが一一一首して処理されていないことも

あるのは、勘定科目がヤコブ｀･フッガー氏、ボ･ソツェン支店dujのみ)、ハル支

1､りn･Jy)み)、ローマ支店の場合だけであることは、たびたび指捕した。そこで

まず、これらの勘定科目をもって仕訳された取引の内容と、記載されている主

要勁での勘定口座の関係を整理してみよっ。その結果は、つぎのとおりである｡

11

－

1
｡‘

･

･lj‘

4/･

や

り

j-7’.‘ﾉ，ガー一氏勘定

　11刈I内容

　　　　　　･哨1石J=

･111.､;jlで勘定利口が借方の場合l

一一

り

J.‘】

11

jl

５　舶,剔.こ代る現金支払い

Ｓ　本店に代る現金支払い

　　掛塙λ,し.だ物IIIlj.の本店への発送

　　掛鴎λこ.た物Ill,Ilg71本｣,liへの発送

３　本j,り,:代る現金支払ぃ

　　現制j'よゐ運nl払い

　　本|心に代る現金.£払ぃ

狸

(ドＳ

リ
｝
Ｓ

Ｉ
り
】

、
６
６

７
ｊ 司

μ

t･

参|刮.7代る現金ｋ払い

掛|!Mへ[.た物IIIljlの布jlli･への発送

現金に..ﾋる仲介r･数料瓦払い

4,],li'に代る現９£払し･

現制嘱.八した物liljlぴ〕奉jllﾄヽヽジバlt,i l;

現金による仲介r･盈料ｋ払い

参JI11に代る現金左払い

20　現金陥入した物,11,j.の奉りiへの発送

□乃勘定科目

現金

現金

バガチ・－.こ氏

ペガチｰニ氏

現含

現金

現金

現金

ビザニ銀行

現金

現金

塩金

現金

現金

現金

i{優溥の勘定目吽
ｋ =

･y.｣7グスプjLク奉店

y.17クＸ７１ルク本店

本店への宝石

本jl11への'ｋイI‘

T,･ウグｔ／几･ク本』,li

運li

ア.‘フクスフ･ルク木店

ｙウグフ,ソルタ奉jlli

ﾉおJ,li･への'iびI'

砧へのj茄

り7,ホン支j,li

-j'ウクスブjLク本店

費川

ﾀ'ン子ゥヒむI111

7･フグスブ･Lク本JIli

H/]5　4.11M｣･ク〕本J11,-'･-ヽｸ｀jiai6

lj　　　　応引?｣1凶UIJI.いfM白

り】8

9/21

!l……111

jj

･､..li

μ1

1/25

3‘】

4/15

J/27

㎜■■;1‘S

5ﾉ20

1i……4

7/15

7/加

8/当｝

jj

l.I 10

　?Iヤ

日付

4=Ili 布勘定残:沿カ本店へご刎M持

参店に代る現金.k'払い

.･yトこヅ,k'】,ﾘ家計費の,il才

ヴＪニス支店家計11の計ll

マふljり勘定

'I.j.'I， ニッ,.SIIIに代ろ|,･l tl,Iにごの現公受|｢Ｍ

同支'jli沁代る現公支払い

暇JI似即吐註い

同左店への送金

j･ij支'J,11受取りのＦ形振出,L

I･j｣.し111j'tlj,いのｐ旧人ｐ

同支店受取りﾀ･連絡人Ｆ

同友1,いヽヽｸ)鏃発送

現金1.･,よ乙運賃･£払い

同沙ヽヽ哺蝕

ljLI』11iへの送会

同忿店への銀発送

現金による運|□f払い

li,Iい,1に代ろ現金1･払ぃ

｀7 .゙ ｀7･1･が‥氏勘定

取引内容
一一

ｉＥリ;‘i　祐治｢｣

絹布

ビザュ釦

矧布

現金

現金

現金

フ，几･ｿ，

現金

現金

現金

チウエナ氏

ビザこニ銀行

浅恥NI･1297

4店ヘク)絹布

本JIliへのま|μ|｣･

11J益

アウグスブルタ本Jlii

アウグ2,ブ･!.ク1ヽjlり

費用

氏　ロー-マ.むI,li

　　ロー－マ11;i

　　iJ一一マ£jjlf

　　ロ　マい,li

フJ.ル･ｿｭﾝjン氏

銀

炭価

銀

災金

銀

現金

規争

凶.,i心こ･勘定科目かliん･の場む】

1/]釦11iか,･3の現公受j{疋り

jl/}5　布店に代ろ現金受取り

Jj　　　　絢11に代ろ現金受取り

5ﾉI　ヴ｣.ニス£jllに代ど似jlに7･のUj,ぃ

7/28　本店からの現金受取‘J

8/13　仲介Ｆ数料のオ･フェン支店への振5

8/】S　フェル'ｿ1-リン氏からの債務免除

9/2n　釦,liからの現金受取り

9/27　銀販売益の本店への振替

C)ポ………yェン支店勘定

お2S　ltむIIliからの銅受入j1

5/211　同支店に代る現金受取り

6/2　同支店からの銅受入れ

Ｏハ･し支店勘定

･1/5　1,iJjlljl¶;か,!,ﾀl銀受人れ

･1/2n　同支店からの銅受入れ

5/28　』･d支店からの銀受八jl

j..)ロー-.-?支店勘定

1ﾉ|　同支jl11支払いのＦ形振出Ｌ

借ち･勘定科目

現貨

規公

現争

升ウエナ氏

現公

オフェン之店

フェルツr_リ

現金

銀
　
　
銅

現金

銅
　
銀

銅
銀

チウエナ氏

ローマ£JIli

□’マill11

ローマ:1ど店

口一一マヘの銀

･ﾛ‥マ.lJ11 1

□｀‾マ支|占

ロ・-マtlllj･

口一一マヘの細

口－-マヘの釧

ローマ.り111

i夕陽の助定日座

　　アウグスブルク恥1111'

　　？,勺ゲスプj1ウ抑,li

　　アウグスブルク本店

　　アウグスブルク泰l,li･

　　？･りグス･アjL･ク本IIli･

　　,iLI祓子ン

氏　flJ益

　　ア･りｸ･･フごブ４･ク私,り

　　fl]砦

ボ

ボ

ボ

ソ.1.ンの銅

y J，ン£』,リ

ソ.･-ンの銅

'ヽルの銀

ハルの銅

ハルの個

ローマ以1



29S

･4,‘!l

.｢2SI

1･l

SII2{|

同之］､1汗’代る現公受取I;

|･tkj､liU2､い一刀「･肘松山Ｌ

吐匹応側頭財JL

りハニスむ11 i｀:こ代剖j」.りI¶μ）支払

.I､･1.こﾂ、III胎.:代る|･･」.kjl¶汐･支む、
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からは，他店との問の.または他店の指示による第三者との現金授受によ

ヒた債桔・ｲ責務の増減，およびＦ形l ･.の債祐一ｲ責務の発生は，ｋ要簿で

当該咄咄勘定に記載されていることの多いことがわかる。また他店との間での

物,IHIIの授受は，他店勘定とは別の他店ごとの物品勘定に記載しようとしている

ことがうかがえる,。しかし同種取引すべてについて，|司一の処理を行っている

とはいえない。

　たとえば，削H2日と７ﾅH6目の本店に代る現金の支払いは，ぷ要簿では|ア

ウグスブ几ク本店｣勘定に記載するのが当然と考えられるにもかかわらず，｜リ

スボン支店レ勘定および｢ダン千ッヒ支店｣勘定に記載されている。また7 JI

15日と8J｣201]のローマ支店への銀の発送については，前者を｢ローマ支店｣

勘定に後者を｜ローマヘの銀｣勘定に記載している。そＬてとくに費用の処理

については，場当り的な処理のなされていることが||につく。

　4J｣15[]には，現金を運んできた運徹夫への支払いを，|運賃｣勘定に記載し

ている｡それに対して６月８田こは，本店に送ったダイヤモンドを取得したさ

いの仲介T一数料を｢本店への宝石｣勘定に含めている。そして６月4llには，

ローマ支店へ銀を送ったときの運賃を，|'ローマ支店｣勘定に記載している。こ

のようなわけで，同種取引は主要簿で同-一勘定に記載されていることが多いと

はいえ，全体が整然と処理されているとはいい難いのである。

　したが一ヽて圭要簿は，取引内容に従-って区分整理された勘定科目別の集計と

はいいえない。仮りに，勘定科目別に集計して9 Jj30日の帳簿の内容を示さﾉt

とする意図があ,ったとしても，その11的は達成されていないことになる。

17.計算書での十|ﾐ|]の意味

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i]:いy iJiわJI,-　i=々助ｸﾞjN･LI‘捌l

　計算削こは記載しながら，土要簿には記載されていない場介，すなわち③ま

たはそれに類する方法で処j!11されている場合は，繰り返えし述べたごとく，計

算書のLJ]1511，6J]181jおよび８月３日付の記入にみられる。

　４月1511の取引は，本店から現金を運んできた二人の運搬人に，現金duc.8を

左払-Jた場合であるが，仕,沢は当然借方勘定科目をヤコブ・フッガー氏，貸方

のそれを現金として，金額duc.8で行丿討Lている。そＬて債務帳の両勘定｢1座に

その額か転記されている。ここまでの処理に誤りはない。しかもこのうち借方

は，勘定科目がヤコブ・フッガー氏であるから当然計算書に記入されている｡

しかし計算書に記載するさい，金額をduc.12と記入しているのである‘36)。この

誤りには，すぐ気付いている｡そして同日付で，計算書の反対佃Ｄ消極儲】につ

ぎの訂正記入を行っている‘37)。

　　　4　E.---･｡.F11reinnemen,,jnlbdas ich geselzthab atlffdahJm fur

auSeben】2 duc. p{ltenlon.S(,11 allain sein 8 duc.；nicht mer za)t

thul……… ‥‥‥‥‥ｆ!ｕＣ．

Ｆ

‾･･lll（,1月15田受入れ．わたくｔは泰FI運賃とし.て払出しにduc.12

を記人Ｌだ｡duc.Sでなければならな1（それほどは支払,jていない．

ｄｕｃ、

４

４

　これは，減額しようとする金額が記入されている側の反対に，減額すべき金

額を記入して，結果的に相殺する方法である。誤記したduc.12を消して，duc.

8に改める方法を用いなかJったのである｡この訂正記入は，什訳を行わずにな

されている。そして主要簿の｢ヴェニス支店の運賃｣(Botenlor1 2u Velledi一勘定

借方には，duc.12とduc.4を相殺したあとのduc.8だけを記入している‘3s'。す

なわち消極側のduc.4については，計算書に記入Ｌながら圭要簿には記入しな

いという｡さで，③に類似した方法で処理しているのである。

　８月３日の取引は，７月８日に銀duc.】5656と銅duc.11745をも-1てネルり

氏の所有する絹布duc.27401と交換したさいの仲介手数料duc.80の半分を，

オフェン支店勘定へ振替えたものである。仲介F数料を支払ったのは71n6[1

であ,ったが。そのさいは借方をヤコブ・フ･ソガー氏，貸方を現金として仕訳し

た。費用勘定を用いず，しかも支店の立場であるから。仲介手数料の支払いを
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店への債権の発生として処理L.たのである，そして貸借とも債務帳の各勘定

1座に転記Ｌ、借方はフッガー家他店勘定であるから、さらに計算書の積極側

:､iり､してぃるバこの7.j」8 llに収得した紺布の一一一部duc.10756飢8Jollに

オワ｡･-ン支店に発送したため、出国付で仲介手数料の半分をオフェン支店に振

替えたのである｡

　8J」31』に借方をオフェン支店、貸方をヤコブ・フッガー氏として仕訳して

いることは、い･うまでもない｡そして貸借双方とも債務帳の各勘定11座に転記

Ｌ、計算書の積極側および消極側にそれぞれ記入している。このうち積極側の

記入では左はＬに「オフェン」と書かれており、その金額duc.40は主要簿のオ

フェン支店勘定借方に記載されていると考えられる‘391.これに対して消極側に

茜かれている金額duc.40には、左はＬに十印だけが書かれており、7 J」16tlに

栢極側に記載されたduc.80と相殺されて、残ったduc.40だけが、主要簿のｌヴ

Ｊニス支店の費用｜［V11kost 2u velledig］勘定の借方に記載されている’4o’。

　以l!二つの場合は、計算書に記入された二つの金額を相殺し、残-Jた金額だ

けをﾚ要簿に記載しているわけである。とはいえ、4J］15 EIの場合が誤記を訂

正するものであるのに対して、８月３日の場合は、取引として実際に生じた金

額を相殺している点に違いがある。したがって４月15日の場合は、士裂痔に取

引額を正しく示す結果となっているのに対して、８Ｊ」３日の場合は取引総額を

,]iさない結果となっている。

　６月1削jの取引は，ヴェニス支店がローマ支店に支払いを依頼し，その[!j]収

をアンﾄワープ支店で行うこととしたときのものである。したがって仕訳の借

方勘定科目はアントワープ支店，貸方のそれはローマ支店である。これらはと

もに，債務帳の各勘定ロ座に転記されて，計算書にはつぎのように記載されて

Lﾊるt41】,1

.･111!極i鄭
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E.1S..llcr l仙al fu,･ l･inn,?lw･n. lsl，･ITlh das wir atlff dclto ftlr

ausgelx･n geselzt habljn 159011CI， Die setzell wir ，,-idel-f111･einnem-

erl，vmd wil】cn die zu Rom beza】t sejnd a�vnser c()mmissioll de

adi11.Maz｡ : zu Rnm hezRII ，･,),lwegell der Bisani el s“1‘･cardilla】

Sj11jin,-)d,･C11al･t,jn,･.vnnd den ，･ertl-aghie zu Venetia mil A】uix,-，

Bisani : vmh die zall sollen werden durch die Freschgol】aldi halb

vlld durchc]1･e SpiH()l halb， zlj SllMflcm】11isch.Darfur scilld zu Rom

z;jll duc. 162]S d1･【･a111crF:a1】ch a]s(l gen A1111orf die (luittalltz del

cardinalμsant，thut duc.15911fl..

lij川ISI口6j]18出.r7一一7支店ｸ)受入れに一っいて．泰11われわれは

159ぼICIを払出L.とL.て,iLジ,Ｌた，それをj,jlわれは再び.11Aj-!.とす

ろ　5jj911の依頼によ一一jてローマ£店で£む,ｉためである.ビー呼二

銀行に代.-,でローマ支店がシヤルトン枢機槨に支払う．そして当地ヴ

こｰこ又で･ビザュ氏と契約した．･ﾌし‥yン.jゴアルテ.･ｨ,とスピノラか｀l‘=

分ず.･-'｣809.flemlnisch換り:で･瓦払う.ローマ支店で4ど払-5のはduc.

】6218de Canlera : またフントワープ支店に削Iして似.機椙の受領証を

送･ぺ duc.15900.

ニれらの計算書の記入にしたがった記載は，圭要路のどこにも行われてい々

い。ではなぜこの場合だけ、主要諦に記載しないのであろうか。

　ﾄ｡要簿の他の諸勘定のN0.1は、すべてか９月30[]にまとめて記入されたも

のとは考えられない｡多くは9 Jj30日に配入されているが、ときにはそれ以前

に記入されていることもある。たとえばローマ支店勘定貸方をみると、その害

き出しは｢1516￥5月20日、１月１日以降のヴェニス支店におけるN0.1の受

入れについて｜(1516.Adi 20 Mazo. Sider primo Zenner zu venedig i11 N0. 1 fur

einncmen2･となっている'42'。これは、５月201｣に１月ＩＨ以降分をまとめて記入

Ｌたことを示すものであるが、このことから他の諸勘定の貸借いずれであって

も。そこへの記入が将来ないと予想された時点で、まとめて記入L.ていたので

あろうことがわかる。そのさい、いかなる勘定ロ座の貸借いずれであっても、

圭要簿のその部分の記入すべてが､一時になされたことは確実である。N0.1の



　ｍ

ｊべての記入が一つのパうグラフに納められており、そこに何1111かの取引が内

､沢として忿まれているからである。

　このような手IIlr!で記載されたとすると、主要簿のアントワーブ支店勘定借力

と口-　'17支店勘定貸方は、別々に記入されたことになる。もし双方を相殺L.た

のだとすると、宛に行う　一方の主要簿の記入時に、すでに相殺することがきま

づていなければならない。では、この場介に限って相殺する理由はなんだった

のであろうか。一一.JJ‘を不注意で記入Ｌなかｰったことに気付いて、他方も記入Ｌ

なかったことが考えられなくはないが、記入漏れに気付いたときに、なぜ迫力|｣

記入を行わなかったのであろうか。

　このように、6 JH8 [|の処理については、その理由がはっきりしない。しか

しこれは‥叱戯してなされたもののようである｡'itなる同　-仕訳の貸借双方の、

偶然の記入漏れではない。なぜなら、双方の計算書の記入とも、左はしに十印

が付されているからである。

　計算河の記入全体をとおして、左はＬに十印が付されているのは、積極側で

２ケ所。消極側で３ケ所だけである。具体的にいえば、それらは前述した４月

15目の誤記およびその訂正、ここで検討中の6 J118[1の貸借の記入、それと7

Jj16日の積極側記入船と相殺している8 1j 3 ロの消極値記入においてだけであ

る。このように、③またはそれに類する処理がなされている場合にかぎって十

111]を付していることから、６月181｣の取引を主要簿に記入しないことは、意識

的になされたものと考えられるのである。

　18.ヴェニス支店勘定の役割

　仕訳帳から圭蚕簿の他の諸勘定までは、仕訳の勘定科目をもとに一貫して処

理されているとはかぎらず、また仕訳を行い計算書までは記入Ｌながら、主要

簿には記載されていないことがある。そのため、主要簿とくに他の諸勘定を渠

計したヴェニス支店勘定か、9J]30日現在の帳簿の内容を示すとはいえないこ

とは、すでに指摘Ｌたとおりである。ではホ要簿とくにヴェニス支店勘定は、

何を意図して記帳されているのであろうか。この点を明らかにするには、ヴェ

｜

｜

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第LIμ'｡'第･原|示-　iT要箔-のN,EI別13

二又支店勘定N0.1の貸借が，合計で相仔に一致していることが，-一一一つのヒン

ﾄとなるように思う｡

　これまでみたよ引こ，ウＪニス支店勘定N0.1には｡仕訳で勘定科目かフッガ

‥家仙店である場合の金額が，債務帳と計算書を経由して主要簿の他の諸勘定

の仕訳と同じ側に記帳されたうえで，貸借逆の側に集計されている。ヴェニス

支店勘定に記載されている多くは，このような金額である｡しかし同勘定に記

･阪されているのは。それらだけではない｡もＬフッガー家仙店勘定をもｰって仕

,沢された金額だけが集計さtLているのであれば，ヴェニス支店勘定N0.1の貸

借は，合計で相互にｰ･致するはずかない。なぜなら，複式に仕訳された金額を

集計してその貸借の合計か相互に一致するのは，すべての什訳金額を集計する

か，同一仕訳の貸借をともに除外して残りを集計するか，または別々の仕訳で

あっても貸借を相殺して集計した場合にかぎられるからである。第一例示の仕

,沢で用いられている勘定科目としては,フッガー家他店勘定以外のものもある。

なお前述した結果的に主嬰簿に記載されていない③の三つの場合は，貸借が相

殺されているのであるから，ヴェニス支店勘定の貸借のバランスには影響しな

い｡。

　ヴェニス支店勘定N0.1の貸借が,合計で相互に一致しているのは，借方末尾

にduc.240が｡貸方末尾にdue.927.4.23とduc.2412.H.8が記載されているからで

ある‘43'。これらは，第-例示で用いられている勘定科目のうちの，フッガー家

他店のそれを除く諸勘定の９月301｣における残高である｡duc.240はダュエル･

デ･･ソウイ･･,チ・氏勘定の貸方残高で，duc.972.4.23は銅勘定惜方残高duc.141.

2.15とビザュ銀行借方残高duc.831.2.8の合計である。そしてduc.2412.11.8は現

金勘定の借方残高である。フッガー家他店勘定以外の諸勘定で，９月30日に残

高を有したのはこれらだけである。これらの勘定残高か，ヴ｡,ニス支店勘定の

貸借逆の側に記載されているのである。

　したがってヴェニス支店勘定N0.1の内容は，前述した６月18ロの場合を除

くと，まず第一例示の全仕訳金額を貸借遂に集計Ｌ，そのうえでフ･ヽ･ガー家他

害勘定以外の諸勘定の貸借を個別に相殺したものと，同じなのである。換言す



　1111

ると，一７ヽｿ｡ｶﾞーぶ他店勘定だけについて作成した仙汁試算表的ま計瓦と，その

他の勘定について作成した残I･,･,･i試算瓦的集計表とを合体したものが，ヴェニス

｡以り勘定N0.1の内容なのである｡

　ここでフッガー家他店以外の勘定残高を記載するにあたり，一部とはいえ二

つの金額を合計で示していることは，記帳内容の友7]･を意図せず，合計の‥致

だけを確かめようとしているためと考えられる｡このように，本来‥一致すべき

金額の一致を確,認していることから，ヴェニス支店勘定N0.1か検算を目的と

していることは確かであろう。では，他にも作成目的かあるのであろうか。仮

りに記帳内容を示すことが意図されていたとしても，その目的が才分には達成

されていないことは，すでに述べたとおりである。他には|‥!的と考えられるも

のはない｡

　もしれ要簿とくにヴェニス支店勘定N0.1が検算だけを目的とするものとす

れば，第一一一例示については，全部で三つの検算が行われていることになる。こ

こでの検算を除く他の一つは，債務帳の末尾で行われている，現金勘定とヤコ

ブ・フッガ一一氏勘定の残高が貸借逆でありながらー･致することを確認したもの

であるl･'j‘)。二つ目は，計算書の積極値と消極側の各合計が相互に一致すること

を確かめたものである(45j。

　これでは，あまりにも検算をしすぎていることになる。それにもかかわらず

ヴJニス支店勘定N0.1で検算を行，ていることには,つづく同勘定N0.2の存

在が関係あるものと考えられる。
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　翻411版1ﾆjjりれている九勘定についていえば，費Jlj，運n'，利益の外勘定借JJ'，お,tび･ヽ几

への銀勘定E?Jjにおいて。そのような記入かなされている。
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n･計釦duc.3292s:l.6.28 ・

Ｉ
ｊ
’
一
一

へ.W｡S.M27 u】1r12:仙。目２

一

哨LIU‘･:哨･.91』

のこ=とか41!られ£，

l’tでか，Ｎｎ．１てあ＆.

　A.W。S.2.1S.で13）A.W.，S.2211.

要陶のN｡｡|闇5

仕,沢の小,11りにほ，Memeltel･ hallcho zu B,jl｡gllc･ jltir，･nsauRgrichl de11 Gadi と，IM･れて

る，（Ａ．Ｗ。Ｓ．１９１ｊ

　恥,引↑打!参照.･16･A.W｡S.257.1[171　A.W｡S.219,222
1jnd 221.

　ハ.W‥S.219,22n,223.225 11nd 226. 4 111511の記入で，ﾉ,{はI_に8,4，とあるの1,t，dUC.12

,11,誤りて，llF L. くはduc.4少ないduc.8であろ,ことを示す，７月1611の記入で･左はＬにA11mrf

とあろのほJII!.解一一rきない，A4spurg .と,り=くべきであろ一礼

　7jl161けUluc,8f】についてrluc.劇lた･けを処j!|にているのは，残りduc.4CI今8Jj3山'

オフェン支店へ振持えたためである．ヴェj7･ス£j占勘定にper ofer auBgeben Jづ..で示,1り1

で．１るduc.137:徊.14.27には．この夕tJ duc.4{}も含まれている，

　仕,沢が14でｰあるの1.り･j' L て,;1唄で,!μ)j,j,人が13で･あるのは，計算itでｙローマ.銀卜hl::かれて

いるうらの1 lnl l!8 J｣70111か，‘.りの仕訳をまとめたIJのだか,･,で･ある｡

　A.W｡S,256.122)A.W｡S,261.C23}A.W｡S.226.227,228.2311 und 2:ll，

A.W｡S.256.

A.W｡S.262.

万
一
回

E･　A.W..S.2:｛1l und 231.（263　A.W｡S.256 ulld 263，

剛I　A.XV.，S.226.227.22S ulld 229.129でＩ　Λ．Ｗ｡Ｓ．２５６．

A.W｡S.227 und 229. ニ昏□の11付は5111{}ilのほずで･あるが，凶'前の記入llと』･･｣|こ1リ_｡

，同11と,t::かれている。

A，W｡S.256.印21A.W｡S.256.(:俘I　A.W｡S.227.228 und 229.

A.W。S.256.(3ぷI　A.W｡S.256 und 263.
A

.

1｀J.･

W｡S.221｝｡（37）A.W｡S.228，（38）A.W｡S.259.

－ﾆﾆｽとIり勘定1リj N0. 1に:I‾オフ,lン支店の払llj,［｡について］として書かれているdUC.

　　13738.14.27は，計算河の積極側でごｵｰﾉ・ン｜と奔かれているduc.】【101】，duc.1701〕.duc，

　　1H138.14.27の合,汁である。積極側の記入で｢オフェン｣と書かれているのは，他にない｡

圓　ウ･Jニスj£店の９用勘定信ゐ･の合計duc.196.12.一一は，duc.40とduc.156.12.をJjj】えた

　　いy3で,ある｡
M

;･j

1)A.W｡S.222,229 und 230.

211　A.W｡S.262.このほか，ニュールンベル支店勘定借方は4 J11511にヴェニス1ど店のfl』益

　限定借なは9111811にウェニスーUI11の運賃勘定佃ﾘj'は4 JI1511に，ニJ.－ルンベルク支店勘

　定l1万は･肩｣2011にそＬてヴ･tニス支店の利益勘定貸方は９月2711に記入されている。

･,j3;　A.W｡S.256 ulld 260.（44）本書139貞参照。（45）本書168頁参照。
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単 第三例示 一一主要簿のN0.2

消

　　１．Ｎ０．１との関係

　･y･-iニス支店勘定No.Iの借方末尾に記載されたワッガー家他店以外の勘定

残高は、ダニエル・テ･･ソウイッチョ氏勘定の貸方残高duc.240だけである。

それに対して同勘定No.]の貸方末16に記載されているのは、堤金､銅および･ビ

ザニ銀行の借方残高合計duc.3384.15.31である｡同勘定N0.2は、これらを

引継ぐところからはヒまっている。すなわち、これらの金額がN0.2の最11部の

No､】とは逆の鯖に引継がれている田。それ以降のヴェニス支店勘定N0.2の記

入は、いったん他の諸勘定に記入Ｌたうえで、貸借逆の側に記載されている｡

では、他の諸勘定に記入されているのは、どのような金額であろうか。

　第三例示最初の､礎明文によれば、各勘定N0.2の記載は、第二例示のCapus

か八なされることになっている‘馬Capusには、銅、銀、フッガー家他店の勘定

口座だけが設けられているのであるから、N0.2にも、銅、銀、フッガー家他店

の勘定日座だけが設けられている。第二例示では、債務帳に設けられた勘定の

残高を期末にCapusの勘定と相殺またはそこへ振替えているため、N0.2は第

二例示の最終段階に位置することとなる。

　他の諸勘定N0.2への記入の多くは、12月31日付で行われている。ただ翻刻版

で示されている他の諸勘定の一つであるニュールンベルク支店勘定では。借方

か12111711に、貸方が12月５日に証人されている‘3)。このことは、他の諸勘定の

記入が、12 J｣3H｣以前でも、その勘定のその側に記入すべき取引か将来生ヒな

いと判断された時、またはそれ以降になされたことを示すものといえよう。そ

の他の諸勘定からヴェニス支店勘定N0.2への記入は、すべて12月31[l付でな

されている｡

　Capusから記入するとはいえ、Capusと他の諸勘定(銅勘定および･銀勘定を除く)
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とでは、その記入が貸借遂にな･っている｡これは第二例示での什訳において、

-ﾉ‥､がｰ一一‘家1山111挺5ijの場介だけその貸借関係が第湘|』示【Ｌたか･一一Jて現行】のそれ

と遂にな､っている点を、矯正Ｌようとするものと考えられる。ここから、N0.1

との連続性を保1r｡牢要簿全休としrなλらかの目的を達成しようとしている

二とがうかがえる。

　ではCapusから他の諸勘定への記入は、どのようになされているのであノバ

か｡翻刻版に示されている他の諸勘定は。アリグスプルク本店、アントワーフI

支店、二・－ルンベルク支店、ローマ支店の外勘定だけであるがべまずこれら

の借方からみることにする。ここで４つの勘定すべてに目を通すと、重複する

のではないかと考えられるかもしれない。しかし、決してそうではない。これ

らの勘定の借方まて'は、それぞれ違９た過程をへて記入されているのである。

　２．他の諸勘定の借方(Ｈ

　まずアントワープ支店勘定借方からみよう。この場合が，最も一般的と思え

る于り哨で処理されているからである。

　第二例示では，貸方勘定科目がアントワープ'支店である仕,沢は，一一つだけで

ある。その取引山月1{}田は，小河きによると，10月20[1付のアンﾄワー一一ブ｡支

店からの依頼に従一って，フンドビス氏に代ってマルテり一氏に現金duc.1000を

支払,,たというものである15'｡これについては，同支店に対する債柚の発生およ

び現金の減少として，アントワープ支店勘定と現金勘定をともに貸方とする什

訳かなされている。そしてｲ責務帳の現金勘定とCapusのアントワープ支店勘定

Ｆ
り

転記されている。このCapusのアントワープ支店勘定貸方をもとにする主要

簿のアントワｰ-プ支店勘定借方の記入は、つぎのとおりである回。

Bis ullimo l〕{･c,ヽmb,･r.per V(･11ed汝daselbsl j11 N‘｀.2 fur auBgebe11 1aut

＆I･s一一lbigen ;lc. 48 vcln wegen Cunrad llulldb旧e COmpaniS. S()]l vns

Ａｎｔいr汀also vprrechne【1，thut ac. j2

Ｉ
Ｉマ

Ｘ

１

duc.I問0

J』.友||迄に．ヴ.tニス£II51がＮ０．２で41……j y､7jj､､11SLI.:‘っ1ゝて．ワンドビ

1･い.'c、ac)lsに示す人物に対l.て.ヅrンI･ワーツ･支店はｊ)れｊｊ１に刻

１

て決済Ｌなけれ.ばならない.，ac.52………… duc，10問

｜

｜

－
・

｜

｜

１目り1　7レ'湘11 iﾓ･政I'溥のN･,.7　311!l

　そＬてこのc]uc.1000は，ヴＪニス支店勘定貸方に｢アウグスブルクヘの払出

しについてl()〕er Augspurg ausRebelli と河いて記入されている劈，

　この場合は，ヴェニス支店勘定貸方までが，Capusと主要簿｡で貸借が逆にな

-iている,･,IXを除けば，仕訳の勘定科｢|とその貸借に従って一貫して処理されて

いることになる｡先に！最も一般的と思える｣と述べたのは，この点を指すも

のである。しかし残る三つの場合は，その中途において，ここでいう一貫性が

保たれていない。

　主要簿の口‥マ支店勘定借方の記入は，つぎのとおりである‘sJ,.

　　　lbullim,｡)(｡)eccmber auch zu Vcllcdigvel･rechnetin N･･｡2jlc.4g f111･

　　au3M,｡,lx･11mel･danllejnMcllumenin nyl-1111sten.SollR,】ma】s,ldisc11resl

　　dcll herl･nf111･eilll11･lncllverrechnell.Vcllt･dighaい|]lin＆11 restilldic

　　rechllung; Mcsetzl:den schreibich also hie R,lm zu: lhul CI.ac.52duc.j翻KI.6.

　　　19.j]末||ぶに，lｿI.ヽこス支店は何|副かg.7分けて.aC.,･19に示すとおり，Nrl.

　　2で々･,れ,よりもｓい払出Ｌを記入L.だ｡ローマ支店は｡ﾆの残高をiリ,に対

　　する受AJiとＬて,記入Ｌなけれぱな,･,ない，･ケエこ:しいIりはそび,残高だけを

　　,汁恂こ含める：わたくL.はそのことをﾛ･ッ｡£JIli'勘定に記人するac.52duc.440S5.6.－

　この金額は，確かにCapusのローマ支店勘定貸方に記載されている。しかし

そこへは，什訳から直接転記されているのではない。前述のごとく第二例小で

は，フッか一家他店勘定の場合だけ仕訳の貸借が第一例示とは遂にな,っている｡

そしてそれらの勘定｢1座は.Capusに設けられている。しかＬローマ支店勘定

の場合だけは，その例外なのである。すなおちローマ支店勘定の場合は，第一－

例示と同ヒ貸借をもって什訳し，勘定口座を債務帳に設けている。

　そのローマ支店勘定日座には，借方に６回計duC.56085.6.－，貸方に2 11･|

計duc.12〔〕00の記入が期中になされている。その借方残高を12月31田こいｰった

んCapusの同勘定貸方に仕訳を行って移記Ｌ，そこからさらに主要簿のローマ

支店勘定借方に行ったのが，ﾄ｡記の記入なのである。ローマ支店勘定の場合だ

け，なぜ仕訳と勘定口座の記入を他のワ･ソガー家他店勘定とは異なる方法で処

理しているかは不明であるが，残高である点を除けば，主要簿までがアントワ

ー-プ支店勘定の場合と同様に，-‥･貫して処理されていることになる｡ヴェニス

支店勘定ａ方には，｜ローマ支店の払出しについて，残高j(perhmau〔3gebe11，
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―

st

Ｉ
Ｉ

］11

ei11 rcst）と レこ、この額が七人されている。

￥
１
ｔ
ｉ £簿のニュールンベルク支店勘定借方の記入は，つぎのとおりである‘田

　Adi l7. Decembel･.x･el･1-echnet Velledig i11 NI･.2 111】1･allsMt･!ht･11;lc.･19 vlln

　Mt･ldli(11･Liblcl-duc. I XP.vndU‘o)f Saurnlan dllc.250；zalt z1】11emell

ltll del･ rechnu11μ.thut ac. 52 duc.12油

112ji1711　1jz ｡一一ツ仁1どII哨まＮ,１．２において.ac.49にぷすりｰﾀﾞﾌｰに叶j-

ろduc.ICIOn ｡と叶･り･LべjバJ↓j'るduc.251)の払出L.を記At.た：計詐,‘1=

･‘けj,･I〕支 ;lr.52 ……dljl･.12jl】

　什訳によれば、これは12J｣5 LIにごｰ｡－ルンベルク支店から受取-一万こ現金

duc.1佃()の　一部を、ボ･ｿﾝ･ご1氏宛に手紙を害いてｺl入の人物に現金で支払う.t

う依紹したときの記入である｡したがってニュールンベルク支店に対してはそ

れ｡だけ債務が消滅Ｌ、ボッシュ氏に対しては債務が発生している。これについ

ては、二=1.－ルンベルク支店勘定とボッンュ氏勘定をともに貸方とする什､沢を

4｣≒ごr1 るヽ｡

　しかしCapusのニュールンベルク支店勘定貸方には、この仕訳からの転記は

なされていない。インスブル･ソク支店勘定の貸方になされている。これが誤り

であることには、主要簿に記入するまでに気付いたのであろう。このインスブ

ルソク支店勘定の記入では、左欄外に｜ニュ‥-ルンベルク支店｣と書かれてい

る‘lo'､、この記入は、主要諦の正しい記入場所を指示するものと考えられるが、

主要簿のニュールンベルク支店勘定借方の記入は、このインスブルック支店勘

定からなされているのである。この場合は、Capusでの誤りを、主要簿でI]{し

い位置にもどL.ているわけである。ヴェニス支店勘定貸方には、｢ニュー-ルンベ

ルク支店の払出しについて｣(per NurmberR ausgcbc�として、この額が記入さ

れている。

３．他の諸勘定の借方(II)

h.要路のアウグスブルク本店勘定借方の記入は、つぎのとおりである111j。

　　Bis l.111imul〕t･(:emberverrechnet Venetia illN.･I.2 ac。17 ful･aul3gebe11

　in2p()stell.zoe fl.IU10.z1】zalcllnEndris Grandel- e colnpania : vl111d

　m･j･rrluc.16H.9.6.p.21.hat Malheus Schwartz l〕erl･estoseiner rechnullg

｜

｜

｜

｜

｜

第Lい:｀･i　第ド例,」 ﾄ=混恥りＮＩ,．ｙ　割｜

Mc11 Augspul'M gcfucrt. Soll vl111sAugsl〕urg fur ci1111emen vcrl-echllen :

thul Vt:jnt･lia gt】tgem;ich1 3c， 52‥‥‥‥ duc.2711.15.21

12J14J11jSこ．･り………こﾌ.む,¶iglhlc.j7に小才,とおり，Ｎ｡ヅyrく回のむ,出i..

を記入した.すなｊ)ち，グランダ・－とその会社にjdl,-5べき11ぽ|'ﾌﾛｰ-リン，

そしてさらにマi･ボイス・ン_j.ハルツが|‘F分で行･バJil.ln:ｸ)残11‘liをアリグス

ブ几.ﾀ釦11;勘定へ振替ｊたdUC.1611.6.21.アウグスブルク水illiではわれjl

れに封する受入れ,として記人ｔべきである:L.たが･l,てヴ,.ニス£'店では貸

記した，ac,52…………… ‥‥‥‥‥cltlc.2711.6.MI

　この記入は、1｛川8 ljと12月3111の取引に関するものであるが、それらの仕

｡沢の貸方はともにヤコブ･フ･ヽ､ガー氏勘定である｡そしてCapusのヤコブ・フ

ッガー一氏勘定の貸方に、それぞれの仕訳日に転記されている。この額はヴJニ

ス£店勘定貸方に、「12月末日迄のアウグスブルク本店についての払出し」（Bis

u】limnl）eccmberper Augsptlrg asgeben）として記入されている。したがってこれ

らに関しては、アントワープ支店勘定の場合と同様に、仕訳の勘定科目とその

ほ惜に従･って、主要簿までか一貫して処理されていることになる｡

　L.かし、什訳で貸方勘定科目がヤコブ。｀フッガー氏でかつCapusの同勘定の

霖方に転記されている場合が、ほかに７回ある。その合計額はduc.9958.6.

である｡これらは、どのように処理されているのであろうか。

　この点の解明には、Capusの記入で左欄外に書かれている語か手掛りとなる

ものと思われ＆、Capusの記入では、銅、銀、ヤコブ・フッガー氏勘定の各貸

借と前述のインスブルック勘定の貸方においてだけ、左欄外に地名。商1¶?1名、

｜販売］等の語が書かれている。

前記10月8［jの什訳を転記したCapusのヤコブ≒フッガー氏指定貸方の記入

では,Iアウグスブルク」，12月31日の場合は「銀」と書かれている。このように

左欄外の語が士要簿での記入場所をJEしく指示しているとはかぎらないが，絹

布の種類が書かれかつ金額欄に金額が記入されている場合の合計，すなわち1｛｝

月24ロのduc.39，H月30［jのduc.4504.6.－，それに12月７Ｈのduc.4850の

合計duc.9393.6.－は，ヴェニス支店勘定貸方に「絹布の払出しについて」（・（

seidingwand aljsgebcn）として河かれている。このことから，翻刻版には示され

ていない主要簿の「アウグスブルクヘの絹布」勘定借方には，duc.9393.6.－
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ついての記入がなされていたものと考えられる。

しかし｡01pusのヤコブ｀･フヽ･､ｶ･･一氏勘定ぼ方に記入されている残り4 1111、合

計でduc.565は，ヴェニス支店勘定の借万には記入されていない｡他の,渚勘定

び)どこにも記入されていないのである｡

　iﾓ要陪の勘定科|卜一覧表に書かれているインスブル･ごｸ，リスボン，ミラノ，

オフ!lンの外支店勘定は，翻刻版には小されていない｡しかしそれら各勘定の

借Jjには，仕,沢でll方勘定科目かそれらの場合だけを，Capllsの各勘定口座貸

万に転記したうえで，記入しているものと考えられる。ヴJ.ニス支店勘定貸方

に，それらの支店ごとに記入されている金額が，仕訳金額およびＣａｐｕｓの各勘

定日座グ)記入額と一致しているからであるtl21.

　ヴェニス支店勘定貸方の末尾には，さらにつぎの記入がなされている‘13j。

　　　E＆lt,.lgM･t ab dtlc.141.2.15,vmb souilslccldas kupffer elltgeMe�11dcll

　　　duc.33S4.15.31 per dPbilor,dann 11121nzuVellediM das kupffel･furdebitor

　　　MLlhall.11!nhat bis ultimn Settember : vlld so die weiter nit vcrrechnet

　　　w1｀rcle,1,s｡schreib ichs hieob fllrausgeben Ⅵlddcm kupffel･das gewicht

　　　zllilc.59 per faB 9. ctr.225，das dann bis pl-imo (jdobric.lalso fur

　　　sc11111(hlljl-gehalten訊'asvndnullnicht weitel-,laut aUCh der l･eChnU11gNCI.

duc.ldl，2.1S

｜

ｊ

！

｜

第１わI;･･i　ti･レJI.･,I:
i･｡=堤防のＮ｡パ）313

ェニス支店勘定N0.2に記載された金額を消去するためになされているのが、

この記入なのであろう｡このことから、N0.2においても、Capusに記入され

た金額を集計して、貸借のｰ-致を確認せんとしていることがうかがえる‘1‘j。

　ヴェニス支店勘定貸方N0.2の記入は、以上ですべてである。その合計額は、

duc.82920.21.4になる｡

　４．他の諸勘定の貸方(Ｉ)

　つぎに、他の諸勘定の貸方N0.2に記入され、ヴェニス支店勘定借方N0.2に

趾入されている金額をみよ肌

　翻刻版に示されている他の諸勘定貸方は、アウグスブルク本店、アントワ・

ブ支店、ニュールンベルク支店各勘定のそれだけである。これらのうち後者二

つの場合は、それらの勘定科目をも-Jて借方に仕訳された金額だけが、Capus

の各勘定日座の借方に転記されたうえで記入されている｡

　たとえばアントワープ支店勘定の場合についてみると、l司支店がボゴ氏に貸

付けたduc.2000を、11J]10日にカペロ銀行を通して回収するようヴェニス支店

か依頼されたときに、アントワープ支店に対する債務の発生、カベロ銀行に対

する債権の発生として、それぞれをともに借方とする仕訳を行ってい配　また

I1月]5 liには｡1削]10日付のヴェニス支店の依頼に従って、アントワープ支店

がダュエル・デ･･ソウイッチョ氏に代るフレッンュゴアルディ氏にduc.4()0を

支払った取引を、アントワープ支店に対する債務の発生、ソウイッチ。氏に対

する債権の発生として、それらをともに借方とする仕訳を行っている｡そして、

それぞれの仕沢山こCapusのアントワーブ支店勘定借方に転記Ｌ、牢要簿のア

ントワー-プ支店勘定貸方には、つぎの記入を行-Jている‘15'。

Bis ultiln(jDecembljr per Venedjg daselbsL in 2 pnslen fur eimlem1,n，laut

der rechmmg ac. ･18.Nenllich : duc. 2 M‘｣.J,1.R叩(ヽ.dllc.4nn .JhPrn.

Freschgnua)di : wirt vns A111torff a】so vel･rechnell werdc]1；thut at･.52

………dL】c.24(j0，

12jl･kll迄にlljLkJIり,1りに1ニス£i,liのために，計竹肖ac.卵のとjリJ，2 11･】

の受入れ｡を行｡jた｡すなおちボゴにduc.2(lnn.フし･･シご，ｺﾞア･しディにduc.

－

｜

？ac.46い･11d dises ac. i

1･illjH2J13】田｡duc.lj11.2.15を控除。反対鮨Ⅲ一方のduc.3:184.15.:U7）

申に，7.の釦が含まれている｡9J」末迄はヴllニス支jl剔こ銀が借方に存在し

た：そしにそれ,’,に’Jいては，その後！金額を）記人Ｌていない，そのため

　　｡｀｡’ツrjj7.･くいjaC.59に示すとおり，９樽，弔｡:IUﾆして225ツＪン|-ナ‥の

　　SI･･1を払I･11Lに,杞人す配｡11が･10J］111迄は債務･れとみなL.たが，その後はそ

　　j］奄ぺ」めた。ac.46の計tul:N0.2のとおり。この帳簿のac.59･･･…duc.　141.2.15

　これはｈ要簿の｜ヴェニス支店の銅］くKllpffer zu venedig）勘定の記入に見合

うものと考えられるが，そこへの記入がCapusをもとになされたとは考えられ

ない｡確かにCapusの銅勘定借方最上部には，第一例示から９樽の銅が繰越さ

れている｡しかしそニには，金額の記入はない。しかしヴェニス支店勘定No.］

では，その貸借の合計を一一致させるために，銅勘定の残高duc.141.2.15も債

務帳の貸借とは逆の側に記入され，それをＮ０．２では10JH日付で再度貸借を

逆にして引継いでいる。このCapUSには記入されていないにもかかわらず，ヴI



　SN

　　劇ln: ’j･≒づ･ﾘ一一｡ﾌﾞ凌JIliはjlれjJIにりいて,l已Å,するてｰあろうlac. 52…dllc，2劇〕0｡

　そしてこの金額が，ヴェニス支店勘定借方にﾄﾞrントワープ支店の受入れに

ついて」（perΛnU田ff ei11MCII,lme�として記入されている｡このようにアントワ

ープ支店およびニュ‥ルンベルク支店勘定の場合は，ヴェニス支店勘定借址ま

でが,仕訳の勘定科目とその貸借に従-って一ｎして処理されているわけである。

　これに対Ｌて主要簿のアウグスブルク本店勘定貸方には，ヤ=Jブ・フッガー-

氏勘定をし,て借方に仕訳し，Capusの同勘定借方に転記された金額すべてが

記入されているわけではない。第一例示の現金勘定およびビザュ銀行勘定の各

残高を1削口口に繰越するさいに，それらの勘定とヤコブ・フッガー一氏勘定を

ともに借方とする仕訳を行い，各勘定口座に転記している｡しかしここで

Capusのヤコブ・フッガー氏勘定借方に記入された合計duc.3243.13.16は，

主要簿のアウグスブルク本店勘定貸方には記入されていない。それは10月１日

に，ヴ･ェニス支店勘定N0.1の貸方末尾に記入した現金勘定とビザニ銀行勘定

の各残高を引継ぐかたちで，すでにＮ０．２の借方に記載しているためであろ肌

この金額については，ヴェニス支店勘定の上で直接Ｎ０．１から引継がず，つぎの

duc.11080とともに，いったんアウグスブルク本店勘定に記入Ｌたうえで，ヴェ

ニス支店勘定へ記入する方法もあったはずであるが，その処理を行っていない

のである。

　アウグスブルク本店勘定貸方の記入は，つぎのとおりである‘ls'。

　　　Bisultimo December per venedjg verrechlletjn NI'｡2 fu】-einnemenjn 2

　　　poslen,lautder rechnunR a. 47.duc.8080 vmb 8 M°.vngar.bar empfan-

　　　ge11:duc. 30圓，zuzalcnden Philip Adler vnd Endris Grander. Soll

　　　Au郷ptlr只a】sofurauageben verrechnen.Th1】tillsumma venedig zuges-

1rlljell aC. a， UC.11080.

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　哨LI .I;･･':　alドjl』示　　i漕陶のN｡｡2　:115

て｣(per AI!卿purg ejnMen｡111eTlil･lmer pIWenl として記入されている。

　翻刻版に示されていないボッツェン，インスブルック，りオン，オワェン各

支店勘定貸方の場合は，ヴェニス支店勘定借方までが，仕訳の勘定科目に従-J

て，一一片して処理されているものと考えられる。それらの勘定科目をも,って借

ゐ'に仕訳された金額だけかCapusの各勘定II座借方に転記され，それぞれの記

入合計額がヴェニス支店勘定N0.2の借方に記載されているからである｡

　５．ｷ｡要簿の目的

　ただこれだけだとすると，ヴェニス支店勘定借方N0.2の合計はduc.49433.

15.4であり，貸方合計には達Ｌない。それが結果として貸惜で一一-J致しているの

は，借方末尾にさらに二つの金額が記載されているからである岨払出しより多

く受け入れた3246マルクの銀について，残高」（per silber v11!b mark 3246 mer

eingenomen daml a11Bgebcn : rest】として書かれているduc.25841.6.－と，｜払出

しより多く受入れた銅について，残高］【per　kupffer l】】er　　eingellomcn　dann

auBgeben，ain restj として害かれているduc.7646がそれである。

　しかＬ第二19;llﾝ」1では，銀および銅の受入時に金額を示していない。金額を示

すのは，それらを第三者に販売したときだけである。しかもこれら二つの金額

は，Capusにおける銀および銅勘定の貸方記入額でもない‘17）,，で･は，それにも

かかわらず|残高」として示されている二つの金額は，いかなる意味をもつ金

額なのであろうか｡結論をいえば,ヴェニス支店勘定N0.2の合計を貸借でｰ一致

させるためだけの目的で，この段階での貸借の差額を追加したものと考えるし

かない｡

　第二例示の債務帳において，12月3111に残高をｲj’したのは，現金勘定とロー

マ支店勘定だけである。第三者の勘定には。残高はなかった｡そのうち現金勘

定借方残高duc.1611.6.21はヤコブ・フッガー氏勘定と相殺されている。また

ローマ支店勘定借方残高duc.44085.6.－は，前述のとおり，Capusに同名の

勘定を新設して。その貸方に移記されている。したがって現金勘定および第三

者勘定の金額を含まないとしても，Capusにおける貸借関係を修正して合計す

12JIぷ日迄に、Ｎｕ、２ではヴIェごｰス支店について２つの受入れを記入Ｌだ｡

計諒141;りaC､･17のとおりで、8000ハンガりー・ｸﾞljしデンすなjJちdUC.8080の

現金j･1取り。（本店か）フドラーとグランダーに支払-jたdUC.3000のIljl収引

受け　？IIフグスブルグ本店では払出Ｌを記入すべきである。合計額でヴＪ二

:ﾂ､t1111は記入する｡ac.52 duc.111180.

ニの額がヴェニス支店勘定借方に､｢何回かのアウダスブルクの受入れについ



　:l]li

ると　貸借の各合計は相坏にｰ一致するはずなのである｡

　しかしヴ･ェニス支店勘定に記入されているのは、Capusのi杞人和すべてでは

ない｡すでにみたようにヤコブ･フッか一氏勘定行方記入船のｰうちのduc.565

は、ヴェニス支店勘定のどこにも記載されてはいない｡これだけでも、ヴｔ二

疋如占勘定の貸借は合計で一致しないことになるが、Capusに害かれなからヴ

ェニス支店勘定に記載されていない金額が歓にもある｡それは、Capusの銅勘

定貸方記入船duc.7923と銀勘定貸方記入船duc.26129.6.－である。

　もLduc.565を記載するとすれば、ヴェニス支店勘定では貸方に記入される

ことになる｡またduc.7923とduc.26129.6.－は、その借方に記入されること

になる｡こfL､･っが除外されているのであるから、この段階では、それらの差duc.

33487.6.－だけ借方が少ないことになる。duc.25841.6.一一とduc.7646を加え

ると｣'度duc.33487.6.－になるが、これは偶然とは考えにくい。われわれは

これらを、duc.33487.6.－をなんらかの基準でスつに分けて、ヴェニス支店勘

定の貸借をｰ致させる目的で､その借方末尾に記入したものと考えるのである。

しかＬ何を基準にこれらの金額を決定Ｌたのかは、明らかではない｡

　ヴェニス支店勘定に記載されている金額すべてが、仕訳の勘定科目とその貸

借に従って一貫して処丿聚されたものであれば、Capus全体が集計されたことに

なり。同勘定か]｡2}』31日のヴェニス支店の状態を示すものと考えられなくはな

い。しかしヴェニス支店勘定には現金勘定の残高がぶされておらず、Capusに

記入された金額であ､ってもヤコブ･･フッガー氏勘定貸方記入額の一部は記入さ

れてはいない。さらに銅および銀勘定の記人類も、そのままでは記入されてい

ない、したが･ってヴェニス支店勘定N0.2は､状態を示すものではないといわざ

るをえない。

　だとすると･ゲェニス支店勘定N0.2は､何を目的としているのであろうか。ヴ

ェニス支店勘定N0.2には、いったん記入されながら、Capusに記入されてい

ないことを理由に消去されている金額がある。また借方末尾に、貸借を介計で

ー-致させるための金額が記入されている。これらの点から、第二例示の記帳が

貸借でｰ一致するか否かを確かめる、-一種の検算表であるとわれわれは考える。

Ｊ

第1,↓ 吊 例 iり剔恥７ｊＮｎ．７　。‘１１７

したが、て第三例示は、すでに個別には検算されている第一例示おび第.l例

全休について、改めて検算することを目的とする･らのと考えたい｡

∩

（
）

レい

Ｃ
　
Ｉ

Ｄ

（９）

　併有の日付1』9.JI HにΛdi ljrim,j Setlemhllrl･， ･n.jj6「」それは９ 」|末|り･Adi 111tinl｡ Sf･tleIII，

bl-i,jわとないている　9 JI 】||,･よ9j』未||の,illいJであろ･;，･n借とも，1ljJ」□｜付けか,いJ,滴･I ‘I

≒IJ.‾’j

　A.W｡S.‘55.目］AW｡S.258 ulld 262.

　ただI L り　マ支店勘定のⅢJJ’は?j:fl.Lない，原本でもな£･･-｡/,･のかむL.j1ない｡

　Ａ，Ｗ。Ｓ．２３５．Ｊに　Ａ．Ｗ｡Ｓ．２５Ｓ．入物目？ノリイ･｡･チ_1氏を指す｡

　‾r ’IノグＺフ･Jレクit，フントワー－プの,111い〕であﾉJう　｛Ｍ･?　Ａ．Ｗ。Ｓ．２５Ｓ．

　Ａ．Ｗ。Ｓ．２５８．□ｌ｝】Ａ．Ｗ｡Ｓ．２５･ｊ．（）］｝Ａ．Ｗ。Ｓ．２５７．

()ぶ　Capusでイン･ｔﾉﾍjし:.･タ勘定に,i,リ,され，iﾘ馬路で≒ニ_･・りしこ･-くjLクμjl定にＭＡ;り1.ている

　　(luc.12513は14Ｃ

ぽ引　Ａ．Ｗ。Ｓ．２６１．)'数59には，.･ j.".Jの趾定か=,没けられている．そjlぞj[にどの,ように記人さjl

　　'ら・るかほ，趙il]版でそれらか省略されているため･rl』断できない，

腫1}ただしlil】･述のご,とく.duc.565ほどこに･1』,it!祓されてほいない.

(15!　A，w｡S.262.116t･　A.w｡s.262.

【17】Capusの貸ゐ･,記入額!.1.銀勘定がduc.26129.6.－，銅附】定かduc.7923である.
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第 章 主要簿の要約

;1

　　１．総括表

　第三例｡､には、24の勘定口座からなる士裂痔につづいて、順（72枚口遊頁、ac

ぼ･の|注解）（Nntぶがある。それは=iい要簿の概略を明らかにするものであるが、

斤つのパラグラフに分かれている田｡

　最初のパラグラフは、主要簿に設けられている勘定ロ座が25であるこど2）､そ

れぞれの勘定口座では貸借とN0.1、N0.2が区分されていること、そL｡てN0.

1が第　-例示の計算書から、N0.2か第二例示のCapusから作成されるむのであ

ることを明らかにＬている｡

　中間の三つのパラグラフは、より具体的に主要簿の記入について述べるもの

で〔とはぃjl一分とは思えなぃ〕、士要簿に設けられているのが、アウグスブルク本

J､いAu。|､111-gper Vcnedi如勘定のようなヴェニス支店が取引を行ったフッガー家

他店の勘定JI座等であるこど3）、それらの貸借には（ぃかなる内容のもので･あるかは

示レごぃなぃ刑金額を記入し、その各勘定口座の記入額をヴＪニス支店（velletia

;�1-echnung）勘定に集計すること、そのさいヴェニス支店勘定と各勘定とでは、

記入が貸借逆になされるべきこと等を明らかにしている。前章で検討したとお

りである｡

　最後のパラグラフは、ga三例示の本文を締めくくるための文章で､ac.51から

aC.60にわた一一Jて圭要簿の概要を示したので、これ以ﾄ｡は各自の勉強にまかせ

るという意味のことを述べている。そして行を改めて、｛主要簿のおわりDEnd

dcs Hallbtbljch｝と書いている。

　これで第三例示の=4そ要部分である主要簿はおわるわけであるが、第三例示の

すべてがおわっているわけではない。つづく73枚目表頁（ac.61）に、その貞全

部を使って、｜付録」（Appendix）として「全体の計算をもとに作成した主要簿の



　:凹|

友釣レ11kヽschhlS d･｀sll;d油uchに�1｀ill gcncral rcchnul必　とyl付けられたちのが

ｊ

-

されている毘　それはづぎのようなものであるが，われわれは以ドにおいて，

れを･総括表」と呼ぶことにする。

L;ll'ta

53.Auβljul･M pl･】-Vijl11･diM

ぷ4.A11tt{,l･f per VcllcdiR

5.1.8,}lze11μ･r VI!11edlM

;

･|

;1

一一

1;】，

1.i,jllpt!I VcllcdiM

i.iljl】II11apcl’ VC11cdiR

X･lailalld per Venedig

55.0fell per Vellerlig

石.Nurmberμper venediμ

洲.11霜ｂｎｌ只以l)er venedig

56.Rn111 pcl･ Xlc】】cclig

i6.Tant2ge per VenediR

duc.

duc.

duc.

duc.

duc.

duc，

duc.

duc.

duc.

duc，

………（111c

57.Slal illcrcd. vnd debit..so nichts geltenduc

(i

～
一
口

m.4525?Tぶ｡silbcrzu Rom…………………dllc

m.911.!i silherzu Rom. angschlagell ･‥dllc

5s.m.115:32.Msilbcr zu lla11.‥‥‥‥‥‥‥‥‥duc.

5S.m.413S3･j silhel･zu Hall. angsch]agt･11‥･duc.

3!l.ctl-，･17聞kupfler zu B,ltze11………………dllc.

59.ctl-.17511 auch kupfrer zu Hotzen ‥‥‥‥‥fluc.

59.cl,･.S2Ci kul】ffer zu Hall
ｄｕｃ．

6n.ctr.25Cl kupffer zu Rm11 …………………dtlc

60. elen 8､563!･lallerlay sejdjn Rewalld zu AuM-

SI
ｄｕｃ．

S,j11 VI-

S791り.

I閲gl6.

　!jlllj.

　77祁．

ゝ

１

　　　　　S｡lk･11 wil-｡

2恐!l duc. lm･5｡M.lj.19

ｂ
ｄｕｃ

．

(ｈｌｃ．

ｄｕｃ

、

96091】.8

　:･1260.－，

1611闇．

:121111.一一.一一duc.

4削:乾12.:l duc. 3･

287:jS.11.27 duc. 4

1578

　茄0

―
　
―

Ｏ
｛
～
00、

00

-

13･ln73.6.1

9F〉.

―
ｊ

8
2已

661

2

.

0

.

一

一

duc.190闇．--．－

ｄｕｃ．湘圓．--．－

3 duC. 8jl:j2.6.1

- ｄｕｃ

ｄｕｃ

10

-

4 duc

一

一

- - -

ｉ

duc.　-･･･.-･.－

duc.S:1617.21.･1

－．一duc.:i13111..一

一一一.duc.1H2114.1S、1

- － 　 一 一

　
　
０

一
　
〇

　
　
９

- duc，

duc，

duc

27572.5.24（luc

3236U.一一.一一duc

6774

H2S

-

duc.6479.18
－一一

-

引

９り
／
】
・

｜

｜

｜

！

ｌ

ｌ

訓バUI鴫の肘目21

　２．主要簿から求めうる金額（Ｈ

　タイトルに「ﾚ要簿の要約」とあることから、総括表が主要簿をもとに作成

され｡だものであることは、容易に推測できる｡そしてこの推測が一一応妥当であ

ろうことは、総括＆の左はしにポされている丁数53から］’数60が、jっれわれが

他の､堵勘定と呼ぷ、ﾄ｡要簿中のヴェニス支店勘定を除く諸勘定のそれであるこ

と、それら各丁数の右に府かれているむ-1が、一部は他の諸勘定の科目名と令

く同ヒで､他の多くもほぽ同ヒであること、またさらにそれぞれの借珀Soll v�

および･行方Sol］enw削に記載されている金額の多くが、主要簿でそれぞれの他

の諸勘定の貸借同じ側に記載されているＮｏ．｜とN0.2の金額の合計であるこ

と、これらから確信できる。

　しかし、このように総括表が主要簿と密接な関係をもつものであるとはいえ、

iﾓ要簿からだけ作成されたものでないことも明らかである｡総括表に記･鮫され

ている金額の一部は、主要簿からは求めることができないからである。換河す

ると主要簿に記載されていない金額か、総括表には記載されていることがあ

る。それらの余釦を理解するには、第一例示および第二例示の勘定口座、さら

には仕訳にまで瀕らねばならない。これとは逆に、たとえ主要簿に記載されて

いる金額であ､っても、総括表には記載されていないこともある。

　なお、圭要簿から求めうる金額を総括表に記載するにあたっては、仕訳はな

されていない。

　そこでまず、総括表に記載されている外金額について、それらかどこから求

められたものであるかを、丁数順にみることにする。

　総括表の最上部から、ac.56 Tantzge per velledig までに書かれている、貸

惜合わせて20の金額のうちの16は、ネ要請の他の､渚勘定から求めることかでき

る。たとえば能|哨ISに書かれているAugspurg per vcnedig の借方記入額duc.

87922.12.21は、ﾎ｡要請の同名の勘定借方N0.1に記載されているduc.852H.

6.－とそのN0.2に記載されているduc.2711.6.21の合計である。そしてそれ

らの額は、ヴェニス支店勘定と他の諸勘定との関係から、当然ヴェニス支店勘

6{･|.Edelgstain.zoyen etc.zu AugsljurM ……duc

RI･slhat der gmain hande］

aus VcnediR mer einzljllemen

ｗひｄｅｒ ｚｕｚａｌｎ

SLlnlm;l dUC.d1574S.19.12S: dUC. ぶ.)926S

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Summa duc. ･ll574S.19.2S

この総括表には，どのような意味をもつ金額が，どこからどのようにして記載

されているのであろうか。また総括表は何を目的としたもので，その目的がど

れほど満たされているであろうか。



定貸方のＮ(,。１とＮ０．２にも書かれている。ヴェニス支店勘定貸方のＮｏ．ｌと

N0.2にperΛugspurg allscbcn とＬて府かれているのが，それである燃。

　ニのように総括表の金額が,主要簿の他の諸勘定のN0.1とN0.2の合計とし

て求めうるとすると，土裂痔のN0.1は第一例小の計算書から，N0.2は第二例

示のCapusから記入されているのであるから，計算書およびCapusからll‘IT接

総括友の金額が求められているのではないかとも考えたくなる。しかし，それ

は無理である。なぜなら‥汁尊書および'Capllsから主要簿の他の諸勘定のＮ０．

１およびN0.2に記入する過程では副司種の取引すべてを同一勘定に記載してい

るとはかぎらないからである‘6'。計算書およびCapusから直接作成すると，総

括表は別のものになる。

　ac.56までに宍かれている20の金額のうちの残る四つは，他の諸勘定のN0.1

とN0.2の記入部合計とは若｢違,っている,｣も体的に丁数JI旧にいえば,Augspur只

per venedig 貸方のduc.107552.12.19，Anttorf per vened汝借方のduc.

1〔1〕906.6.－，Botzenper venedig 貸方のduc.3260.－｡－およびMai】and per

venedig惜方のduc.40130.12.3がそれである。

　牢裂痔のAugspurg per velledig 勘定貸方と，ヴェニス支店勘定借方にper

Au只spurgeingenomenとして書かれているのは，ともにN0.1がduc.96472.

12.9でN0.2はduc.11a80.－｡－である。しかしこれらを合計しても。総括表

の金額よりp.1()だけ少なく，duc.107552.12.9にしかならない。つぎに主要簿

のAnttorf per venedig 勘定借方に書かれているのは，N0.1がduc.9900.6.一一

でN0.2がduc.1000である。そしてそれらと同額が，ヴェニス支店勘定貸方の

Ｎ０．１とN0.2に，それぞれper Anttorf ausgeben として書かれている‘7j。し

かしこれらの合計はduc.10900.6.－で，総括表の金額よりduc.6だけ少な

ｔりsi｡

　翻刻Jiには，主要諦のBotzen per venedig勘定は示されていない。したが

ってヴェニス支店勘定借方のN0.1とN0.2にper Botzen eingenomcnとして

書かれている金額に依存するしかないが，それらはduc.1200とduc.2068.23.

5である。これらの合計はduc.3268.23.5であり，総括表にBotzen per venedig

｜
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として書かれている金額より　dtlc.8.23.5だけ多い。=iF要簿のMai】and per

venedig勘定も翻｡刻版にはないが，ウ･ェニス支店勘定貸方にper Mailand aus-

gebenとして記入されているのは，N0.1がduc.34130.12.13でN0.2かduc.

6圓0である。これらを合計するとduc.4n130.12.13であり，総括表に書かれて

いる金額よりp.1()だけ多くなる。

　われわれは‥これら総括表の四つの金額を，誤記されたものと考える‘9j。主要

簿の金額を正しいものと考える。なぜなら，これらの金額だけ他から求められ

たと考える理由はなく，主要疎か４求められたものとすると，そこまでの処理

には誤りがないからである。もＬこの判断が正しいものとすると，1516年月］

１日から同年12月3H］までの間に生じた取引で，フッガー家他店の各勘定をも

って仕訳され，勘定【1座に転記されて，かつ主要簿でもそれら他店勘定をもっ

て記載されている金額のすべてが，総括表に記載されていることになる｡

　ac.57の「借方と貸方の場所，それには価値がない」（Stat in cred. vnd debit. ，

s（）11ichtsge】ten川こは金額が宵かれていないわけであるが‘loj，主要簿のac.57に

はつぎの三つの勘定口座か設けられており，金額も記入されている。vortail zu

venedig duc.1.1.12【借方】，duc.3900.5.19（貸方），vnkostzu venedig
duc.

196.12.一渫方）およびBottenlon zu venedig duc. 8（借方）かそれである。

ではこれは，何を示そうとしているのであろうか。おそらく「借方と貸方の場

所」は，ac.57に勘定口座か設け,≒れていて金額も記入されていることを，「そ

れには価値がない」は，それにもかかわらず総括表にはその金額を記載しない

ことを，それぞれ示そうとしているのであろう。

　ここで金額を記載しない理由については，73枚目裏頁で（ll’，まず「利益，損

失および費用。それらを明らかにする必要はない｡なぜなら，それは動産では

なく，einnemenおよびausgeben全休の中に含まれているからである｜（vortail

vnd llachtail,auch vnkost, das darff man llicht auBziehen, dann es ist nit mobile, sonder

p】eibthl im selbst a】sosteen fur gemain eirlnemen vnd auGgebell）と述べている。そ

してさらに「将来受入れるか支払わねばならない動産については，後刻処理す

ることになるため，総括表にまとめておかねばならない」（Was aber mobi）e ist，
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als山1s iclllujch s()1]einnemen oder zalen mu(ヽsse.das mt!13 man aLil3ziehen、wic i11

･､bMemeltem at出zしIRsteet in aincr gellcl‘a11･echllt】ngdiellellt、;nlBz｡gell、wiM wei1がr

hel-11;ldロ･olgen wil'tl と述べている｡これは、将来決済さるべきものを総括表に

記載するｰ‥-万で、将来決済する必要のないものは総括表に記載しないことを述

べたものと受取れるか、ヤコブ・フッガー氏勘定をもって仕訳された金額すな

わち同氏に封する債権または債務の増減のｰ一部が、総括表に記載されていない

ことになる｡

　３．主要簿から求めうる金額(II)

　総括表にac.58からac.60までとしてさかれている十の金額は、ギ要階との

関係から、二つに分けることができる。一つは、すで｀に見たTantzge　per

vcncdigまでの金額と同様1 こ，主要簿から求めうるかまたは求めたと考えられ

るものである。他の一一つは、主要簿からは求めることかできないものである。

　まず主要簿から求めうるものをみると、それはm.4525 M､isi】berzu Rom の

借方記入額duc.32822.10.4､ctl-｡4700 kupffer zu Botzenの貸方記入額duc.

18204.18.15､elen 8563％al】erlay seidin gewalld zu Augspurgの借方記入額

duc.27572.5.24およびEdelgstain､zoyen etc. zu Augspurg の借方記入額duc.

32360.……の四つである。これらの金額は、ヴェニス支店勘定で貸借逆の佩

のN0.]およびN0.2に記入されている金額の合計と同巳である‘12)。

　主要簿から求めたと考えられるものの、ギ要簿の金額と若Ｆ異なるのは、m.

11532％silber zu Ha11の貸方記入額duc.83617.21.4とctr.820 kupffer zu

llallの貸方記入額duc.3325の二つである。

　m.11532％silbcr zu Hal]の貸方記入額duc.83617.21.4は、主要簿でヴェ

ニス支店勘定借方N0.1にper silber zu llal】fur cinncmcn として記入されて

いる金額、およびSilber zu Hall勘定貸方N0.1に記入されている金額に見合

うもののはずである。しかしそれら主要簿の二個所の記入額は、ともにduc.

83617.21.24である。総括表の金額より、p.20だけ多い。ctr.820 kupffer ztl

llanの貸方記入額duc.3325は、ヴェニス支店勘定借方N0.1にper kupffer zu
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Hal】fur einnemen として記入されている金順に見合う１ののはずであるが，

その額はduc.3325.6.12である‘･弛，9.6.p.12だけ総括表の金額,より多い。こ

れらの場合も，当然総括表の金額が誤りであると考えねばならない‘Iむ,。

　なぜなら，これらはともに｡圭要請のN0.1に関するものであるから，第一例,|･

を見れば,よいことになるが，第一例示で記載されている金額は主要簿の金額と

同ヒだからである｡すなわち，第一一例示でハル支店から銀を受入れたのは４月

５目と5 jj28目の２回で，仕訳の重一以合計は11532マルク２口ヽト，金額合計は

dllc.83617.21.24である,‥また第一例示で同支店から銅を受入れたのは4J]20

日の１間だけで，仕訳には4Ult820ヽｿJ.ントナー，金額duc.3325.6.12と記入

されている。

　ただこれらの誤りは，Tantzge pcr venedig までに存在した四つの誤りとと

もに，意識的なもので，原本の段階ですでにそうなっていたのかもしれない。

なぜなら73枚口裏頁の末Ｍ近くの総括＆に関する記述の中に汀そして一一つの実

験を行い，正しいことばかりでなく多くの誤りを書いた。それはそうすること

で，学習さ廿，事実と事実を相互に明らかにさせるためである。｣(vnd mache･

ainem m)r ai111aborilltv11d mer jrr dann rjchtig. Es were dalln, das ainer im lhurl were，

so gjenge das zaigen, lernen,das facit vrld das factum mitejlland)と吽かれているから

である‘lsj。

　４．主要簿から求めえない金額

　m.4525%6 silberzu Rom 以ﾄ'に害かれている金額のうち，主要簿から求め

ることができないのは，つぎの四つである。m.911μi silber zu Rom, angsch-

]agcnの借方記入額duc.6610,m.413814 silber zu Hal】,angschlagenの貸方記

！　　人額duc.31310.－ご，dr.1750 auch kupffer zu Botzenの貸方記入額duc.

！　　6774およびctr.250 kupffer zu Rom の借方記入額duc.90()｡－｡－。先に｢一一

　　部の金額は，主要簿からは求めることができない｜と述べたのは，これらの存

1　　4'1ﾐを指している。

　　　確かにヴェニス支店勘定の貸方をみると，N0.1だけにper silberzu Rom と



　:むli

いう記入がある。しかしその重量は4525阿l;マルクで、金額はduc.32822.10.

ぐご･あり、すでに見たごとく別に総括表に記載されている。しかもここで｀の･則i:T

が911kマルクであることから、duc.6610は4525ｼﾞ仙マルクの銀とは関係ないも

のと考えねばならない｡だとすると、ヴ=rニス支店勘定には他にper silber zu

R･mlという記載がないのであるから、主要簿からは求めることができないので

ある｡ではこの金額は、どのようにして求められたもので、どのような内容の

ものなのであろうか。

　実は、第二例示においては11月2811に１回だけ、ローマ支店に銀を送、てい

る。その重量が911Mマルクである‘16)。したがってduc.6610は、第二例示のこ

の銀の金額と考えることができる。ではなぜ、主要簿にこの金額か記入されて

いないのであろっか。それは、Capusに記入されていないためで、さらに討え

ば第二例示の仕訳の仕方のせいである。

　第二例示では、フ･ンガー家内部で銅および･銀を直接受渡したときに、重量と

個数だけを仕訳に記入することとしている‘17'。仕訳に金額は記入しない。その

ため11 1128[]にローマ支店へ銀を送ったときに、仕訳には重量と個数だけを書

き、Capusの銀勘定にもその重量と個数だけを転記している‘18j。主要簿のＮｏ．

２はCapusをもとに記入されているのであるから、silber zu Ron! のN0.2に

は記入すべき金額がなかったのである。

　この、これまて･‘第二例示では示されていなかった金額を、総括表を作成する

段階で示したのがduc.6610と考えられるわけであるが､ではどのようにして求

められたものなのであろっか。この点については、いっさい説明されていない

ため推測するしかないが、いま総括表で直前に書かれている第一･例示でローマ

支店に送った銀の重量約4525マルクと金額duc.32822.10.4をもとに計算する

と、１マルクが約duc.734になる。この単価をもって計算すると、丁度ではな

いが、911Mマルクはほぽduc.6610になる(duc.714×91114マルク≒duc.66o6㈲。

おそらくduc.661()は、このように第一例示の数値をもとに求められたものなの

であろう。｢評価｣(angsch)agen)は、この段階ではヒめて金額を付したことを示

すものと考えられる。
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　per silber zu Hal】という記入は，ヴェニス支店勘定借方のN0.1でだけ行わ

れている｡その額はduc.83617.21.24であるが，それとほぽ同額か，すでにに

たとおり別に総括表には記載されている。したかってduc.31310は，それとは

別と考えねばならず，とするとヴェーニス支店勘定には他にper si】berzu Hail と

いう記載かないのであるから，ヴェニス£店勘定から求められたものではない

ことになる‘19j。

　そこで「ハル支店｣･と「4138」4マルク｣を手掛りとして第一例示および第二

例示をみると，これまた第二例示中に一つの数値を見出すことができる｡それ

は，10月20[1と11月Ｈ田の２回に分けてハル支店から受入れた銀，すなわち第

二例jjiで他から受入れた銀の全重阻で，Capusの銀勘定借方末Ｍに記載されて

いる4318μiマルクである。4138Mマルクとは異なるか，これ以外に｢ハル支店｣

と関係ある数値が見出せないため，われわれは4138μiを4318Mの誤記と考える

のである‘2°1,，

　第二例示での他店からの銀の受入れだとすると，第二例示の仕訳の仕方から

して，主要簿まではどこにも金額が滞かれていないことになる。それをこの段

階で示すために｢,沖価｣したのが，duc.31310なのであろう。では，どのように

　[評価]したのであろうか。そこで上記のロー-マ支店へ送った銀の場合と同様

に，１マルクを約duc.7μiとして計算すると，ほぼduc.31310かえられるcduc.

7MX4318Mマルク≒dllc.31307)。

　ヴェニス支店勘定にper kupffer zu Botze11 として記入されているのは，借

方N0,1のduc.18204.18.15だけであるが，これもまた総括表に別に記載され

ている。そこでここでもまた｢ボッツェン支店｣と｢175()ツェントナーｊを手

掛りとして第一例示および第二例示をみると，Capusの銅勘定借方に5(10ツェ

ントチーと1250ツェントナーという合計で1750ツェントナーになる二つの記入

を見出すことができる｡それらは10月18日と12J｣1 11にボッツェン支店から受

入れた銅の各重量であるが，第二例示で他店から受入れた銅はこれですべてで

ある。

　これらの記入にも，第二例示部分であるから金額は付されていないわけであ
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るが、たれjっれはduc.6774がこの銅の評価額であると考える｡そこで、十｡記:こ

つの場合に倣って第一一･例示の数値を昆ると、第一例小ではボヽバソＪン支店から

IR;､kにして4700ツェント子－-、金額にしてduc.18204.18.5の銅を受入れてい

る｡これをもとに計算すると１ツェント子－は約duc.3％｡になり、1､750倍す

るとduc.6774に近い金額がえられる(duc.3％､x l. 75o･ソエントナー-＝dllc.6825)｡

ここでも、末尾に｜評価｜　と河くべきであ･ったであろう。

　圭裂痔の勘定科目一覧表には、Kupffer zu Ronl という勘定科目が含まれて

ぃな、しかＬヴェニス支店勘定には、N0.1とN0.2の双方ともper kupfferzu

Romという記入はない。主要簿にKupffer zu Rom勘定を設けたものの、そ

こにはなんの記入もなされなかったのである。それは、N0.1についていえば、

第　-例示でロー一マ支店に銅を送ったことがないためである。またN0.2の場合

は。たとえ同支店へ銅を送ったとしても、第二例示の仕訳の什方のために、主

要簿までは金額か記入されないわけである。

　そこで、第二例示でローマ支店へ銅を送ったことの有無を調べると、12月28

EIに１回だけ送っている。その服Iよが250ツェントナｰ-で、総括表の重量と一致

する。したがって上述のボッツェン支店への銅の場合と同様に、１ツＪントナ

ーをduc.3Moとして計算すると、250ツェントナー-ではduc.975になる。duc.

9聞とﾛ｣'成り異なるものではあるが、前記三つの場合と同様に、第二例示で付さ

れなか･った金額を、第一一･例示の数値をもとにこの段階で評価したものと考える

と、この金額はこのようにして計算されたものと考えるしかない。duc.975と大

きく違うのは、総括表記人時に誤記したためなのかもしれない｡

　５．総括表に記載されていない金額(Ｉ)

　もＬ以llの推論か｀tl'Iなもので，四つの金額が第二例示で示されていない金

舶を。総括表を作成するにあたｰって第一例示のデータを参考にして[評価JL

たものとすると，総括友は第……gyl]-j]1jjよび第二例示全体を，第一例示の仕訳原

!!I]に従って小そうとしていることになる。しかしだとすると，一つの問題が生

ずる｡この段階でｉ二例示で示されていない金額を評価して，第二例示全休を
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も示さんとするのであれば、第‾こ例示の同種の事柄すべてについて評価すべき

であったでヽあろう｡Ｌかし■二例小でなされたフッガー家他店との間の銅また

は銀の増減取引のうち、結局総括表に金額が記載されないままになｰ･ている場

合が。二つある､‥二のことによ､って総括表は、第一例示および第二こ例示全体を、

第･例示の什､沢の什方に従って集計しようとしたものであったとしても、結果

はそうとはなｰっていないのである｡

　一つは、10月2引]に本店へ送-iた絹布duc.1575を入手するさいに交換に供し

た、銀duc.1288と銅duc.337!か11のduc.1575の部分である｡この交換におい

ては、払出した銀と銅の合計額duc.1625殖と受入れた絹布duc.1575との差

duc.50％を、現金で受取っている。このことについては、第二例示ではー一連の

取引の結果だけを示めす処理を行っているため、duc.5低徊こついてだけ借方を

現金勘定、貸方を銅勘定として仕訳し、貸借のバランスだけは保っている｡duc.

1575については、duc.50％で仕訳する理由として、小書きに書かれているにす

ぎない。そしてCapusの銅勘定の貸方には減少した個数、眠量およびduc.50.

12.－を、錐勘定の貸方には減少した個数と重量。そしてヤコブ･フッガｰ一氏勘

定のａ方には交換により人手した劇i布を送ったという事実だけを記入している

にすぎない‘･21'｡結局duc.1575については、勘定口座に記入されていないため主

要簿に記入せず、総括表の段階でもそれを評価・記載することは行われていな

1 11221

　他の一一つは，第一例示から第二例示に繰越された銅duc.141.2.15の場介で

ある。第二例示では，10月lllにこの繰越について仕,沢を行ってはいる｡しか

しその末Ｍに金額を記入せず，Capusの銅勘定にも金額を記入していない｡そ

のため。牢要簿のどこにもこの金額は記入されていない｡確かにヴェニス支店

勘定N0.2の借方最ト部に記入されている第一例小の期末におけるフッガー家

他店勘定以外の諸勘定の借Jj残高合計duc,3384.15.31の中には，この金額が

含まれてはい＆しかしそれら諸勘定の借方残高合計は,ヴェニス支店勘定No.

Iの貸方末Ｍにも記入されている。したがってヴェニス支店勘定のN0.1および

N0.2全体とＬては。結果的に相殺されていることになる｡しかも，duc.141.2.
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15については，ヴェニス支店勘定N0.2の貸借合計を一致させるためであろ

その･n吉永16にも記入して相殺している‘2jl。

　６．総括表に記載されていない金額(ln

　総括＆と土要請の関係でみると、さらにもう一一つの場合がある。それはIli然、

主要=隋に記載されながら、総括表には記載されていない金額の存在である｡

　その､ような場合は、三つに分けることができる。-つは、圭習得の他の諸勘

定には記載されておらず。ヴェニス支店勘定にだ･けN0.1の貸借を合計で一致

させるために末尾に記載し､N0.2の最上部の貸借逆の側に引継いでいる金額で

ある。lし体的には、N0.1借方とN0.2貸方に記載されているduc.240(9 113()

11現在のダニェル・テ･･ソリイッチョ氏に汁tる債務残I郎、およびN0.1貸方とN0.2

借方に記載されているduc.3384.15.31(9月3n日現rlEのビザニ銀行に対する債権残

高、現分有高、銅有高の合allがそれである‘24'。

　つぎは、前述のヴェニス支店勘定Ｎ０．２の貸方末R41に記載されているduc.

141.2.15(9削o日現在の銅有､咄である。これは、第一例示では銅に金額を付し、

第二例示ではそれに金額を付さないため､－･度はN0.1からN0.2に引継いだも

のの､N0.2だけの貸借合計を一致させる目的で相殺するために記載されたもの

である。もしこれを総括表に記載すると、銅が増加しているにもかかわらず減

少したことをぷす結果になる。

　以ll二つの場合は、総括表をヴェニス支店勘定をもとに作成したとしても、

結局は相殺されることになるか、記載すると逆の状態を小すことになるため、

総括＆に記載しないとしても特に間題はない。またもし、総括表をギ要請の他

の諸勘定から作成したとすると、もともとどこにも記載されていないのである

から。総括表には記載されないことになる。

　残る　一つは、第一一例示または第二例ぶで仕訳されて勘定口座に転記され、か

つ主要路の他の諸勘定に記載されてヴェニス支店勘定にも記載されながら、総

括表には記載されていない金額である。ヴェニス支店勘定の貸借に従って具体

的にいえば、借方N0.1のper vortail eingenomen duc. 39〔〕()｡5.19、借方No.
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2のper silber duc. 25841.6.－およびper kupffer due. 7646と，貸方N0.1の

per vnkost ausgeben duc. 196.12.－，pcr potenlon ausgeben duc. 8および

pcr vortai】ausRebcn duc. 1.1.12の六つである'25｣。これらのうち，利益および

費用を集計表に記載しない理由については，｢それは動産ではない｣(es ist njt

m･･bile)からと述べられているのであるが，銅および銀を記載しない理由につい

ては，なんの説明もない。

　以上のように，総括表には，フッガー家他店との取引が発生時に仕訳されて

勘定LI座に転記され，かつ主要簿にも記載されたうえで記載されていることが

多い。しかし圭要簿に記載されている金額であっても総括表に記載されていな

いことがあり，他方では取引発生時に仕訳されなかった金額が総括表の段階で

はじめて記載されていることがある。

　このうち後者は，第二例示の記帳法を第一例示のそれになおす意味をもつの

であるから，結果的には，総括表が第一例示および第二例示仝体をJつの記帳

法によって処理したものの集計となることに役立っている。しかし前者は，取

引とＬて生ヒたものを除外することであるから，総括表を第一例示および第二

例示の全体を示さないものとＬている｡

　もともと主要簿での記載自体が，フッガー家他店との取引内容によって，整

然と区分処理されているわけではなく，その主要簿の記載額を総括表に含める

か西かも，｢動産｣か否かによって区分しているとはいえ，動産の意味が明確で

はない。このような理由から，総括表かたとえフッガー家他店との取引金額だ

けを集計しようとするものであるとしても，一つの体系的で意味のある内容は

示Ｌていないといわざるをえない。

　７．総括表の目的

　われわれが、たとえ意味のある内容をﾄ分には示していないと考えるとして

も、シュバルツが総括表を作成しているのは事実である。Ｌたがってかれにと

っては、総括表を作成することに、なんらかの目的かあったと考えねばならな

いことになる。で‘は、その目的とは一体何であろうか。
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　この点に'っいてかれは，73枚口裏ａから74枚日表頁にかけての説明で，つぎ

のような意味のことを記述している‘26)。

　フッガ‥家の各店は，｜それぞれ同ヒ日に計算を締切-.Jている｣(ein jeder fador

ftlrsich sc)bst,a]le auf ain tag rechllung beschlidcn)。ただ□゛r店の所在地がどこで

あるかによって，計算に用いる貨幣･尺度･重量の単位は異な･っている｜(so wirt

pilljeder st?inrechnuTlg geben mit der wenmg, maS vlld gwicht,Tlach ains jeden lands

art)。貨幣単位についていえば。所在地によりflemmisch　ge】t，frantz6sisch

cronen,]ionisch pfund, mailcndisch pfund impcriale, duc.de camera 等が用

いられているわけである。

　各店がこのような処理を行っているとして，ヴェニス支店か土要簿のアウグ

スブルク本店勘定借方に，何回かに分けて合計でduc.87922.12.21の記入を行

ったのに対して，アウグスブルク本店は主要簿のヴェニス支店勘定貸方に，

120000 fl. を記入したとする。そしてこの12()000 nを，本店は.duc.87000と

換算したとしよう。この場合は，ヴェニス支店の主要簿のアウグスブルク本店

勘定貸方にduc.87000を記入し，アウグスブルク本店の主要簿のヴェニス支店

勘定借方に120000 fl.を記入する｡その結果としては，本店のヴェニス支店勘定

には残高が無くなるものの，ヴェニス支店のアウグスブルク本店勘定借方には

　｢duc.922.12.21の残高が残ることになる。その残高はアウグスブルクでのつ

ぎの計算へ繰越す｣(Den rest so)l man steen lassen, wie dann im vns die 922 duc｣2

9.21p. stillpleiben ston auf die kunfftige Augspurger rechllung N0. 2 weiter zuuerrech-

nen)。

　シュバルツが述べているのは，おおよそこのような内容のものであるが，各

店が同一の仕訳原則および同-の帳簿をもって処理しているのは，?I'I然の前提

であろう。

　ここで述べられているのは，二つの店の記帳額を相殺することであるが，そ

のような相殺処理を行うには,各店の主要簿が手もとにあることが必要になる。

相互に連絡しつつ，それぞれの店で相手のデータを入手して処理したと考える

のは，当時の通信事情からすると非現実的である。とするとこの処理は，各店
－
－
－
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のﾄﾞ要簿が集められる店で行jっれたと考えねばならない、そのような店はフッ

ガー家の場合、当然アウグスプルク本店であ･ったであろう｡

　このように、アウグスブルクの本店においてフッガー一家各店の記帳額を相仔

に相殺していたであろうことは、第一一例示から第二例示への繰越手続をみた時

点で、すぐに予測できたところであった。第二例示は、第一例示の期末残高を

引継ぐところからはじま､っているが、そのさい第一例示の期末残高のうち、フ

ッガー家歓支店の勘定残高だけは繰越されていないのである･27)｡

　では、本店での相殺処理に各店の主要痔が必要であったとして、そのさい総

括表はどのような役割をはたしたのであろうか。

　第一例示から第二例示に移行する過程で、本店において相殺処理が行われて

いるのであるから、そのさいは第一例示についてだけの主要簿か作成され、本

店に送付されたと考えねばならない。そのさいヴェニス支店が送付したのは、

すでにみた主要簿のN0.1であったはずである。第二例示の締切後には、主要痔

のN0.2か作成･送付されたであろう。少なくとも第一例示から第二例小への移

行過程をみるかぎり、第二例示締切後に第一例示と第二例示全体の主裂痔を作

成・送付したとは考えられない。そのような土要簿だと、第一例示締切後に本

店でお1殺処理を行うことは不可能であったはずである｡

　ではなぜシュバルツは、第二例示締切後に、第一例ぶをも含む主要簿を作成

しているのであろうか。それは、ンュバルツ簿記書が教科書としての性格をも

もって書かれたためであろう‘2sl。本来は第一例示および第二例示をそれぞれ締

切った後に、そのつど各市要簿を作成すべきところを、教科書としての､溌明の

都合で、実際とは異なる時点で作成し、その作成手順だけを示そうとしたので

あろう。

　第一例ぷおよび第二例ぷをそれぞれ締切った後に各市要簿が作成されたとす

ると、総括表もそのつど作成されたと考えねばならない。そのさい総括表は、

主要簿の要約表としての役割を担ったであろう。しかしすでに述べたごとく、

総括表か十分にその役割をはたしたとは考えにくい。

　各店か作成した総括表をもとに本店で相殺処理を行って、その結果が満足の
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ゆくものとなるには、いくつかの条件が満たされることが必要であったであろ

　ﾚ要簿と総括表の一方だけに記載Ｌて他方に記載Ｌない場合は、その取引に

関係したニつの店か同様の処理を行っていなければならない｡また主要簿と総

括表の双方に記載するとしても、総括表と主要簿での記載項目が、ニ'jの店で

同一とな-jていなければならない。さらに各店それぞれに異なった貨幣Ψ｡位で

記帳している場合は、本店での換算額が、各支店の記帳額とｰ一致Ｌなければ、

相殺後に残高が生ずることになる。これらの諸条件が、十分に満たされていた

であろうか。すでに見たところから、われわれは十分には満たされていなかっ

たものと考える。

　８．総括表での計算の誤り

　最後に総払表末尾の「ヴェニス支店の通常の取引から生じた受人れるべき金

額が支払うべき金額を上まわる超通船詰Rest hat der gmain handd aus vcncdig mcr

einztmemen weder zuzaln）duc.6479.18.29に注目すると，これが求められるま

での過程には，いくつかの誤りがある。

　総括去がヴェニス支店勘定をもとに作成されているとする。同勘定は，Ｎ０,１

およびN0.2とも貸借の合計が一一致しており，そこでの計算には誤りはない。だ

とすると，ヴェニス支店勘定のN0.1およびN0.2の記載額すべてを集計した場

介は，貸借の介計は相互に一致することになる。　しかしすでに見たごとく，ヴ

ェニス支店勘定に記載されているにもかかわらず総括表に記載されていない金

額があるｰ一方で，ヴェニス支店勘定に記載されていないにもかかわらず総括表

には記載されている金鎖がある。　しかもそれらの金額は，同類ではない。その

ため総払長の貸借を合計しても，相互に一致することははヒめからありえない

のである。当然，ヴェニス支店勘定に記載されているにもかかわらず総括長に

記載されていない金額と，ヴェニス支店勘定に記載されていないにもかかわら

ず総括表に記載されている金額を相殺しただけの，差が生じることになる。

　そこでそれらの金額を確定するために，まずヴェニス支店勘定に記載されて
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いるにもかかわらず総括表には記載されていない金額を、ヴェニス支店勘定で

の貸借に従-ってμることにする｡ただし、ヴllニス支店勘定N0､1の末尾と同勘

定N0.2の貸借逆の側の最上部に書かれている同額の金額は、相殺されて貸借

の合計のバランスに関係しないことになるため、はじめから除外する。

　ヴJニス支店勘定に記載されながら総括表には記載されていない借方の金額

は、duc.39（10.5.19､duc.25841.6.－およびduc.7646の三つで、その合計は

duc.37387.11.19である。それに対してそのような貸方の金額は.duc.196.

12.－､duc.8､duc.1.1.12およびduc.141.2.15の四つで、合計はduc.346.15.

27である。したがって総括表に記載されていない金額は、ヴェニス支店勘定の

貸借に従っていえば、借方がそれらの差duc.3704（1.19.24だけ多く、合計では

伯=むがそれだけ少ないことになる。しかし総括表とヴェニス支店勘定では貸借

が逆なのであるから、総括表の合計は、貸方がそれだけ少ないことになる。

　つぎに、ヴェニス支店勘定に記載されていないにもかかわらず総括表に記載

されている金額をみると、借方はduc.6610とduc.900の合計duc.751（）で、貸

方はduc.31310とduc.6774の合計duc.38084である。したがってその差duc.

30574だけ、この而では総括表の貸方に多く記入されていることになる、そのた

め、ここまでを集計すると、E記のduc.37040.19.24がduc.30574だけ減ヒら

れ、その残りduc.6466.19.24だけ総括表の貸方が少ないことになる。これが、

本来の「超過額」のはずである。

　Ｌかしこの額は、総括表末尾に書かれているr超過額Jduc.6479.18.29と比

べると、duc.12.23.5だけ少ない。この差は、どこから生じたものであろうか。

　その原因は、大きく二つに分けることができる。一一･つは、総括表における計

算の誤りで、他の一つは、ヴェニス支店勘定から総括表へ記入するさいの誤記

である。

　総括表における計算には、二つの誤りがある。一つは、貸惜の合計の差とし

て「超過額duc.6479.18.29」白休を計算する面においてで、総括表で求めら

れている貸借の各合計をもって計算すると、差はduc.6480.18.29になる。他

の一つは、このduc.6479.18.29を求めるときの貸方合計の計算においてで、
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総括表に記載されている貸方の各金額の合計は、duc.409266.18.19のはずであ

る｡この舶をもｰって計算するとすれば、前述の超過船自体を計算するさいの誤

りは度外視しうることになるが、ll{しい貸方合計額をもｰって計算したときの超

過額は､duc.6482.1.9になる。ただしこれでは、われわれが正しいと蛸ずるduc.

6466.19.24との套が、duc.15.5.17に拡大することになる。

　そこでもう一つの原因、すなわちヴェニス支店勘定から総括表を作成するさ

いの誤記をみると、すでに見たごとく、総括表の借方に書かれているΛnttorf

per venedigの記入額はduc.10900.6.－でduc.6だけ少なく、Mailand per

venedigの記入額はduc.40130､12.13でp.10だけ多くなければならない｡し

たがｰってこれらの差duc.5.23.22だけ総括表の借方合計は少なくなるわけで、

貸借の差はduc.9.5.27にちぢまる｡

　またヴＪニス支店勘定と総括表を比べると、総括表のAugspurg　per

venedigの貸方記入額はduc.107552､12.9で、p.10だけ少ないはずであり、そ

れに対してBotzen per venedigの貸方記入額はduc.3268.23.5で･duc.8.23.

5だけ、m.11532％si]ber zu Han の貸方記入額はduc.83617.21.24でp.20だ

け、そしてctr.820 kupffer zu Ha11 の貸方記入額はduc.3325.6.12でg.6 p、

12だけ、ともに多いはずである。したがって総括表の貸方会計は、これらの過

不足を調整したあとのduc.9.5.27だけ多いことになる｡これは借方合計との

差をちぢめるものであるから、上記の差duc.9.5.27は説明つくことになる。

　もしヴェニス支店勘定の記載額と総括表の記載額が異なる場合は、処理手順

からして前者が正しいものと仮定し、ヴェニス支店勘定に記載されていないに

もかかわらず総括表に記載されている金額は。それを正しいものとみなすと、

総括表の借方合計はduc.415742.20.6、貸方合計はduc.4〔〕9276.－｡14であり、

その差はわれわれが別の角度から求めた|超過釦Jduc.6466.19.24と一致する

ことになる。

　ただこの金額が､｢ヴェニス支店の通常の取引から生ヒた受入れるべき金額が

支払うべき金額を上まわる超過額｣を正しくぷしているかとなると、主要簿お

よび総括表の作成過程からみて、疑問が残る。
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最後に，第宍j.fｼﾞllj｣心の記帳関係図を小すことにしよ似

　　　(第４図)

第三例示記帳関係図

③

QI･J

･=（1.t.’ﾉ一一jが一一家蚊III;勘定を除く各勣宙残高を，11併逆に（9/3m

（l（!は．勘定別.1到削ljに（圭として9/30）

o＠は，貸借逆に（9/30）

r･のは，勘定別に貸借別に（貸借遂に，一一iこ.と［.て12/3n

c＠は，貸借逆に【12/3E】

r:･＠は，勘定別，貸借遂に（12/311

（□ A.W｡S,264，

⑧

｛ど｝das Hallhtbuch von ac. 51bisac.6【li1125 contfjと書かれているか、Das Alphabeth uber

　　血s llaljbtbuch には、24の勘定しか示されていない、CA、W｡S.255 und 264）
（３ｊ

･ド

　ﾈ｡要簿の勘定科l山AI呪spurR per Ve,ledigとなｰっている｡この,ような地名の綴りの違いは。

鴎,il?書全体を通Ｌてにlf成りみられる。

　ダいチ･バリj7本では。｜注解」の前にすなわちi=｡娶簿の|削剥こ奔かれているという。CA.W｡

S.265.Anm.1971

！引　本寿269--270頁参照。（６）本書277-ヽ278，312貞参照。

（７）ただ1..N0.2では，per AuRspurg ausgeben と書かれている。これはl･lらかに誤･jでヽあろう



:個

　F　rhlc.|凹n6.6.一一か,ぷりであることは，1'･ﾉ11･イトナ･も指摘Ｌている｡ウィ‥ンおよびタン乎

　　ぃ,ヒ:/〕ajj｣･jq,7は.duc.1凹闇｡6.と･11=かれているとい-hl.A.W.，S.265.An111.19S}

　9・　Antt〔jl-f凶場合を除く･･シjの誤･〕につい･ては，･'7･･-j･イト-j･--は令くふれていない｡Ｌたか≒て

　　｡･り　ーこお,tリ･ダンチJ,jヒの各写奉で1｣【一一】様の,ぶりがあ,｡,たとも考えぷJLるが，ヴ７イﾄナー

　　カq,|｡落1｡たとも.j5えられる。

1111j:　この記入は，ﾀ'ンチッヒ写本にはないとい-J.(A.W｡S.265.Anm.199!

ロド　A.W｡S.266，

(｡げ･　これらはF.要簿ｸﾞ)，Silber ztl Rom, Kupffer 2u Botzcn, Seidin gwand zu Auppul-M およぴ･

　　Clairlat zu Auppur只のき勘定記入釦に見合うもののほずであるが，翻al]版にほいずれも,JJ

　　れていない｡なお，ウヱーニス支店勘定借力･に舟かれているKupffer　zu　B�zenの金額duc.

　　182[14.1S.15は，仕;沢帳の記入額よりp.10多い。

11:n　Kupffer zu Ha]]勘定は，翻刻版にはない。

lil4j　Sjlber zu Ha11 とKupffer zu Hall は，内容をf.L.くポＬてほいない。ハル支店からは銀と

　　銅を受入れているだけである。zuではなくv･nとすべきであろう。

()511　A.w｡S.267.(16)A.w｡s.236.(17)本書22【】－221頁参Jt

･!ぼ･　ローマ支店勘定には。仝く転記していない，

(19!I　Silber zu Ha)la･方の二つ目のパラグラフに，148個，431Sマ几ク４ロｰﾝ|･，11JHOIIと11田

　　2011にウI.･ニスでＮ０．２について計算。受入れ:aC.58 duC. 313謝こついて,押鮨｣と書かれて

　　いる｡LかL duc. 31310の根拠は示していない｡(A.W｡S.263)

2（|）ウI･フイト十‥も，この誤記を認めている｛A.W｡S.265.Anm,200｝

‘2n　A.W.S.250 und 252.

221　この処理が不適当なものであることはl剔らかである。本書225頁参照｡

ゴ】本書270貞参照。

12劃　N0.1ではduc.141.2.15とduc.831.2.8の合計とduc.2412.H.Rを分けてぷＬているが，

　　N0.2ではそれふを合計額で示している。

（251　duc.25841.6.－とduc.7646が，どのよっにして求められたかは不明である。本心316良参

　　!町

1.2ぶ　A.W｡S.267.（27）本書173頁参照。

･,2sl　教科跨とＬて利用されることを意図Ｌたことは，説明文中の|商売を行い自分で簿記をつけ

　　ている商入は，この簿記書またはひな型から多くを学ぶことができ…」という記述かI｀-,推ill･』で

　　きる。（本書37頁参照）
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□9

　ンコバルツが151朗１二手一書きL.た簿記書の検討は，以上でひとまず終1)るこ

とになる。そこで最後に，いつのころからか気になりはヒめ，時間とともにふ

くらλで，ついには頭から離れなくなった一つの疑問について述べ。本沢を閉

ヒることにする。その疑問とは，ンュバルツかこの手書き本を，どのように両

いたかという間屈である。かれはこの本を，十分な下書きをＬたうえで書いた

のであろうか｡それとも下書きなＬに直接に，または下書きをしたとしても十

分には卯敲しないまま清書したのであろうか。

　この点について結論をﾄﾞすには，写本および翻友|｣版の作成過程をも勘案しな

ければならなしヽであろう。ただわれわれは，写本および翻刻版はほぽ忠実に作

成されているものと伝ずる。エルビング写本を中心にした翻刻版には，他の二

冊の写本との違いが可成り詳細に注記されているか，それをみるかぎりは，三

冊の写本相仔に大きな違いはない。このことを踏まえた上でわれわれは，この

手滞き本は。下河きをせず何ロかをかけて，ただ書くたびにｰ一応それ以前の部

分を読みかえすかたちで書かれたものと考える。そしてさらに例示部分につい

ていえば，実務で行うのとは違った順，すなわち簿記書を書くための便宜的な

順で害かれたものと考える。

　その理由は，つぎのような点が存在するからである。この本には，記述の不

整合，スペルの不統一，誤記および計算違いといった，十分に推敲すれば当然

防げたであろうことかあま'Jにも多い。それぞれの例をみよう。

　記述の不整合の饅たるものは，説明部分にみられる。そこでは，転記先勘定

口座のj'数を仕訳の左余白に分数形式で示すと，幾度も書かれている｡しかし

1518年に゛F書きされた部分に限っていえば，そのような分数形式による元丁の

＆示は全くなされていない。別の方法による7E』'の表示も，いっさいなされて



　　1･lt］

はい： ない。また弟--例示の仕訳帳で，ll付のつけ万が最初の頁だけ違｡一Jている

こと、第JI｣示の仕､沢帳の末尾に｜仕訳帳のおわり、Capusにつづく｣と書き

ながら、実際には債務帳をポしていること、これらも不整合といえるであろ肌、

　スペルの不統‥は、とくに人名、地flの場合に目につく。たとえば最もL111数

多く使われている本店を示す勘定科||すなわち多くはJacob Fuggerと=斟かれ

ている勘定科目を、ときにJacoben　Fugger、Jak()b　Fu只gerまたはJacobo

Fuggerとも書いている｡第一JI』示の取引先勘定の一一つであるPagathilliにつ

いていえば、全部で四回行われている同店との取引のうちの二|IIIの仕訳では、

勘定科目をそのように書いているが、残り二回の仕訳では勘定科目をPagatini

またはPasatiniと書いている。また他支店の一一つであるローマ支店はRoma

またはＲｏｍと、同じく他支店の一つであるアントワー-プ支店はAnttorfまた

はAnttorffと害いており、それぞれでいずれのスペルを多く用いようとしてい

るかは判断できない。

　誤記は、第二例ぷにとくに多い。そこでの勘定【】座の記入では、仕訳のこつ

の要素かともに債務帳に転記される場合に限11J 、 仕Ｆと同一仕訳のもう一一T方の

転記先元Ｔとが書かれている。そのように、二つの要素がともに債務帳の勘定

口座に転記されているのは48回(仕訳数は24)であるが、そのうち五19]の転記

でjj数が誤記されている。第二例ぷではほかに、日付および重量の誤記もある。

　計算違いは、残高の計算で多くみられるか、その原因としては、グロツシェ

ンが24進法、ピソー-りが32進法であることが考えられる。第一例示で開設され

ているのは24の勘定ロ座凛末に新設した勘定口座を含む)であるが、それらのうち

銅勘定とボッツェン支店勘定の残高計算で，ビソーりのレベルに,誤りがある。　　｜

また第三例示の総括表では，貸方合計と貸借差額の各計算に誤りがある。

　以ﾄ｡で示した不整合･不統‾･誤記および計算違゛は･14!-なる例にすぎな゛ﾛ　　ｉ

それらは，，ﾛ‾正されないままにおわっている。例として示したものだけでもこ

れはどの不整合等のあることをみれば，ﾄﾞ書きをして十分に推敲したとは到底

いえないであろう。われわれはさらに進んで，一応下書きをしたこと自体を否

定するわけであるが，そう考える根拠は，誤記および計算違いに気付いて訂正

－
Ｉ
－
■

j.･j.」‘Jj｀　3･11

している場合の，その訂正の仕方である｡

　第一一･例小の,汁算書借方で，４月15L｣の運搬夫への現金()uc.8の支払いを，は

ヒめduc.12と誤記している。そしてその訂IFを，同日付で貸方にduc.4を記入

することで行ってしヽる。これは，誤記に直ぐ気付いたことを示めすと同時に。

貸借記入額のバランスを崩さない方法で訂正したものであるが，一応ﾄ'書きを

したのであれば，duc.12を消して，直接duc.8と,IIIFしたであろう。ここでの

訂正は，一11.書いたものは消さないという方法である。

　このように，誤'川こ直ぐ気付いて訂正した場合のほかに，しばらくして誤り

に気付き，その時点で訂正している場介もある。|司ヒ計算澄貸方末尾に9 J130

Lj付で記入されているdtlc.800がそれである。これは，計算書の丁数34で８月

2()田こ貸借差額を求めたさいに，貸方合計duc.221493.16.8をduc.800少なく

計算した誤りの訂正である。この,汀正は，少なく計算した額をあとから加える

というものであるか，この場合も，下書きをしたのであれば丁数34の計算を直

接i汀IEすることかできたであろう。

　以上の理由によってわれわれは，シュバルツがこの本を下書きなしに直接書

いたものと考えたいわけであるか，この結論には若干の躊躇もある。なぜなら

弟三例示のあとに，トーつの実験を行い，正しいことばかりでなく多くの誤りを

i4Fいた。それはそうすることで学習させ，事実と事実を相互に明らかにするた

めである｣と書かれているからである。この記述が第三例示だけのものか，説

明浴分を含む手書き本仝体についてのものかは明らかではない。しかし上記二

つの誤りとその訂正が，仮りにここでいう実験であって意識的なものであった

とすると，われわれの結論こそ訂正しなければならないことになる。

　つぎに執筆jljmこついていえば，現在のわれわれもときにそうするように，こ

の本の第一例示および第二例示とも，まずすべての仕訳を行い，ついで勘定口

座への転記をまとめて行うという順に書かれたものと考えられる。

　第一例示では6J]23日と８月28日の各仕訳の貸方を，９月2H=|に現金勘定に

転記している。また第二例示では12月28日の仕訳の借方を，12月30日に現金勘

定に転記している。これらの転記の前には，それらの仕i沢口以降になされた仕



　3･12

､沢からの転記が洛什､沢目付ですでになされている。

　6｣]2311と8J]2811の什訳はともにそれぞれのl｣の唯一のもので、12月2811

にはフ｡つの仕訳しかなされていない。このように一一つまたは二つＬかなされて

いない什訳ｶ仙の転記を、説明文で繰返し鮮かれているように仕､沢のつど転記

するとき、見落すことがありっるであろうか｡一定期問の仕､沢をまとめて転記

するときにのみ起IJうることと考えねばならないであろう。

　実際とは違う順に執筆したであろうことは、第三例示の総括表からも捕測で

きる。われわれは総括表を、本店で決算後に行う、本支店田｣の債権・債務の相

殺およびIフッガー家全休の商品販売益計算のために各店が作成したものと考え

るわけであるが、だとすると総括表は第一例示および第二例示の各締切後にそ

れぞれ作成されていなければ意味がない。第二例ぷ締切後に第一例示を含む全

休についての総括表を作成したのは、実際での手順を無視し、総括表の作成手

続だけを説明せんとしたためと考えねばならないであろう。

　なお、執筆に都合の良い順に書くことができた背景としては、記帳例示で用

いられている取引が、予めきまっていたという事実を見逃すことができない。

ンュバルツが用いたのは、フッガー家のヴェニス支店で1516年に行われた実際

の取引、ほぽそのままである。

帽宍 川
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